
芸

能
•

娯

楽

は

じ

め

に

今
回
の
調
査
を
通
じ
、
妙
義
町
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
中
で
、
特
に 

特
徴
的
な
存
在
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
八
木
連
、
下
高
田
本
村
に
見
ら
れ
る
二
人
〜
三
人
立
ち
の
、
神
楽
獅
子 

の
存
在
で
あ
る
。

一
人
立
ち
の
獅
子
舞
は
、
本
県
で
も
そ
の
数
が
多
く
、
妙
義
町 

地
内
で
も
、
大

牛•

中

里•

行

沢•

菅

原•

八

木

連•

下
高
田
本
村
な
ど
で
、
行 

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

二
人
立
ち
系
の
も
の
は
、
県
内
で
も
そ
の
数
が
少
な
い
。
 

し
た
が
っ
て
、
妙
義
町
で
の
存
在
は
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。
現
在
、
上
演
が 

中
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
調
査
で
も
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
 

し
か
し
、
八
木
連
で
は
実
演
の
経
験
の
あ
る
話
者
の
入
た
ち
の
協
力
に
よ
り
、,
そ 

の
大
要
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
神
楽
獅
子
の
場
合
、
演

目

が

興

舞(

神
を 

な
ぐ
さ
め
る
舞)

の
と
き
に
は
、
後
ろ
足
の
役
に
な
る
も
の
が
、
道
化
た
演
技
を 

し
て
、
観
衆
を
笑
わ
せ
る
の
を
普
通
と
す
る
。
八
木
連
の
神
楽
獅
子
の
演
技
も
、
 

か
な
り
こ
の
部
分
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

こ
れ
も
八
木
連
や
下
高
田
本
村
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
万
才
に
つ
い
て 

特
筆
し
た
い
。
実
演
経
験
者
も
大
勢
い
て
、
現
在
で
も
上
演
可
能
な
状
態
に
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
県
内
で
の
民
俗
調
査
で
は
、
万
才
の
こ
と
も
出
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
 

門
付
芸
と
し
て
の
三
河
万
才
が
「
初
春
に
な
る
と
、
村
に
や
っ
て
き
た
」
と
い
う 

類
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
地
区
の
場
合
は
、

ム
ラ
人
自
身
が
、
鎮
守
の
祭 

日
な
ど
に
上
演
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
に
接
し
た
の
は
、
筆
者
と
し 

て
も
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
県
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
と
し
て
、
貴
重

な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
演
目
も
多
彩
で
あ
り
、
「道
化
万
才
」
と
称 

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
内
容
も
、
道
化
の
要
素
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
る
の 

が

特

徴

で

あ

る

.0
当
地
へ
の
伝
播
経
路
の
明
確
化
、
ま
た
、
全
演
目
の
内
容
に
つ 

い
て
記
録
作
成
の
必
要
を
感
じ
た
。

つ
ぎ
に
、
義
太
夫
や
村
芝
居
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
た
い
。

こ
の
二
つ 

は
、

か
っ
て
は
県
内
で
も
殆
ん
ど
全
域
に
わ
た
っ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
歌 

舞
伎
芝
居
を
演
じ
る
に
は
、
そ
の
演
目
に
よ
っ
て
は
義
太
夫
語
り
を
ぜ
ひ
必
要
と 

す
る
。

こ
の
両
者
が
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
点
、
当
地
で
は
義
太
夫
を 

語
れ
る
人
が
か
な
り
い
た
。
八
木
連
で
は
芝
居
以
前
に
義
太
夫
が
盛
ん
で
あ
っ
た 

と
さ
え
聞
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
の
頃
に
は
阪
東
菊
五
郎(

本
姓
萩
原)

と 

称
す
る
プ
ロ
的
な
役
者
が
一
座
を
組
ん
で
、
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
竹
本
鳴 

門
大
夫
と
称
す
る
地
元(

大
久
保)

の
人
が
、

こ
の
一
座
の
専
属
の
義
太
夫
語
り 

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
高
田
本
村
に
は
横
尾
某
と
い
う
太
夫
の
元
締
め
が 

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
菊
五
郎
一
座
等
が
、
地
元
の
義
太
夫
や 

芝
居
の
普
及
に
、
大
き
な
役
割
り
を
果
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
も
ち 

ろ
ん
、

こ
の
一
座
の
存
在
以
前
か
ら
、

こ
の
当
地
に
は
そ
う
し
た
素
地
が
あ
っ
た 

も
の
と
見
て
よ
い
。

ま
た
、
村
の
鎮
守
の
祭
日
に
、
神
楽
や
獅
子
舞
と
と
も
に
行
わ
れ
て
き
た
万
才 

の
演
目
等
の
間
に
、
忠
臣
蔵
な
ど
の
、
歌
舞
伎
芝
居
の
一
場
面
が
、
ム
ラ
人
に
よ
っ 

て
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
一
場
面
で
は
あ
っ
て
も
、

こ
れ
は
即
席
で
は
で
き
な 

い
。
か
な
り
の
地
芝
居
の
体
験
的
素
地
を
必
要
と
し
よ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら 

見
て
も
、

か
っ
て
は
義
太
夫
や
芝
居
も
相
当
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ 

る
〇



ま
た
、
民
謡
関
係
と
し
て
は
、
越
後
口
説
き
に
そ
の
源
流
を
見
る
と
い
わ
れ
る 

「
と
の
さ
節
」
が
本
報
書
に
採
録
す
る
こ
と
が
で
き
た(

こ
の
唄
は
、
今
回
の
調 

査
以
前
に
、
磯
貝
み
ほ
子
に
ょ
っ
て
採
集
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る)

。
ま
た
、
今 

回
、
新
し
く
祭
文
の
系
統
と
い
わ
れ
る
「
ち
ょ
ぼ
く
れ
」
も
歌
詞
と
と
も
に
、
曲 

節
も
採
譜
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
八
木
節
と
呼
ぶ
以
前
に
は
、
 

当

地

で

も

「
源
太
節
」

と
称
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、_

節
も
現
在
の
八
木
節
と 

は
や
や
異
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
中
里
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
お
菊
伝
説
を
、
「
八
木
ぶ
し.

お
菊
一
代
記
」 

と
題
し
て
、
八
木
節
用
に
用
意
さ
れ
た
も
の
を
、
本
報
告
書
に
収
録
で
き
た
こ
と 

も
、
今
回
の
調
査
の
収
穫
で
あ
っ
た
。(

金
子
緯
一
郎)

一
、
獅 

子 

舞

八
木
連
の
獅
子
舞
一
人
立
で
系
統
は
景
雲
流
と
い
わ
れ
て
い
る
。
荒
獅
子
で

な
く
、
静
か
に
舞
う
の
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

由

来,

沿
革
は
詳
か
で
な
い
。
昔
か
ら
旧
高
田
村
の
村
社
足
日
神
社
の
祭
日
に 

行
わ
れ
て
い
た
。
祭
礼
の
日
は
、
以
前
は
九
月
十
五
日
で
あ
っ
た
が
、
大
正
の
末 

頃
か
ら
十
月
十
五
日
と
な
っ
た
。
大
正
末
期
以
降
で
獅
子
舞
が
演
じ
ら
れ
て
き
た 

年
を
あ
げ
る
と
、
大
正
十
四
年•

昭
和
八

年.

昭
和
十
七
年.

昭
和
二
〇
三
年
で 

あ
っ
た
と
い
う
。
以
後
は
現
在
ま
で
中
断
さ
れ
て
い
る
。

か
っ
て
は
大
久
保
の
人 

も
獅
子
組
に
入
っ
て
、

一
緒
に
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
獅

子

組

は

「
ト
モ 

ェ
組
」
と
も
称
し
て
い
た
。 

'

獅
子
ヵ
シ
ラ
は
男
獅
子
二
っ
、
女
獅
子
一
っ
。
普
通
、
横
に
並
ん
だ
と
き
、
中 

央
に
位
置
す
る
の
が
子
獅
子
。
そ
の
左
右
に
位
置
す
る
の
が
男
獅
子
。
男
獅
子
に 

は

「
ホ
ウ
ガ
ン
」
と
か
の
特
別
の
名
称
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。
男
獅
子
は
角
二 

本
(

二
頭
と
も)

も
ち
、
塗
り
の
色
は
黒
。
女
獅
子
は
頭
部
に
ホ
ウ
シ
ュ
の
玉
が 

つ
い
て
い
て
塗
り
の
色
は
赤
。
い
ず
れ
も
重
箱
型
で
な
く
、
丸
味
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
黒
色
の
長
い
髪
の
毛
を
う
し
ろ
に
な
び
か
せ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
実
演
の 

:
一

刖
に
は
、
村
中
の
家
か
ら
黒
色
の
オ
ン
ド
リ
の
尾
の
羽
根
を
集
め
て
、

さ
し
か
え 

た
と
い
う
。

構

成
.

楽

器•

主
な
道
具
に
っ
い
て
み
る
と
、
獅
子
三
頭
で
舞
う
。
楽
器
は
獅 

子
の
持
っ
腰
太
鼓
、
笛
(

若
干
人)

、
道
具
は
マ
ン
ド
ゥ(

六
尺
縁
り
。
四
周
に
は
、
 

鎮
守
祭
礼
、
天
下
太
平
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
な
ど
と
書
い
た)

、
剣
(

演
目 

「
ツ
ル
ギ
」

の
と
き
使
用)

な
ど
で
、
笛
は
六
穴
で
あ
る
。

演
目
は
ニ
ハ
、
サ
サ
、

ハ
ナ
ス
イ
、

ツ
ル
ギ
、

ラ
イ
デ
ン
ギ
リ
、

メ
ジ
シ
カ
ク 

シ
な
ど
で
あ
る
。

服
装
は
舞
手
は
ジ
ュ
バ
ン
を
着
て
、
下
は
カ
ラ
サ
ン(

下
方
を
し
ば
る)

。
ま
た 

白
足
袋
で
わ
ら
草
履
を
は
い
た
。

獅
子
舞
に
関
係
す
る
者
は
、

こ
の
村
の
長
男
が
主
体
と
な
っ
た
。
他
の
二
、
三 

男
の
者
は
神
楽
や
万
才
を
担
当
し
た(

神
楽
と
万
才
に
つ
い
て
は
後
述
す
る)

。 

ま
ず
、
本
番
ま
で
の
日
程
を
あ
げ
る
と
、

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る(

以
前
、
九
月 

に
演
じ
た
時
の
も
の)

。-

九
月
一
日
に
会
議
を
開
く
。
下

八

木.

上

谷

戸.

新
堀
の
三
つ
の
地
区
か
ら
二 

名
ず
つ
出
て
い
る
当
番(

年
番)

の
者
が
中
心
と
な
り
祭
り
に
関
す
る
相
談
が
進 

め
ら
れ
る
。
ま
た
祭
り
も
、

こ
の
当
番
が
中
心
と
な
り
運
営
さ
れ
る
。

以
後
、

二
日
か
ら
練
習
が
は
じ
ま
る(

日

程.

場
所
等
は
後
述
す
る
神
楽
の
練 

習
と
一
緒)

。
練
習
は
十
二
日
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
る
が
、
五
日
と
九
日
の
二
日
間
は 

休
む
。
練
習
会
場
は
、
前
記
し
た
各
地
区
の
当
番
の
家
が
戸
口
ま
わ
り(

順
番) 

で
当
て
ら
れ
る
。 

• 

十

三

日

は

「
花
つ
く
り
」
と
い
っ
て
万
灯
の
花
を
作
っ
た
り
、
そ
の
他
の
準
備 

を
す
る
。
十

四

日

は

「ブ
ッ
ソ
ロ
イ
」
と
い
っ
て
、

一
同
が
揃
い
、
本
番
の
日
を 

ひ
か
え
て
の
総
仕
上
げ
を
す
る
。

十
五
日
は
い
ょ
い
ょ
本
番
の
日
で
、

一
同
は
こ
の
日
の
朝
、

フ
リ
ダ
シ
の
宿
と 

な
る
当
番
の
家
に
勢
揃
い
す
る
。

フ
リ
ダ
シ
の
宿
は
、
前
述
し
た
下
八
木
、
上
谷 

戸
、
新
堀
の
三
地
区
の
宿
が
交
替
で
年
毎
に
当
る
こ
と
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
次



は
下
八
木
地
区
の
当
番(

年
番)

の
家
が
、
出
発
の
宿
と
な
っ
た
場
合
の
例
で
あ 

る
〇ま

ず
、
出
発
の
宿
で
演
目
の
一
つ
で
あ
る
「
ニ
ハ
」
を

フ

ツ

て(

舞
っ
て)

、
神 

社
(

足
日
神
社)

へ
向
け
歩
き
出
す(

神
楽
連
も
同
行)

。
道
中
の
笛
の
曲
は
「
道 

中
シ
ヤ
ギ
リ
」
。
神
社
の
入
口
に
さ
し
か
か
る
と
、
曲
は
「
ヘ
イ
ガ
カ
リ
」
と
な
る
。 

そ
し
て
一
同
は
神
社
の
社
殿
を
三
回
ま
わ
る
。
ま
わ
り
終
っ
て
か
ら
、
神
社
の
庭 

で
、

い
く
つ
か
の
演
目
を
舞
う
。
舞
は
神
楽
舞
と
交
互
に
演
じ
る
が
、

こ
の
と
き 

の

演

目

は

「
ニ
ハ
」
、

「
ツ
ル
ギ
」
「
ハ
ナ
ス
イ
」
な
ど
で
あ
る
。

神
社
で
舞
い
終
る
と
、

一
同
は
上
谷
戸
の
当
番
の
家(

当
番
は
二
人
い
る
が
、
 

そ
の
う
ち
の
一
人
の
家)

へ
移
動
し
、

ハ
ナ
ス
イ
な
ど
を
舞
っ
て
か
ら
同
上
谷
戸 

の
氏
子
総
代
の
家
に
行
っ
て
同
様
に
舞
う
。

っ
ぎ
に
新
堀
の
当
番
の
家
と
氏
子
総 

代
の
家
に
移
動
し
、
上
谷
戸
の
場
合
と
同
様
に
舞
う
。
そ
し
て
朝
出
発
し
た
下
八 

木
の
宿
に
も
ど
り(

フ
リ
コ
ミ)

、
そ
こ
で
メ
ジ
シ
カ
ク
シ
な
ど
を
舞
っ
て
、

こ
の 

日
の
行
事
は
終
り
と
な
る
。
終
り
は
夜
の
十
二
時
頃
に
な
る
と
い
う
。

十
六
日
は
ド
ジ
ョ
ウ
バ
ラ
イ
と
い
っ
て
、
村
中
の
者
が
寄
っ
て
、
祭
り
の
あ
と 

始
末
を
し
た
り
、
酒
宴
を
催
し
た
。

、

獅
子
舞
唄
は
「
ニ
ハ
」
の
場
合
、

二
回
ず
っ
位
入
っ
た
。
ま
た
他
に
も
唄
が
入
っ 

た
演
目
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
す
で
に
伝
承
が
薄
れ
、
今
回
の
調
査
の
時
点
で
は
、
 

つ
ぎ
の
一
つ
だ
け
が
採
集
さ
れ
た
。

ま
わ
れ
や
ま
わ
れ
水
車
お
そ
く
ま
わ
り
て
せ
き
に
迷
う
な

お
そ
く
ま
わ
り
て
せ
き
に
迷
う
な

こ

れ

は

演

目

「
ツ
ル
ギ
」

の
と
き
の
唄
。
三
頭
の
獅
子
が
舞
い
な
が
ら
大
き
く 

移
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
停
止
し
て
、
刀
を
も
ら
う
前
に
入
る
唄
で
あ
る
と 

い
久
。
刀
は
二
尺
七
寸
位
の
日
本
刀
で
、
男
獅
子
二
頭
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
っ 

歯
に
く
わ
え
さ
せ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
女
獅
子
を
う
ば
い
合
う
舞
い
を
演
じ
る
。
 

稽
古
の
仕
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
満
十
四
歳
に
な
る
と
、
青
年
会
に
入
っ
た
。

こ
の
年
令
か
ら
師
匠
や
先
輩
に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

こ

れ

を

「新
デ
ィ
コ 

ヲ
タ
テ
ル
」
と
い
っ
た
。
は
じ
め
は
腰
太
鼓
を
つ
け
な
い
。
師
匠
が
後
ろ
か
ら
抱 

く
よ
う
に
し
て
手
を
と
り
、
太
鼓
の
た
た
き
方
や
足
の
踏
み
方
な
ど
を
教
え
て
く 

れ
た
。
新
稽
古
の
者
は
、
ち
ょ
う
ど
人
形
使
い
の
扱
う
人
形
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ 

て
稽
古
を
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、

ニ
ハ
、
サ
サ
、

ツ
ル
ギ
だ
け
は
、

一
年
で 

覚
え
た
。

笛
は
先
輩
の
後
ろ
に
立
っ
て
、
指
使
い
を
習
っ
た
。
先
輩
の
指
の
う
ご
き
を
見 

な
が
ら
、
そ
の
通
り
に
自
分
の
指
を
う
ご
か
し
て
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
稽
古
の
日
程
と
稽
古
宿
に
な
る
家
は
前
述
し
た
通
り
だ
が
、
宿
に
き
ま
っ 

た
家
と
、
部
落
の
四
、
五
軒
ず
つ
で
お
茶
番
と
夜
食
づ
く
り
を
し
た
。
稽
古
が
終
っ 

て
帰
る
頃
は
い
つ
も
十
二
時
頃
に
な
っ
た
。

で
も
翌
朝
は
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が 

ら
で
も
早
起
き
し
て
朝
草
刈
り
に
行
〇
た
も
の
だ
っ
た
。

ま
た
、
獅
子
舞
の
者
は
座
敷
の
上
で
座
ぶ
と
ん
を
敷
い
て
坐
れ
た
が
、
神
楽
の 

者
は
土
間
か
庭
先
に
ネ
コ
を
敷
き
、
そ
の
上
に
控
え
て
い
た
と
い
う
。(

八
木
連)

下
高
田
本
村
の
獅
子
舞
本
村
に
住
む
総
領
の
青
年
が
演
じ
て
き
た
。
高
太
神

社
の
春
秋
の
祭
り
に
演
じ
ら
れ
た
。 

春
祭
り
は
三
月
十
五
日
。
秋
祭
り 

は
以
前
は
九
月
十
五
日
、
そ
の
後 

は
十
月
十
五
日
に
な
っ
た
。

由
来
は
詳
か
で
な
い
が
、
秋
畑 

ょ
り
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
流
派
は
黒
熊
流
と
い
わ
れ
、
 

一
人
立
ち
獅
子
。
三

頭
(

男
獅
子 

二
頭
、
女
獅
子
一
頭)

で
舞
ぅ
。
 

楽
器
は
大
太
鼓.

笛
.

し
め
太 

鼓
.

そ
し
て
各
獅
子
の
持
っ
腰
太 

鼓
で
あ
る
。

演
目
と
し
て
は
、
十
六
庭
あ
っ

獅子舞の獅子頭(右よ*9 3頭)と太鼓

(本村)両端は男獅子、中央は女獅子。 

左端は神楽の獅子頭(撮影 磯貝みほ子)



た
が
、
花
吸
い
、
道
笛
、
幣
お
お
い
、
女
獅
子
か
く
し
、
庭
く
ず
し
、
剣
、
大
庭
、
 

ま
り
掛
り
等
を
主
と
し
て
演
じ
て
い
た
。

獅
子
宿
か
ら
出
て
高
太
神
社
境
内
で
上
演
し
、(

新
光
寺
へ
行
っ
た
と
き
も
あ 

る)

本
村
の
南
裏
を
西
か
ら
東
へ
行
き
、
北
表
へ
出
て
西
へ
進
み
、
公
会
堂
で
演 

じ
た
。(

下
高
田
字
本
村)

下
十
二
で
は
、
昔
獅
子
を
し
た
の
で
神
社
が
流
れ
た
の
だ
と
い
う
話
が
あ
る
。 

そ
れ
は
、
下
十
二
に
は
道
具
も
な
い
の
だ
か
ら
、
他
所
か
ら
借
り
て
来
て
や
っ
た 

時
の
こ
と
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

上
高
田
字
下
十
二)

大
牛
の
獅
子
舞 

四
月
十
五
日
と
十
月
十
五
日
に
行
な
っ
た
。
昭
和
三
十
年
頃 

ま
で
は
毎
年
や
っ
た
。
家
々
の
庭
を
巡
り
、
そ
こ
で
お
ど
っ
た
。
雄
獅
子
二
、
雌 

獅
子
一
、
オ

ト

ウ

カ(

狐)

一
の
四
人
一
組
に
、
祭
世
話
人
が
四
人
つ
い
て
ま
わ 

り
、
世
話
人
が
出
さ
れ
た
神
酒
や
金
一
封
を
受
け
と
る
役
だ
っ
た
。
獅
子
舞
を
し 

た
夜
ド
ー
ギ
ョ
ー
バ
レ
エ
を
し
た
。

フ

マ
(

葬
式)

の
つ
づ
い
た
家
で
は
、
特
別 

に
た
の
む
と
、
座
敷
に
上
っ
て
お
ど
っ
て
く
れ
た
。(

大
牛)

行
沢
の
獅
子
舞 

鎮
守
波
己
曽
神
社
の
秋
祭
り
に
シ
シ
舞
を
出
し
た
(

春
ジ
シ 

は
火
に
た
た
る
と
い
う)

。
大
正
十
三
、
四
年
ご
ろ
、
獅
子
舞
が
復
活
し
て
、
昭
和 

八
年
、
十
七
年
、
二
十
四
年
、
二
十
九
年
、
三
十
年
、
三
十
四
年
と
綠
い
て
、
終
っ 

た
。
獅
子
頭
は
羽
根
ジ
シ
で
、
白
た
び
に
ぞ
う
り
ば
き
の
姿
で
、
世
話
番
の
家
の 

台
所(

土
間)

に
入
っ
て
フ
ッ
タ(

舞
っ
た)

。
十
ニ 

ニ
ワ
あ
る
う
ち
、
六
ニ
ワ
習
っ 

た
。
幣
が
カ
リ.

お
宮
参
り.

花

吸

い
(

寺
の
前
で
ス
ル)
.

マ
リ
ガ
カ
リ•

笹
ガ 

カ

リ.

綱

ガ

カ

リ.

ツ
ル
ギ
な
ど
の
種
目
が
あ
っ
た
。
女
ジ
ン
ガ
ク
シ
は
歌
が
多 

い
の
で
で
き
な
か
っ
た
。
歌
は
十
二
首
あ
り
、
笛
休
め
に
歌
っ
た
。
「
シ
シ
ノ
子
ハ 

生
マ
レ
テ
落
チ
ル
ト
頭
フ
ル
ナ
、
ヒ
ー
ト
リ
ァ
ー
」
「
ヤ
マ
ガ
ラ
ガ
山
ガ
ウ
ィ
ト
テ 

里
二
出
テ
…
…

ハ
ネ
ヲ
休
メ
ル
」
「
オ
ィ
ト
マ
」
「
ウ
サ
ギ
」
「奥
山
ノ
松
ニ
カ
ラ
マ 

ル
ツ
タ
フ
ジ
モ
縁
ガ
切
レ
レ
バ
ホ
ロ
リ
ホ
グ
レ
ル
」
な
ど
の
歌
詞
が
あ
っ
た
。
笛 

の
シ
ョ
ウ
ガ
は
手
帖
に
書
い
て
あ
る
。

笛
は
シ
ノ
の
横
笛
を
作
っ
た
方
が
、
太
い
い
い
音
が
出
る
。
買
っ
た
笛
は
高
い 

音
が
出
て
し
ま
う
の
で
獅
子
舞
に
は
向
か
な
い
。

行
沢
の
獅
子
舞 

黒
熊
流
で
、
タ
カ
モ
リ
カ
ィ
エ
ン
流(

？)

と
も
い
い
、
も 

と
は
秋
畑
か
ら
来
た
と
い
う
。
頭
は
古
立
か
ら
来
た
も
の
で
、

こ
こ
の
流
派
は
中 

里
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
獅
子
舞
は
才
稲
荷.

前

ジ

シ.

中

ジ

シ.

後
ジ
シ
の
四
人
組
で
や
る
。
才 

稲
荷
は
先
導
役
で
、
鈴
.

幣
束
を
持
ち
音
頭
取
り
を
す
る
。
前
ジ
シ
は
身
長
の
一 

番
大
き
い
人
、
中
ジ
シ
は
小
さ
い
人
が
な
る
。
曲
は
宮
参
り
、
笹

ガ

カ

リ.

綱
ガ 

カ

リ•

マ
リ
ガ
カ
リ•

幣

ガ

カ

リ

・
ツ
ル
ギ
な
ど
が
あ
る
。(

行
沢)

中
里
の
獅
子
舞 

演
目
は
、
は
な
す
い
、

へ
い
が
か
り
、

つ
る
ぎ
の
舞
、
め
獅 

子
が
く
し
な
ど
。

場
所①

春 

妙
義
神
社
、
秋 

十
月
十
五
日
、
諏

訪

神

社(

行
沢)
②

昔
は 

し
や
ぎ
り
を
や
り
な
が
ら
、
村
中
を
一
巡
し
た
。
そ
の
又
昔
は
、
各
農
家
を
回
っ 

た
と
も
い
う
。③

菅

根

堂
(

公
会
堂)

④

お
菊
様
の
庭

行
な
う
理
由
—

悪
魔
払
い
が
主
だ
っ
た
が
妙
義
神
社
に
頼
ま
れ
る
こ
と
も
多 

か
っ
た
。

そ
の
他
—
秋
畑
流
だ
と
伝
え
る
。

お
と
な
し
く
、
ぞ
う
り
ば
き
で
あ
る
。

昔
は
村
の
大
世
話
人
が
預
り
扱
っ
て
い 

た
。
そ
れ
は
、
家
が
大
き
く
村
人
を
集
め 

て
見
せ
る
の
に
都
合
が
よ
か
っ
た
と
も
い 

う
〇昔

ヽ
獅
子
好
き
の
人
が
お
り
、

そ
の
人 

(

清
水
太
十
郎
、
五
〇
年
前)

の
葬
式
に 

は
獅
子
を
振
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
伝
え
る
。 

(

中
里)

菅
原
の
獅
子
舞
菅
原
の
宿
の
部
落
で 

し
た
。
丹
生
か
ら
教
え
に
き
た
黒
熊
流
と 

い
う
の
だ
そ
う
だ
。(

菅
原)

中里獅子舞組合せ一覧表(中里)



二
、
神 

楽

八
木
連
の
神
楽
獅
子 

系
統
—
神
代
磐
戸
流
と
称
し
て
い
る
。
ま
た㊀

系
と
も 

い
わ
れ
て
い
る
。

二
人
な
い
し
三
人
立
ち
の
、
神
楽
獅
子
の
系
統
と
見
ら
れ
る
。
 

由

来.

沿
革
—

と
も
に
詳
か
で
な
い
が
、
昔
か
ら
獅
子
舞
と
と
も
に
、
旧
高
田 

村
村
社
の
足
日
神
社
の
祭
礼
日
に
演
じ
ら
れ
て
き
た
。

カ
シ
ラ
—
桐
製
。
高
さ
約
四
十
五
セ
ン
チ
。
赤
の
う
る
し
塗
り
。
鼻
が
大
き
く 

目
は
金
色•(
し
ん
ち
ゅ
う
ま
な
こ)

。
耳
は
中
が
赤
色
で
周
囲
は
黒
色
。
歯
は
金
色
。
 

な
お
ー 

メ
ー
ト
ル
余
の
タ
テ
ガ
ミ
が
つ
い
て
い
る
。
製
作
年
代
は
不
明
。

構

成.

楽
器
—
神
楽
使
い
一
人
。
そ
の
後
方
に
、

シ
リ
モ
チ
、
ま
た
シ
リ
フ
リ 

な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
助
手
的
な
役
を
す
る
者
が
一
人
、
は
げ
し
い
踊
り
の
と
き 

は
二
人
、
獅
子
カ
シ
ラ
の
後
ろ
に
つ
い
て
い
る
布
の
中
に
入
る
。
布
は
紺
地
で
「
山
」 

の
字
が
染
め
ね
い
て
あ
っ
た
。
長
さ
は
一
丈
以
上
あ
っ
た
。
囉
子
方
の
楽
器
は
、
 

笛
•

太

鼓
(

平

太

鼓•

オ

ヶ

ド•

ッ
ヅ
ミ
ド
各
一)

服
装
—
袂
の
着
物
を
着
て
、
白
足
袋
を
は
い
た
。

演

目.

持
ち
物
—

ヒ

ラ.

ガ

ク.

ホ
ラ
ィ
リ.

ラ
ン
ギ
ョ
ク
な
ど
が
あ
る
。

ヒ 

ラ
は
村
の
民
家
で
、
ガ
ク
は
神
前
で
舞
う
。
曲
は
同
じ
で
あ
る
が
ヒ
ラ
は
幣
束
と 

鈴
を
持
ち
、
ガ
ク
は
剣
と
鈴
を
持
つ
。

ホ
ラ
ィ
リ
は
、
曲
技
的
な
要
素
を
持
っ
た
舞
で
、
小
道
具
と
し
て
マ
リ
や
ボ
タ 

ン
の
花
な
ど
を
使
う
場
面
も
あ
る
。
ま
た
野
中
の
一
本
杉
と
か
サ
ガ
リ
フ
ジ
と
呼 

ば
れ
る
場
面
も
あ
り
、

い
ず
れ
も
曲
技
的
な
要
素
を
も
ち
、
神
楽
舞
の
終
り
に
近 

い
と
き
に
舞
う
。

こ
れ
に
つ
づ
い
て
ラ
ン
ギ
ョ
ク
と
な
る
。

ラ
ン
ギ
ョ
ク
は
テ
ン 

ポ
の
急
な
、
は
げ
し
い
舞
で
、

こ
れ
で
神
楽
舞
は
終
了
す
る
。

日

程•

実
演
—
本

日
(

以
前
は
九
月
十
五
日
。
そ
の
後
は
十
月
十
五
日)

ま
で 

の
準
備
や
練
習
日
程
、
会
場
、
ま
た
本
日
で
の
実
演
場
所
は
前
述
し
た
獅
子
舞
と 

同
じ
で
あ
る
。
た
だ
獅
子
舞
は
村
の
長
男
が
行
う
が
、
神
楽
の
方
は
二
男
以
下
の 

者
が
主
体
と
な
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。
神
楽
を
演
じ
る
者
は
「神
楽
打
ち
」
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
た
。

社
前
で
演
じ
る
ガ
ク
の
舞
い
は
、
つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
し
て
、
「舞
い
出
し
」
と
な
る
。
 

師
匠
「
天
の
岩
戸
を
押
し
開
き
、
神
を
い
さ
め
る
千
代
の
み
か
ぐ
ら
」
。
囉
子
が 

入
る
。

師

匠

「身
は
三
尺
の
つ
る
ぎ
を
抜
い
て
、
悪
魔
払
ろ
ぅ
は
め
で
た
い
な
、
太
平 

楽
世
と
あ
ら
た
め
て
」
。
攤
子
が
入
り
、
舞
い
出
し
と
な
る
。

稽

古•

そ
の
他
—
獅
子
舞
と
同
じ
く
、
満
十
四
歳
で
青
年
会
に
入
り
、
そ
こ
で 

は
じ
め
て
、
師
匠
や
先
輩
か
ら
稽
古
を
受
け
る
。
神
楽
使
い
の
者
は
、
最
初
、

力 

シ
ラ
の
か
わ
り
に
、

カ
ィ
コ
カ
ゴ
や
メ
ケ
ィ
な
ど
を
使
っ
て
、
練
習
を
し
た
と
い 

ぅ
〇神

楽
の
師
匠
に
は
つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
人
が
い
た
。

黛

倉

蔵(

舞)

、
松

本

八

五

郎(

囉
子)

、
吉

田

馬

十

郎(

笛)

。

ぃ
ず
れ
も
八
木 

連
の
人
で
、
す
で
に
逝
去
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
過
去
に
、
神
楽
を
つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
村
や
町
に
教
え
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
 

明

治

七

年(

上
高
田
村)

、
明

治

十

一

年(

下
高
田
村)

、
明

治

末

年(

碓
氷
郡 

土
塩)

、
大

正

の

頃(

下
仁
田
町
小
坂)

。
下
仁
田
町
小
坂
へ
行
っ
た
の
が
最
後
で 

あ
る
と
い
う
。

下
高
田
本
村
の
神
楽
獅
子 

獅
子

舞

と
同

じ

日

に(

春
、
三
月
十
五
日
。
秋
、
 

以
前
は
九
月
十
五
日
。
最
近
で
は
十
月
十
五
日)

演
ず
る
が
、
獅
子
連
で
な
く
て
、
 

里
神
楽
連
の
人
が
演
ず
る
。
大
き
な
獅
子
頭
を
一
人
か
ぶ
り
、
そ
の
下
の
大
き
な 

布
に
一
人
〜
二
人
が
入
っ
て
、
神
楽
の
お
離
子
に
合
わ
せ
、
悪
魔
払
い
を
す
る
。
 

そ
の
後
、
里
神
楽
を
神
社
の
神
楽
殿
で
奉
納
す
る
。(

下
高
田
字
本
村)

里
神
楽 

獅
子
舞
と
同
じ
日
に
、
高
太
神
社
の
神
楽
殿
で
上
演
す
る
。
曲
目
は 

は
っ
き
り
し
な
い
が
、

お
か
め
面
や
ひ
よ
っ
と
こ
面
を
つ
け
た
。
信
州
の
戸
隠
神 

楽
系
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ー
ノ
宮
の
神
楽
に
よ
く
似
て
い
る
と
も
い
わ
れ 

て
い
る
。(

下
高
田
字
本
村)

太
々
神
楽 

城
上
コ
ー
チ
で
し
て
い
る
。
こ
こ
の
神
楽
は
諸
戸
か
ら
教
わ
っ
た
。 

(

菅
原)



石
神
さ
ま
に
は
、
も
と
は
太
々
神
楽
が
あ
っ
た
。
上
十
二
だ
け
で
や
っ
て
い
た
。

(

上
高
田
字
上
十
二)

三
、
万 

才

八
木
連
及
び
下
高
田
字
本
村
に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
「道
化
万
才
」
と
称
さ
れ
、
 

現
在
で
も
上
演
可
能
な
状
態
に
あ
る
。

以
下
、
八
木
連
で
の
調
査
を
中
心
に
に
述
べ
て
い
く
。

由
緒 

伝
播
経
路
等
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
八
木
連
で
は
以
前
か
ら
、
 

獅
子
舞
、
神
楽
と
と
も
に
、
旧
高
田
村
の
村
社
、
足
日
神
社
の
祭
礼
の
日
に
、
同 

神
社
の
境
内
や
当
番
の
家
で
行
わ
れ
て
き
た
。
祭
礼
日
は
、
昔
は
九
月
十
五
日
、
 

大
正
末
期
の
頃
か
ら
十
月
十
五
日
と
な
っ
た
。(

現
在
、
祭
礼
日
で
の
上
演
は
中
断 

さ
れ
て
い
る
。)

上
演
者
は
神
楽
を
担
当
し
て
い
る
ム
ラ
の
人
た
ち
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

ム
ラ
の 

次
男
以
下
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。
長
男
は
獅
子
舞
を
担
当
す 

る
。
満
十
四
歳
に
な
る
と
ム
ラ
の
青
年
会
に
入
り
、
先
輩
た
ち
に
稽
古
を
つ
け
て 

も
ら
う
。

こ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
、
前
述
し
て
き
た
獅
子
舞
や
神
楽
舞
と
同
様
で
あ 

る
〇獅

子
舞
や
神
楽
の
間
に
「道
化
」
と
し
て
演
じ
ら
れ
、
祭
り
に
参
加
し
て
い
る 

ム
ラ
人
た
ち
を
笑
わ
せ
、
祭
り
の
楽
し
い
気
分
を
、

い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
る
の
に 

役
立
っ
て
き
た
と
い
う
。

登
場
人
物
名
、
人
数
、
服
装
、
持
ち
物
等
は
上
演
す
る
演
目
に
よ
っ
て
異
な
る
。 

以
下
、

こ
れ
ま
で
に
演
じ
て
き
た
主
な
演
目
名
を
列
挙
し
よ
う
。

•

ケ

ヤ

キ

万

才
•

タ

バ

コ

ヤ

タ

バ

コ•

サ
ィ
ト
リ
サ
シ 

*

七

福

神
•
 

宝

蔵

入

り(
•

東
海
道.

ハ
シ
ラ
ダ
テ)
(

括
弧
内
は
下
高
田
本
村
で
聞
か
れ
た
も 

の
。
他
は
八
木
連
と
共
通
。)

な
お
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
歌
舞
伎
芝
居
な
ど
の
一
場
面
も
演
じ
ら
れ
た
。

•

忠
臣
蔵 

e

寺

子

屋
•

安

達

ヶ

原
•

い
ざ
り
勝
五
郎

右
の
芝
居
の
一
場
面
は
、
他
の
出
し
も
の
の
間
に
、

「間
つ
な
ぎ
」
と
し
て
組
み 

込
ま
れ
、
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
登
場
人
物
に
応
じ
た
扮
装
は
し
な
か
っ
た 

が
、
道
化
と
し
て
で
な
く
、
本
格
的
な
セ
リ
フ
の
や
り
と
り
で
も
っ
て
、
演
じ
ら 

れ
て
い
た
。

つ
ぎ
に
、
さ
き
に
あ
げ
た
万
才
の
演
目
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
れ
に
つ 

い
て
は
、
調
査
の
際
、
話
者
の
人
た
ち
に
、

い
く
つ
か
の
演
目
に
つ
い
て
、
と
こ 

ろ
ど
こ
ろ
実
演
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ま
た
内
容
の
あ
ら
す
じ
等
を
お
聞
き
し
て

 ヽ

そ
の
大
要
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
演
目
の
数
も
多
く
、
北
較
的
長 

篇
で
も
あ
り
、
調
査
時
間
の
関
係
も
あ
っ
て
、

セ
リ
フ
や
所
作
等
の
細
部
に
っ
い 

て
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
〇
後
日
、
正
式
に
上
演
さ
れ
る
時
等
の
機
会 

に
、
全
演
目
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
録
音
テ
ー
プ
や
ビ
デ
オ
な
り
に
と
り
、
時
間
を 

か
け
て
文
字
化
し
、
保
存
を
し
て
お
く
必
要
を
感
じ
た
。

し
か
し
、
「
さ
い
と
り
さ
し
」
だ
け
は
、
今
回
の
調
査
で
比
較
的
全
体
を
採
録
す 

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

つ
ぎ
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

さ
い
と
り
さ
し 

こ

の

「
さ
い
と
り
さ
し
」
は
万
才
の
演
目
の
一
つ
で
は
あ
る 

が
、

い
わ
ゆ
る
太
夫
と
才
蔵
と
の
二
人
が
、
掛
合
い
形
式
で
演
ず
る
も
の
と
ち
が 

い
、
集
団
で
登
場
し
た
踊
り
手
が
詞
章
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
唱
え
な
が
ら
踊
る
の
を 

特
徴
と
し
て
い
る
。

一
種
の
「囉
子
舞
」

の
系
統
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
嗛 

子

舞

と

は

「
周
囲
の
者
に
は
や
さ
れ
、
詞
章
を
舞
人§

ら
が
唱
え
な
が
ら
、
物
真 

似
の
手
ぶ
り
面
白
く
舞
う
舞
」
と
さ
れ
て
い
る(

演
劇
博
物
館
編
『芸
能
辞
典
』)

。

八
木
連
の
場
合
は
、
揃
い
の
浴
衣
様
の
も
の
を
着
て
、
豆
し
ぼ
り
の
手
拭
い
を 

頭
に
か
ぶ
り
、
鳥
さ
し
棒
と
菅
笠
を
持
っ
た
踊
り
手(

十
人
〜
十
五
人)

が
登
場 

し
て
演
じ
ら
れ
る
。
踊
り
手
の
唱
え
る
詞
章
の
最
後
の
部
分
か
全
体
を
囉
子
方
の 

者
が
受
け
て
く
り
返
し
、

っ
ぎ
の
詞
章
を
う
な
が
す
形
式
で
も
っ
て
、
演
技
が
進 

行
し
て
い
く
。

っ
ま
り
、
踊

手

「
天
気
よ
か
れ
な
」
臃

子

「
天
気
よ
か
れ
な
」
…
… 

踊

手

「
一
つ
ひ
よ
ど
り
、

ひ
の
き
の
枝
に
、

お
と
ま
り
な
す
か
」
囉

子

「
お
と
ま 

り
な
す
か
」

と
い
う
調
子
で
演
技
は
進
行
す
る
。

以
下
、
調
査
の
当
日
、
八
木
連
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
「
さ
い
と
り



さ
し
」
の
記
録
で
あ
る
。(

詞
章
の
み
。
囉
子
方
の
く
り
返
え
し
の
部
分
は
省
略
。) 

出

の

唄(
赚
子
方
が
歌
う)

A

こ
ん
ど
、
さ
い
と
り
さ
し
を
い
い
つ
か
り
、
も
ち
の
か
れ
ぬ
に
、
刺
そ
よ
鳥 

(

と
り
さ
し
の
者
、
登
場
。

つ
ぎ
の
詞
章
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
唱
和
し
な
が
ら
所 

作
を
演
じ
る
。)

•

さ
い
と
り
さ
し
を
見
つ
さ
い
な
。
な
ん
で
も
あ
い
つ
を
さ
し
て
く
り
よ
。(
太 

鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
せ
て
、
こ
れ
を
く
り
返
し
唱
え
な
が
ら
登
場
し
て
く
る) 

•

天
気
よ
か
れ
な
。

•

日
和
も
よ
か
れ
な
。

•
 

一
つ
ひ
よ
鳥
、
ひ
の
木
の
枝
に
、
お
と
ま
り
な
す
か
。

•

二
つ
ふ
く
ろ
。
三
つ
み
み
ず
く
、
み
か
ん
の
枝
に
、
お
と
ま
り
な
す
か
。
 

•

四
つ
よ
た
か
。
よ
た
か
と
い
う
鳥
は
、
味
じ
な
鳥
で
、
七
つ
さ
が
る
と
お
江 

戸
の
宿
を
、
ご
ざ
を
か
か
え
て
、
枕
を
さ
げ
て
。
あ
、
し
よ
ん
な
り
し
よ
。
 

し
よ
ん
な
り
し
よ
。
し
よ
ん
な
り
、
し
よ
ん
な
り
、
し
よ
ん
な
り
し
よ
。
 

•

し
よ
な
つ
く
と
こ
ろ
を
、
さ
い
と
り
さ
し
が
見
つ
け
て
、
な
ん
で
も
あ
い
つ 

を
さ
し
て
く
り
よ
。

•

も
ち
が
か
れ
た
。

•

腰
な
る
印
籠
も
ち
を
、
た
ら
た
ら
出
し
て
、
ロ
へ
と
入
れ
て
。

•

む
し
ゃ
、
や
し
ゃ
か
ん
で
、
や
し
ゃ
、
む
し
ゃ
か
ん
で
。

•

か
ん
だ
る
も
ち
を
、
う
ら
棒
へ
と
く
つ
つ
け
て
、
元
の
方
へ
つ
つ
こ
ん
で
、
 

う
ら
の
方
へ
つ
つ
こ
い
で
、
あ
、
こ
い
た
り
し
よ
。
こ
い
た
り
、
こ
い
た
り
 ヽ

こ
い
た
り
し
よ
。

•

も
ち
が
ぬ
れ
た
。
さ
い
と
り
棒
に
か
ん
ま
い
て
、
な
ん
で
も
あ
い
つ
を
さ
し 

て
く
り
よ
。

•

竿
は
み
じ
か
し
、
小
鳥
は
遠
し
。

•

こ
れ
じ
ゃ
ゆ
か
ぬ
。

•

長
竿
で
や
っ
と
く
り
よ
。

•

お
ぼ
や
も
だ
ま
り
な
。
か
い
こ
の
は
ね
ぬ
い
て
や
る
。

•

子
ど
も
し
ゅ
う
も
だ
ま
り
な
。
赤
い
ち
ん
げ
ぬ
い
て
や
る
。

•

さ
い
と
り
棒
に
か
ん
ま
い
て
、
な
ん
で
も
あ
い
つ
を
さ
し
て
く
り
ょ
。

•

さ
そ
と
思
た
ら
、
パ
ア
ー
と
舞
っ
て
っ
た
。

•

こ
れ
じ
や
ゆ
か
ぬ
。

•

き
つ
つ
ね
け
ん
で
、
や
っ
と
く
り
ょ
。

•

こ
ん
ち
き
や
、
こ
ん
ち
き
や
、
あ
、
こ
ん
こ
ん
ち
き
や
、
こ
ん
ち
き
や
。
 

•

小
鳥
が
も
ど
っ
た
。

•

手
づ
ら
ま
え
で
や
っ
と
く
り
ょ
。

•

お
さ
え
た
、
お
さ
え
た
。

(
囉
子
方)

何
を
お
さ
え
た
。

•

お
さ
え
に
や
、
お
さ
え
た
が
、

ヘ
ソ
の
穴
お
さ
え
た
。

•

こ
れ
じ
や
ゆ
か
ぬ
。

•

笠
ぶ
せ
で
や
っ
と
く
り
ょ
。

•

い
た
ぞ
、
い
た
ぞ
。
ふ
せ
る
が
だ
い
じ
。

•

い
た
ぞ
、
い
た
ぞ
。
ふ
せ
る
が
だ
い
じ
。

•

(
語
調
は
急
に
お
ご
そ
か
な
唱
え
ご
と
風
に
改
ま
り)

お
お
さ
ん
や
、
お
お 

さ
ん
や
、
よ
ろ
こ
び
あ
え
や
、
よ
ろ
こ
び
あ
え
や
。
わ
が
思
う
と
こ
ろ
の
小 

鳥
は
、
ど
こ
へ
と
、
こ
こ
よ
り
ほ
か
は
、
や
ら
じ
と
思
う
。

(

こ
こ
で
三
番
叟
の
笛)

ヒ
イ1

ヒ
ヤ1

ヒ
ヤ1

ル 

ト
ロ
リ
ラ
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ー
ル 

ヒ
イ
ヒ
ヤ
ー
ル 

ヒ
イ
ヒ
イ

(

登
場
者
一
同
、
三
番
叟
を
踊
る
。)
I

終
り
—

以

上

が

「
さ
い
と
り
さ
し
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
臃
子
舞
は
鳥
取
県
東
伯 

郡
三
朝
町
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。(
仲
井
幸
二
郎
編
『日
本
民
謡
辞
典
』
他)

。
 

「出
か
け
た 

出
か
け
た 

出
っ
か
け
た"

さ
い
と
り
さ
し
が
出
っ
か
け
た 

き
の
う
も
天
気 

き
ょ
う
も
天
気 

天
気
続
い
て 

さ
い
と
り
さ
し
が
出
っ
か
け 

た
…
…
」



①三番叟の型(八木連)

万才「さVゝとDさし」の最後 

に踊る。(撮影金子緯一郎)

②三番叟の型(八木連)

(撮影金子緯一郎)

③三番叟の型(八木連)

(撮影金子緯一郎)

④三番叟の型(八木連)

(撮影金子緯一郎)

と
い
う
調
子
で
は
じ
ま
る
。
詞
章
の
最
初
の
部
分
の
発
想
、
ま
た
演
じ
る
様
式 

等
は
、
八
木
連
の
も
の
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

さ
て
、
八
木
連
の
万
才
の
一
部
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て
、
安
藤
重
太
郎
氏(

八 

木
連)

の

著

者

『続
.

う
つ
り
変
わ
る
農
村
と
私
の
記
録
」
が
あ
る
。
こ
の
本
の 

中
に
は
、
さ
き
の
「
さ
い
と
り
さ
し
」
と
、
「
ケ
ヤ
キ
万
才
」
及

び

「
タ
バ
コ
や
夕 

バ
コ
」
と
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
実
演
の
状
況
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
セ
リ
フ
の
み 

で
な
く
登
場
人
物
の
所
作
ま
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
今
回
、
 

同
氏
の
諒
解
を
得
て
、
こ
の
う
ち
「
ケ
ヤ
キ
万
才
」(

七
福
神
を
含
む)

と

「
タ
バ 

コ
ヤ
タ
バ
コ
」
を
左
に
収
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

ケ
ヤ
キ
万
才 

櫸
万
才
と
も
言
い
七
福
神
の
御
え
ん(
縁
起)

儀
を
し
た
の
で

こ
れ
ま
た
祭
の
万
才
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い 

-

つ
だ
っ
た
。
扇
子
を
広
げ
静
か
に
あ
お
ぎ
な
が 

ら
、
先
ず
太
夫
さ
ん
が
「
一
寸
一
人
き
な
粉
餅
」 

と
歩
き
な
が
ら
出
て
来
る
。ほ
か
む
り
の
才
蔵
「今 

坂
羊
甘
行
く
よ
餅
」
と
言
い
な
が
ら
鼓
を
持
っ
て 

つ
づ
い
て
出
て
来
る
。

「
こ
れ
は
ね
ん
ね
ん
早
か
っ
た
」
と
扇
子
で
頭
を 

ピ
シ
ャ
リ
。
「来
る
よ
り
早
く
痛
か
っ
た
」
「
と
こ 

ろ
で
才
蔵
近
頃
見
な
か
っ
た
が
何
く®♦
ヘ
行
っ
た
か 

な
」
「ズ
ズ
ず
ぅ
と
東
京
へ
ま
か
り
下
っ
た
ね
え
」 

扇
子
で
又
ピ
シ
ャ
リ
と
た
た
く
。
太

夫

「
こ
の
ベ 

ら
棒
め
え
、
下
っ
た
ん
で
は
な
く
上
っ
た
ん
だ
ろ 

ぅ
」
「
才
、
そ
の
上
っ
た
よ
」太

夫

「東
京
へ
行
っ
て 

何
か
面
白
い
こ
と
が
あ
っ
た
な
」
才

蔵

「東
京
へ 

行
け
ば
い
な
か
の
は
な
し
、

い
な
か
に
来
れ
ば
東 

京
の
話
」
太

夫

「
な
る
程
」
才

蔵

「東
京
の
話
、
 

田
舎
の
話
さ
て
お
い
て
」
太

夫

「
な
る
程
」
才
蔵

「去
年
の
盆
の
正
月
に
」
扇
子
で
ま
た
ピ
シ
ャ
リ
。

太

夫

「
こ
の
べ
ら
棒
め
え
盆
の
正
月
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
も
ん
か
。
春
の
正
月
だ 

ろ
う
」
才

蔵

「
オ
オ
、
そ
の
春
の
正
月
に
太
夫
さ
ん
の
家
に
し
年
始
に
出
掛
け
た
」 

ま
た
ピ
シ
ャ
リ
。
「
し
始
年
で
は
な
い
御
年
始
だ
ろ
」
「
オ
オ
そ
の
御
年
始
よ
」
太 

夫

「御
年
始
に
行
っ
て
何
か
い
い
事
が
あ
っ
た
か
な
」
才

蔵

「
お
か
み
の
言
う
こ 

と
に
才
ぞ
う
や
才
ぞ
う
や
、
よ
く
来
た
な
、
さ
、
も
ち
で
も
ぬ
い
で
下
駄
で
も
焼 

い
て
食
え
、
こ
う
言
っ
た
ね
え
」
ま
た
ピ
シ
ャ
リ
。
「
こ
の
べ
ら
棒
め
え
。
下
駄
で 

も
ぬ
い
餅
で
も
尭
い
て
食
え
。
こ
う
言
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
才

蔵

「
オ
オ
そ
の
そ
の 

通
り
よ
」
太

夫

「食
べ
た
か
な
」
才

蔵

「食
べ
た
ね
え
太
夫
さ
ん
の
身
上(

し
ん 

だ
い
ま
た
は
財
産)

の
よ
が
む
程
食
べ
た
ね
え
」
ま
た
ピ
シ
ャ
リ
。
「
こ
の
べ
ら
棒 

め
え
、
才
ぞ
う
が
食
べ
た
位
で
こ
の
太
夫
の
身
上
が
よ
が
む
も
ん
か
」
才

蔵

「
そ



れ
で
も
帰
る
と
き
み
た
ら
裏
の
木
ご
や(
掘
立
小
屋
の
炊
木
を
置
く
場
所)

が
一 

寸
よ
れ
て
た
よ
」
「
そ
れ
か
ら
ど
う
し
た
な
」
才

蔵

「酒
も
馳
走
に
な
り
餅
を
食
べ 

て
ゴ
ロ
リ
と
ね
た
ね
え
」
太

夫

「
そ
れ
か
ら
ど
う
し
た
な
」
才

蔵

「
こ
の
才
ぞ
う 

が
ね
て
い
る
と
お
か
み
さ
ん
の
仕
ぐ
さ
が
よ
か
っ
た
ね
え
」
太

夫

「
な
名
程
そ
れ 

は
ど
ん
な
こ
と
か
な
」
才

蔵

「
お
か
み
さ
ん
が
布
団
を
こ
の
才
蔵
に
か
け
て
、
こ 

の
才
ぞ
う
の
耳
も
と
に
そ
一
と
来
て
、
才
ぞ
う
や
才
ぞ
う
や
し
な
い
、
し
な
い
、
 

も
ち
上
げ
な
い
」
と

「
こ
う
言
っ
た
ね
」
。
太
夫
一
寸
怪
訝
顔
で
太
夫
「
そ
り
ゃ
あ 

ま
た
何
を
」
才

蔵

「枕
よ
」
。

才
蔵
「
と
こ
ろ
で
太
夫
さ
ん
の
所
じ
ゃ
あ
最
近
ご
普
請
な
さ
っ
た
ね
」
太
夫
「普 

請
し
た
よ
」
才

蔵

「表
の
合
梁
も
櫸
だ
ね
」
太

夫

「表
の
合
梁
も
櫸
だ
よ
」
才
蔵 

「裏
合
梁
も
櫸
だ
ね
」
太

夫

「裏
合
梁
も
櫸
だ
よ
」
「表
玄
関
裏
玄
関
又
弟
玄
関
夫 

婦
玄
関
み
ん
な
櫸
だ
ね
」
太

夫

「
そ
ん
な
玄
関
あ
る
も
ん
か
」
ま
た
ピ
シ
ャ
リ
。
 

才B

「
お
か
み
さ
ん
も
け
や
き
だ
ね
」
ま
た
ピ
シ
ャ
リ
「人
間
に
櫸
が
あ
る
も
ん 

か
」
才

蔵

「
そ
れ
で
も
」
才

蔵

「
こ
こ
の
所
」
と
右
鬢
を
さ
し
「禿
は
ど
う
し
た 

ん
で
す
か
」
と
今
ま
で
扇
子
で
度
々
た
た
か
れ
た
仕
返
し
に
才
蔵
は
「
お
ま
け
に 

ビ
ン
カ
で
デ
ャ
ン
カ
、
ジ
ャ
ン
カ
」
と
手
で
太
夫
の
頭
を
た
た
く
。
太

夫

「
こ
の 

大
勢
の
人
中
で
た
が
い
に
恥
を
さ
ら
す
よ
り
祭
の
こ
と
だ
。
才
ぞ
う
こ
こ
ら
で
七 

福
神
の
御
縁
起
で
も
致
そ
う
で
は
な
い
か
」
才

蔵r

そ
れ
は
よ
い
思
い
つ
き
で
」 

両
人
一
緒
に
「
さ
ら
ば
比
度
に
掛
か
ろ
う
か
」
し
た
く
も
何
も
要
ら
な
い
、
太
夫 

は
扇
子
を
才
蔵
は
鼓
を
持
っ
て
、
出
て
来
た
時
の
ま
ま
だ
が
、
そ
の
一
声
で
一
応 

座
が
は
じ
ま
る
。

先
ず
正
面
に
向
か
っ
て
緊
張
し
た
姿
で
の
ぞ
み
、
太
夫
が
扇
子
を
中
段
に
開
き 

胸
高
く
持
っ
て
「
一
に
一
天
治
ま
る
み
代
」
才
蔵
鼓
を
肩
に
ポ
ン
「
二
に
は
二
階 

にg

く
程
兜 

鎧
も
い
か
め
し
い
」
太

夫

「
毘
沙
門
さ
ん
で
は
な
い
か
い
な
」才
蔵 

威
張
る
振
り
を
す
る
。
太

夫

「
三
に
杯
」
扇
子
を
広
げ
「
さ
え
っ
」
と
又
胸
の
あ 

た
り
に
、
才
蔵
鼓
で
酒
を
さ
す
ま
ね
を
す
る
。
太
夫
扇
子
で
「
お
さ
え
つ
呑
む
程 

に
」
と
呑
む
形
を
す
る
。
才

蔵

「布
袋
の
腹
も
ふ
く
れ
け
り
」
才
蔵
は
鼓
で
腹
の 

大
き
い
形
を
す
る
。
太

夫

「
四
つ
四
手
の
早
籠
に
」
扇
子
を
持
っ
て
い
さ
さ
か
気

取
っ
た
格
好
を
し
、
「
ヒ
ク
リ
と
め
し
た
福
禄
神
」
太
夫

「
五
つ
何
時
で
も
忙
が
る 

手
飼
の
鹿
に
打
ち
乗
っ
て
」
と
鹿
に
乗
る
姿
を
し
「寿
老
神
の
里
帰
り
」
。
才
蔵
鼓 

を
頭
の
上
に
の
せ
、
太
夫
は
廻
り
腰
を
か
が
め
て
走
る
。

エ
ッ
サ
ッ
サ
コ
レ
ワ
イ 

サ
、

ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
と
。
鼓
を
頭
の
上
に
の
せ
、
才

蔵

「頭
の
長
い
の
に
ゃ
困
ま 

っ
た
」
才
蔵
は
、
し
な
や
か
な
格
好
を
し
て
袖
を
ロ
に
あ
て
や
さ
し
い
声
で
「
六 

つ
無
体
の
あ
で
姿
、
か
け
ひ
き
な
さ
の
は
り
あ
い
な
さ
」(

こ
れ
は
弁
天
さ
ま
を
言 

う
の
で
、
本
来
弁
天
神
は
真
裸
の
も
の
と
し
、
立
琴
で
其
処
を
か
く
す
。
そ
の
恥 

ず
か
し
さ
を
表
す
所)

太

夫

「
七
つ
難
波
に
名
の
高
き
」
と
扇
子
を
つ
ぼ
め
た
ま 

ま
西
方
を
指
し
「西
の
宮
わ
が
恵
比
須
」
太

夫

「
八
つ
屋
敷
を
押
し
広
め
」
扇
子 

を
広
げ
な
が
ら
、
才

蔵

「大
黒
神
も
に
こ
や
か
に
」
太

夫

「九
つ
小
倉
も
お
っ
た 

て
て
」
才

蔵

「
一
寸
」
と
股
の
附
近
に
鼓
を
立
て
「
も
お
っ
立
て
」
と
笑
わ
せ
る
。
 

太

夫

「十
で
常
若
ご
万
才
」
、
才

蔵

「ご
万
才
」
太
夫
扇
子
を
広
げ
静
か
に
あ
お
ぎ 

な

が

ら

「ご
万
才
と
は
お
家
も
か
み
え
も
萬
千
寿
よ
」
才
蔵
後
に
続
い
て
鼓
を
ポ 

ン
と
た
た
き
「
ま
せ
ん
ず
よ
」
太

夫

「
い
よ
い
よ
め
で
た
く
そ
う
ら
え
ば
」
こ
の 

辺
り
か
ら
太
夫
が
先
に
歩
み
だ
す
。
才

蔵

「
そ
う
ら
え
ば
」
で
太
夫
扇
子
を
一
層 

大
き
く
振
り
あ
お
ぎ
な
が
ら
大
股
に
歩
き
出
す
。
太

夫

「
ま
こ
と
に
め
で
た
く
そ 

う
ら
い
け
れ
」
と
悠
長
な
姿
で
さ
も
え
ら
そ
う
に
歩
く
。
才
蔵
後
か
ら
太
夫
の
脛 

あ
た
り
を
け
り
な
が
ら
才
蔵
「太
夫
け
る
太
夫
け
る
」
と
太
夫•

才
蔵
舞
台
を
歩 

き
元
の
所
に
一
廻
り
し
て
正
面
に
、
太

夫

「痛
て
え
じ
ゃ
ね
え
か
」

そ
れ
で
も
太 

夫
が
待
を
け
れ
と
言
っ
た
の
で
待
を
け
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
太
夫
「才 

ぞ
う
『候
け
れ
』
と
は
そ
う
あ
っ
て
く
れ
と
言
う
こ
と
な
の
だ
」
両
人
一
緒
に
「
ま 

こ
と
に
お
そ
末
で
」
と
礼
を
し
再
び
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
後
の
方
で
は 

ト
ロ
ヒ
ヨ
ロ̂

^

で
し
や
ぎ
り
出
し
次
の
出
し
も
の
を
と
と
の
わ
せ
る
。

〇
煙
草
屋
た
ば
こ
大
き
な
包
を
肩
に
む
ね
の
あ
た
り
で
こ
れ
を
結
び
ほ
ほ
か
む 

り
し
た
男
が
「
た
ば
こ
や
た
ば
こ
、
た
ば
こ
た
ば
こ
、
た
ば
こ
や
た
ば
こ
」
と
言 

い
な
が
ら
歩
い
て
出
て
く
る
。
後
か
ら
手
拭
い
を
例
の
か
わ
ら
版
売
り
風
に
頭
に 

の
せ
、
後
で
む
す
ん
で
一
本
差
の
者
が
出
て
「
た
ば
こ
や
」
「
た
ば
こ
屋
」
と
呼
ぶ
。
 

振
り
か
え
っ
て
「
ア
ア
誰
か
と
思
っ
た
ら
獄
門
の
庄
兵
衛
さ
ん
で
し
た
か
」
「誰



れ
か
と
思
わ
ね
え
で
も
庵
あ
獄
門
の
庄
兵
衛
だ
」
「時
に
庄
兵
衛
さ
ん
、
た
ば
こ
の 

勘
定
お
払
い
な
す
っ
て
」
と
腰
を
か
が
め
る
。
「
人
中
へ
出
る
た
ん
び
出
る
た
ん
び 

た
ば
こ
の
勘
定
、
た
ば
こ
の
勘
定
っ
て
、

一
て
い
い
く
ら
に
な
る
ん
だ
。
特
に
こ 

の
間
の
た
ば
こ
な
ん
ざ
あ
臭
く
っ
て
む
さ
く
っ
て
吸
い
も
、
は
た
き
も
さ
れ
や
あ 

し
な
か
っ
た
ぞ
」
「
そ
う
で
げ
し
よ
う
あ
の
た
ば
こ
は
二
階
の
隅
に
放
り
込
ん
で
て 

吸
い
も
は
た
き
も
さ
れ
ね
え
か
ら
庄
兵
衛
さ
ん
の
う
ち
に
持
っ
て
っ
た
ん
で
」

「太
え
野
郎
だ
。
払
う
か
ら
一
て
え
い
く
ら
に
な
る
ん
だ
」
た

ば

こ

屋

「あ
り
が 

と
う
ご
ざ
ん
す
」
と
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
く
ふ
り
を
し
て
「
み
ん
な
で
三
円
三
十
三 

銭
三
厘
に
な
り
ま
す
が
」
庄
兵
衛
「裸
で
ま
け
ろ
い
」r

へ
え
裸
ぐ
れ
え
な
所
な
ら
」 

「裸
で
ま
け
ろ
い
」
「裸
ぐ
れ
え
の
所
な
ら
」
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
は
ら
う
ぜ
」
と
肩
を 

一
振
り
袂
に
手
を
入
れ
手
を
出
し
て
庄
兵
衛
「
じ
ゃ
あ
払
う
ぜ
」
と
た
ば
こ
屋
の 

手
に
つ
か
ま
せ
る
。
た
ば
こ
屋
は
手
の
中
の
か
ね
を
見
る
。
「庄
兵
衛
さ
ん
み
ん
な 

で
三
円
三
十
銭
三
厘
の
所
を
た
っ
た
三
厘
と
は
」
「
で
も
裸
で
ま
け
る
と
言
っ
た
じ 

ゃ
あ
ね
え
か
」
「
へ
え
裸
ぐ
れ
え
の
所
な
ら
」
「
で
も
裸
で
」
「裸
ぐ
れ
え
な
」
「グ
ズ 

グ
ズ
言
う
と
手
を
見
せ
る
ぞ
」
と
腰
の
刀
に
手
を
か
け
る
。
た
ば
こ
屋
は
尻
も
ち 

つ
い
て
「あ
あ
仕
方
が
ね
え
。
清
水
の
舞
台
か
ら
と
び
お
り
た
か
高
け
え
橋
か
ら 

こ
ろ
が
り
落
ち
た
と
あ
き
ら
め
る
ベ
え
。

へ
え
よ
う
が
す
、
よ
う
が
す
」
「
じ
ゃ
た 

ば
こ
の
か
ん
定
す
ん
だ
で
」

庄
兵
衛
声
を
や
わ
ら
げ
て
「
と
こ
ろ
で
た
ば
こ
や
、
こ
の
あ
い
だ
の
日
本
橋
の 

喧
嘩
を
見
た
か
」
「
へ
え
見
た
よ
う
な
見
ね
え
よ
う
な
」
「
そ
れ
じ
ゃ
見
ね
え
な
」 

「見
ね
え
よ
う
な
見
た
よ
う
な
」
「
じ
ゃ
あ
見
た
な
」
「見
ね
え
よ
う
な
見
た
よ
う 

な
。
ま
見
ね
え
と
い
た
し
ゃ
ん
し
よ
う
」
「
じ
ゃ
あ
見
ね
え
な
」
大
声
で
「
日
本
橋 

の
真
ん
中
で
相
手
は
黒
船
忠
衛
門
、
相
手
に
と
っ
て
手
強
い
奴
」
た
ば
こ
屋
は
庄 

兵
衛
の
せ
り
ふ
の
身
振
り
を
ま
ね
る
。
庄
兵
衛
の
姿
も
猛
猛
し
く
「
ぐ
っ
と
胸
食 

引
捕
え
目
よ
り
高
く
差
し
上
げ
て
ス
テ
ン
ど
ぶ
ん
」
た
ば
こ
屋
、
庄
兵
衛
の
前
に 

出
て
、
指
で
庄
兵
衛
を
さ
し
、
「
と
こ
ろ
が
庄
兵
衛
さ
ん
が
放
り
こ
ま
れ
た
ね
え
」 

「
じ
ゃ
あ
見
た
な
」
「見
た
の
見
ね
え
の
じ
ゃ
あ
ね
え
、
放
り
こ
ま
れ
て
ア
ッ
プ 

ア
ッ
プ
し
て
か
ら
小
石
で
も
あ
っ
た
ら
た
た
き
つ
け
て
や
ろ
う
。
長
芋
で
も
あ
っ

た
ら
、

つ
っ
こ
ん
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
い
に
く
む
こ
う
の
岸
に 

這
づ
り
着
い
て
へ
い
そ
の
時
は
ど
う
も
」
庄

兵

衛

「太
え
野
郎
だ
」
。

「
と
こ
ろ
で
な
た
ば
こ
屋
」'

少
し
や
さ
し
く
「今
日
は
実
は
そ
の
仕
返
し
に
行
か 

な
け
り
ゃ
な
ん
ね
え
ん
だ
。
喧
嘩
の
仕
返
し
に
ゃ
あ
下
げ
え
こ
が
か
ん
じ
ん
だ
。
 

そ
の
相
手
に
な
っ
て
く
ん
ね
え
か
」
「
へ
え
」
と
力
の
な
い
返
事
。
「
こ
の
庄
兵
衛 

が
ド
リ
ヤ
ア
行
こ
う
か
い
、
と
出
か
け
る
か
ら
呼
び
止
め
て
く
れ
」
「
そ
ん
な
事
あ 

ぞ
う
さ
の
ね
え
、
よ
う
が
ん
す
よ
う
が
ん
す
」
「
じ
ゃ
あ
た
の
ん
だ
で
え
」
庄
兵
衛 

は
脛
あ
た
り
の
す
そ
を
一
寸
め
く
り
、
軽
く
脛
を
た
た
き
大
股
に
「
ド
リ
ヤ
行
こ 

う
か
い
」
と
歩
き
出
す
。
た
ば
こ
屋
は
や
さ
し
い
声
で
手
招
き
し
て
「庄
兵
衛
さ 

ん
、
庄
兵
衛
さ
ん
」
と
呼
ぶ
。
庄
兵
衛
は
引
き
か
え
し
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
喧
嘩
に
な 

ら
ね
え
」
「
こ
の
庄
兵
衛
が
ド
リ
ヤ
行
こ
う
か
い
と
出
か
け
た
ら
、
若
え
の
一
寸 

待
っ
て
も
ら
お
う
か
い
と
強
く
呼
び
止
め
て
く
れ
」
「
よ
う
が
ん
す
よ
う
が
ん
す
」
 

「
た
の
ん
だ
ぜ
」
「
ド
リ
ヤ
行
こ
う
か
い
」
「赤
け
え
の
一
寸
ま
っ
て
も
ら
お
う
か 

い
」
庄
兵
衛
引
き
返
し
「
あ
け
え
じ
ゃ
あ
ね
え
若
け
え
の
だ
」
「
そ
う
で
す
か
い
庄 

兵
衛
さ
ん
が
何
時
も
赤
い
顔
な
ん
だ
か
ら
ね
、
っ
い
。
わ
か
り
ま
し
た
」
「
じ
ゃ
頼 

ん
だ
ぜ
」
「
ド
リ
ヤ
行
こ
う
か
い
」
「若
け
え
の
一
寸
待
っ
て
も
ら
お
う
か
い
」
庄 

兵
衛
引
き
返
え
し
「待
っ
た
が
何
ぞ
用
が
あ
る
の
か
い
」
た
ば
こ
屋
は
「
用
な
ん 

て
ち
っ
と
も
ね
」
「
こ
う
れ
た
ば
こ
や
そ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
。
こ
の
庄
兵
衛
が
待
っ
た 

が
何
ぞ
用
が
あ
る
の
か
い
と
言
っ
た
ら
『オ
オ
、
用
と
言
っ
て
別
儀
ね
え
、
み
そ 

か,
(
晦)

の
夜
に
紙
入
れ
落
と
し
そ
の
紙
入
れ
ゃ
あ
い
ら
ね
え
が
中
に
へ
え
っ
て 

る
擤
の
起
請(
神
仏
に
誓
願
を
立
て
た
文
書)

が
も
れ
え
て
え
』
と
こ
う
言
っ
て 

く
れ
」
「
よ
う
が
ん
す
よ
う
が
ん
す
」
「
じ
ゃ
た
の
ん
だ
ぜ
、
ド
ゥ
リ
ヤ
あ
行
こ
う 

か
い
」
「若
け
え
の
一
寸
待
っ
て
も
ら
お
お
か
い
」
「待
っ
た
が
何
ぞ
用
が
あ
る
か 

い
」
「
お
お
、
用
と
言
っ
て
儀
別
で
ね
え
紙
入
れ
の
夜
に
晦
を
落
と
し
そ
の
晦
は
い 

ら
ね
え
が
中
に
へ
え
て
る
か
か
あ
の
ふ
ん
ど
し
が
も
れ
え
と
え
」
「
こ
う
れ
た
ば
こ 

や
。
全
く
話
に
な
ら
ね
え
。
紙
入
れ
の
夜
じ
ゃ
あ
ね
え
、
晦
の
夜
だ
。
晦
の
夜
に 

紙
入
れ
落
と
し
そ
の
紙
入
れ
は
い
ら
ね
え
が
ふ
ん
ど
し
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
も
ん 

か
。
そ
の
紙
入
れ
は
い
ら
ね
え
が
中
に
へ
え
っ
て
い
る
濞
の
起
請
、
起
請
だ
ぜ
。



中
に
へ
え
っ
て
い
る
濞
の
起
請
が
も
ら
い
て
え
。
こ
う
言
う
ん
だ
ぜ
」
「
よ
う
が
ん 

す
よ
う
が
ん
す
そ
う
だ
ら
そ
う
だ
と
よ
く
言
っ
て
呉
れ
り
ゃ
あ
え
え
ん
だ
」
「
じ
ゃ 

た
の
ん
だ
ぜ
」
「待
っ
た
が
な
ん
ぞ
用
が
あ
る
か,
い
」
「
お
お
用
と
言
っ
て
別
議
で 

ね
え
晦
の
夜
に
紙
入
れ
落
と
し
そ
の
紙
入
れ
は
要
ら
ね
え
が
中
に
へ
え
て
る
嬝•
の 

起
請
が
も
ら
い
て
え
」
「
お
お
そ
の
起
請
は
持
っ
て
る
が
取
り
た
く
ば
腕
で
も
脛
で 

も
取
っ
て
見
ろ
い
」
庄
兵
衛
振
り
返
っ
て
仁
王
立
ち
。
た
ば
こ
屋
逃
げ
腰
で
庄
兵 

衛
さ
ん
の
腕
や
脛
を
取
っ
た
所
で
何
に
な
ん
ベ
え
と
知
ら
ぬ
顔
。
「
た
ば
こ
や
そ
れ 

じ
ゃ
あ
喧
嘩
に
な
ん
ね
え
。
こ
の
庄
兵
衛
が
腕
で
も
脛
で
も
取
っ
て
見
ろ
い
と 

言

っ
た
ら
『
そ
ん
な
ら
サ
ッ
』
と
言
い
な
が
ら
く
る
り
と
廻
っ
て
め
え
む
い
て
く 

れ
」
「何
だ
そ
ん
な
こ
と
で
が
ん
す
か
。
ぞ
う
さ
も
ね
え
。
く
る
り
と
ま
わ
っ
て
め 

え
む
き
ゃ
あ
い
い
ん
だ
ね
。
よ
う
が
ん
す
、
よ
う
が
ん
す
」
「
じ
ゃ
あ
頼
ん
だ
ぜ
」

「
そ
の
起
請
を
取
り
た
く
ば
腕
ず
く
で
も
取
っ
て
見
ろ
い
」
と
刀
を
抜
い
て
正
眼 

に
構
え
る
。
た
ば
こ
屋
は
く
る
り
と
廻
っ
て
あ
か
ん
べ
え
し
て
庄
兵
衛
に
向
っ
て 

腰
を
ま
げ
て
に
ら
め
る
。
「
こ
う
れ
た
ば
こ
や
、
め
え
向
け
て
言
う
の
は
、
目
を
剝 

く
ち
ゆ
う
こ
と
や
。
あ
か
ん
べ
え
す
る
事
じ
や
あ
ね
え
。
そ
ん
な
ら
さ
っ
と
、
く 

る
り
と
迴
っ
て
ま
え
を
向
き
右
手
を
差
し
の
べ
刀
に
向
っ
て
構
え
る
姿
勢
。
か
ま 

え
形
の
こ
と
」
だ
と
構
え
の
形
を
教
え
る
。
「
そ
う
で
す
か
そ
う
で
す
か
、
わ
し
や 

あ
目
を
む
け
と
言
う
か
ら
こ
の
ほ
そ
い
目
を
指
に
力
を
入
れ
て
泪
ま
で
出
し
て
一 

生
懸
命
あ
か
ん
べ
え
や
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
事
だ
ら
楽
の
も
ん
だ
」
「
じ
ゃ
あ 

た
の
ん
だ
ぜ
」
「待
っ
た
が
何
ぞ
用
が
あ
る
の
か
い
」
「
オ
オ
、
用
と
言
う
て
別
儀 

で
ね
え
、
晦
の
夜
に
紙
入
れ
落
と
し
、
そ
の
紙
入
れ
は
要
ら
ね
え
が
中
に
へ
え
て 

る
濞
の
起
請
が
も
ら
い
た
い
」
「
お
お
そ
の
起
請
な
ら
持
っ
て
る
が
ほ
し
け
れ
ば
腕 

ず
く
で
も
取
っ
て
見
ろ
い
」
「
そ
ん
な
ら
さ
っ
と
廻
っ
て
」
と
右
手
を
伸
ば
し
庄
兵 

衛
刀
を
振
り
上
げ
る
。
た
ば
こ
屋
ク
ル
リ
と
廻
っ
て
右
手
を
伸
し
、
受
け
姿
勢
を 

と
る
。
「
そ
こ
だ
」
と
思
わ
ず
庄
兵
衛
さ
け
ぶ
。
た
ば
こ
屋
「
ど
こ
だ
」
「
ど
こ
だ
」
 

と
庄
兵
衛
の
周
り
や
舞
台
を
何
か
捜
し
て
歩
く
。
庄

兵

衛

「
こ
う
れ
た
ば
こ
や
、
 

ど
う
し
た
の
だ
」
た
ば
こ
屋
せ
い
を
切
り
な
が
ら
「庄
兵
衛
さ
ん
が
そ
こ
だ
と
言
っ 

た
か
ら
何
か
宝
物
で
も
あ
る
の
か
と
汗
を
し
っ
て
屁
を
流
し
て
何
か
い
い
も
の
で

も
あ
る
か
と
捜
し
た
ん
で
」
「何
に
さ
あ
、
あ
ん
ま
り
た
ば
こ
や
の
構
え
が
よ
く
出 

来
た
の
で
思
わ
ず
あ
あ
さ
け
ん
だ
の
さ
。
さ
あ
こ
れ
で
下
準
備
は
出
来
た
」
「
だ
が 

喧
嘩
に
行
く
に
ゃ
あ
下
稽
古
に
、
立
廻
り
も
か
ん
じ
ん
だ
」
「
こ
の
さ
や
を
渡
す
か 

ら
立
廻
り
し
て
く
れ
」
た
ば
こ
屋
さ
や
を
高
く
上
げ
、
上
を
向
い
て
ぐ
る
ぐ
る
「立 

廻
り
立
廻
り
」
と
庄
兵
衛
の
ま
わ
り
を
ま
わ
る
。
庄
兵
衛
「
ど
う
し
た
ん
だ
」
「立 

廻
れ
と
言
っ
た
か
ら
」
「立
廻
り
と
は
打
合
い
だ
こ
の
庄
兵
衛
が
構
え
て
い
る
か
ら 

打
っ
て
来
い
」
「
い
い
ん
で
す
か
」
「
う
っ
て
こ
い
、
う
っ
て
来
い
」
「
う
っ
て
き
ま 

す
よ
」
「う
っ
て
こ
い
」
た
ば
こ
屋
突
然
「
こ
ん
ち
ゅ
く
生
、
こ
ん
畜
生
」
と
腰
と 

言
わ
ず
足
と
言
わ
ず
め
っ
た
や
た
ら
と
庄
兵
衛
を
打
ち
の
め
す
。
庄

兵

衛

「あ
い 

て
て
く

」
と
に
げ
廻
り
な
が
ら
「
た
ば
こ
や
止
め
ろ
」
「止
め
ろ
」
と
大
声
で
泣 

き
お
と
し
て
逃
げ
廻
る
。
や
っ
と
た
ば
こ
屋
も
気
付
い
て
止
め
た
。
庄

兵

衛

「あ 

あ
痛
い
」
「あ
あ
痛
て
え
」
と
言
い
な
が
ら
腰
や
脛
を
さ
す
り
「
そ
ん
な
者
は
役
に 

立
た
ね
え
」
と
、
お
こ
り
顔
。
「時
に
た
ば
こ
や
、
向
こ
う
」
と
言
い
な
が
ら
す
か 

し
見
る
よ
う
に
、
「隅
に
蚊
が
一
疋
」
両
人
一
緒
に
「
に
わ
か
に
わ
か
で(

賑
で
賑 

で
の
意
も
あ
ろ
う)

お
め
で
と
う
」
こ
れ
で
一
幕
は
終
り
。

さ
て
、
「
ケ
ヤ
キ
万
才
」
は
太
夫
が
扇
子
を
持
ち
才
蔵
が
鼓
を
持
っ
て
登
場
す
る 

も
の
で
、

い
わ
ゅ
る
本
格
的
な
万
才
の
系
譜
を
踏
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
八 

木
連
で
の
調
査
で
は
、
最
初
の
部
分
が
、

っ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

(

太
夫
、
扇
を
ひ
ろ
げ
、
あ
お
ぎ
な
が
ら
出
て
き
て
、
ま
ず
口
上
を
の
べ
る
。) 

「
……

千
年
、
年
あ
ら
た
ま
り
、
刀
は
さ
や
に
納
め
、
弓
は
袋
に
納
め
、
よ
ろ
い 

か
ぶ
と
を
着
初
め
し
ご
祝
儀
な
れ
ば
、
才
蔵
に
ち
ょ
っ
と
、
見
参
申
そ
う
」
 

太

夫

「
あ
い
つ
め
、
ク
ル
カ
ィ
、
ク
ル
カ
ィ
、
ク
ル
カ
ヤ
」

才

蔵

「
ク
ル
ト
モ
、
ク
ル
ト
モ
、
九
里
も
十
里
も
参
っ
て
候
。
太
夫
さ
ん
の
前
へ 

出
し
ゃ
ば
っ
て
候
」 

太
夫
、
扇
子
で
才
蔵
の
頭
を
た
た
く
。

太

夫

「
こ
れ
は
ネ
ン
ネ
ン
は
や
か
っ
た
」

才

蔵

「く
る
よ
り
早
く
、

い
た
か
っ
た
」



ま
た
、
才
蔵
が
太
夫
の
家
を
ほ
め
る
所
で
は
、
「
天
王
柱
も
ケ
ヤ
キ
だ
ね
」
「
マ 

ア
セ
ン
棒
も
ケ
ヤ
キ
だ
ね
」
「馬
も
ケ
ヤ
キ
だ
ね
」
な
ど
の
セ
リ
フ
も
入
っ
て
、
道 

化
万
才
に
見
ら
れ
る
変
化
自
在
の
お
も
し
ろ
さ
を
見
せ
て
い
た
。

下
高
田
本
村
で
は
「
こ
れ
は(

万
才
は)

、
い
っ
ぱ
い
や
ら
な
い
と
で
き
な
い
が
 ヽ

獅
子
舞
は
い
っ
ぱ
い
や
る
と
で
き
な
い
。
万
才
は
お
よ
そ
の
筋
は
き
ま
っ
て
い
る 

が
、
セ
リ
フ
は
、
お
客
の
顔
を
見
て
か
ら
い
う
も
の
だ
」
と
聞
か
れ
て
い
る
。
な 

お
同
村
で
も
獅
子
舞
、
神
楽
と
と
も
に
高
太
神
社
の
祭
日(
十
月
十
五
日)

に
行 

わ
れ
て
き
た
。
演
目
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま

た

「
タ
バ
コ
ヤ
タ
バ
コ
」
は
寸
劇
風
な
万
才
で
あ
る
。
八
木
連
の
人
た
ち
の 

話
に
よ
る
と
、
ふ
つ
う
庄
兵
衛
は
太
夫
役
の
者
が
や
り
、
タ
バ
コ
屋
は
才
蔵
役
の 

者
が
演
じ
る
と
い
う
。
ま
た
、
タ
バ
コ
屋
の
役
の
丸
が
む
ず
か
し
い
と
語
っ
て
い 

る
。

つ
ま
り
、
主
役
が
太
夫
で
な
く
才
蔵
に
代
る
内
容
の
演
目
で
あ
る
。

一
般
的 

に
い
っ
て
、
万
才
の
演
目
に
は
こ
の
よ
う
な
系
統
の
も
の
も
あ
り
、
む
し
ろ
こ
の 

方
が
、

一
そ
う
道
化
化
さ
れ
て
き
て
、
人
気
を
博
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
「才
蔵 

づ
く
し
」
と
い
わ
れ
る
演
目
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う(

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト 

ラ
ス
ト
編
『
日
本
民
俗
芸
事
典
』)

。

八
木
連
で
も
「
……

づ
く
し
」
と
い
う
演
目
も
練
習
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
 

と
に
か
く
、
八
木
連
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
万
才
の
演
目
は
、
多
彩
で
あ
る
。

ま
允
、
上
高
田
で
は
八
木
連
の
万
才
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
、
今
回
の
調 

査
で
は
聞
か
れ
て
い
る
。
上
、
下
八
木
連
の
人
が
道
化
万
才
を
や
る
。
神
楽
の
よ 

う
で
あ
る
が
神
楽
で
は
な
い
。
秋
の
祭
り
の
と
き
昼
間
は
神
社
で
、
夜
は
当
番
の 

家
の
庭
で
や
る
。
服
装
は
鉢
巻
、
ほ
ほ
か
ぶ
り
な
ど
で
、
例
え
は
次
の
よ
う
な
こ 

と
を
唄
い
な
が
ら
お
ど
る
。
『妙
義
山
に
ハ
ア
テ
が
す
る
。
碓
氷
峠
は
鏡
の
如
く 

氷
っ
た
ね
』
。

四
、
村
芝
居•

義
太
夫

芝
居
は
正
月
と
か
三
月
の
村
祭
り
の
日
に
、
上
八
木
、
下
八
木
な
ど
の
青
壮
年

の
者
が
盛
ん
に
や
っ
た
。
明
治
の
末
頃
、
警
察
の
取
り
締
り
が
き
び
し
か
っ
た
の 

で
、
土
蔵
の
中
で
、
か
く
れ
て
練
習
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

大
正
の
頃
、
阪
東
菊
五
郎
と
称
す
る
役
者
が
、

一
座
を
組
み
、
八
木
連
に
住
ん 

で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
萩
原
長
太
郎
さ
ん
は
こ
の
人
の
長
男
で
、
や
は
り 

芝
居
を
し
た
。
こ
の
一
座
が
、
大
正
三
年
に
忠
臣
蔵
の
通
し
興
行
を
し
た
こ
と
が 

あ
る
。
小
屋
掛
け
で
や
っ
た
。
地
芝
居
で
は
太
閤
記
や
安
達
ヶ
原
な
ど
を
や
っ
た
。

義
太
夫
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
竹
本
鳴
門
太
夫(
岩
井
藤
十
郎)

と
い
う
人
が
大 

久
保
に
い
て
、
菊
五
郎
一
座
の
専
属
で
、
義
太
夫
チ
ョ
ボ
を
語
っ
て
い
た
。
大
正 

の
頃
、
新
田
郡
世
良
田
の
秋
祭
り
に
は
、
必
ず
こ
の
一
座
は
興
行
に
行
く
こ
と
に 

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
世
良
田
だ
け
で
な
く
、
東
毛
方
面
へ
は
か
な
り
興
行
に
出 

か
け
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
座
員
は
全
部
で
十
二
人
ほ
ど
い
た
と
い
う
。
ま
た 

高
田
本
村
に
は
横
尾
某
と
い
う
義
太
夫
の
太
夫
の
元
締
め
が
い
た
。
ま
た
、
八
木 

連
に
は
松
本
牛
五
郎
、
高
石
嘉
市
と
い
う
太
夫
も
い
た
と
い
う
。
ま
た
松
井
田
か 

ら
は
小
島
ダ
ィ
と
い
う
三
味
線
ひ
き
も
村
に
来
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
八
木
連 

で
は
、
義
太
夫
は
昭
和
の
は
じ
め
頃
ま
で
や
っ
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
芝
居 

よ
り
義
太
夫
の
方
が
早
く
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
と
も
聞
か
れ
て
い
る
。(

八
木 

連)
地
芝
居
も
盛
ん
で
、
農
事
の
ひ
ま
を
み
て
は
習
っ
て
い
た
。
富
岡
に
地
芝
居
の 

役
者
で
萩
原
ち
ょ
う
さ
ん
と
い
う
お
か
み
さ
ん
が
い
て
、
子
ど
も
を
連
れ
て
教
ぇ 

に
来
た
。
こ
の
人
か
ら
衣
装
や
小
道
具
な
ど
借
り
芝
居
も
習
っ
た
。
三
味
線
弾
き 

の
師
匠
は
富
岡
に
居
た
人
、
菅
原
生
れ
の
横
尾
だ
い
さ
ん
等
が
来
た
。
中
に
は
弟 

子
入
り
し
た
人
も
い
た
。
地
方
ま
わ
り
の
地
芝
居
の
一
座
が
来
る
と
村
の
人
た
ち 

も
混
じ
っ
て
芝
居
を
し
た
。

上
演
目
は
千
代
萩
、
安
部
宗
任
、
忠
臣
蔵
妖
婦
伝
な
ど
で
あ
っ
た
。(

下
高
田
字

本
村)義

太
夫
熱
は
盛
ん
で
師
匠
と
し
て
中
野
谷
の
鶴
沢
と
り
子(
鶴
沢
と
り
太
夫) 

が
よ
く
教
ぇ
に
来
た
。

多
く
の
人
が
弟
子
に
な
っ
た
。(

下
高
田
字
本
村)



義
太
夫
は
大
正
の
頃
、
八
木
連
に
師
匠
が
い
て
、
そ
の
人
に
習
っ
た
。
三
味
線 

太
夫
も
い
て
、

一
時
は
盛
で
あ
っ
た
。(

下
高
田)

コ
モ
張
り
芝
居 

大
正
七
、
八
年
頃
、
お
菊
芝
居
を
三
日
三
晩
も
行
っ
た
。
本 

職
の
人
も
い
た
が
、
地
元
の
者
も
お
ど
っ
た
。
こ
れ
を
コ
モ
張
り
芝
居
と
呼
ん
だ
。
 

オ
ジ
ュ
ゥ
ヤ(

菅
根
堂)

で
お
ど
っ
た
。(
中
里)

五

ヽ

民

謡
•

そ
の
他

盆
踊
り
唄 

八
木
節
の
流
行
す
る
以
前(

明
治
の
頃)

か
ら
盆
の
十
三
日
の
晩 

か
ら
夜
っ
ぴ
て(
夜
ど
お
し)

公
会
堂
や
公
会
堂
の
前
で
盆
踊
り
を
し
た
。
ま
た 

寺
や
神
社
の
境
内
や
広
い
庭
の
家
な
ど
で
も
踊
っ
た
。
八
木
節
に
似
て
い
る
口
説 

節
の
国
定
忠
治
、
白
井
権
八
、
巡
礼
お
っ
る.

継
子
三
次
、
鈴
木
主
水
、
お
菊
由 

来
な
ど
で
踊
っ
た
。
踊
り
は
手
踊
り
で
あ
っ
た
。
お
菊
由
来
は
、
中
里
の
衆
が
本 

村
ま
で
来
て
踊
っ
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
源
太
節
が
流
行
し
、
八
木
節 

と
名
を
変
ぇ
た
。
八
木
節
の
先
生
は
芝
居
役
者
の
萩
原
長
太
郎
さ
ん
だ
っ
た
。(

下 

高
田
字
本
村)

源
太
節 

大
正
七
、
八
年
頃
、
八
木
節
を
盛
ん
に
や
っ
た
。
こ
の
頃
は
八
木
節 

と
い
ぅ
ょ
り
、
源
太
節
と
い
っ
て
い
た
。
春
の
花
見
時
期
に
や
る
こ
と
が
多
か
っ 

た
。
囉
子
に
は
笛
、
鉦
、
鼓
、

い,
た
み
だ
る
を
使
っ
た
。
演
目
は
国
定
忠
治
、
継 

子
三
次
、
鈴
木
主
水
、
学
校
騒
動
な
ど
で
あ
っ
た
。
佐
波
郡
東
村
か
ら
萩
原
長
太 

郎
と
い
ぅ
人
が
、
大
正
頃
、
八
木
節
を
教
ぇ
に
き
た
。
こ
の
人
は
堀
込
源
太
の
弟 

子
で
あ
っ
た
。
現
在
、
富
岡
市
に
住
ん
で
い
る
。

踊
り
に
は
手
踊
り
、
手
ぬ
ぐ
い
踊
り
、
花
笠
踊
り
、
ス
ゲ
笠
踊
り
、
唐
笠
踊
り 

な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
近
郷
へ
も
出
か
け
て
行
っ
た
。
松
井
田
の
松
楽
座
、
富
岡
の
富
岡
座
と
中 

村
座
、
ま
た
一
之
宮
の
一
之
宮
座
な
ど
に
も
行
っ
た
。
開
催
地
の
主
催
者
か
ら
招 

待
状
が
き
た
と
き
出
か
け
る
の
で
あ
る
が
、
「優
勝
」
と
染
め
ぬ
い
た
優
勝
旗
を
も 

ら
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
兵
隊
の
慰
問
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

な
お
、
源
太
節
が
入
る
以
前
、
こ
こ
で
は
ど
ん
な
盆
踊
り
唄
を
歌
っ
て
い
た
か
不 

明
で
あ
る
。
最
近
の
八
木
節
は
「
ハ
ァ
ー
」
の
歌
い
出
し
の
部
分
を
、
「
ハ
ァ
ー
ア
、
 

ア
」
と
切
っ
て
い
る
が
、
源
太
の
は
切
ら
な
い
。
前
述
し
た
萩
原
長
太
郎
氏
か
ら 

は
、
源
太
の
歌
い
方
を
習
っ
た
と
い
う
。(

八
木
連)

源
太
お
ど
り 

下
高
田
に
田
村
辰
五
郎
と
い
う
人
が
あ
り
、
源
太
に
つ
い
て 

い
っ
し
よ
に
廻
っ
て
踊
っ
た
。
大
正
四
〜
五
年
の
こ
ろ
か
ら
こ
の
地
方
で
も
さ
か 

ん
に
な
り
、
妙
義
の
方
へ
も
い
っ
て
盛
ん
に
や
っ
た
。
戦
時
中
と
だ
え
た
。(

下
高 

田)
八

木

節

「お

菊I

代
記
」 

つ
ぎ
に
、
中
里
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
お
菊 

の
伝
説
を
、
八
木
節
用
と
し
て
詞
章
化
さ
れ
た
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。

お
菊
一
代
記 

宝
積
寺
住
職
西
有
穆
堂
師
校
訂 

水
沢
天
外
散
人
作

国
は
上
州
に
其
名
も
高
き

妙
義
山
に
て
向
う
は
砥
山

北
は
赤
城
山
に
榛
名
を
み
な
し

こ
ゝ
に
横
野
の
人
見
が
原
よ

そ
れ
に
連
る
中
里
村
の

お
菊
由
来
を
た
ず
ね
て
み
れ
ば

昔
天
正
十
四
の
年
に

小
幡
領
主
は
上
総
の
守
よ

頃
は
九
月
の
菊
花
咲
り

今
を
去
る
こ
と
三
百
余
年

村
の
郷
士
は
菅
根
の
正
治

月
は
六
さ
い
小
幡
の
つ
と
め

一
人
娘
に
お
菊
と
い
う
て

年
は
十
八
花
な
ら
さ
か
り

き
り
や
う
よ
い
こ
と
敷
万
に
す
ぐ
れ

四
季
に
た
と
え
て
申
そ
う
な
れ
ば



春
は
桜
に
夏
な
ら
あ
や
め 

秋
の
尾
花
に
冬
さ
ざ
ん
か
よ 

唐
で
楊
貴
妃
日
本
で
小
町 

お
菊
評
判
地
頭
に
聞
え 

お
み
や
使
い
に
お
菊
を
あ
げ
と 

い
や
と
い
わ
れ
ぬ
泣
く
子
に
地
頭 

親
に
連
れ
ら
れ
小
幡
へ
参
り 

氏
は
な
く
と
も
乗
る
玉
の
輿 

十
二
ひ
と
え
の
衣
裳
を
き
な
し 

殿
の
気
に
入
り
万
事
に
つ
け
て 

お
奥
様
ほ
か
女
中
衆
ま
で
も 

お
殿
様
に
と
皆
ぅ
ら
ま
れ
り
ゃ 

女
心
は
た
と
え
の
通
り

部
屋
に
ぅ
ち
よ
り
さ
さ
や
き
は
な
し 

あ
の
や
お
菊
を
し
く
じ
ら
せ
ん
と 

あ
る
日
お
菊
の
給
仕
の
時
に 

そ
の
や
御
飯
に
絹
針
い
れ
て 

知
ら
ぬ
顔
し
て
お
菊
に
渡
し 

後
の
難
義
は
夢
に
も
知
ら
ず 

お
奥
様
へ
と
差
上
げ
な
さ
る 

お
奥
様
に
は
手
に
と
り
あ
げ
て 

見
れ
ば
不
思
議
の
こ
の
有
様
に 

こ
れ
は
何
ぞ
と
お
菊
に
向
い 

そ
ち
は
妾
を
た
く
ら
み
し
か
と 

お
菊
き
く
よ
り
仰
天
い
た
し 

何
と
お
詫
び
を
い
た
さ
ん
も
の
と 

こ >
 

に
お
菊
は
な
き
臥
す
ば
か
り 

死
ぬ
る
命
は
い
と
わ
ぬ
け
れ
ど

も
は
や
吾
身
も
四
月
と
あ
れ
ば 

腹
の
お
や
つ
に
ふ
び
ん
が
ま
さ
り 

お
殿
様
を
ば
ご
ざ
ろ
う
な
れ
ば 

こ
ん
な
難
議
は
あ
る
ま
い
も
の
を 

い
か
に
奥
様
朋
輩
衆
も 

情
け
な
い
こ
と
致
し
て
く
れ
た 

ぜ
ひ
に
及
ば
ぬ
吾
身
の
因
果 

こ
ゞ
に
お
菊
は
詮
方
な
く
も 

き
つ 

い
ご
う
も
ん
お
し
き
を
受
け
る 

裏
の
お
庭
の
松
木
へ
つ
る
し 

半
死
半
し
よ
の
責
め
に
と
な
し
て 

す
ぐ
に
城
下
へ
お
ふ
れ
を
廻
し 

蛇
や
む
か
で
を
取
り
よ
せ
さ
せ
て 

そ
れ
を
も
ろ
と
も
桶
へ
と
入
れ
て 

南
山
な
る
熊
食
さ
し
て 

行
け
ば
程
な
く
轟
村
よ 

寺
の
地
内
と
は
や
な
り
け
れ
ば 

お
菊
思
う
に
心
の
内
で

む
か
し
古
人
の
た
と
え
を
き
く
に 

い
か
に
大
罪
悪
人
と
て
も 

寺
の
方
丈
の
願
に
よ
れ
ば

き
つ
と
一
度
は
許
し
に
な
る
と 

こ
ゞ
で
お
菊
は
願
い
を
あ
げ
る 

わ
し
の
一
生
の
お
願
い
な
れ
ば 

ぜ
ひ
に
山
門
お
通
し
た
も
と

慈
ひ
じ
ゃ
情
け
じ
ゃ
役
人
様
と

い
え
ば
役
人
情
け
の
言
葉

そ
ち
の
願
い
は
許
し
て
く
れ
ん

こS

に
山
門
通
る
も
更
に 

寺
の
お
慈
ひ
も
仏
の
法
も 

何
の
こ
と
ば
も
今
更
な
け
り
や 

も
は
や
お
菊
も
覚
悟
を
き
わ
め 

寺
を
見
返
る
無
念
の
涙 

こ
れ
を
見
送
る
其
人
々
は 

袖
に
涙
の
流
る
る
ば
か
り 

死
出
の
三
途
の
水
越
川
を 

行
け
ば
程
な
く
無
常
の
谷
よ 

登
り
つ
め
れ
ば
釈
師
が
平 

こ
こ
が
こ
の
世
の
見
お
さ
め
な
り
と 

故
郷
見
返
る
み
船
の
ひ
ら
よ 

行
け
ば
程
な
く
熊
倉
下
の 

針
の
山
な
る
血
の
池
地
獄 

又
も
こ
こ
に
て
蛇
ぜ
め
受
け
る 

こ
れ
を
き
く
よ
り
お
菊
の
母
は 

な
げ
き
悲
し
さ
狂
気
の
如
く 

こ
け
つ
ま
ろ
び
つ
熊
倉
山
へ 

行
け
ば
お
菊
は
生
死
の
さ
か
え 

母
は
見
る
よ
り
娘
に
す
が
り 

菊
よ
菊
よ
と
呼
わ
り
け
れ
ば 

耳
に
通
じ
て
娘
の
お
菊

今
は
苦
し
き
声
は
り
あ
げ
て 

も
う
し
母
様
よ
う
来
て
く
れ
た 

わ
た
し
や
一
言
い
い
た
い
け
れ
ど 

耳
も
き
こ
え
ぬ
も
う
目
も
見
え
ぬ 

苦
し
な
が
ら
も
声
細
々
と

わ
た
し
や
親
へ
の
不
幸
の
も
の
よ



御
恩
返
し
も
い
た
さ
ぬ
内
に 

親
に
先
だ
ち
ゆ
る
し
て
た
べ
と 

是
非
に
及
ば
ぬ
我
身
の
因
果 

き
く
に
母
親
泣
き
入
る
ば
か
り 

た
っ
た
一
人
の
い
と
し
の
娘 

先
に
立
た
せ
て
老
い
た
る
此
の
身 

何
と
此
の
世
に
た
の
し
み
あ
ろ
ぞ 

母
も
後
か
ら
し
た
う
て
行
く
よ 

死
出
の
山
路
や
三
途
の
川
の 

道
に
迷
わ
ず
成
仏
せ
よ
と 

性
が
あ
る
な
ら
此
胡
麻
は
え
ろ 

土
に
向
い
て
い
り
ご
ま
な
げ
た 

共
に
我
身
も
池
へ
と
沈
む 

な
げ
た
い
り
ご
ま
今
に
と
は
え
る 

こ
れ
は
さ
て
お
き
熊
食
山
の 

峠
向
う
は
小
柏
領
よ

殿
は
狩
に
と
供
を
ば
つ
れ
て 

通
り
か
か
れ
ば
は
る
か
に
向
う 

何
か
ご
う̂

^

物
音
す
ご
く 

は
て
は
不
思
議
と
近
よ
り
見
れ
ば 

石
の
か
ろ
う
と
怪
し
き
も
の
よ 

刀
こ
じ
り
で
こ
じ
あ
け
見
れ
ば 

哀
れ
お
菊
は
絶
命
い
た
す 

蛇

や

む

か

で

は

ち

り

ば

ら

に 

今
の
世
ま
で
も
小
柏
様
は 

毒
蛇
守
り
と
其
の
名
は
残
る 

其
の
夜
泣
声
国
峰
御
殿

お
菊
お
り
ん
や
う
煙
の
よ
う
に

姿
う
つ
り
て
隆
火
さ
つ
と 

た
つ
と
思
え
ば
ま
た
真
の
暗 

細
い
声
し
て
絹
さ
く
よ
う
に 

恨
な
き
声
御
殿
に
ひ
び
き 

屋
鳴
り
し
ん
ど
う
物
音
凄
く 

お
奥
様
ほ
か
女
中
衆
ま
で
も 

家
中
悪
人
と
り̂

^

ま
で
が 

ふ
る
え
お
の
の
き
御
殿
の
内
を 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
う
ろ
た
え
廻
る 

無
実
天
罰
あ
ら
恐
ろ
し
や 

其
後
寺
へ
と
不
思
議
が
ご
ざ
る 

方
丈
居
間
へ
と
ま
ど
お
の
声
や 

お
菊
姿
が
う
ら
め
し
そ
う
に 

た
つ
と
思
え
ば
又
消
え
失
せ
る 

変$

変
化
の
物
音
す
ご
く 

不
思
議
く

の
そ
の
数
々
に 

こ
こ
に
寺
へ
と
火
災
が
起
り 

本
堂
山
門
皆
や
け
失
せ
る 

さ
て
も
其
後
の
お
菊
の
家
は 

次
第
く

に
皆
死
絶
え
て 

茶
と
う
手
向
け
も
皆
あ
と
絶
え
る 

其
後
安
政
五
年
の
年
に

国
は
信
濃
の
埴
科
郡 

真
田
様
と
て
十
万
石
の 

そ
の
や
御
家
中
に
知
縁
が
あ
れ
ば 

む
か
し
小
幡
で
そ
ね
み
の
上
で 

数
多
の
女
中
に
責
め
殺
さ
れ
て 

無
念
魂
ぱ
く
此
世
に
あ
れ
ば

た
よ
る
と
こ
な
き
お
前
の
と
こ
ろ 

-

ぜ
ひ
に
葬
り
下
さ
れ
ま
せ
と 

お
菊
し
う
ね
ん
現
れ
け
れ
ば

-

家
内
残
ら
ず
仰
天
い
た
す

す
ぐ
に
殿
へ
と
言
上
い
た
し

い
と
ま
願
う
て
仕
度
を
な
し
て

国
の
浅
間
を
う
し
ろ
に
み
な
し 

碓
氷
峠
の
権
現
様
も

い
そ
ぎ
通
り
て
上
州
の
国
へ

妙
義
ふ
も
と
の
中
里
村
の

名
主
た
ず
ね
て
始
終
を
語
り

金
子
わ
た
し
て
石
碑
を
た
て
る

東
小
幡
の
宝
釈
寺
へ
と

寺
を
た
ず
ね
て
回
向
を
な
さ
る

こ
こ
に
お
菊
を
金
比
羅
様
と

寺
の
鎮
守
に
ま
つ
ら
れ
け
れ
ば

小
幡
領
へ
も
宝
釈
寺
へ
も

も
は
くR

は
い
た
し
は
せ
じ
と

万
仞
禅
師
に
夢
に
て
知
ら
す

其
後
む
と
と
せ
大
正
の
御
世
に

こ
こ
に
お
宮
を
再
建
い
た
し

今
の
御
禅
師
御
供
養
な
さ
る 

お
菊
霊
神
あ
ら
た
か
な
れ
ば

こ
れ
へ
参
詣
す
る
人
々
は

悪
魔
外
道
は
退
散
い
た
す

祈
る
吾
等
の
家
繁
昌
ょ

子
孫
長
久
蚕
も
当
る

目

出

た

で

日

に

ち

を

送

る-
-

終
り-
-



(

こ

の

「
お
菊
一
代
記
」
は
現
妙
義
町
大
字
中
里
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
お
菊
」
 

の
伝
記
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
五
セ
ン
チX

八
•

五
セ
ン
チ 

判
。
十
四
ペ
ー
ジ
の
活
字
本
に
な
っ
て
い
る
。
同
本
の
奥
付
に
よ
る
と
、
大
正
十 

一
年
二
月
二
十
五
日
発
行
。
著
作
者
、
水
沢
天
外
散
人
。
発
行
者
、
小
沢
字
作<

北 

甘
楽
郡
小
幡
村>

。
発
行
所
、
岡
村
盛
花
堂<

東
京
市
浅
草
区
柳
橋
通
り>

。
正
価 

金
十
五
銭
と
あ
る
。
な
お
、
筆
写
に
当
っ
て
、
漢
字
は
新
書
体
に
、
か
な
づ
か
い 

は
、
現
代
か
な
づ
か
い
に
改
め
た
。)

と
の

さ

節(

や
き
も
ち)

明
治
の
後
期
頃
、
こ
の
辺
で
「手
合
わ
せ
歌
」
と 

し
て
、
流
行
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
の
さ
節
は
「
ト
ノ
サ
エ
ー
」
で
は
じ
ま 

る
が
、
こ
こ
で
は
「
や
き
も
ち
」
と
題
し
て
、
「げ
ん
が
お
ば
あ
は.

」
で
は
じ 

ま
る
。
と
の
さ
節
は
中
篇
の
越
後
口
説
き
系
の
一
種
い
わ
れ
て
い
る
。
越
後
の
ご 

ぜ
な
ど
に
よ
っ
て
各
地
へ
運
ば
れ
、
あ
め
屋
な
ど
が
歌
っ
て
、
さ
ら
に
広
め
た
と 

い
う
。「

や
き
も
ち
」
は
手
合
せ
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
、
わ
ら
べ
唄
と
し
て 

取
り
扱
う
考
え
も
あ
っ
た
が
、

一
応
、
こ
こ
で
は
「
民
謡
」
の
中
に
-®
み
入
れ
た
。
 

歌
詞
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

げ
ん
が
お
ば
あ
は
や
き
も
ち
大
好
き
で

ゆ
ん
ベ
九
つ
け
さ
ほ
ど
七
つ

一
つ
の
こ
し
て
た
も
と
に
入
れ
て

馬
に
の
ろ
う
と 

こ
と
り
と
落
し
た

は
ね
や
が
れ
や
き
も
ち

と
び
あ
が
れ
や
き
も
ち

と
る
は
は
ず
か
し
す
て
る
は
お
し
し(

下
高
田
字
新
光
寺)

楽
譜①
 

な
お
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
う
た
に
、
最
上
口
説
や
伊
那
の
源
五
兵
衛
踊
が
あ
る
。
 

こ
の
う
た
と
同
じ
メ
ロ
ー
デ
ー
で
歌
詞
は
少
々
違
う
が
富
岡
市
、
甘
楽
町
な
ど
に 

う
た
わ
れ
て
い
た
。
今
で
も
富
岡
市
東
部
か
ら
甘
楽
町
へ
か
け
て
「烏
ど
こ
ゆ
く
」 

と
い
う
手
合
わ
せ
う
た
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
う
た
は
、
今
回
の
調
査 

よ
り
約
二
十
年
〜
三
十
年
以
前
に
採
集(
採
集
者.

磯
貝
み
ほ
子)

さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

俗
謡 

「畑
に
デ
シ
バ
リ 

田
に
は
ビ
リ
モ
。
虻
田
に
源
兵
衛 

な
け
り
ゃ
よ 

い
」
。
こ
の
中
の
源
兵
衛
は
戸
長
だ
っ
た
人
。
具
体
的
に
「
な
け
り
ゃ
よ
い
」
の
内 

容
は
わ
か
ら
な
い
。

「高
田
よ
い
と
こ
女
の
よ
ば
い

男
後
生
楽 

寝
て
ま
ち
ろ
」
。(
下
高
田)

也
ぎ
よ
う
唄 

「
つ
る
は
千
年 

エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ァ
エ 

や
れ
こ
の 

エ
ン
ヤ
ラ 

ヤ
ァ
エ
」 

(
下
高
田
字
新
光
寺) 

楽
譜②

祭
文
語
り
む
か
し
、
八
木
連
に
『
き
っ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
番
頭
が
い
た
。
 

新
潟
か
ら
奉
公
に
来
た
人
だ
が
祭
文
語
り
が
上
手
だ
っ
た
。
あ
ま
り
上
手
な
の
で 

ム
ラ
の
若
衆
が
幕
を
作
っ
て
や
っ
た
。
「雨
が
三
年
、
日
照
り
が
四
年P
…
：
」
な
ど 

と
い
う
唄
を
歌
っ
て
い
た
。
聞
い
て
い
る
人
は
ゼ
ニ
を
や
り
、
手
ば
た
き
を
し
て 

や
っ
た
と
い
う
。(

八
木
連)

ち
よ
ぼ
く
れ
ち
よ
ぼ
く
れ
は
祭
文t

同
系
統
の
、

一
種
の
口
説
き
調
の
唄
、
 

あ
る
い
は
語
り
物
と
見
て
よ
い
。

つ
ぎ
の
ち
よ
ぼ
く
れ
は
、
下
高
田
字
新
光
寺
で 

採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

び
ん
ぼ
う
し
ん
ぼ
う
と
ち
ね
ん
ぼ
う

な
ら
び
に
か
た
ず
く 

す
り
こ
き
ぼ
う

ぎ
り
ぎ
り
か
う
の
は
し
ん
ば
り
ぼ
う

朝
の
ぼ
う
ず
が
ね
ぼ
け
ぼ
う
ず
で

昼
の
ぼ
う
ず
が
ひ
よ
ろ
ぬ
け
ぼ
う
ず
で

い
っ
て
い
ぜ
い
て
い
の
ら
く
ら
ぼ
う
ず
で 

. 

仕
事
が
き
ら
い
で 

お
酒
が
す
き
で

大
酒
の
ん
で
は
檀
家
に
憎
ま
れ

ぼ
う
ず
は 

寺
の
大
門
出
る
と
き
に

小
さ
な
木
魚
を
手
に
持
ち
と
び
こ
め

た
ず
な
は
は
り
こ
め 

娘
は
し
ゃ
れ
こ
め(

下
高
田
字
新
光
寺)

楽
譜③
 

屋
台 

昔
は
行
沢
で
も
い
い
大
工
が
屋
台
を
作
っ
て
、
ハ
ヤ
シ
も
教
え
た
の
で
、



春
祭
り
に
屋
台
を
出
し
た
。
大
正
七
、
八
年
ご
ろ
が
屋
台
の
真
最
中
だ
っ
た
。(

行

沢)

六
、
わ
ら
べ
唄.

子
も
り
唄

ま
り
つ
き
唄

正
月
ぇ
障
子
ぁ
け
れ
ば
万
才
が

つ
づ
み
う
つ
や
ら 

歌
う
や
ら 

歌

う

や

ら(
妙
義
町
全
域)

楽
譜④
 

あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
ひ
ご
さ

ひ
ご
ど
こ
さ 

く
ま
も
と
さ

く
ま
も
と
ど
こ
さ 

せ
ん
ば
さ

せ
ん
ば
山
に
は 

た
ぬ
き
が
お
っ
て
さ

そ
れ
を
り
ょ
う
し
が 

鉄
砲
で
う
っ
て
さ

煮
て
さ
焼
い
て
さ 

食
っ
て
さ

そ
れ
を
木
の
葉
で 

ち
ょ
い
と
か
く
す(

旧
高
田
村
全
域)

楽
譜⑤
 

羽
根
つ
き
唄

ひ
と
り
き
な 

ふ
た
り
き
な

三
人
き
た
ら
ば 

よ
っ
て
き
な

い
つ
き
て
み
て
も
な
な
こ
の
お
び
を

や
の
じ
に
し
め
て
こ
こ
の
文
の
た
び
を

ち
よ
う
ど
に
は
い
て

ぐ
る
っ
と
ま
わ
っ
て
い
っ
か
ん
し
ょ(
妙
義
町
全
域)

楽
譜⑥

お
手
玉
唄

一
に
た
ち
ば
な
二
に
か
き
つ
ば
た

三
に
さ
が
り
ふ
じ
四
に
し
し
ぼ
た
ん

五
つ
い
や
ま
の
千
本
ざ
く
ら

六
つ
む
ら
さ
き 

七
つ
な
ん
て
ん

八
つ
八
重
ざ
く
ら

九
つ
こ
ん
め
を
ち
ら
し
に
染
め
て

十
で
殿
様
し
つ
ち
よ
ご
け

だ
ん
ご
し
よ 

だ
ん
ご
だ
ん
ご 

だ
ん
ご
し
よ(
妙
義
町
全
域)

楽
譜⑦
 

お
じ
や
み
一

日
清
戦
争 

猿
飛
佐
助 

義
経
辨
慶

五
条
の
橋
見
て
お
む
ぎ
の
た
た
か
い

な
つ
て
ん
し
よ

お
て
し
や
み
お
ろ
し
て
お
つ
さ
ら
い

お
ひ
だ
り 

と
し
や
り
こ
ど
ん

な
か
よ
せ
つ
ま
よ
せ
お
つ
さ
ら
い

お
手
の
ひ
ら
お
つ
さ
ら
い

お
ゆ
び
の
ま
た
お
つ
さ
ら
い

小
さ
な
は
ん
し
よ 

く
ぐ
り
や
ん
せ

お
つ
さ
ら
い(
妙
義
町
全
域)

楽
譜⑧

一
つ
が
ん
が
ら
み
二
つ
ふ
き
の
と
う

三
つ
み
か
ん
の
木
四
つ
よ
ろ
ず
の
木

(

む

ら

さ

き
)

五
つ
い
ち
よ
う
の
木 

六
つ
む
く
れ
ん
じ
ゅ

(

や
え
ざ
く
ら)

七
つ
な
ん
て
ん
の
木
八
つ
や
し
お
の
木

九
つ
こ
ん
め
の
木 

十
で
と
お
が
ら
し(
妙
義
町
全
域)

(
)

内
の
こ
と
ば
で
も
歌
わ
れ
て
い
る 

楽
譜⑨

お
え
ベ
す
さ
ま
と
い
う
ひ
と
は

一
に
た
わ
ら
を
ふ
ん
ま
え
て

二
に
に
つ
こ
り
わ
ら
つ
て

三
に
酒
を
つ
く
ら
せ
て

四
つ
世
の
な
か
よ
い
よ
う
に

五
つ
い
つ
で
も
に
こ
に
こ
と

六
つ
無
病
息
災
に

七
つ
何
事
な
い
よ
う
に 



八
っ
屋
敷
を
広
め
て

九
っ
紺
屋
を
お
っ
た
て
て

十

で

と

う

と

う

福

の

神(
妙
義
町
全
域)

楽
譜⑩

一
番
は
じ
め
は
一
の
宮

二
ま
た
日
光
中
禅
寺

三
ま
た
佐
倉
の
宗
五
郎

四
ま
た
し
な
の
の 

善
光
寺

五
っ
は
出
雲
の
大
や
し
ろ

六
つ
は
村
々
鎮
守
さ
ま

七
っ
は
成
田
の
不
動
様

八
っ
や
は
た
の
八
幡
宮

九
つ
こ
う
や
の
こ
う
や
さ
ん

十
で
東
京 

博

覧

会(
妙
義
町
全
域)

楽
譜⑪

子
も
り
唄

お
月
さ
ん
い
く
っ
十
三
、
七
っ

ま
だ
年
し
や
若
い
ね

男
の
く
せ
に
あ
か
ご
を
生
ん
で

だ
れ
に
だ
か
し
ょ
お
ま
ん
に
だ
か
し
ょ

お
ま
ん
は
ど
こ
い
っ
た

油
買
い
に

油
屋
の
前
で
す
べ
っ
て
こ
ろ
ん
で

油
一
升
こ
ぼ
し
た

そ
の
油
ど
う
し
た

太
郎
ど
ん
の
い
ぬ
と 

次
郎
ど
ん
の
い
ぬ
と

み
ん
な
な
め
ち
ゃ
っ
た

そ
の
い
ぬ
ど
う
し
た

太
鼓
に
は
っ
て 

あ
ち
い
向
い
ち
ゃ 

ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

こ

ち

い

向

い

ち

ゃ

ド

ン

ド

ン

ド

ン
(

旧
高
田
村) 

楽
譜⑫

も
り
つ
こ
は
楽
な
よ
う
で
つ
ら
い
も
の

お
か
み
さ
ん
に
ゃ
じ
き
ま
れ 

子
に
ゃ
泣
か
れ

ね
ん
ね
ん
ね
こ
の
け
つ 

が
に
が
へ
え
こ
ん
だ

や
つ
と
こ
さ
つ
と
こ
ひ
き
ず
り
出
し
た
ら
ま
た

へ
え
こ
ん
だ

そ
ら
そ
ら
す
い
か
の
皮
で
も 

と
つ
と
け
つ
け
と
き
な

晩
の
お
か
て
が
な
い
と
き
ゃ 

よ
つ
ぽ
ど
ち
ょ
う
ほ
う
だ

(

旧
高
田
村
全
域)

楽
譜⑬

「子
も
り
、つ
た
」
に
つ
い
て

譜
に
か
い
て
あ
る
も
の
は
、
富
岡
市
で
う
た
わ
れ
て
い
る
も
の
と
全
く
同
じ
で 

あ
る
。
歌
詞
は
、
子
守
り
が
次
々
に
即
興
的
に
作
り
出
し
て
行
く
。
特
に
背
中
の 

子
が
う
る
さ
い
時
に
は
陽
旋
法
で
う
た
う
。

つ
い
悪
口
も
き
く
。
例
え
ば

ね
ろ
つ
て
ば 

ね
ね
え
の
か
こ
の
ガ
キ
メ

ね
ね
え
と
ね
ず
み
に
く
わ
せ
る
ぞ

人
の
見
て
い
な
い
時
に
は
背
中
の
子
の
し
り
や
頭
を
は
た
い
て
う
た
う
時
も
あ 

る
〇妙

義
地
区
で
は
以
前
、
流
行
し
た
子
も
り
う
た
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
つ
た
、
 

あ

の

山

の

光

り

も

の

は

月

か

蛍

か

灯

か



やきもち(とのさ節) 下高田字新光寺楽譜①

げんがお は あはや き も ち だいすきで

ゆ んべこ こ のつけ さ ほ ど なあな^)つ

て

II

へともたて しこのづとひ

たしとおおととことうろのこま议
)

はねやが才し や一きもち と びやがれ や一きもち

し-し-お 
,

は て すし 
,

かずは はる と

地ぎJ:ううた 下高田字新光寺楽譜②

つ るはせ ん ね ん エン ヤ フ ヤ エ

ヤ れ こ の エン.ヤ フ ヤ エ



ちよぼ く れ 下高田字新光寺楽譜③

びんぼう しんぼう とちねん ぼう ならびに

±
のうぎ ぎうぎこすずたか

しんばり ぼ あさの ぼうずが ねぼけ

ばつ すで ひ る の ばつ T か ひよ勹 ぬ tT は つ J C

とごしでずうぼらくらのえてんぜ、足て

さ b いで おさけが すさで' おお 3 (丁 のん C は

だ ん か に にく ま れ ば つ T は U LJ め 〇 C *〇 の

を
•
よぎくもなさちこきとるでんもだ

はめすむめこははなずためこびとちもこで

しゃれこめ



楽譜④ 正 月 え(まりつき) 妙義町全地域

しよおが つ え しよ お じあけ ればま ん

ざ い が っづみ を っ っやら っ たっ や

らや、フたうら

あんたがたどこさ(まりつき) 旧高田村全地域楽譜⑤

こど ごひさご ひ さ こど たた
¥

さ

.

こどともま

r 
/
\さ

,

と

,

も

,

まさ

セん はさ せ ん は ベJ まに は 1こ ぬさ 刀'

おって さ それ を リようし が てっ で

さて<-さてか)さてこさてと

そ れ を こ のは で ちょいとか一 くー ー す



楽譜⑥ 一人来な(はねつきうた) 妙義町全地域

ひとりきな ふたりきな さんにんきたらば よってきな

いつ き て み て も ななこ の おびを

や の じ に し めて ここの文の たびを

ちょう ど に は い て ぐるっとまわって いつかんしょ

いちに橘
fお手玉うた、
、か务えうたノ 妙義町全地域楽譜⑦

たばきここなボちたこち

んたぞししこしじふかさこんさ

い つ つ い やま の せ んぼ ん ざ く ら

んてんなゥななきさらむゥうむ

やあ つ や えざくら こ この つ こん め を

まさのとでおとてめそに じら ち

しつちよこ' け ごしよ ごご ごしよ



楽譜⑧ おじゃみ(お手玉うた) 妙義町全地域

お じゃみ一 につしんせんそ さるとびさすけ よしつねべんけい

r

い

,

かたたのぎむおそ
r

みしはの、フ
Li)ご

なっ そ ん しょ おてしやみ おろ し て

おっ さ" おひだ り と！^り こ

あませよあかな以
：

のておさおせよ

ひ ら お さ らい おゆびの

なさ以ひさおたま

(iA しょ く ぐ りゃん せ お さ

/qい



楽譜⑨ 一つがんがらみ(お手玉うた)
妙義町全地域

う

木

き

木

し
 

と

の

あ

の

ら

の

づ

さ

お

が
 

き

ろ

ら

し

ん
 

ふ

ょ

む

や

と

っ

っ

っ

っ

で

た

お

う

あ

う
 

ふ

ょ

む

や

と
 

み

木

木

木

木

ら

の

の

の

の
 

が

ん

う

め
 

ん

か

ち

ん

ん

が

み

い

な

こ

っ

っ

っ

っ

っ

と

い

つ

な

の

ひ

み

い

な

おえベす様 妙義町全地域楽譜⑩

はとひ、フとまさすベえお

て

て

て

に

卜

に

に

て

て

み
 

ぇ

つ

せ

う

コ

ぃ

う

め

て

か
 

ま

ら

ら

よ

二

さ

よ

ろ

た

の

- 

り

ふ

わ

つ

よ

二

そ

な

ひ

を

ふ
 

を

り

を

か

も

う

と

を

や

う
 

ら

こ

け

な

で

よ

ご

き

う

と
 

わ

つI

の

つ

び

に

し

こ

お
 

た

に

さ

よ

い

む

な

や

つ

と
 

に

に

に

つ

つ

つ

つ

つ

の

で
 

ち

一

ん

お

つ

う

な

あ

こ

お
 

い

に

さ

よ

い

む

な

や

こ

と

一番初めはーノ宮(お手玉) 妙義町全地域楽譜⑪

や

ろ

ん

み

し

さ

,
の

ゃ

ゃ

ち

お

ぅ

ぃ
お
こ

は

の

の

め

も

や

じ

づ

ぅ

は

い

こ

ん

は

つ

ば

っ

の

、

ち

つ

こ

ぃ
ぃ
こ

じ

ま>
-

ん
さ

か

ぜ

ゅ

ん

っ
じ
ら

ち

ち

は

I

つ,b

、フ

こ

む

き

j

つ

ら

ぅ- 

に

む

と

i

た

は

で

ま

つ

お

ぃ
っ
一

に

む

と

う

ま
ろ
さ

ご
う

う

ど
そ
ふ

の

の
,

ら
た

く
り

さ
な

た
は 

ま

つ

‘

ん
な

さ
な

じ

ぐ

う

ん
こ
ま

ん
ち

ぜ
は

の
の

の
た 

な
わ

し

や
た
つ 

ま
あ

し
や



お月さんいくつ f子もり \
、あそばせうたノ 旧高田村楽譜⑫

お つ きさ ん い く つ じゆつさん ななつ

こせくのことおねかわやしとだま

あ か ご を つ ん で 丁こ れ に 7こ がし水

たつこどはんまおょか だこんまお

あぶらかV、に 茶 かい..に あぶらやの まえで

す さて ころんで あぶらいっしよう こぼした

その あ ぶら ど し た 太郎 どんの い ぬと

次郎 どんの い ぬ と み んな なめちやあ

ここ太たしど

.

ぬのそた

は 〇 て あちい むいちや ドンドンドン こ ち いむいちや ドンドンドン



楽譜⑬ 子もりうた 旧高田村全域

も りつこはら くなようでつ らいもの

おかみさんにやじ き まれこ にゃなかれ

ね んねんね このけつが にがへえこんだ

やっとこさっとこひきずりだしたらま たあへえこんだ

そらそら すいかのかわでも とっとけっけとき な

ばあんの おかてがないときゃよっぽどちょうほうだ



七
、
子
ど
も
の
遊
び

子
ど
も
の
遊
び 

女
児
が
ひ
よ
う
た
ん
お
に
、
か
く
ね
っ
こ
。
ま
り
つ
き
、
お 

ひ

い

と(

お
手
玉)

や
り
な
が
ら
、
火
を
燃
し
た
り
、
お
ま
ん
ま
た
き
の
真
似
を 

し
た
り
し
た
。
お
は
じ
き
、
た
け
な
ん
ご
し
て
遊
ん
だ
。
男
児
は
た
け
ん
ま

 ヽ

シ

ン

ゴ(

片
足
跳)

か
い
て
天
秤
か
つ
ぎ
ヽ
か
つ
ぶ
し
け
ず
り
、
こ
ま•

ね
っ
く 

い.

ぱ
ち
ん
こ
な
ど
し
て
遊
び
、
魚
捕
り
で
は
よ
ぼ
り
し
た
り
、
ド
ロ
ッ
パ
ヤ. 

ガ
ラ
ッ
パ
ヤ.

ギ

ノ

ス(

め
だ
か
よ
り
少
さ
く
味
が
い
い.
)

な
ど
と
っ
た
。

お
に
む
し
は
も
も
や
く
ぬ
ぎ
、
な
ら
に
多
い
。

ぼ
ん
ど
ん
ぶ(

あ
か
と
ん
ぼ)
.

お
お
や
ま
ど
ん
ぶ
を
捕
っ
て
遊
ん
だ
り
、
あ
ぶ 

ら
ぜ
み.

み
ん
み
ん•

お
お
し
ん
つ
く.

ひ
ぐ
ら
し•

じ
い
じ
い
な
ど
蟬
と
り
を 

し
た
。

し
の
で
つ
ぎ
鉄
砲
を
作
り
、
ギ
ン
ギ
ン
ダ
マ
を
つ
め
る
。(
菅
原)

竹
馬 

片
方
の
竹
を
か
つ
い
で
ヽ
シ
ン
ゴ
ヵ
ィ
タ(
片
足
跳
を
し
た)

。
天
秤
か 

つ
ぎ
と
い
っ
た
。(
菅
原)

川
魚 

ド
ロ
ッ
パ
ヤ(

ガ
ラ
ッ
パ
ヤ)

ギ

ノ

ス(

め
だ
か
よ
り
小
さ
い)

が
い 

た
。(
菅
原)

子
供
の
遊
び
で
は
、
石
け
り
、
な
わ
と
び
ヽ
手
作
り
の
こ
ま
回
し
、
竹
馬
が
あ
っ 

た
。こ

ま
に
は
ヽ
ジ
ゴ
マ
と
い
う
の
を
手
作
り
し
た
。
芯
に
か
わ
を
卷
い
て
回
し
て 

遊
ん
だ
。(
妙
義)

三
輪
車 

明
治
時
代
よ
り
あ
っ
た
三
輪
車
。
木
の
又
を
見
っ
け
て
作
っ
た
。
坂 

を
下
る
の
に
作
っ
て
遊
ん
だ
。
手
製
の
も
の
で
盛
ん
に
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
 

坂
の
多
い
と
こ
ろ
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。(
妙
義)

鬼
ご
っ
こ 

大
き
な
農
家
の
表
庭
や
神
社
の
境
内
な
ど
で
鬼
ご
っ
こ
に
使
う
範 

囲
を
決
め
そ
の
中
で
す
る
。
鬼
で
な
い
子
の
休
み
場
も
決
め
て
お
く
。
大
て
い
樹 

木
か
、
抗
か
大
石
が
休
み
場
と
な
る
。
チ
ッ
ヵ(

ジ
ャ
ン
ケ
ン)

で
鬼
を
決
め
る
。

鬼
が
一
番
先
に
つ
か
ま
え
た
子
が
次
の
鬼
に
な
る
。(
上
.

下
高
田)

か
く
ね
っ
こ 

現
在
の
か
く
ね
っ
こ
と
大
体
同
じ
。
鬼
を
一
人
決
め
る
の
は 

チ
ッ
ヵ
で
決
め
る
。
人
数
は
五•

六
人
か
ら
十
人
前
後
ヽ
隠
れ
る
範
囲
も
大
体
決 

め
る
。
鬼
が
樹
木
か
、
壁
な
ど
に
向
っ
て
両
目
を
自
分
の
両
手
で
隠
し
、
五
十
く 

ら
い
か
ぞ
え
る
中
で
鬼
で
な
い
子
は
物
陰
に
隠
れ
る
。
鬼
に
一
番
早
く
見
つ
か
っ 

た
子
が
次
の
鬼
ヽ
鬼
に
見
つ
か
ら
な
い
う
ち
、
鬼
の
体
に
触
れ
る
と
、
そ
の
子
は 

次
の
鬼
に
な
ら
な
く
て
良
い
。(

下
高
田
字
本
村
、
新
光
寺)

な
わ
と
び 

段
と
び
は
荒
な
わ
一
間
か
ら
二
間
の
長
さ
の
も
の
の
両
端
を
一
人 

ず
つ
の
子
が
持
つ
。
腰
の
高
さ
か
ら
始
ま
り
ヽ
片
手
を
背
の
び
し
て
の
ば
し
た
一 

番
上
迄
の
高
さ
の
も
の
を
ヽ
は
じ
め
は
高
と
び
の
要
領
で
と
び
、
高
く
な
る
と
、
 

縄
に
向
っ
て
走
り
な
が
ら
縄
の
下
で
体
を
後
ろ
に
向
け
な
が
ら
脚
を
あ
げ
つ
ま
先 

で
縄
を
ひ
っ
か
け
る'
。
と
べ
な
く
な
る
と
縄
持
ち
に
な
る
。

な
わ
と
び
は
長
さ
一
〜
二
間
の
荒
縄
の
両
端
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
同
じ
方
向
に
ま 

わ
す
。
こ
の
時
み
な
で
な
わ
と
び
う
た
を
う
た
う
の
に
あ
わ
せ
る
。
廻
っ
て
い
る 

所
へ
一
人
飛
び
こ
み
縄
を
ふ
ま
な
い
ょ
う
に
ピ
ヨ
ン
ピ
ヨ
ン
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て 

飛
び
、
う

た

で

「出
る
」
合
図
が
あ
る
と
飛
び
出
す
。

つ
っ
か
え
る
と
縄
持
ち
に 

な
る
。(

上
.

下
高
田)

け
出
し 

平
ら
な
石
を
以
前
は
使
っ
た
。
そ
の
後
、
け
出
し
用
の
ソ
ー
ダ
ガ
ラ



ス
の
直
径
四r

く
ら
い
の
も
の
を
店
で
売
る
よ
う
に
な
っ
た
。
庭
の
地
面
な
ど
に 

ろ
う
石
で
線
と
丸
を
書
く
。
手
前
の
丸
の
中
へ
け
出
し
を
入
れ
、
片
足
せ
ん
ぎ
よ 

で
、
縁
を
ふ
ま
な
い
よ
う
に
そ
の
丸
の
中
へ
入
り
、
石
を
け
出
す
。
次
々
に
遠
く 

の
丸
へ
入
れ
て
は
け
り
出
す
。
全
部
け
り
出
せ
ば
あ
が
り
。(

下
高
田
字
本
村
、
新 

光
寺)ぞ

う

り

と

り

庭
な
ど
に
下
図
の
よ
う
な
陣
を
描
く
。
人
数
は
一
〇
〜
一
五
人 

程
度
。
チ
ッ
カ
で
鬼
を
一
人
決
め
る
。
二
番
負
け
か
ら
三
〜
四
人
は
鬼
の
所
に
自 

分
の
片
足
の
履
物
を
置
き
片
足
で
シ
ン
ゴ
を
か
く
。
残
り
の
子
が
鬼
の
所
へ
行
っ 

て
仲
間
の
履
物
を
と
り
に
行
く
、
鬼
に
つ
か
ま
る
と
片
足
の
履
物
を
置
い
て
シ
ン

ゴ
を
か
く
。
外
野
に
は
鬼
は
来
ら
れ
な 

い
。
両
足
の
履
物
を
と
ら
れ
る
と
鬼
。

(
上.

下
高
田)

羽

根

つ

き

手
製
の
長
さ
三
十
巧
く 

ら
い
、
柄
が
十̂

く
ら
い
の
も
の
を
板 

か
ら
作
る
。
羽
根
は
も
く
れ
を
じ
ゅ
の 

実

に

鶏

の

羽

根

を

さ

し

る

。

一
人
で
つ
く
羽
根
つ
き
上
、
二
人
で 

つ
く
羽
根
つ
き
が
ぁ
る
。

羽
根
つ
き
は
、
羽
根
つ
き
ぅ
た
に
ぁ

わ
せ
て
す
る
。(

上
.

下
高
田)

ビ
—
玉 

市
販
の
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
の
直
径
一 
•

五r

く
ら
い
の
も
の
を
地
面
に 

こ
ろ
が
す
。
三
〜
四
人
が
チ
ッ
カ
の
順
番
で
こ
の
玉
を
打
つ
。
う
ま
く
打
て
る
と 

そ
れ
が
自
分
の
も
の
に
な
る
。
打
ち
そ
こ
な
う
と
そ
の
場
所
に
置
き
、
他
の
誰
か 

に
打
た
れ
れ
ば
、
と
ら
れ
て
し
ま
う
。(
上
.

下
高
田)

ま

り

つ

き

ま
り
の
芯
は
半
が
わ
き
の
芋
が
ら
を
ぬ
き
糸
な
ど
で
よ
く
し
ば 

る
。
そ
の
上
を
何
回
も
ぬ
き
糸
で
し
ば
り
、
ま
り
に
す
る
。
割
合
よ
く
は
ず
ん
だ
。
 

地
面
な
ど
に
は
ず
ま
せ
た
り
、
上
へ
揚
げ
た
り
し
た
。
こ
の
時
、
ま
り
つ
き
う
た 

に
あ
わ
せ
る
。(

上
•

下
高
田)

お
は
じ
き
市
販
の
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
の
も
の
が
買
え
な
い
と
き
は
山
の
木
の
実 

(

か
し
の
実
、
ド
ン
グ
リ
等)

を
使
っ
た
。
屋
内
で
も
屋
外
で
も
出
来
た
。
下
へ 

ど
ん
ぐ
り
等
を
片
手
で
こ
す
り
な
が
ら
勢
い
を
つ
け
て
広
げ
、
近
い
距
離
に
あ
る 

も
の
を
は
じ
い
て
自
分
の
も
の
に
し
た
。

一
度
に
二 

つ
以
上
は
じ
く
と
自
分
の
も 

の
に
な
ら
な
い
。(

上
.

下
高
田)

人
形
あ
そ
び 

昔
は
人
形
が
か
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
も
ろ
こ
し
の
実
の
皮 

で
顔
の
部
分
を
作
り
、
毛
を
頭
髪
に
し
た
。
余
り
布
や
端
切
れ
を
着
物
の
部
分
に 

こ
し
ら
え
た
。(

上
.

下
高
田)

お
ひ
—
と 

お
手
玉
を
余
り
布
を
も
ら
っ
て
縫
っ
た
。
中
に
小
石
を
入
れ
た
。
 

た
ま
に
は
、
大
豆
や
あ
ず
き
の
か
す
も
入
れ
た
。

お
ひ
一
と
は
一
人
で
何
個
も
上
に
あ
げ
て
遊
ぶ
の
と
、
床
や
畳
の
上
に
ま
と
め 

て
置
い
た
の
を
と
っ
て
遊
ぶ
の
と
二
通
り
あ
っ
た
。
両
方
共
、
お
手
玉
う
た
に
あ 

わ
せ
て
遊
ん
だ
。(
上
.

下
高
田)

風
あ
げ 

佩
は
竹
を
割
っ
て
骨
を
作
り
、
和
紙
の
障
子
紙
を
は
っ
て
、
尾
は
か 

っ
糸
の
紐
を
付
け
て
作
っ
た
。
こ
れ
は
お
正
月
の
頃
、
西
北
の
風
を
う
け
て
、
田 

ん
ぼ
か
川
原
で
あ
げ
て
遊
ん
だ
。(

上
.

下
高
田)

竹
馬 

高
い
の
は
塀
な
ど
か
ら
乗
っ
た
が
、
普
通
四
〜
五
尺
の
直
径
三
〜
五
セ 

ン
チ
の
竹
を
二
本
切
っ
て
来
て
節
の
適
当
の
所
へ
足
の
の
る
台
と
し
て
長
さ
二
〇 

r

ノ
く
ら
い
半
径
三
〜
四
セ
ン
チ
く
ら
い
の
薪
を
割
っ
た
も
の
を
ゆ
わ
え
つ
け
て
、
 

そ
こ
へ
足
を
か
け
竹
の
上
を
持
っ
て
歩
く
。(
上
•

下
高
田)

メ
ン
コ 

店
で
丸
形
の
メ
ン
コ
を
買
っ
て
来
て
「本
こ
」
を
し
た
。
土
の
上
に 

一
人
が
置
く
と
、
他
の
子
が
順
々
に
そ
れ
を
裏
返
そ
う
と
し
て
自
分
の
メ
ン
コ
を 

風
を
出
し
な
が
ら
地
面
に
う
ち
つ
け
る
。
は
ん
て
ん
を
着
て
行
く
と
風
が
よ
く 

起
っ
て
よ
く
メ
ン
コ
が
起
き
た
。(

上
.

下
高
田)

こ

ま

廻

し

こ
ま
も
以
前
は
自
分
で
作
っ
た
。
ず
ん
ぐ
り
ご
ま
は
、
松
の
木
を 

削
っ
て
乳
を
作
っ
て
ひ
も
を
か
け
て
迴
わ
し
た
。

は
ん
し
よ
う
ご
ま
は
竹
の
や
や
肉
の
厚
い
所
を
六
セ
ン
チ
く
ら
い
の
輪
に
切 

り
、
上
下
に
板
を
ぶ
っ
っ
け
芯
に
棒
を
入
れ
、
ひ
も
で
廻
す
と
良
い
音
が
し
た
。



こ
ま
は
本
こ
の
時
は
二
個
以
上
を
廻
わ
し 

な
が
ら
ぶ
つ
つ
け
、
は
じ
か
れ
た
ら
と
ら
れ 

た
。(
上
.

下
高
田)

ネ

つ

釘

一
寸
五
分
く
ら
い
の
釘
を
カ
ー 

ぱ
い
土
に
ぶ
つ
つ
け
て
さ
す
。
二
番
の
子
は 

こ
の
釘
を
倒
そ
ぅ
と
同
じ
長
さ
の
自
分
の
釘 

を
相
手
の
釘
に
ぶ
つ
つ
け
て
土
に
さ
す
。
先 

の
釘
が
倒
れ
れ
ば
後
の
子
に
取
ら
れ
る
。

(

上
.

下
高
田)

サ
ス
ガ
リ 

下
図
の
ょ
ぅ
な
も
の
を
紙
、
ま
た
は
地
面
に
描
く
。
相
手
と_

分 

の
豆
を
互
違
い
に
並
べ
て
お
く
。
順
番
に
一
つ
ず
つ
動
か
す
。
線
上
な
ら
ど
こ
へ 

動
い
て
も
良
い
。
自
分
の
豆
が
三
つ
直
線
に
並
べ
ば
勝
ち
。(
上
.

下
高
田)

八
、
娯 

楽

賭
博 

六
〇
年
位
前
の
こ
と
。
原
が
丁
半
の
場
所
だ
つ
た
。
雨
の
日
は
傘
を
さ 

し
て
や
つ
て
い
た
。
知
ら
ず
に
村
の
人
が
草
刈
り
に
行
き
、
見
た
も
の
で
口
留
料 

と
し
て
一
円
五
〇
銭
も
ら
つ
て
来
た
。
大
正
末
頃
だ
つ
た
と
い
ぅ
。
大
正
七.

八 

年
頃
は
口
留
料
が
二
十
銭
だ
つ
た
。
子
供
で
も
メ
ジ
口
取
り
に
行
つ
て
見
た
の
で 

口
留
料
を
も
ら
つ
た
。

原
は
場
所
が
ょ
く
、
通
行
す
る
人
が
見
ぇ
る
が
他
か
ら
は
見
ぇ
な
い
場
所
で
高 

い
と
こ
ろ
だ
つ
た
。

ム
ラ
の
中
で
暗
号
が
あ
り
、
首
の
曲
げ
方
、
上
げ
方
で
す
ぐ
に
通
じ
て
い
た
ら 

し
い
。
雨
で
仕
事
が
出
来
な
い
時
に
行
な
つ
た
。
じ
や
の
目
傘
な
ど
さ
し
て
行
な
つ 

た
。
「あ
れ
は
甘
酒
屋
だ
あ
」
な
ど
と
い
つ
て
ご
ま
か
し
て
い
た
。

時
々
、
手
入
れ
も
あ
つ
た
ら
し
か
つ
た
。
田
畑
も
こ
れ
で
動
い
た
ら
し
い
。(
中

里)
昔
は
、
サ
ィ
コ
ロ
ば
く
ち
を
盛
ん
に
し
た
。
バ
ク
チ
場
は
、
八
幡
様
の
境
内
や

山
の
人
目
に
つ
か
な
い
所
等
場
所
を
変
え
て
し
た
。
バ
ク
チ
打
ち
が
来
て
、
テ
ラ 

銭
を
と
っ
た
。
金
を
は
っ
た
。
負
け
る
率
が
多
か
っ
た
。
金
か
し
が
来
て
い
て
、
 

負
け
た
ら
す
ぐ
金
を
貸
し
た
り
、
返
せ
な
い
人
に
は
、
證
文
を
書
か
せ
、
良
い
田 

や
畑
、
山
な
ど
ど
ん
ど
ん
と
ら
れ
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

草
競
馬 

安
中
、
磯
部
、
富
岡
、
下
仁
田
な
ど
で
や
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
で
も
、
 

と
び
う
ま(
競
走
馬)

を
飼
っ
て
い
た
う
ち
が
あ
る
。(
菅
原)

鉄
砲
馬
場
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
直
線
に
し
て
五
百
米
位
で
、
走
っ
て
行
く
だ 

け
の
馬
場
だ
っ
た
。
年
三
回
は
競
走
を
行
な
っ
た
。
馬
場
作
り
も
い
ら
な
い
の
で 

簡
単
に
出
来
た
。
町
中
の
人
が
集
っ
た
し
、
他
の
町
村
の
人
も
来
た
。
初
午
が
は 

じ
め
で
あ
っ
た
。

大
正
頃
に
な
っ
て
回
り
競
馬
に
な
っ
た
が
、
昭
和
二
年
に
二
回
や
っ
た
の
が
最 

後
だ
っ
た
。(
古
立)

稲
荷
さ
ん
の
所
の
麦
畑
を
馬
場
に
し
た
。
直
線
の
鉄
砲
馬
場
を
作
っ
た
。
春
麦 

の
芽
が
出
る
頃
だ
っ
た
。(
下
高
田
字
本
村)

戦
前
ま
で
は
冬
の
農
閑
期
に
な
る
と
芝
競
馬
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
馬
の
体
力 

に
よ
っ
て
大
関•

小
結
な
ど
の
よ
う
に
格
を
付
け
競
争
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
馬 

場
は
、
陽
雲
寺
の
裏
や
行
沢
の
田
ん
ぼ
で
、
古
立
に
も
あ
っ
た
。
馬
場
の
種
類
に 

は
直
線
の
鉄
砲
馬
場
と
一
定
の
場
所
を
ま
わ
る
ま
わ
り
馬
場
が
あ
り
、
富
岡
の
一 

の

宮
(

貫
前
神
社
の
北
側)

に
は
ほ
と
ん
ど
定
設
の
ま
わ
り
馬
場
が
あ
っ
た
。
競 

馬
の
こ
と
は
ト
ビ
ウ
マ
と
も
い
う
。(
菅
原)

力
わ
ざ
一
升
析
の
上
に
の
ぼ
っ
て
、
両
足
の
親
指
を
、
み
ご
で
し
ば
っ
て
、
 

米
俵
を
か
つ
ぐ
。
力
を
入
れ
て
も
、
み
ご
を
切
ら
な
い
。
十
六.

七
貫
あ
る
。(
菅 

原)
遊
び 

昔
の
遊
び
と
い
え
ば
、
食
う
こ
と
、
飲
む
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
。
食
い 

く
ら
で
は
、
キ
ン
ツ
バ
が
あ
っ
た
。
当
時
百
個
も
食
っ
た
が
、
今
の
二
百
個
分
に 

も
あ
た
る
量
だ
っ
た
。

ヨ
ウ
カ
ン
を
山
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
行
っ
て
食
い
く
ら
を
し
た
。
酒
の
飲
み 

く
ら
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
共
同
作
業
な
ど
村
中
が
集
ま
る
よ
う
な
場
合
に
行
な



わ
れ
た
。

相
撲
も
あ
り
金
品
を
か
け
て
勝
負
し
た
。
い
わ
し
一
箱
と
っ
た
事
も
あ
る
。(
妙

義)

九
、
村
へ
来
た
芸
人

人
形
芝
居 

大
型
の
人
形
は
松
井
田
の
八
城
の
を
何
回
も
買
っ
た
。
小
型
の
豆 

人
形
は
小
野
村
藤
木
の
も
の
を
買
っ
た
。
大
き
な
家
の
縁
側
か
ら
庭
に
向
っ
て
幕 

を
張
り
台
を
据
え
て
人
形
の
舞
台
に
し
た
。
義
太
夫
語
り
は
中
野
谷
の
鶴
沢
と
り 

太
夫
や
菅
原
出
身
の
横
尾
ダ
ィ
さ
ん
や
高
田
村
内
に
も
い
た
。(

下
高
田
字
本
村
、
 

新
光
寺)

八
城
の
人
形
を
村
で
買
っ
て
演
じ
た
。(

下
高
田)

芝
居 

い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
芝
居
の
一
座
が
来
た
。
終
戦
後
ま
で
来
た
の
は
黒 

岩
歌
舞
伎
だ
っ
た
。

旅
廻
わ
り
の
役
者
の
萩
原
ち
ょ
う
さ
ん
一
家
が
仲
間
を
連
れ
て
来
る
と
、
村
内 

の
人
も
一
座
に
混
じ
っ
て
芝
居
を
し
た
。
近
く
の
村
に
、
素
人
で
半
気
違
い
く
ら 

い
芝
居
好
き
の
人
が
い
た
。
芝
居
が
か
か
る
と
来
て
混
じ
っ
て
芝
居
を
し
た
。
出 

し
も
の
は
、
お
軽
勘
平
、
安
部
宗
任
、
千
代
萩
、
お
菊
由
来
記
、
妖
婦
伝
、
二
十 

四
孝
、
阿
波
鳴
門
な
ど
。(

上
.

下
高
田)

春
駒 

お
正
月
に
馬
の
首
の
部
分
を
形
ど
っ
て
作
っ
た
も
の
を
左
手
に
入
れ
、
 

右
手
で
手
綱
を
引
き
な
が
ら
、
春
駒
の
う
た
を
う
た
っ
た
。
こ
れ
は
、
お
蚕
の
ょ 

く
当
る
ょ
う
に
、
と
の
予
祝
で
あ
る
。(

上
•

下
高
田)

俵
こ
ろ
が
し 

俵
み
た
い
な
も
の
を
持
っ
て
来
て
、
家
の
中
へ
こ
ろ
が
し
込
み
、
 

つ
い
て
い
る
紐
を
引
い
て
俵
を
戻
し
「大
黒
様
と
い
う
方
は
一
に
宝
を
ふ
ん
ま
え 

て
……

」
な
ど
と
い
う
歌
を
う
た
っ
た
。(
上
.

下
高
田)

祭
文 

坊
さ
ん
み
た
い
な
服
装
で
、
手
に
錫
杖
み
た
い
で
上
に
丸
い
蚊
帳
の
つ 

り
金
み
た
い
な
も
の
が
つ
い
た
も
の
を
振
り
な
が
ら
、
人
の
家
の
ト
ボ
グ
チ
の
前 

に
立
っ
て
、
「デ
ロ
レ
ン 

デ
ロ
レ
ン
」
と
唱
え
、
次
に
一
つ
の
物
語
み
た
い
な
も

の
を
う
た
つ
た
〇 
(

上
.

下
高
田)

獅
子 

神
楽
獅
子
の
ょ
う
な
大
き
な
頭
に
布
の
つ
い
た
も
の
を
持
っ
て
、

一
軒 

一
軒
訪
れ
、
ト
ボ
グ
チ
の
外
か
ら
内
へ
向
っ
て
こ
の
獅
子
の
ロ
を
ポ
ン
と
開
け
て 

し
め
る
。
つ
い
先
頃
ま
で
来
て
い
た
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。(

上. 

下
高
田)

ゴ
ゼ 

大
正
九
年
頃
ま
で
来
て
い
た
。
電
燈
の
つ
い
て
い
な
い
頃
の
こ
と
で
あ 

る
。
こ
の
村
に
は
大
正
九
年
に
丹
生
電
気
が
と
も
っ
た
。
電
柱
を
立
て
る
オ
テ
ン 

マ
に
十
日
も
二
十
日
も
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゴ
ゼ
は
昼
間
は
門
付
を
し
、
夜
は 

懇
意
な
家
を
宿
と
し
、
そ
こ
で
唄
っ
た
。(

上
高
田)

越
後
か
ら
の
ゴ
ゼ
が
二
〜
三
人
一
組
で
き
た
。
泊
る
の
は
懇
意
な
家
で
決
ま
っ 

て
い
て
、
昼
間
は
門
付
け
を
し
、
夜
は
宿
で
歌
や
語
り
物
を
う
た
っ
た
。
大
正
初 

め
の
こ
ろ
で
あ
る
。(

下
高
田)

越
後
か
ら
来
た
ら
し
い
。
盲
目
の
女
の
人
が
三
〜
四
人
一
か
た
ま
り
に
な
っ
て
、
 

中
に
一
人
目
あ
き
が
い
て
手
引
き
を
し
て
来
る
。

宿
は
決
ま
っ
て
い
る
。
本
村
の
堀
田
さ
ん
の
家
な
ど
で
あ
る
。

演
目
は
多
か
っ
た
が
今
覚
え
て
い
る
の
は
「葛
の
葉
子
別
れ
」
く
ら
い
で
あ
る
。

(

上
•

下
高
田)

猿
廻
し 

え
ぼ
し
と
ち
や
ん
を
着
け
た
猿
が
、
飼
主
の
言
葉
に
反
応
し
た
。
 

一
軒
一
軒
家
を
廻
っ
た
。(
上
•

下
高
田)

講
談 

新
光
寺
に
講
釈
師
が
ど
こ
か
ら
か
来
て
し
ば
ら
く
住
ん
で
い
た
。
弟
子 

に
な
る
人
が
何
人
か
本
村
、
新
光
寺
に
い
た
。
そ
の
時
の
講
談
本
が
あ
る
。

俠
客
も
の
や
野
狐
な
ど
を
口
演
し
た
。(

上
.

下
高
田)



人

の

一

生

は

じ

め

に

鏑
川
の
支
流
高
田
川
が
妙
義
山
に
発
し
、
そ
の
流
域
の
旧
高
田
村
と
旧
妙
義
町 

が
昭
和
三
十
年
に
合
併
し
た
町
で
あ
る
が
、
旧
両
町
村
は
、
前
者
が
富
岡
市
、
安 

中
市
に
近
く
、
後
者
が
松
井
田
町
、
下
仁
田
町
に
近
い
文
化•

経
済
圏
の
中
に
あ
っ 

た
。
従
っ
て
民
俗
の
中
に
も
そ
の
影
響
が
見
う
け
ら
れ
、
そ
の
間
に
地
域
的
相
違 

が
あ
る
の
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
以
下
通
過
儀
礼
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

妊
婦
が
火
事
、
不
祝
儀
に
会
う
と
胎
児
に
ア
ザ
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
県 

下
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
い
わ
れ
忌
ま
れ
て
い
る
が
、
死
者
を
見
る
と
黒
ア
ザ
が
で 

き
、
こ
の
ア
ザ
は
死
者
の
墓
土
で
な
で
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
去
で
き
る
と
い
う
こ 

と
は
、
死

者

の

「生
ま
れ
代
り
」
の
場
合
の
呪
術
と
相
似
て
い
る
が
、
そ
の
間
に 

何
か
関
連
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

安
産
信
仰
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
地
域
よ
り
淡
白
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域 

は
県
内
で
も
産
泰
信
仰
は
割
合
に
淡
く
、
町
に
は
勧
請
さ
れ
て
お
ら
ず
、
女
性
の 

な
か
に
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
さ
え
い
う
。
そ
し
て
一
部
で
は
高
崎
の
産
泰
様
 ヽ

小
祝
神
社
ま
で
出
か
け
て
い
る
。
ま
た
水
沢
観
音
を
お
産
の
神
と
し
て
い
る
の
も 

珍
ら
し
い
。
地
域
的
な
も
の
と
し
て
は
、
上
高
田
字
下
十
二
の
二
十
二
夜
様
信
仰 

が
み
ら
れ
る
。
下
高
田
か
ら
隣
の
下
十
二
の
二
十
二
夜
様
ま
で
お
詣
り
に
行
っ
た 

と
い
う
反
面
で
、
下
高
田
で
は
そ
の
碑
が
在
り
な
が
ら
老
女
の
な
か
に
は
、
そ
れ 

が
何
で
あ
る
か
認
識
せ
ず
ま
た
信
仰
も
な
い
部
落
さ
え
あ
っ
た
の
は
、
時
代
の
変 

化
を
知
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
子
授
け
に
つ
い
て
は
、
碓

氷.

甘
楽
両
郡
に
広 

い
信
仰
圏
を
も
っ
小
桑
原(

旧
甘
楽
郡
小
野
村
—
現
富
岡
市
—)

の
観
音
信
仰(
仏

母
観
音
と
も
い
う)

が
盛
ん
で
あ
る
。
こ
こ
の
本
尊
は
十
一
面
観
音
、
納
め
ら
れ 

て
い
る
石
仏
を
借
り
て
途
中
寄
り
道
を
せ
ず
に
真
直
ぐ
白
宅
に
帰
り
、
拝
み
抱
い 

て
寝
る
と
子
供
が
授
か
る
と
い
わ
れ
、
願
か
な
え
ば
二
体
に
し
て
納
め
る
。
ま
た 

子
供
を
恵
ま
れ
な
い
人
は
底
の
あ
る
ひ
し
や
く
、
安
産
を
祈
願
す
る
人
は
底
抜
け 

ひ
し
や
く
を
供
え
る
こ
と
も
し
て
い
る
。
昔
は
拝
み
に
来
た
人
が
赤
布(
赤
襌) 

を
一
枚
ず
つ
進
ぜ
た
。
そ
の
墨
書
か
ら
み
る
と
近
在
の
ほ
か
磯
部
、
安
中
、
多
野 

郡
新
町
、
高
崎
、
桐
生
、
東
京
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

お
産
は
コ
ン
ニ
チ
様
に
罰
を
当
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
う
す
暗
い
ナ
ン
ド
で 

産
ん
だ
り
、
デ
ェ
の
畳
を
は
い
で
ム
シ
ロ
、
ボ
ロ
布
を
敷
き
、
ヌ
カ
袋
、
布
団
、
 

ヤ
グ
ラ
に
よ
り
か
か
っ
て
の
坐
産
で
、
ト
リ
ア
ゲ
バ
ア
サ
ン
に
取
り
上
げ
て
も 

ら
っ
た
。
後
産
の
始
末
は
、
玄

関.

ト
ボ
グ
チ.

部
落
で
決
め
ら
れ
た
場
所
・
ア 

キ
の
方
向
等
に
埋
め
た
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
人
に
よ
く
踏
ま
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
 

相
反
す
る
意
味
づ
け
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
後
産
を
水
引
で
結
え
メ 

ン
パ
の
シ
ッ
タ
を
半
分
抜
い
た
の
を
一
緒
に
埋
め
る
と
い
う
の
は
、
何
を
意
味
す 

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

産
後
の
食
事
は
、
こ
こ
で
も
以
前
は
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
。
主
食
は
お
粥
、
 

副
食
は
カ
ッ
オ
ブ
シ
味
噌
は
い
い
方
で
多
く
の
制
限
が
あ
っ
た
。
力
米
の
こ
と
は 

一
部
で
聞
か
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
県
下
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
あ
っ
た
習
俗
だ
が
、
 

既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ゥ
ブ
タ
テ
ゴ
ハ
ン
は
一
升
た
い
て
神
棚•

先
祖
様.

オ
ボ
ス
ナ
様
に
供
え
、
近 

所
の
人
、
出
産
に
立
会
っ
た
人
、
親
戚
の
人
な
ど
多
く
の
人
に
た
べ
て
も
ら
う
。
 

こ
う
し
た
共
食
の
習
俗
は
あ
る
が
、
赤
城
南
麓
一
帯
に
み
ら
れ
る
ゥ
ブ
タ
テ
メ
シ 

の
膳
に
石
を
の
せ
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
は
全
然
み
ら
れ
な
い
。



生
れ
て
初
め
て
外
に
出
る
儀
礼
と
し
て
の
セ
ッ
チ
ン
マ
ィ
リ
は
、
生
後
三
日
目 

と
七
日
目
の
地
域
が
あ
る
。
お
詣
り
し
て
便
所
を
借
り
た
家
と
嫁
の
実
家
な
ど
を 

お
茶
よ
び
す
る
。
先
ず
地
縁
的
血
縁
的
に
身
近
い
人
に
承
認
し
て
も
ら
う
の
で
あ 

ろ
う
。
そ
し
て
お
七
夜
の
命
名
を
「
セ
ッ
チ
ン
メ
エ
リ
に
間
に
合
う
よ
う
に
」(

下 

高
田)

と
い
う
の
は
、
こ
れ
で
神
詣
り
に
「名
」
を
も
っ
た
い
わ
ば
生
れ
て
一
人 

刖
に
な
る
資
格
の
一
つ
を
具
え
て
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

産
婦
は
産
忌
み
と
し
て
別
火
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
産
婦
の
用
い 

る
別
火
を
一
挾
み
ィ
ロ
リ
に
雑
ぜ
る
こ
と
で
、
こ
の
火
の
忌
み
が
解
か
れ
た
と
し
、
 

ヒ
ア
ガ
リ
と
い
っ
て
い
る
。
安
中
市
秋
間
地
方
と
同
様
で
あ
る
。
産
後
二
十
一
日
、
 

こ
の
間
部
屋
か
ら
出
ら
れ
ず
、
橋
と
川
は
渡
る
な
と
い
わ
れ
、
も
し
止
む
を
得
ず 

外
に
出
る
と
き
は
、
頭
に
手
拭
を
の
せ
た
。
そ
し
て
一
般
に
は
二
十
一
日
で
産
忌 

み
が
あ
け
る
。
お
宮
詣
り
は
碓
氷
郡
、
安
中
市
、
甘
楽
郡
、
富
岡
市
で
は
男
児
三 

十
一
日
女
児
四
十
一
日
に
行
う
の
が
多
い
。
妙
義
地
区
も
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の 

日
母
親
の
実
家
か
ら
贈
ら
れ
た
広
袖
、
紋
付
の
産
着
を
着
て
詣
り
、
赤
飯
を
ふ
か 

し
て
供
え
、
途
中
会
っ
た
人
に
頒
け
た
り
、
親
戚
を
よ
ん
で
共
食
す
る
。
ま
た
こ 

の
頃
近
所
の
女
衆
を
招
き
赤
坊
を
披
露
し
仲
間
入
り
を
す
る
わ
け
で
あ
る
。

初
誕
生
に
は
、
日
向
で
は
仲
人
が
着
物
一
式
っ
く
っ
て
贈
っ
た
。'

上
高
田
で
は 

こ
の
日
仲
人
が
呼
ば
れ
て
御
馳
走
と
な
り
、
こ
れ
を
「仲
人
と
の
別
れ
」
と
い
う
。
 

お
そ
ら
く
夫
婦
の
結
婚
に
仲
人
し
た
人
も
、
初
子
が
生
れ
る
と
仲
人
と
し
て
の
役 

が
一
先
ず
終
っ
た
と
す
る
ケ
ジ
メ
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
誕 

生
祝
い
の
儀
式
は
他
の
地
区
と
概
ね
同
様
で
、

一
升
餅
を
風
呂
敷
に
包
み
、
数
を 

次
第
に
ふ
や
し
て
背
負
え
な
く
な
る
ま
で
背
負
わ
せ
た
り
、
尻
に
餅
を
ぶ
つ
け
る 

こ
と
は
、
単
に
成
長
段
階
の
祝
い
だ
け
で
な
く
、
鍛
練
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ 

て
子
供
を
丈
夫
に
育
て
よ
う
と
す
る
周
囲
の
者
の
願
望
が
あ
る
。

二
歳
に
な
る
と
妙
義
神
社
に
詣
る
「
二
っ
子
詣
り
」
の
習
俗
が
碓
氷.

甘
楽
一 

円
に
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
こ
れ
は
火
伏
せ
信
仰
と
関
連
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
 

他
に
類
例
が
み
ら
れ
ず
、
何
故
二
歳
な
の
か
判
ら
な
い
が
、
三
歳
位
ま
で
チ
ン
毛 

を
残
し
て
坊
主
頭
に
し
、
転
ん
だ
と
き
に
神
様
に
起
し
て
も
ら
う
こ
と
、
七
つ
坊

主
な
ど
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
初
誕
生
の
次
の
年
齢
上
の
区
切
り
の
儀
式
の
一
つ 

か
も
し
れ
な
い
。

厄
年
の
人
の
厄
落
し
に
、
富
岡
市
上
高
瀬
の
北
向
観
音(

祭
日
は
一
月
十
八
日) 

に
詣
っ
た
。
な
か
に
は
長
野
県
別
所
の
北
向
観
音
ま
で
行
く
人
も
あ
る
。

青
年
会
に
は
十
五
歳
〜
三
十
五
歳
の
者
が
入
っ
て
お
り
、
会
で
は
梅
林
を
も
っ 

て
い
て
、
そ
の
収
入
を
運
営
費
と
し
て
い
た
。
会
と
し
て
は
夜
番
を
行
っ
た
り
ノ 

村
民
の
結
婚
式
に
提
灯
を
も
っ
て
警
戒
役
を
す
る
な
ど
、
以
前
の
若
衆
組
の
名
残 

り
を
淡
い
な
が
ら
も
と
ど
め
て
お
り
、
若
衆
の
夜
遊
び
も
隣
接
町
村
か
ら
四
キ
ロ 

四
方
位
ま
で
で
、
な
か
に
は
旧
碓
氷
郡
九
十
九
村
ま
で
出
掛
け
た
も
の
も
あ
っ
た 

が
、
富
岡
に
は
あ
ま
り
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

結
婚
は
村
内
か
村
外
で
も
隣
接
町
村
同
士
で
行
う
の
が
一
般
で
、
以
前
は
従
兄 

弟
姉
妹
と
い
う
の
が
割
合
に
あ
っ
た
。
経
済
的
心
理
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
一
方 

に
は
親
戚
が
増
加
し
な
い
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
親
の
意
見
が
大
き
く
働 

き
、
本
人
の
意
志
は
全
然
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

嫁
が
婚
家
に
入
る
と
き
青
竹
ま
た
は
タ
ィ
マ
ツ(
麦
わ
ら
あ
る
い
は
オ
ガ
ラ
を 

燃
し
た
も
の)

を
消
し
た
の
を
ま
た
ぎ
、
オ
ガ
ラ
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
姑
と
親
子 

盃
(

ヵ
ド
サ
ヵ
ズ
キ)

を
交
す
。
お
待
女
房
は
既
婚
の
婦
人
ま
た
は
夫
婦
に
、
嫁 

を
引
き
立
て
る
役
と
し
て
頼
む
。
中
宿
で
嫁
を
待
ち
受
け
、
ト
リ
ム
ス
ビ
の
席
に 

も
立
会
っ
た
。
以
前
は
式
の
晩
に
嫁
方
の
兄
姉
叔
母
あ
る
い
は
仲
人
が
、
ミ
ト
ド 

ケ
役
と
し
て
泊
っ
た
。
そ
し
て
翌
日
は
里
帰
り
前
に
嫁
の
お
茶
よ
び
を
し
て
仲
間 

入
り
を
す
る
が
、
里
帰
り
か
ら
帰
っ
て
オ
ミ
ヤ
ゲ
を
贈
っ
て
仲
間
入
り
を
し
た
。
 

ま
た
新
夫
婦
は
ケ
ィ
ヤ
ク
、
石
尊
行
な
ど
の
と
き
の
仲
間
入
り
よ
り
広
範
囲
の 

人
々
に
挨
拶
し
て
仲
間
入
り
す
る
。

一
方
嫁
は
天
神
講
の
と
き
挨
拶
し
て
女
衆
の 

仲
間
入
り
を
し
た
。
こ
う
し
た
幾
重
も
の
仲
間
入
り
は
、
特
に
新
に
村
に
来
た
嫁 

に
と
っ
て
は
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

結
婚
後
嫁
が
実
家
に
帰
る
の
は
、
儀
礼
的
な
意
味
と
と
も
に
骨
休
み
と
し
て
の 

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
高
田
地
区
で
は
八
朔
節
句
に
つ
い
て
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
 

聞
い
た
こ
と
も
な
く
し
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
女
性
が
い
た
。
そ
の
な
か
で
シ
ョ



ウ
ボ
ン
、
秋
上
げ
の
習
俗
は
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

人
の
死
を
予
知
す
る
シ
ラ
セ
は
不
吉
な
こ
と
で
、
而
も
科
学
的
で
な
い
こ
と
が 

多
い
が
、
各
地
概
ね
同
様
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
死
に
頻
し
た
人
の 

蘇
生
を
願
う
こ
と
も
ま
た
人
情
で
、
お
百
度
詣
り
、
魂
呼
び
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

死
者
の
枕
か
え
し
を
す
る
と
き
新
し
い
俵
を
敷
く
例
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ 

う
。
死
の
穢
を
忌
む
意
味
で
枕
団
子(

オ
ダ
ン
ス)

枕
飯
、
湯

灌

の

湯(

湯
灌
を 

モ
ク
ヨ
ク
と
い
い
別
火
で
庭
で
わ
か
す)

な
ど
す
べ
て
別
火
で
煮
る
。
ま
た
葬
家 

で
は
ヵ
マ
ド
が
使
え
ず
、
他
家
で
食
事
を
っ
く
っ
て
も
ら
い
、
葬
後
に
炉
の
灰
を 

新
し
く
す
る
な
ど
、
そ
の
忌
み
は
強
く
守
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

一
七
日
の
と
き 

の
オ
ダ
ン
ス
は
両
面
か
ら
押
し
て
凹
み
を
つ
け
、
葬
儀
の
際
の
も
の
と
は
異
っ
て 

い
た
。
葬
儀
の
際
の
っ
き
あ
い
を
み
る
と
、
大
久
保
地
区
で
は
村
中
で
手
伝
う
が
、
 

そ
の
中
に
ウ
チ
ジ
ユ
ウ(
男
女
二
人
出
る)

と
ホ
ー
ベ

イ
(

二
尸
一
人
出
る)

の 

っ
き
あ
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
旧
高
田
村
で
は
葬
家
に
近
い
組
が
受
付
、
勝
手
元
 ヽ

内
回
り
を
分
担
し
、
他
の
組
が
ツ
ゲ
、
穴
掘
り
を
分
担
す
る
。
八
木
連
、
諸
戸
、
 

菅
原
で
は
村
中
で
四
人
ず
っ
順
番
に
穴
掘
り
を
分
担
し
、
近
親
者
の
と
き
は
番
を 

く
り
こ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
一
般
に
穴
掘
り
役
に
対
す
る
特 

別
な
処
遇
は
み
ら
れ
な
い
。

出
棺
に
先
立
っ
て
僧
侶
の
読
経
が
始
ま
る
と
、
組
の
者
が
鉦
、
太
鼓
を
う
っ
て 

村
中
を
廻
り
知
ら
せ
る
。
こ
れ
を
シ
ラ
セ
と
い
い
、
こ
の
合
図
で
村
人
は
見
送
っ 

て
く
れ
る
。
一
方
オ
ク
リ
念
仏
を
受
け
な
が
ら
墓
地
に
行
き
、
そ
の
念
仏
組
は
帰
っ 

て
か
ら
も
唱
え
て
く
れ
た
。
な
お
棺
は
デ
ェ
の
縁
側
か
ら
オ
ガ
ラ
の
鳥
居
を
く 

ぐ
っ
て
出
る
。
そ
し
て
寺
の
庭
、
墓
地
、
あ
る
い
は
川
原
、
イ
ン
ド
ウ
バ
で
左
回 

り
に
三
回
回
っ
て
読
経
、
葬
儀
が
行
わ
れ
、
墓
上
に
は
メ
ッ
パ
ジ
キ
が
立
て
ら
れ 

て
、
四
十
九
日
ま
で
そ
の
ま
ま
置
か
れ
た
。
翌
日
は
寺
ま
い
り
、
ゴ
ク
ロ
ウ
呼
び 

で
あ
る
。
こ
の
日
餅
を
つ
き
念
仏
を
唱
え
、
呼
ば
れ
て
い
く
人
は
小
麦
粉
一
升
を 

鉢
に
入
れ
て
持
っ
て
行
き
、
施

主

は

餅(
念
仏
玉)

を
入
れ
て
返
し
、
こ
れ
を
才 

ハ
チ
返
し
と
い
っ
た
。
念
仏
玉
と
い
う
の
は
こ
の
と
き
念
仏
を
唱
え
た
こ
と
に
ょ 

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
久
保
部
落
で
は
前
述
の
「
ホ
ー
ベ
イ
」
は
葬
後
の
墓
詣
り

や
四
十
九
日
の
供
養
に
は
参
加
し
な
い
し
、
香

典

も

「
ウ
チ
ジ
ュ
ウ
」
の
兰
分
の 

一
位
で
あ
り
、
こ
の
ゴ
ク
ロ
ウ
ヨ
ビ
に
呼
ば
れ
る
の
は
、
「
ウ
チ
ジ
ュ
ウ
」
の
つ
き 

あ
い.
の
家
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
一
七
日
と
四
十
九
日
の
供
養
念
仏
が
葬
儀 

の
翌
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
両
者
の
習
俗
が
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た 

き
ら
い
が
う
か
が
わ
れ
る
。
四
十
九
日
は
忌
あ
け
で
あ
っ
て
儀
式
の
一
つ
の
折
目 

で
あ
り
、
餅
を
つ
い
て
近
所
親
戚
に
配
る
。
同
じ
く
餅
を
つ
い
て
も
配
る
数
は
不 

幸
が
偶
数
、
祝
儀
は
奇
数
で
あ
る
。
死
者
の
魂
は
こ
の
餅
が
つ
か
れ
る
ま
で
家
の 

棟
を
離
れ
な
い
と
い
い
、
こ
れ
ま
で
は
祝
餅
は
づ
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

そ
し
て
墓
参
に
際
し
て
の
オ
ダ
ン
ス
も
一
七
日
の
と
き
同
様
に
、
上
下
か
ら
押
し 

て
凹
み
を
つ
け
た
も
の
で
、
も
ら
っ
た
人
は
家
に
持
帰
っ
て
仏
檀
に
供
え
た
の
ち 

家
族
で
食
べ
る
。
こ
う
し
た
忌
明
け
に
対
し
て
、
四
十
九
日
の
頃
葬
式
の
あ
っ
た 

家
の
全
家
族
を
近
親
者
が
家
毎
に
呼
ん
で
ご
ち
そ
う
し
た
。
こ
れ
を
キ
ア
ケ
ヨ
ビ 

と
い
っ
た
。
九
州
の
一
部
に
ヒ
ア
キ
と
い
っ
て
こ
の
よ
う
な
習
俗
が
あ
る
が
、

い 

か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
も
っ
と
類
例
を
調
査
し
た
い
。

親
が
死
ぬ
と
施
主
が
中
心
に
な
っ
て
葬
儀
を
行
う
が
、
そ
の
経
費
は
兄
弟
姉
妹 

が
出
し
合
う
。
こ
の
子
供
達
が
分
担
す
る
の
を
ハ
リ
キ
ン
と
い
う
。
昔
は
米
一
駄 

分
と
い
っ
た
と
い
う
。
吾
妻
郡
高
山
村
で
い
う
オ
ン
シ
ン
米
と
同
様
で
あ
る
。
負 

担
す
る
金
額
に
差
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
場
合
施
主
は
気
楽
で
ナ
ベ
カ
シ
ゴ
フ
コ 

ウ
と
い
う
言
葉
さ
え
あ
っ
た
。
そ
し
て
位
牌
分
け
の
と
き
、
位
牌
に
対
す
る
線
香 

代
と
い
っ
て
、

ハ
リ
キ
ン
の
一
部
は
返
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
親
が
死
ぬ
と
近 

所
の
人
が
お
見
舞
を
す
る
。
あ
る
い
は
施
主
以
外
の
子
供
達
に
も
香
典
を
出
す
の 

を
シ
ュ
ウ
ト
ミ
マ
イ
と
い
う
。
ま
た
嫁
に
来
た
者
が
実
家
の
御
不
幸
に
行
っ
て
帰 

る
と
、
近
所
の
女
衆
が
お
見
舞
に
く
る
の
を
ヒ
ア
ケ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
親
の 

葬
儀
を
兄
弟
姉
妹
が
助
け
あ
っ
て
行
う
こ
と
は
、
本
県
で
は
利
根
郡
、
吾
妻
郡
、
 

多
野
郡
な
ど
に
み
ら
れ
、
類
型
は
甘
楽
郡
南
牧
村
に
も
あ
り
、
シ
ュ
ウ
ト
ミ
マ
イ 

は
富
岡
市
周
辺
で
も
聞
か
れ
る
。

ハ
リ
キ
ン
、
シ
ュ
ウ
ト
ミ
マ
イ
、
ヒ
ア
ケ
は
、
 

甘
楽
町
秋
畑
、
藤
岡
市
上
日
野
で
い
う
兄
弟
別
れ
と
と
も
に
、
位
牌
分
け
に
関
連 

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
葬
儀
の
基
本
的
意
味
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
掛
り
を
秘
め
て



い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
北
毛
山
村
に
み
ら
れ
る
習
俗
が
、
多
少
の
変
化 

は
あ
る
が
離
れ
て
西
南
毛
に
も
存
在
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

三
十
三
年
忌
の
別
れ
塔
婆
、

エ
ダ
塔
婆
、
ス
テ
塔
婆(
木
は
シ
デ
、
モ
ミ
、
ナ 

ラ
、
杉
、
松
、

エ
ゴ
と
種
々
で
あ
る
。)

を
墓
に
立
て
る
の
に
対
し
、
上
高
田
、
山 

下
な
ど
で
は
三
本
辻
に
立
て
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
が
仏
事
の
最
後
で
先
祖 

の
仲
間
入
り
を
す
る
と
い
い
、
ま
た
三
十
三
年
忌
を
終
え
た
霊
は
屋
敷
を
守
る
神 

と
な
る
と
い
う(
新
光
寺)

の
は
、
屋
敷
神
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も 

こ
れ
が
自
然
石
で
祭
ら
れ
て
い
る
が
、
富
周
周
辺
で
は
若
宮
八
幡
と
い
わ
れ
て
、
 

屋
敷
神
同
様
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
屋
敷
神
、
若
宮
八
幡
、
 

お
し
り
ょ
う
様
の
関
連
が
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。(
池
田
秀
夫)

一
、
誕 

生

㈠

妊

娠
•

出

産

妊

娠

告

知

一
ば
ん
始
め
に
旦
那
様
に
話
し
次
に
姑
に
話
す
。(
諸
戸
字
日
向) 

ツ
ワ
リ
の
薬 

ッ
ワ
リ
が
ひ
ど
い
時
、

コ
ン
ロ
の
土
で
も
い
い
、
王
ボ
ウ
ロ
ク 

の
欠
け
た
土
で
も
い
い
が
少
し
水
に
入
れ
て
飲
む
と
治
る
。
食
物
が
落
着
か
ず
ゲ 

ェ
ゲ
エ
す
る
時
、

一
度
の
ん
で
す
ぐ
治
っ
た
。

次
の
お
産
の
時
も
飲
ん
だ
が
、
二
回
と
も
す
ぐ
治
っ
た
。
不
思
議
だ
っ
た
。(
諸 

戸
字
日
向)

妊
娠
時
の
禁
忌 

妊
娠
中
に
火
事
を
見
る
と
胎
児
に
赤
あ
ざ
、
葬
式
を
み
る
と 

黒
あ
ざ
が
出
来
る
の
で
こ
れ
を
防
ぐ
為
懐
に
鏡
を
入
れ
て
お
け
、
と
い
っ
た
。
 

兎
の
肉
を
食
べ
る
と
三
つ
口
の
子
が
生
ま
れ
る
。

柿
の
木
の
下
を
く
ぐ
っ
て
は
い
け
な
い
。

し
り
も
ち
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
。

高
い
処
の
も
の
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
。
乳
腺
が
切
れ
る
か
ら
な
ど
い
わ
れ
た
。

(

下
高
田
字
本
村
、
新
光
寺)

妊
娠
中
に
火
事
に
あ
う
と
、
子
ど
も
に
赤
い
痣
が
出
来
る
。
不
祝
儀
に
あ
う
と
青 

い
痣
が
出
来
る
。
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
妊
娠
し
て
い
る
時
は
、

い
つ 

会
う
か
判
ら
な
い
か
ら
い
つ
で
も
鏡
の
小
さ
い
の
を
、
袋
に
入
れ
て
お
い
た
。(
菅 

原)
妊
娠
中
火
事
を
見
る
と
腹
の
子
に
赤
ア
ザ
が
で
き
る
。
死
人
を
見
る
と
黒
い
ア 

ザ
が
で
き
る
。
然
し
そ
の
人
の
墓
の
土
を
と
っ
て
き
て
ア
ザ
を
な
で
る
と
と
れ
る 

と
い
う
。
妊
婦
は
い
つ
で
も
鏡
を
帯
の
間
へ
入
れ
て
お
け
、
と
言
わ
れ
た
の
で
小 

さ
い
鏡
を
い
つ
で
も
帯
の
間
へ
入
れ
て
お
い
た
。
こ
う
す
れ
ば
悪
い
も
の
を
見
て 

も
ア
ザ
が
防
げ
る
と
い
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

妊

娠

中

の

食

物

辛
い
も
の
は
い
け
な
い
。
兎
の
肉
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。
 

三
つ
口
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。(
菅
原)

五
力
月
前
は
辛
い
も
の
は
悪
い
。
タ
コ
、
生
イ
カ
は
悪
い
。
イ
カ
な
ど
猫
に
く 

れ
る
と
テ
キ
メ
ン
に
流
産
す
る
。
イ
カ
の
生
寿
司
を
食
べ
た
あ
と
流
産
し
た
こ
と 

が
あ
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

妊
娠
と
夫 

妊
娠
中
夫
は
死
ん
だ
ん
ぼ
を
か
っ
い
で
は
い
け
な
い
。
そ
の
子
が 

弱
い
。(
諸
戸
字
日
向)

安

産

祈

願

下
十
二
の
二
十
二
夜
様
は
、
お
産
の
神
様
だ
と
い
わ
れ
、
女
の
人 

た
ち
に
お
が
ま
れ
て
い
る
。
安
産
の
願
か
け
を
す
る
妊
婦
は
、
二
十
二
夜
様
か
ら 

オ

コ

シ(

腰
巻
の
恰
好
を
型
ど
っ
た
小
さ
な
も
の
で
、
色
は
赤
と
白
と
あ
る)

と 

ロ
ウ
ソ
ク
を
借
り
て
く
る
。
オ
コ
シ
は
妊
婦
が
肌
に
つ
け
て
い
る
か
、

一
度
肌
に 

つ
け
て
か
ら
神
棚
に
あ
げ
て
お
く
。
 

ロ
ウ
ソ
ク
は
燃
や
し
残
り
の
も
の
で
、
こ
れ 

が
燃
え
き
ら
な
い
位
の
短
い
時
間
に
、
お
産
が
軽
く
す
む
よ
う
に
と
借
り
て
く
る
。
 

お
産
が
済
む
と
、
オ
コ
シ
も
、

ロ
ウ
ソ
ク
も
新
し
い
も
の
に
、
借
り
て
き
た
古
い 

も
の
を
そ
え
て
返
す
。

祭
り
は
一
年
に
春
と
秋
の
二
回
行
う
。
気
持
の
合
っ
た
人
と
か
、
自
分
の
嫁
が 

お
産
を
し
そ
う
な
母
な
ど
が
集
ま
っ
た
。
講
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
特 

別
な
世
話
役
は
い
な
か
っ
た
。(

む
か
し
、
世
話
を
し
た
人
が
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
 

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
う)

今
で
は
お
産



の
済
ん
だ
人
と
か
、
お
産
に
な
る
嫁
さ
ん 

と
か
、
そ
の
母
親
な
ど
が
話
し
出
し
て
み 

ん
な
に
集
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
場
所
は
、
 

以
前
は
二
十
二
夜
様
の
ま
つ
っ
て
あ
る
前 

で
行
っ
た
。
今
は
公
会
堂
で
や
る
。
オ
ガ 

ン
シ
ョ
ハ
タ
シ(

お
願
を
か
け
、
果
し
た 

人)

の
人
が
お
礼
に
、
赤
飯
、
煮
し
め
な 

ど
、
好
き
好
き
の
も
の
を
持
ち
寄
る
。
こ 

の
こ
と
を
「
モ
ヤ
ッ
テ
、
話
し
合
っ
て
持

ち
寄
る
」
な
ど
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
会
費
も
い
く
ら
か
出
し
合
っ
た
。
二
十 

二
夜
様
の
掛
軸
が
あ
り
、

ロ
ゥ
ソ
ク
を
と
も
し
、
線
香
を
あ
げ
て
、
念
仏
を
唱
え 

た
。
こ
の
ロ
ゥ
ソ
ク
を
妊
婦
は
借
り
る
わ
け
で
あ
る
。(

上
高
田
字
下
十
二)

二
十
二
夜
様
の
念
仏

き
み
ょ
ぅ
ち
ょ
ぅ
ら
い
あ
り
が
た
や

二
十
二
夜
ま
ち
ま
つ
人
は

し
み
づ
あ
ら
た
め
身
を
き
よ
め

心
の
悪
心
持
た
ず
し
て

し
ん
じ
ん
け
ん
ご
の
身
を
も
ち
て 

ぼ
さ
つ
を
拝
し
給
う
べ
し

に
よ
に
ん 

ぼ
さ
つ
の 

ご
が
ん
に
は 

あ

ま

た

女

人

の

身

代

り

に 

血
の
池
ぢ
ご
く
へ
落
ち
る
お
り 

す
で
に
入
ら
ん
と
し
た
ま
え
ば 

あ
ら
あ
り
が
た
や
ふ
し
ぎ
や
な 

池
よ
り
れ
ん
げ
が 

現
わ
れ
て 

左
右
の
お
ん
手
で
み
ど
り
子
を 

い
だ
き
あ
げ
さ
せ
給
う
べ
し 

右
の
お
ん
手
で
招
き
つ
つ 

わ
れ
を
念
ず
る
人
な
れ
ば 

血
し
や
く
け
っ
か
い
血
の
や
ま
い 

長
血
白
血
の
や
ま
い
で
も

く
す
り
こ
う
の
う
ま
し
ま
さ
ば 

た
ち
ま
ち
快
気
い
た
す
べ
し 

子

の

な

い

女

人

に

子

を

さ

ず

け

安産祈願のオコシ(下十二) 

安産祈願をする人は、このオコシを 

二十二夜様から借り、返す時は新調 

したものを添え、2枚にして納めた。 

色は白と赤とある。

(撮影金子緯一郎)

二十二夜様にそなえたロウソク(下 

十二)安産祈願をする人は、このロ 

ウソクの燃えさしを二十二夜様から 

借りてくる。(撮影 金子緯一郎)

二十二夜様(下十二)

かつては、この前で祭りが行われた。柱に 

は安産祈願のオコシが卷いてある。'

Q撖影筮チ鞾一即)

二十二夜様の掛軸(下十二)

(撮影金子緯一郎)



産
前
産
後
の
大
な
ん
も

安

産

に

し

て

え

さ

す

べ

し(
上
高
田)

二
夜
様
は 

お
産
の
神
様 

で
拝
む
と
い 

い
子
力
生
れ 

丈
夫
に
育
つ 

と
い
つ
た
。

(

日
向)

安
産
の
お
参
り
に 

上
の
坂
の
北
向
観
音 

に
行
っ
た
。(

下
高
田 

本
村)水

沢
観
音
が
お
産 

の
神
だ
と
い
わ
れ
た
。
 

産
泰
様
灯
お
札
を
帯 

に
は
さ
。む
。
町
役
場

の
北 

下
十
二
の
do
堂
で
二
夜
様
の
念
仏
を
唱
え
た
。
箒
は
神
様
だ
か
ら
ま
た
ぐ 

な
と
い
わ
れ
た
。(

下
高
田)

高
崎
市
石
原
の
産
泰
様
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
か
け
、
お
守
り
、
護
符
を
も
ら
っ
て
き 

た
。(

下
高
田)

東
京
へ
行
っ
た
人
が
水
天
宮
様
の
お
ふ
だ
を
受
け
て
き
て
、
お
土
産
に
も
ら
う 

と
神
棚
に
上
げ
と
い
て
、
お
産
の
時
に
の
む
。
そ
う
す
る
と
赤
ン
坊
が
お
ふ
だ
を 

握
っ
て
生
れ
て
く
る
と
言
っ
た
。
そ
の
く
ら
い
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
 

(

日
向)

子
さ
づ
け 

子
供
の
生
れ
な
い
人
は
小
野
の
小
桑
観
音
に
お
詣
り
し
て
、
そ
こ 

の
石
仏
を
借
り
て
き
て
拝
み
、
抱
い
て
寝
る
と
子
供
が
生
れ
る
と
い
う
。(

下
高
田) 

腹
帯 

自
分
で
さ
ら
し
を
買
っ
て
き
て
、
戌
の
日
に
し
た
。
犬
は
産
が
軽
い
か

ら
と
い
う
。
帯
は
大
事
に
し
ま
っ
て
お
い
て
、
次
の
に
使
う
こ
と
も
あ
る
。
腹
帯 

を
す
る
時
に
祝
は
し
な
い
。(
菅
原)

妊
娠
す
る
と
夫
や
母
親
に
先
ず
知
ら
せ
る
が
、
胎
児
が
動
き
始
め
る
五
力
月
の 

戌
の
日
に
、
サ
ラ
シ
を
用
意
し
て
お
き
、
産
婆
が
卷
い
て
く
れ
た
。(

下
高
田)

六
尺
の
晒
を
旦
那(
夫)

に
一
度
フ
ン
ド
シ
と
し
て
か
け
て
も
ら
っ
た
の
を
腹 

帯
に
卷
く
と
お
産
が
軽
い
と
言
っ
た
。
旦
那
が
ま
た
ぐ
真
似
を
し
て
か
ら
し
め
た
。
 

腹
帯
は
五
力
月
の
犬
の
日
に
し
め
る
。(
諸
戸
字
日
向)

お

産

部

屋

ふ
だ
ん
寝
て
い
る
所
で
す
る
。
う
す
暗
い
ナ
ン
ド
で
し
た
。

コ
ン 

ニ
チ
様
に
バ
チ
を
当
て
ら
れ
る
か
ら
暗
い
所
が
い
い
ら
し
い
。(
諸
戸
字
日
向)

出
産 

昔
は
初
子
の
時
は
実
家
へ
帰
っ
た
。
坐
産
で
、
デ
ー
の
部
屋
の
畳
を
は 

ぎ
ヽ
む
し
ろ
の
上
に
サ
ン
ザ
紙
や
ボ
ロ
布
を
敷
い
た
。
サ
ン
シ
は
や
ぐ
ら
の
前
で 

や
ぐ
ら
に
つ
か
ま
っ
て
産
ん
だ
。
ト
リ
ア
ゲ
バ
ー
が
来
た
。
明
戸
の
お
あ
き
さ
ん 

が
う
ま
か
っ
た
。
大
正
十
年
頃
に
は
産
婆
で
宇
田
の
諏
訪
部
さ
ん
、

ー
ノ
宮
の
市 

川
さ
ん
が
来
た
。

へ
そ
の
緒
を
巻
い
た
子
は
ケ
サ
ガ
ケ
と
い
っ
て
難
産
だ
っ
た
。
名
に
ケ
サ
と
い 

う
字
を
つ
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。(

下
高
田)

お
り
も
の
が
始
ま
っ
て
い
よ
い
よ
生
れ
そ
う
だ
と
思
う
と
取
上
げ
婆
さ
ん
を
頼 

ん
で
も
ら
う
。
こ
こ
の
取
上
げ
婆
さ
ん
は
、
く
る
よ
り
早
く
ロ
ク
サ
ン
除
け
を
し 

て
く
れ
た
。
こ
の
よ
け
を
し
て
お
く
と
ロ
ク
サ
ン
で
な
く
て
も
お
産
が
軽
い
と
言 

い
、
仏
様
に
線
香
を
上
げ
て
お
が
ん
で
く
れ
た
。
背
中
を
な
で
た
り
、
腹
を
さ
す
っ 

た
り
す
る
。(

諸
戸
字
日
向)

畳
を
一
枚
上
げ
て
シ
ビ
を
敷
い
て
、
ボ
ロ
を
敷
い
た
上
で
う
ん
だ
。
ヌ
カ
俵
を 

回
り
に
置
い
た
り
、
ふ
と
ん
を
丸
め
て
お
い
た
の
に
よ
り
か
か
っ
て
産
ん
だ
。
坐 

産
で
足
な
ん
か
の
ば
す
と
お
こ
ら
れ
た
。(
諸
戸
字
木
戸)

四
人
産
ん
だ
が
み
な
坐
産
だ
っ
た
。
ヒ
ザ
を
立
て
て
前
の
方
へ
う
み
出
し
た
。

(
諸
戸
字
日
向)

よ
り
か
か
る
の
で
は
な
く
、
う
つ
ぶ
せ
の
姿
勢
で
生
ん
だ
。
産
後
の
食
事
は
力 

ツ
ブ
シ
ミ
ソ
で
、

い
け
な
い
と
い
わ
れ
た
の
は
肉
、
油
物
、
塩
物
な
ど
。
オ
ボ
タ

念仏の鉦(下高田)

(銘西村和泉守)

(撮影池田秀夫)

念仏の鉦(下高田)

(撮影池田秀夫)

産泰神社の掛軸(下高田)

(撮影池田秀夫)



テ
メ
シ
は
あ
と
で
お
か
ゆ
に
し
て
た
べ
た
。(

上
高
田)

安
産
の
お
願
し
を
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
お
産
の
時
、
立
合
う
神
様
も
聞
い
た 

こ
と
が
な
い
。
お
便
所
を
き
れ
い
に
す
る
と
、

い
い
赤
ち
ゃ
ん
が
出
来
る
。
昔
は 

坐
っ
て
、
藁
束
に
つ
か
ま
っ
て
し
た
。
寝
た
ん
じ
ゃ
力
が
入
ら
な
い
。(
菅
原)

以
前
は
コ
ト
リ
バ
ア
サ
ン
が
い
て
、
産
婦
は
藁
束
を
横
に
お
い
て
或
は
フ
ト
ン 

を
四
つ
折
に
し
て
そ
れ
に
よ
り
か
か
っ
て
産
ん
だ
。
そ
の
と
き
夫
が
臼
を
背
負
っ 

て
或
は
裸
で
家
の
周
り
を
回
る
と
い
う
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
井
戸
の
ツ 

ル
ベ
の
ア
カ
を
家
族
に
と
っ
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ
を
飲
む
と
生
れ
る
と
い
う
。(

下 

高
田)一

 

人
で
お
産
を
し
て
一
人
で
取
上
げ
る
人
も
い
た
そ
う
だ
。
腹
が
痛
く
な
る
と 

タ
ラ
ィ
か
ら
着
せ
る
も
の
か
ら
塩(

き
よ
め
に
使
う)

か,
ら
全
部
用
意
し
て
お
い 

て
う
む
。
う
み
終
る
と
自
分
の
体
の
始
末
を
し
て
お
い
て
、
赤
子
を
取
上
げ
る
。
 

無
理
を
し
た
た
め
か
、
産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
死
ん
だ
人
も
い
た
そ
う
だ
。(
諸
戸 

字
日
向)

後
産 

後
産
が
出
な
い
時
は
つ
る
べ
井
戸
の
桶
の
ふ
ち
に
つ
い
た
水
ア
カ
を
少 

し
と
っ
て
飲
ま
せ
る
と
出
る
。(

諸
戸
字
日
向)

後
産
が
出
た
ら
太
も
も
に
し
ば
っ
て
お
く
。
こ
れ
が
出
な
い
で
上
る
と
死
ぬ
か 

ら
、
胸
の
方
に
上
ら
ぬ
よ
う
腹
帯
を
上
の
方
へ
あ
げ
て
き
つ
く
し
め
と
け
と
言
っ 

た
。(
諸
戸
字
日
向)

あ
と
産
は
玄
関
や
ト
ボ
ロ
に
埋
め
る
。
人
が
踏
む
ほ
ど
い
い
。(
菅
原) 

後
産
を
以
前
は
西
山(

山
下
部
落
の
東)

に
あ
る
燈
籠
の
下
に
埋
め
た
。
今
は 

そ
の
場
所
は
稚
蚕
飼
育
の
共
同
桑
園
と
な
っ
て
い
る
。
久
原
で
は
墓
の
隅
の
決
っ 

た
場
所
に
埋
け
た
。(

下
高
田)

後
産
は
方
位
を
み
て
鬼
門
で
は
な
い
ア
キ
の
カ
タ
の
遠
く
の
方
へ
持
っ
て
行
っ 

て
埋
め
て
く
る
。
犬
に
掘
ら
れ
な
い
よ
う
土
を
深
く
掘
っ
て
う
め
る
。(
諸
戸
字
日 

向)
後
産
は
暦
を
見
て
、
ア
キ
の
カ
タ
の
方
向
の
遠
い
所
へ
持
っ
て
行
っ
て
う
め
た
。
 

水
引
で
真
中
を
し
ば
っ
て
、
メ
ン
パ
の
シ
ッ
タ
を
半
分
抜
い
た
の
を
一
緒
に
入
れ

て
う
め
る
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保) 

-

ヘ
ソ
ノ 

男
は
筆
の
サ
ヤ
を
割
っ
て
切
っ
た
。
女
は
ハ
サ
ミ
で
切
る
。

ヘ
ソ
ノ 

は
昔
は
長
く
切
っ
た
。
取
上
げ
ば
あ
さ
ん
が
左
手
の
四
本
指
に
兰
回
ま
き
つ
け
て
、
 

残
っ
た
の
を
切
っ
た
。
だ
か
ら
い
く
ら
も
切
る
分
が
な
か
っ
た
。

ヘ
ソ
ノ
が
長
い 

か
ら
お
湯
を
浴
び
せ
る
時
に
大
変
だ
っ
た
。

ヘ
ソ
ノ
は
暖
か
く
し
て
お
く
と
四
 ヽ

五
日
で
も
げ
る
。
そ
の
時
泣
く
の
で
「
へ
ノ
ノ
で
も
も
げ
る
だ
ん
ベ
」
な
ん
て
言
っ 

て
、
晒
で
し
ば
っ
た
所
を
見
る
と
も
げ
て
い
る
。
も
げ
た
へ
ノ
ノ
は
乾
し
て
と
っ 

て
お
く
。
そ
の
子
の
体
の
く
く
り
だ
か
ら
大
事
に
と
っ
て
お
き
、
九
死
一
生
と
い 

う
時
に
け
ず
っ
て
の
ま
せ
る
。
嫁
に
行
く
時
に
持
た
せ
て
や
り
、
死
ん
だ
時
に
棺 

桶
に
入
れ
る
。(
諸
戸
字
木
戸•

久
保)

産
後
の
食
事 

三
日
し
な
い
と
ミ
ソ
汁
も
だ
め
だ
っ
た
。
お
か
い
に
か
つ
ぶ
し 

ミ
ノ
で
も
食
え
れ
ば
上
等
だ
っ
た
。
サ
ツ
マ
は
い
い
と
小
さ
い
の
を
オ
コ
ジ
ュ
ハ 

ン
に
も
ら
え
る
。
フ
の
お
つ
ゆ
も
よ
か
っ
た
。(
諸
戸
字
木
戸•

久
保)

ゴ
マ
あ
え
は
目
が
し
ゃ
ば
る
か
ら
悪
い(

く
し
ゃ
く
し
ゃ
す
る)

。
青
物(

野
菜) 

は
赤
子
が
青
い
ウ
ン
コ
を
す
る
か
ら
悪
い
。(
諸
戸
字
木
戸•

久
保)

産
後
十
五
日
間
は
ど
う
し
て
も
寝
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
間
は
お
粥 

に
梅
干
で
、
ヵ
ツ
オ
節
味
噌
は
い
い
方
だ
っ
た
。
甘
い
も
の
や
小
豆
は
乳
が
出
な 

い
か
ら
い
け
な
い
と
い
い
、
餅
や
ウ
ド
ン
は
乳
が
よ
く
出
る
と
い
わ
れ
た
。
火
を 

使
っ
た
り
煮
た
き
す
る
の
は
普
段
と
同
じ
場
所
で
、
同
様
で
あ
っ
た
。(

下
高
田)

二
十
一
日
間
お
か
ゆ
だ
っ
た
。
か
つ
ぶ
し
に
フ
の
ミ
ノ
汁
、
ま
た
は
ウ
バ
貝(

ミ 

ソ
汁
の
だ
し)

か
貝
の
へ
り
、
か
つ
ぶ
し
ミ
ソ
で
も
あ
れ
ば
上
等
で
、
お
か
ゆ
も 

初
め
は
塩
だ
け
で
食
べ
る
。
二
、
三
日
目
か
ら
か
つ
ぶ
し
が
食
べ
ら
れ
る
。
お
か 

い
は
毎
日
煮
る
の
は
大
変
だ
か
ら
、
時
期
に
も
よ
る
が
三
日
分
ぐ
ら
い
一
度
に
煮 

て
お
い
て
、

一
回
分
を
小
鍋
に
と
っ
て
暖
め
て
食
べ
る
。(
諸
戸
字
日
向)

お
か
ゆ
一
杯
き
り
食
べ
ら
れ
な
く
て
腹
が
ベ
っ
て
目
が
回
り
そ
う
だ
っ
た
。
姑 

が
居
な
く
な
っ
て
か
ら
は
何
で
も
食
べ
た
。(

行
沢)

お
産
と
夫
は
じ
め
の
お
産
の
時
家
に
居
る
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
く
せ
に
な
る
か
ら
、
 

は
じ
め
は
外
へ
出
て
ろ
、
な
ど
と
言
っ
た
。
男
は
産
部
屋
へ
入
る
な
と
言
っ
た
。



(
諸
戸
字
日
向)

産
見
舞 

近
所
づ
き
あ
い
で
、
か
ん
づ
め
と
ふ(
麩)

を
持
っ
て
行
く
。(
菅
原) 

里
か
ら
の
産
見
舞
と
し
て
、
イ
ワ
シ
の
カ
ン
づ
め
と
か
麩
、
水
ア
メ
な
ど
買
っ 

て
き
て
く
れ
る
。(
諸
戸
字
日
向)

お
産
祝 

布
を
八
尺
と
か
一
丈
も
ら
っ
た
り
や
っ
た
り
し
た
。
二
軒
か
三
軒
で 

も
よ

っ

て(
相
談
し
て)

反
物
を
一
反
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
輪
魅
、
き
り 

麩
、
卵
麩
な
ど
も
も
ら
う
。
親
せ
き
は
カ
ツ
ブ
シ
な
ど
を
贈
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

お
産
祝
の
お
返
し 

赤
飯
を
ふ
か
し
重
箱
に
一
つ
返
し
た
。
南
天
の
葉
を
の
せ 

る
が
、
こ
れ
は
フ
タ
に
く
っ
つ
か
な
い
し
南
天
の
葉
は
毒
消
し
に
な
る
と
言
っ
た
。
 

そ
の
お
返
し
は
豆
を
入
れ
た
り
真
綿
を
入
れ
て
返
す
。
真
綿
は
白
髪
に
な
る
ま 

で
丈
夫
の
よ
う
に
、
と
い
う
。(

諸
戸
字
日
向)

㈡

生

児

儀

礼

産
湯 

産
湯
を
沸
か
す
時
は
、
始
め
の
一
回
は
赤
子
が
ウ
ル
シ
に
か
せ
な
い
よ 

う
、
塗
り
も
の
の
お
わ
ん
か
け
を
燃
し
た
。
無
け
れ
ば
ハ
シ
で
も
い
い
。
魔
除
け 

に
な
る
。(
諸
戸
字
日
向)

う
ぶ
湯
は
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
が
入
れ
る
。
う
ぶ
湯
は
日
向
に
ま
い
で
は
い
け
な 

い
。
デ
ー
の
部
屋
の
畳
を
は
い
で
床
下
に
捨
て
た
。(

下
高
田
字
本
村
、
新
光
寺) 

ウ
ブ
タ
テ
の
ご
は
ん
お
産
が
す
む
と
ウ
ブ
タ
テ
の
ご
は
ん
を
た
く
。
 

一
生
マ 

メ
に
暮
せ
る
よ
う
一
升
た
い
て
近
所
の
人
が
大
人
数
で
も
ら
っ
て
食
べ
る
。
大
暮 

し
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
。
そ
れ
も
始
め
て
の
子
の
時
ぐ
ら
い
で
あ
る
。(

日
向) 

ウ
ブ
タ
テ
ゴ
ハ
ン
を
生
れ
た
直
後
に
炊
き
、
出
産
に
立
ち
会
っ
た
人
、
親
戚
の 

人
に
た
べ
て
も
ら
う
。(

下
高
田)

セ
ッ
チ
ン
マ
イ
リ 

生
後
三
日
目
に
す
る
。
ヒ
タ
イ
に
犬
の
字
を
書
い
て
自
分 

の
家
と
近
所
の
家
二
軒
の
便
所
を
か
り
て
お
が
ん
で
く
る
。
豆
煎
り
と
オ
サ
ゴ
を 

一
諸
に
紙
に
包
み
、
お
ひ
ね
り
に
し
て
持
っ
て
上
げ
て
お
が
む
。
お
ま
い
り
し
た 

家
で
は
真
綿
を
一
枚
、
丸
く
少
し
帽
子
の
よ
う
な
形
を
作
っ
て
赤
児
の
頭
に
の
せ 

て
く
れ
る
。(
諸
戸
字
木
戸•

久
保)

セ
ッ
チ
ン
ま
い
り
を
一
週
間
目
に
す
る
。
ヒ
タ
イ
に
犬
の
字
を
書
き
、
自
分
の 

家
の
便
所
と
、
近
所
の
二
軒
の
家
の
便
所
を
か
り
て
お
が
む
。
豆
を
煎
っ
て
紙
に 

包
み
オ
ヒ
ネ
リ
に
し
て
持
っ
て
行
っ
て
上
げ
る
。
「
セ
ッ
チ
ン
を
か
し
て
下
さ
い
。
」 

と
言
い
あ
が
る
所
に
置
く
。
そ
の
あ
と
お
茶
を
呼
ぶ
。
便
所
を
か
り
た
家
二
軒
と 

嫁
の
里
な
ど
ほ
ん
と
に
近
い
親
戚
が
よ
ば
れ
る
。
イ
モ
の
煮
つ
け
、
貝
の
へ
り
、
 

カ
ン
ピ
ョ
ウ
で
も
煮
て
お
茶
を
出
す
く
ら
い
だ
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

セ
ッ
チ
ン
マ
イ
リ
は
子
ど
も
の
額
に
墨
でX

印
を
つ
け
、
自
分
の
う
ち
と
、
隣 

三
軒
の
便
所
を
お
参
り
す
る
。(
菅
原)

お
七
夜 

年
寄
り
が
生
児
を
抱
い
て
自
家
と
両
隣
の
便
所
に
、
豆
、
オ
サ
ゴ
を 

白
い
紙
に
包
ん
で
供
え
る
。
セ
ッ
チ
ン
メ
エ
リ
と
い
う
。
ま
た
近
所
の
人
や
出
産 

祝
い
、
お
見
舞
を
も
ら
っ
た
人
を
呼
ん
で
お
祝
い
を
す
る
。
こ
の
日
名
前
を
つ
け 

る
。
い
く
つ
か
候
補
名
を
紙
に
書
い
て
小
さ
い
子
供
に
拾
わ
せ
、
そ
の
な
か
か
ら 

命
名
す
る
家
も
あ
る
。
セ
ッ
チ
ン
メ
エ
リ
に
間
に
合
う
よ
う
に
名
を
つ
け
る
。
紙 

に
書
い
て
神
棚
に
張
る
も
の
だ
と
も
い
う
。(

下
高
田)

出
産
し
て
七
日
目
を
、
ヒ
ト
ヒ
チ
ヤ
と
い
っ
た
。
こ
の
日
に
赤
ん
ぼ
う
の
頭
の 

毛
を
剃
っ
て
や
っ
た
。(

八
木
連
字
大
久
保)

命
名 

お
七
夜
に
生
児
の
名
前
を
つ
け
た
。
よ
い
と
思
う
名
前
を
三
つ
え
ら
ん 

で
、
紙
に
書
き
、
ま
す
の
中
に
入
れ
て
神
棚
に
あ
げ
て
お
く
。
子
ど
も
に
、
ま
す 

の
中
に
入
れ
て
あ
る
名
前
の
紙
を
、
く
じ
を
ひ
く
よ
う
に
、
ひ
か
せ
た
。
ひ
い
た 

名
前
が
、
生
児
の
名
前
と
な
る
。
決
ま
る
と
紙
に
名
前
を
書
い
て
神
棚
に
張
っ
た
。
 

(
上
高
田
字
下
士 

一)

姓
名
学
の
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
て
つ
け
た
。
菅
原
神
社
へ
行
っ
て
、
け
い 

名
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
年
に
よ
っ
て
、
い
い
名
を
選
ん
で
つ
け
て
く
れ
た
。
 

子
ど
も
が
多
い
の
で
、
と
め
と
つ
け
た
が
、
そ
の
あ
と
に
出
来
た
人
も
い
る
。
あ 

ぐ
り
、
け
さ
と
い
う
名
は
な
い
。
亀
吉
だ
が
、
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
、
お
か
め
さ 

ん
と
、
女
の
よ
う
に
い
っ
た
。

お
七
夜
に
、
名
を
書
い
た
紙
を
、
神
棚
に
下
げ
る
。
特
に
名
づ
け
祝
と
し
て
は 

な
い
。
こ
の
日
は
赤
飯
を
ふ
か
し
、
豆
を
い
る
。(
菅
原)



ヒ
ア
ガ
リ 

産
婦
は
産
後
、
十
一
日
目
ま
で
、
家
族
と
火
を
別
に
し
て
い
た
。
 

コ
ン
ロ
や
鍋
な
ど
、
家
族
と
別
な
も
の
を
使
っ
て
い
た
。(

上
高
田
字
下
十
二) 

子
ど
も
を
生
ん
で
、
ふ
つ
う
二
十
一
日
目
に
、
火
ア
ガ
リ
と
な
る
。
そ
れ
ま
で 

サ

ン

シ(
産
婦)

は
家
族
と
は
別
の
火
を
使
っ
て
、
オ
カ
ユ
な
ど
を
煮
て
食
べ
て 

い
た
。
こ
の
火
を
「
ひ
と
っ
ぱ
さ
み
」
は
さ
ん
で
家
の
イ
ロ
リ
に
ま
ぜ
た
。
こ
れ 

は
姑
が
や
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
を
火
ア
ガ
リ
と
い
い
、
こ
の
日
か
ら
サ
ン
シ
は
、
 

家
族
な
み
の
、
ふ
つ
う
の
生
活
に
も
ど
れ
た
。
ま
た
こ
の
日
を
「
ト
コ
ア
ゲ
」
と 

も
いP

て
い
る
。(

八
木
連
字
大
久
保)

床
上
げ
カ
タ
イ
家
で
は
二
十
一
日
間
は
お
産
し
た
部
屋
か
ら
出
さ
な
か
っ 

た
。
ご
は
ん
も
そ
の
間
運
ん
で
も
ら
っ
た
そ
う
だ
。(

行
沢)

二
十
一
日
間
は
橋
と
川
を
渡
る
な
、
と
言
っ
た
。
ま
た
外
へ
出
る
時
は
タ
ダ
頭 

で
出
る
な
。
何
か
頭
に
の
っ
け
て
出
ろ
と
い
い
、
テ
ノ
ゴ
イ(

手
拭
い)

を
の
せ 

て
出
た
も
の
だ
。(
諸
戸
字
木
戸•

久
保)

産
の
汚
れ
物 

み
な
裏
の
日
の
当
ら
な
い
所
へ
干
し
た
。
二
十
一
日
間
は
干
し 

た
ら
、
洗
濯
物
の
上
に
ワ
ラ
を
一
本
の
っ
け
と
け
と
言
っ
た
。
す
ぐ
落
ち
て
も
、
 

た
だ
の
っ
け
て
お
け
ば
い
い
。(
諸
戸
字
日
向)

お
宮
詣
り
男
の
子
は
三
十
一
日
、
女
の
子
は
四
十
二
日
に
嫁
の
里
か
ら
届
く 

う
ぶ
着
を
着
せ
て
お
詣
り
す
る
。
広
袖
の
紋
付
き
の
重
ね
や
、
女
の
子
は
柄
の
友 

禅
な
ど
。
銘
仙
や
メ
リ
ン
ス
の
着
物
で
お
詣
り
す
る
人
も
あ
り
家
に
ょ
り
い
ろ
い 

ろ
だ
。
こ
の
日
赤
飯
を
ふ
か
し
て
嫁
の
実
家
の
両
親
を
ょ
ぶ
。

男
子
は
三
十
日
、
女
子
は
四
十
日
に
部
落
の
氏
神
様
に
詣
る
。
こ
の
と
き
嫁
の 

実
家
か
ら
贈
ら
れ
た
広
袖
、
紋
の
入
っ
た
産
着
を
着
て
い
く
。(

下
高
田)

男
は
三
十
一
日
、
女
は
四
十
一
日
目
に
す
る
。
氏
神
様
に
お
宮
ま
い
り
を
す
る
。

(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)
(

北

山.

菅
原)

男
は
三
十
一
日
、
女
は
四
十
二
日
、
菅
原
神
社
に
お
参
り
す
る
。(

菅
原) 

お
宮
ま
い
り
は
赤
飯
を
た
い
て
オ
ボ
ス
ナ
様
へ
ま
い
る
。
こ
こ
で
は
ハ
コ
ソ
様 

へ
お
ま
い
り
す
る
。(
行
沢)

オ
ボ
ス
ナ
参
り
と
い
っ
て
、
生
後
、
男
は
三
十
一
日
目
、
女
は
四
十
一
日
目
に

村
の
鎮
守
様
に
お
参
り
を
し
た
。
こ
の
と
き
、
赤
飯
と
、
竹
づ
つ
に
酒
を
入
れ
た 

も
の
を
二
本
、
水
ひ
き
で
ゆ
わ
え
て
持
っ
て
い
き
、
神
様
に
供
え
た
。
ま
た
、
赤 

飯
は
途
中
で
通
り
か
か
っ
た
人
に
も
分
け
て
や
っ
た
。(

八
木
連
字
大
久
保)

オ
ボ
ヤ
キ 

生
後
男
の
子
は
三
十
一
日
、
女
の
子
は
四
十
一
日
お
宮
ま
い
り
を 

す
る
。
嫁
さ
ん
の
実
家
か
ら
も
ら
っ
た
紋
付
き
の
着
物
を
着
せ
お
宮
ま
い
り
を
す 

る
。
新
光
寺
で
は
稲
荷
様(

オ
ボ
ス
ナ
様)

に
供
え
る
も
の
は
、
竹
の
筒
を
二
本 

水
引
き
で
ゆ
わ
え
、
お
酒
を
入
れ
、
お
赤
飯
を
重
箱
に
一
つ
と
箸
を
持
っ
て
行
く
。
 

途
中
い
き
会
う
子
に
は
一
箸
ず
つ
赤
飯
を
配
り
仲
間
入
り
さ
せ
て
も
ら
う
挨
拶
を 

す
る
。(

下
高
田
字
本
村
、
新
光
寺)

赤
ん
坊
の
お
茶
招
び 

赤
ん
坊
が
生
ま
れ
て
お
宮
参
り
頃
に
な
る
と
、
近
所
の 

女
衆
を
招
い
て
赤
ん
坊
を
披
露
し
仲
間
入
り
を
す
る
。
こ
の
時
に
は
お
に
し
め
や 

赤
飯
の
ほ
か
に
必
ら
ず
豆
菓
子
を
出
す
。
豆
を
い
っ
て
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
も
の
で
、
 

マ
メ
に
育
つ
よ
う
に
と
い
う
意
味
と
い
う
。(
上
高
田
字
上
十
二)

ク
イ
ゾ
メ 

生
後
百
日
目
に
あ
ず
き
御
飯
か
赤
飯
を
た
き
、
子
ど
も
の
茶
わ
ん
、
 

は
し
、
お
わ
ん
を
新
し
く
買
い
お
膳
に
の
せ
、
茶
わ
ん
に
は
御
飯
か
赤
飯
を
盛
り
 ヽ

皿
の
上
に
洗
っ
た
小
石
を
の
せ
、

一
粒
で
も
子
ど
も
の
ロ
の
中
に
入
れ
る
。
小
石 

は
、
歯
が
丈
夫
に
な
る
よ
う
に
の
意
味
だ
と
い
う
。(

下
高
田)

ク
イ
ゾ
メ
は
生
後
百
十
日
に
行
う
。
塗
物
の
ク
イ
ゾ
メ
用
の
膳
、
椀
が
一
組
あ
っ 

た
。
ツ
ボ
に
は
お
か
ず
と
し
て
小
石
を
入
れ
、
椀
に
は
汁
、
茶
椀
に
は
御
飯
を
入 

れ
る
。
こ
れ
を
神
棚
に
供
え
、
お
ろ
し
て
生
児
に
な
め
さ
せ
、
御
飯
を
食
べ
さ
せ 

る
。(

下
高
田)

ク
イ
ゾ
メ
を
生
後
百
十
日
目
に
し
た
。
ご
飯
つ
ぶ
を
、
皿
に
の
せ
た
小
石
の
お 

か
ず
で
生
児
に
食
べ
さ
せ
る
ま
ね
を
し
た
。
こ
れ
は
自
宅
で
、
生
児
を
そ
の
母
親 

が
抱
い
て
行
っ
た
。
小
石
は
ど
こ
か
ら
と
っ
て
き
た
も
の
で
も
よ
か
っ
た
。(

上
高 

田
字
下
十
二)

ク
イ
ゾ
メ
は
生
後
、
百
日
目
に
し
た
。
子
ど
も
用
の
お
膳
に
「
オ
ゼ
ン
ダ
テ
」 

を
し
、
生
児
に
米
つ
ぶ
を
、

一
つ
ぶ
か
二
つ
ぶ
食
べ
さ
せ
る
ま
ね
を
さ
せ
た
。
お 

膳
に
は
飯
茶
椀
、
汁
茶
椀
、
皿
、
チ
ョ
コ
な
ど
、

一
そ
ろ
え
、
そ
ろ
っ
て
い
た
が
、



小
石
は
の
せ
な
か
っ
た
。(

八
木
連
大
久
保)

食
い
ぞ
め
は
男
児
百
日
目
、
女
児
百
十
日
目
。
石
っ
こ
ろ
を
洗
っ
て
お
ぜ
ん
に 

の
せ
て
お
か
ず
に
す
る
。
石
を
は
し
で
つ
つ
い
て
、
ご
は
ん
を
一
つ
ぶ
ロ
に
入
れ 

て
や
る
。(
諸
戸
字
木
戸•

久
保)

食
い
ぞ
め
を
百
十
日
目
に
す
る
。
箱
膳
か
ら
茶
わ
ん
、
は
し
な
ど
一
揃
い
の
食 

器
を
買
っ
て
お
膳
を
作
る
。
お
頭
つ
き
は
煮
干
し
、
ィ
ワ
シ
な
ど
を
つ
け
、
石
を 

拾
っ
て
き
て
洗
っ
て
膳
の
上
に
置
く
。
歯
が
丈
夫
に
な
る
よ
う
に
と
言
っ
た
。
お 

わ
ん
は
桑
の
木
の
を
買
っ
た
。
中
気
に
な
ら
な
い
と
言
っ
た
。(

諸
戸
字
日
向)

昔
は
今
日
が
食
い
初
め
だ
っ
て
い
う
ぐ
ら
い
で
、
今
の
人
の
方
が
、

い
ろ
い
ろ 

作
っ
て
売
っ
て
い
る
の
で
、
固
く
や
っ
て
い
る
。(
菅
原)

㈢

育 

児

マ

ク

リ

ホ

ー
ズ
キ
の
木
の
根
っ
こ
を
掘
っ
て
す
り
お
ろ
し
て
サ
ラ
シ
に
浸 

し
、
丸
め
て
乳
首
の
よ
う
に
し
て
吸
わ
せ
た
。
苦
い
か
ら
変
な
顔
を
し
て
飲
む
と 

い
う
程
で
は
な
い
。
腹
の
中
で
飲
ん
だ
羊
水
を
吐
き
出
す
そ
う
だ
。(
諸
戸
字
日
向) 

最
初
の
乳
を
し
ぼ
っ
て
マ
ク
リ
を
く
れ
る
も
の
だ
と
い
う
。
カ
ナ'
バ
バ(

胎
便) 

の
お
り
が
よ
い
と
い
う
。
ま
た
生
れ
る
と
一
番
先
に
ホ
オ
ズ
キ
を
な
め
さ
せ
る
人 

も
い
た
。
虫
が
き
れ
る
と
い
わ
れ
た
。(

下
高
田)

米
の
粉
の
乳 

乳
の
足
り
な
い
時
、
米
を
ひ
や
し
て
す
り
鉢
で
す
り
、
絹
ご
し 

で
こ
し
て
、
人
肌
に
冷
や
し
て
く
れ
る
。
井
戸
の
中
に
牛
乳
や
米
の
ス
リ
コ
を
吊 

し
て
冷
や
し
て
お
い
た
。(
諸
戸
字
日
向)

う
ぶ
着
麻
の
葉
の
着
物
を
作
る
。
最
初
の
時
は
実
家
か
ら
送
る
。(
菅
原) 

オ
ボ
着
は
お
ば
あ
さ
ん
に
な
る
人
が
買
っ
て
作
る
。(
行
沢)

誕
生
祝
新
夫
婦
に
子
ど
も
が
で
き
る
と
、
仲
人
が
着
物
一
式
こ
さ
え
て
や
る
。
 

初
正
月.

初
節
供
に
も
お
祝
い
を
贈
る
。(
諸
戸
字
日
向)

初
誕
生
に
誕
生
餅
を
っ
き
一
升
ま
す
に
三
個
入
れ
神
棚
に
供
え
る
。
誕
生
餅
は 

お
祝
を
も
ら
っ
た
家
へ
は
全
部
く
ば
る
。
箕
の
中
に
子
ど
も
を
入
れ
、
あ
ん
の
入
っ 

た
一
升
餅
を
風
呂
敷
に
つ
つ
み
一
個
か
ら
段
々
数
を
増
や
し
、
背
負
え
な
く
な
る

迄
背
負
わ
せ
る
。
そ
の
後
親
が
し
り
を
は
た
く
。
腰
が
し
つ
か
り
す
る
よ
う
に
と 

い
う
わ
け
で
あ
る
。(

下
高
田)

誕
生
祝
に
は
大
餅
を
つ
い
て
、
近
所
の
人
や
近
親
を
呼
び
、
赤
坊
を
箕
の
中
に 

立
た
せ
尻
を
ま
く
り
、
餅
を
尻
に
ぶ
つ
け
、
次
で
風
呂
敷
に
包
ん
で
背
負
わ
せ
る
。
 

(

下
高
田)

初
誕
生
日
に
、
子
ど
も
を
箕
の
中
に
入
れ
て
、
塩
ア
ン
の
餅
で
尻
を
た
た
く
ま 

ね
を
し
た
。
こ
う
す
る
と
子
ど
も
が
達
者
に
育
つ
と
い
わ
れ
た
。
餅
の
ア
ン
を
甘 

く
す
る
と
「甘
く
育
つ
」
と
い
わ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
日
一
升
餅(
大
き
な
餅)

を
風
呂
敷
に
つ
つ
ん
で
、
子
ど
も
に
し
よ 

わ
せ
た
。(

上
高
田
字
下
十
二)

赤
ん
坊
の
初
誕
生
に
餅
を
つ
く
。
あ
ん
こ
を
入
れ
て
ま
る
め
た
餅
を
親
せ
き
に 

配
つ
た
り
す
る
。
ま
た
赤
ん
坊
を
箕
の
中
に
立
た
せ
、
ふ
ろ
し
き
に
包
ん
だ
餅
を 

ぶ
つ
け
る
よ
う
に
し
て
や
つ
た
が
こ
の
役
は
お
ば
あ
さ
ん
が
す
る
。(
上
高
田
字
上 

士 

一)
お
誕
生
モ
チ
を
つ
く
。
ア
ン
コ
を
入
れ
て
丸
め
た
モ
チ
を
重
箱
に
入
れ
、
ミ
の 

中
に
立
た
せ
た
子
の
尻
に
こ
の
モ
チ
を
一
つ
た
た
き
つ
け
る
。
甘
く
み
ら
れ
る
と 

い
い
、
ア
ン
コ
は
あ
ま
り
甘
く
し
な
い
。
親
せ
き
に
も
こ
の
モ
チ
を
配
る
。(
諸
戸 

字
日
向)
•

誕
生
餅
を
し
よ
わ
せ
て
、
み
の
中
で
立
た
せ
る
。
餅
で
尻
を
た
た
く
。
以
前
は 

や
つ
と
立
つ
ぐ
ら
い
で
、
歩
く
の
は
少
な
か
つ
た
。(
菅
原)

お
誕
生
餅
の
お
返
し
に
は
ク
ツ
や
ク
ツ
下
、

ユ
ダ
レ
掛
け
な
ど
身
に
つ
け
る
も 

の
を
く
れ
た
。
今
は
金
を
く
れ
る
。(
諸
戸
字
日
向)

仲
人
と
の
別
れ 

初
子
の
赤
ん
坊
の
誕
生
日
に
は
お
仲
人
を
招
い
て
酒
肴
で
も

て
な
す
。
仲
人
と
の
別
れ
と
い
う
。(
上
高
田)

初
節
供
嫁
の
里
か
ら
坐
り
ビ
ナ
が
贈
ら
れ
る
。
女
の
子
が
行
儀
よ
く
坐
る
よ 

う
に
と
言
う
。(

諸
戸
字
日
向)

初
節
供
は
女
は
お
ひ
な
様
、
男
は
の
ぼ
り
。
女
は
さ
く
ら
餅
、
男
は
柏
餅
だ
が
、
 

も
と
は
赤
飯
だ
つ
た
。(
菅
原)



端
午
の
節
供
に
男
の
子
は
吹
流
し
を
貰
う
。
白
で
裾
に
模
様
が
あ
り
サ
ム
ラ
ィ 

と
か
シ
ョ
ウ
キ
様
の
絵
が
あ
り
両
家
の
紋
を
入
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
柏
餅
を
作
っ 

て
お
返
し
と
し
た
。(
諸
戸
字
日
向)

ほ
う
そ
う
神
送
り 

お
が
ら
で
棚
を
作
り
、
赤
い
お
ん
べ
ろ
を
さ
し
、
三
本
辻 

に
送
り
出
す
。(
菅
原)

百
日
咳 

三
夫
婦
そ
ろ
っ
て
い
る
家
の
御
飯
を
も
ら
っ
て
食
べ
さ
せ
る
。
し
あ 

わ
せ
な
う
ち
だ
か
ら
、
く
れ
て
く
ん
な
い
と
い
っ
て
も
ら
っ
て
く
る
。(
菅
原)

百
日
咳
に
か
か
る
と
七
日
市
に
、
提
灯
印
の
家
伝
薬
を
売
っ
て
い
る
店
が
あ
り
、
 

そ
れ
を
買
っ
て
飲
ま
せ
る
と
一
週
間
ぐ
ら
い
で
よ
く
な
っ.
た
。
ほ
ん
と
う
に
よ
く 

き
い
た
。
今
は
な
い
。(
菅
原)

夜
泣
き 

八
幡
様
に
お
参
り
し
て
、
小
さ
い
弓
を
受
け
て
く
る
。(
菅
原)

は
し
く
ぐ
り 

は
し
か
の
時
、
松
井
田
へ
行
く
途
中
の
橋
の
下
を
、
子
ど
も
を 

し
よ
っ
て
く
ぐ
る
。(
菅
原)

十
二
の
原
の
手
前
や
八
城
の
東
の
中
原
に
、
鹿
の
爪
あ
と
の
あ
る
橋
が
あ
っ
た
。
 

こ
の
下
を
い
っ
ち
よ
う
ら
の
着
物
を
着
て
く
ぐ
る
と
、

ハ
シ
カ
が
軽
く
す
む
と 

い
っ
た
。(

下
高
田)

ヌ
ィ
マ
モ
リ
ー
つ
身
の
子
ど
も
の
着
物
に
縫
い
つ
け
た
。
背

中
(

う
し
ろ
襟 

中
央
よ
り
約
三
セ
ン
チ
位
下
の
方)

に
紅
白
の
糸
を
使
い
花
ビ
シ
模
様
な
ど
に 

縫
っ
て
や
っ
た
。
ま
た
ヒ
コ
オ
ビ
の
つ
け
根
に
も
つ
け
た
。
ヒ
コ
オ
ビ
の
縫
い
目 

は
男
の
子
の
場
合
は
下
、
女
の
子
の
場
合
は
上
に
な
る
よ
う
縫
う
の
が
ふ
っ
う
だ 

と
さ
れ
て
え
い
る
。(

八
木
連
字
大
久
保)

チ
ン
ゲ
三
歳
位
ま
で
チ
ン
ゲ
を
残
し
て
坊
主
に
し
て
お
い
た
。
こ
ろ
ん
だ
と 

き
神
様
が
こ
れ
を
つ
か
ん
で
起
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
ま
た
鼻
血
が
で
た
と
き
、
 

こ
れ
を
ひ
っ
ぱ
る
と
止
ま
る
と
い
わ
れ
た
。(

下
十
二)

子
守
り 

明
治
の
始
め
頃
は
、
美
濃
か
ら
子
守
り
に
来
た
。
美
濃
っ
子
と
呼
ん 

で
い
た
。(
菅
原)

昔
は
貧
困
の
家
か
ら
、
娘
を
子
守
に
使
っ
て
く
れ
と
、
大
農
家
へ
頼
ん
だ
。
簡 

単
に
人
を
頼
む
こ
と
が
で
き
た
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

二
つ
子
参
り 

妙
義
神
社
に
、
ー
ー
つ
に
な
る
と
、
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
と
、
お 

参
り
す
る
。(
菅
原)

幼
児
が
二
歳
に
な
る
と
、
ィ
ロ
リ
に
転
が
っ
て
も
火
傷
せ
ぬ
よ
う
に
と
花
見
の 

頃
背
負
っ
て
、
近
所
の
同
じ
よ
う
な
人
と
四
、
五
人
〜
十
人
位
が
一
緒
に
妙
義
神 

社
に
詣
り
、
祈
禱
し
て
も
ら
っ
て
お
札
、
お
守
り
を
も
ら
っ
て
く
る
。
妙
義
詣
り 

と
も
い
っ
た
。(

下
高
田)

体
の
弱
い
子
捨
て
子
を
す
る
。
さ
ん
だ
わ
ら
の
大
き
い
の
を
編
ん
で
お
き
三 

本
辻
に
置
い
て
、
拾
い
親
を
頼
ん
で
お
い
て
拾
っ
て
も
ら
う
。(

以
後
、
此
の
夫
婦 

が
死
ぬ
迄
盆
暮
の
贈
り
物
を
す
る)

。
ま
た
百
軒
着
物
と
い
っ
て
い
ろ
ん
な
家
か
ら 

布
を
も
ら
っ
て
来
て
は
ぎ
合
わ
せ
て
着
物
を
作
っ
て
着
せ
る
。
こ
う
す
る
と
丈
夫 

に
育
つ
と
い
わ
れ
た
。

名
を
変
え
る
と
身
体
が
丈
夫
に
な
る
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。(

下
高
田
字
本
村
、

新
光
寺)

弱
い
子
に
は
近
所
の
家
や
親
類
な
ど
百
軒
の
家
か
ら
小
布
を
も
ら
い
集
め
、
は 

ぎ
合
せ
て
百
ぎ
も
ん
を
縫
っ
て
着
せ
た
の
を
見
た
。
細
か
く
は
い
で
、
か
く
し
び
つ 

け
を
し
て
広
袖
の
着
物
に
縫
っ
た
。
綿
入
れ
だ
っ
た
が
、
縫
う
の
に
大
変
だ
っ
た 

そ
う
だ
。
だ
が
十
何
歳
か
で
な
く
な
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

弱
い
子
は
呑
竜
様
に
願
を
か
け
、
七
つ
坊
主
に
す
る
。
坊
主
に
す
る
か
ら
丈
夫 

に
し
て
下
さ
い
と
頼
む
。
女
の
子
も
七
つ
坊
主
に
し
た
。(
諸
戸
字
日
向)

拾
い
子 

生
れ
た
子
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
死
ん
だ
よ
う
な
場
合
、
下
仁
田
町
で
は
、
 

辻
に
行
っ
て
子
供
を
棄
て
、
拾
っ
て
も
ら
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
オ
ニ
ッ
コ 

(

生
ま
れ
た
と
き
に
歯
が
生
え
て
い
る
。)

も
拾
っ
て
も
ら
う
。
昭
和
十
二
年
に
生 

ま
れ
た
姉
は
拾
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。(

下
高
田
字
本
村)

乳
児
の
歯
六
ヶ
月
で
歯
が
生
え
る
と
六
角
塔
婆
と
い
い
縁
起
が
悪
い
。
十
ヶ 

月
で
も
十
月
塔
姿
と
言
っ
て
嫌
い
、
道
の
端
へ
捨
て
て
前
以
っ
て
頼
ん
だ
人
に 

拾
っ
て
も
ら
う
。(
諸
戸
字
日
向)

厄
年
っ
子
親
が
厄
年
の
時
に
生
れ
た
子
は
、
三
本
辻
に
捨
て
た
。
拾
い
親
を 

き
め
て
お
い
て
、
拾
っ
て
も
ら
っ
た
。(
菅
原)



厄
年
っ
子
は
役
に
立
て
ね
ぇ
、
と
言
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

㈣

そ 

の 

他

産

の

忌

出

世

前

の

人(
結
婚
を
し
て
い
な
い
人
、

一
人
前
に
な
ら
な
い
小
さ 

い
子
ど
も)

に
は
サ
ン
シ(
産
婦)

と
一
緒
に
煮
た
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
は
い
け 

な
い
と
い
っ
て
、
火
を
別
に
し
て
煮
た
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
。(
上
高
田
字
上
十
二) 

流
れ
灌
頂 

子
ど
も
の
時
、
ヤ
シ
ロ
の
向
う
の
方
で
赤
い
二
尺
真
角
ぐ
ら
い
の 

布
が
木
に
く
く
り
つ
け
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
く
ぐ
っ
て
お
墓
ま
い
り
を
し
た
こ
と 

が
あ
っ
た
。
そ
の
布
が
雨
で
打
た
れ
て
早
く
さ
め
る
と
、
死
者
が
浮
か
ば
れ
る
と 

言
っ
た
。(

日
向)

産
で
死
ん
だ
人
が
あ
る
と
川
べ
り
に
、
赤
い
四
角
の
五
十
缠
四
方
く
ら
い
の
布 

の
四
隅
を
、
四
本
の
竹
の
上
に
つ
き
さ
し
た
も
の
に
張
る
。
傍
に
ひ
し
や
く
を
置 

き
通
る
人
に
水
を
か
け
て
も
ら
い
、
布
が
白
く
な
っ
た
ら
布
を
川
へ
流
し
た
。
血 

の
病
で
な
く
な
っ
た
人
へ
の
供
養
で
あ
っ
た
。(

下
高
田
字
本
村
、
新
光
寺)

お
産
で
な
く
な
っ
た
人
が
あ
る
と
、
赤
い
布
を
川
端
に
お
い
て
水
を
か
け
て 

や
っ
た
。
ど
う
い
う
意
味
か
知
ら
な
い
。
そ
の
行
事
の
名
前
も
知
ら
な
い
。(

下
高 

田
字
本
村)

馬
と
お
産 

馬
の
道
具
を
跨
ぐ
と
お
産
が
長
び
く
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
馬 

の
荷
鞍
は
高
い
所
に
置
け
と
い
わ
れ
た
。(
古
立)

子
ど
も
の
天
神
講
女
の
子
だ
け
の
行
事
で
、
二
月
二
十
五
日
に
前
の
日
か
ら 

用
意
し
て
お
き
餅
を
つ
く
。
宿
は
三
年
ご
と
に
順
ぐ
り
に
し
て
、
そ
の
家
で
御
飯 

を
炊
い
て
食
べ
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

子
供
組
昔
か
ら
な
か
っ
た
。(
菅
原)

子
ど
も
の
数 

昔
は
六
入
や
七
人
子
ど
も
を
産
む
の
は
ザ
ラ
だ
っ
た
。
十
五
人 

の
子
を
産
ん
だ
人
も
い
た
。(

行
沢)

産
後 

産
後
は
百
日
、
旦
那
様
を
近
ず
け
る
な
と
言
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

二
、 
年 

祝

七
五
三 

昔
は
、
七
五
三
と
い
う
こ
と
を
、
い
う
に
は
い
っ
た
が
、
や
ら
な
か
っ 

た
。(
菅
原)

七
五
三
に
い
い
着
物
を
着
せ
て
お
宮
詣
り
す
る
家
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が 

昔
は
一
般
に
は
し
な
か
っ
た
。(

諸
戸
字
日
向)

厄
年 

男
は
二
十
五
歳
と
四
十
二
歳
。
女
は
十
九
歳
と
三
十
三
歳
。
高
瀬
の
北 

向
観
音
に
正
月
十
八
日
に
お
参
り
し
て
厄
お
と
し
を
し
た
。
お
さ
い
銭
を
あ
げ
、
 

み
か
ん
を
投
げ
た
。
ま
た
長
野
県
別
所
の
北
向
観
音
に
お
参
り
し
た
人
も
い
る
。
 

(

上
高
田
字
上
十
二)

厄
年
は
女
は
十
九.

三
十
三
歳
、
男
は
二
十
五.

四
十
二
歳
で
北
向
き
観
音
に 

お
参
り
す
る
。(
菅
原)

厄
年
は
男
は
二
十
五
、
四
十
二
、
女
は
十
九
、
三
十
三
歳
で
、
子
供
の
厄
年
は 

し
な
い
。
厄
落
し
は
個
人
ご
と
に
や
っ
た
。(

諸
戸
字
木
戸•

久
保)

吹
竹 

七
十
七
歳
の
祝
い
に
く
れ
る
吹
竹
は
、
年
ょ
り
が
自
分
で
っ
っ
く
っ
た 

も
の
が
多
く
、
竹
の
二
節
で
つ
く
る
。
元
を
大
き
く
、
先
を
小
さ
く
し
た
。(

上
高 

田
字
上
十
ー 

ー)

年
祝 

八
十
八
の
祝
の
時
は
、
赤
い
着
物
を
お
く
る
。
お
祝
の
お
返
し
に
は
、
 

火
吹
き
竹
を
お
く
っ
た
。
こ
の
竹
で
吹
く
と
、
火
事
の
時
、
風
の
向
き
が
変
る
と 

い
う
。(
菅
原)

八
十
八
歳
に
な
る
と
、
年
ょ
り
に
赤
い
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
を
着
せ
て
、
鎮
守
に 

お
参
り
し
て
、
お
祝
い
を
す
る
。
お
祝
い
す
る
と
す
ぐ
死
ぬ
と
い
っ
て
、
嫌
が
る 

人
も
い
る
。(
諸
戸
字
木
戸•

久
保)

三
、 
青

年

集

団

青
年
会
満
十
五
歳
で
入
会
し
て
、
三
十
五
歳
で
脱
会
し
た
。
会
長
、
副
会
長



(

二
名)

、
書
記
、
会

計(

一
名)

の
役
員
が
い
た
。
現
在
で
は
、
会
員
が
七
、
八 

名
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
前
や
っ
た
行
事
と
し
て
は
、
結
婚
式
が
あ
る
と
、
夜
、
提
灯
を
も
っ
て
警
戒 

に
当
っ
た
。
提
灯
に
は
「下
十
二
青
年
会
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
警
戒
を
す
る
と
、
 

嫁
の
も
ら
い
方
の
家
か
ら
「寸
志
」
と
書
か
れ
た
金
一
封
が
と
ど
け
ら
れ
た
。
ま 

た
、
夜
番
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
拍
子
木
を
た
た
い
た
り
、
鈴
を
ふ
っ
た
り
し 

て
ム
ラ
を
廻
っ
た
。

ま
た
、
青
年
会
は
梅
林
を
も
っ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
と
れ
た
梅
を
売
っ
て
会
の 

収
入
と
し
た
。
今
年
か
ら
こ
の
梅
林
は
ム
ラ
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
 

繩
な
い
機
を
購
入
し
て
ム
ラ
に
廻
し
た
こ
と
が
あ
る
。
最
初
は
一
台
だ
っ
た
が
、
 

し
ま
い
に
は
二
台
に
ふ
や
し
た
。
な
お
新
入
り
の
者
は
四
月
に
入
会
し
た
。(

上
高 

田
字
下
十
ー 

ー)

青
年
団
と
処
女
会
に
男
子
は
学
校
卒
業
後
二
十
五
歳
く
ら
い
迄
、
女
子
は
嫁
に 

ゆ
く
迄
そ
れ
ぞ
れ
入
っ
て
い
た
。
な
お
、
新
光
寺
だ
け
の
男
子
で
農
友
会
と
い
う 

組
織
を
作
り
月
一
回
定
例
会
議
を
開
い
て
い
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

夜
遊
び 

南
は
丹
生
、
北
は
磯
部
、
安
中
、
遠
く
て
松
井
田
、
九
十
九
、
人
見
、
 

行
田
な
ど
概
ね
四
キ
ロ
四
方
位
の
と
こ
ろ
に
行
く
が
、
富
岡
に
は
ほ
と
ん
ど
行
か 

な
か
っ
た
。
丹
生
か
ら
若
衆
が
来
た
。
ま
た
石
か
つ
ぎ(

か
つ
ぎ
っ
こ
と
い
う) 

も
や
っ
た
が
、
こ
れ
は
大
久
保
の
若
衆
が
ょ
く
や
っ
て
い
た
。
夜
ば
い
も
昔
は
し 

た
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
こ
れ
は
村
内
の
こ
と
で
あ
っ
た
。(

下
高
田)

夜
農
事
が
や
や
暇
な
時
期
に
す
る
夜
遊
び
、
農
休
み
の
時
の
映
画
見
、
盆
踊
り 

な
ど
が
あ
る
。
男
は
九
十
九
村
や
額
部
村
、
黒
岩
村
、
小
幡
町
く
ら
い
迄
の
距
離 

の
所
へ
は
歩
い
て
出
掛
け
て
行
っ
た
。
正
月
頃
裁
縫
に
通
う
女
を
頼
ま
れ
も
し
な 

い
の
に
自
分
か
ら
進
ん
で
送
り
迎
ぇ
す
る
若
い
衆
も
い
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

四
、
結 

婚

㈠

結

婚

の

条

件

婚
姻
圏 

隣
の
安
中
市
、
中
野
谷(

旧
碓
氷
郡
東
横
野
村)

、
富
岡
市
、

ー
ノ
宮
、
 

黒
川
等
が
多
い
。(

下
高
田
字
新
光
寺
、
明
戸)

イ
ト
コ
同
士 

む
か
し
は
ム
ラ
内
で
の
結
婚
は
従
兄
弟
姉
妹
同
士
が
多
か
っ 

た
。
金
が
か
か
ら
な
い
し
、
親
戚
が
や
た
ら
に
増
え
て
、
交
際
だ
お
れ
に
な
る
の 

を
防
ぐ
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
、
結
婚
は
親
同
士
が
勝
手
に
き 

め
、
本
人
の
意
志
全
く
無
視
さ
れ
た
。(
中
里)

結
婚
年
齢 

女
は
十
五
、
六
歳
か
ら
二
十
歳
く
ら
い
迄
、
男
は
兵
隊
検
査
過
ぎ 

が
適
齢
と
い
わ
れ
た
。
厄

年
(

男
二
五
歳
、
女
一
九
歳)

は
良
く
な
い
と
い
わ
れ 

た
。女

の
一
つ
年
上
は
金
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
も
見
つ
け
ろ
と
い
わ
れ
て
い
た
。(

下

高
田
字
新
光
寺)

嫁
の
年
回
り
と
し
て
は
、
二
十
二
歳
は
並
び
ど
し
で
よ
く
な
い
。

一
つ
年
上
は 

カ
ネ
の
ワ
ラ
ジ
を
は
い
て
で
も
探
せ
と
言
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

結
婚 

男
で
も
女
で
も
年
頃
に
な
る
と
知
り
合
い
の
人
や
親
せ
き
の
人
が
、
こ 

う
い
う
人
が
い
る
と
世
話
を
し
て
く
れ
る
。
好
き
合
っ
て
結
婚
し
た
人
を
「
よ
く 

っ
て
一
緒
に
な
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

恋
愛
結
婚
で
嫁
を
連
れ
て
き
た
場
合
は
、
仲
人
は
立
て
ら
れ
な
い
。

い
っ
と
き 

た
っ
て
か
ら
近
所
の
人
を
仲
人
代
り
に
頼
み
、
女
の
親
の
方
に
話
し
て
も
ら
う
形 

を
と
る
。
ま
た
親
が
結
婚
を
認
め
な
い
場
合
は
、

一
応
親
に
泣
き
つ
い
て
お
い
て 

か
ら
近
所
の
人
に
話
し
、
そ
の
人
か
ら
親
に
話
し
て
も
ら
っ
て
認
め
て
も
ら
う
よ 

う
に
す
る
の
が
多
い
。(

上
高
田)

恋
愛
結
婚(

ク
ッ
ッ
キ)

や
略
奪
婚
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
見
合
い
も
無
か
っ
た
。
 

下
ば
な
し
を
す
る
人
が
い
て
、
親
が
そ
の
話
を
も
と
に
、
こ
っ
そ
り
相
手
の
家
の



様
子
を
調
べ
る
。
そ
し
て
仲
人
を
親
が
頼
み
、
次
で
両
方
の
親
同
志
の
承
諾
で
決 

ま
る
。
従
っ
て
結
婚
式
の
晩
に
は
じ
め
て
会
う
例
が
普
通
で
あ
っ
た
。(

下
高
田
字 

新
光
寺)

㈡

婚 

約

仲
人 

「仲
人
七
う
そ
、
行
っ
て
み
た
ら
、
ま
る
で
う
そ
」
な
ど
と
い
う
こ
と 

を
い
う
人
も
い
た
。
親
戚
関
係
や
懇
意
の
人
を
頼
む
。(
菅
原)

仲
人
は
村
内
で
役
を
し
て
い
る
な
ど
所
謂
え
ら
い
人
、
し
ゃ
ば
の
こ
と
を
よ
く 

知
っ
て
い
る
人
に
た
の
む
。(

上
高
田)

結
婚
式
に
は
仲
人
が
一
組
出
て
取
り
ま
と
め
る
役
を
す
る
。
「
お
待
ち
女
房
」
は 

夫
婦
で
出
る
。(
諸
戸
字
日
向)

仲
人
は
知
ら
な
い
男
女
の
話
を
ま
と
め
る
の
で
、
七
ウ
ソ
つ
く
こ
と
も
必
要 

だ
っ
た
。
見
合
い
に
行
っ
て
妹
を
見
せ
て
、
姉
の
話
を
ま
と
め
た
と
い
う
例
も
あ
っ 

た
。(
諸
戸
字
日
向)

ト
ン
ビ
の
ハ
ネ 

結
婚
が
無
事
に
終
る
と
、
両
方
か
ら
仲
人
礼
上
し
て
、
お
金 

を
包
む
の
を
、
ト
ン
ビ
ノ
ハ
ネ
と
い
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

樽
入
れ
男
女
両
人
の
結
婚
の
話
が
ま
と
ま
る
と
、
婿
方
で
酒
一
升
と
ス
ル
メ 

を
用
意
し
て
、
仲
人
が
嫁
方
に
届
け
る
。
「
一
生
い
い
よ
う
に
」
と
酒
を
一
升
だ
け 

ヤ
ナ
ギ
ダ
ル
に
入
れ
て
持
っ
て
行
く
。
仲
人
が
婿
を
連
れ
て
嫁
方
の
近
所
を
挨
拶 

に
回
り
、
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
手
ぬ
ぐ
い
を
配
っ
て
く
る
。
報
告
を
兼 

ね
て
や
る
。(
諸
戸
字
日
向)

タ
ル
ィ
レ
で
婚
約
す
る
こ
と
と
し
て
仲
人
が
嫁
の
方
に
酒
一
升
持
っ
て
行
く
。
 

嫁
方
は
嫁
、
両
親
、
親
戚
の
代
表
達
で
迎
え
、
そ
の
酒
を
飲
ん
で
祝
う
。
こ
の
夕 

ル
ィ
レ
が
終
る
と
、
女
は
男
の
方
に
昼
間
は
手
伝
い
に
来
る
こ
と
も
あ
る
。(

上
高 

田)
樽
入
れ
は
赤
い
ヤ
ナ
ギ
樽
二
本
に
、

一
生
い
い
よ
う
に
と
一
升
の
酒
を
分
け
て 

入
れ
、
す
る
め
を
添
え
て
仲
人
さ
ん
が
嫁
方
へ
持
っ
て
行
く
。(
諸
戸
字
日
影)

結
納 

結
婚
式
の
日
取
り
が
決
ま
っ
て
、

一
週
間
前
ご
ろ
、
婿
方
か
ら
結
納
品

を
嫁
方
へ
届
け
る
。
白
む
く.

黒
む
く.

長
じ
ゅ
ば
ん.

帯•

白
た
び.

江
戸
づ 

ま•

髪
道
具.

末

広.

友
し
ら
が
な
ど
を
目
録
を
付
け
て
持
っ
て
行
く
。
昔
は
お 

金
を
持
っ
て
い
か
な
い
で
、
物
を
届
け
た
。
そ
の
後
、
帯
代
と
し
て
十
万
〜
十
五 

万
円
も
納
め
る
よ
う
に
な
り
、
今
は
お
金
を
も
っ
と
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
は 

結
納
返
し
は
や
ら
な
い
で
、
婿
の
着
物
な
ど
を
作
っ
て
く
れ
た
。
今
は
袴
返
し
を 

五
〜
十
万
円
も
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

結
納
は
結
婚
式
の
三
日
く
ら
い
前
に
仲
人
が
嫁
御
の
方
へ
酒
一
升
と
肴(

す
る 

め)

と
目
録
を
持
っ
て
行
く
。
貰
い
方
で
は
次
の
も
の
を
嫁
さ
ん
の
親
に
渡
す
。
 

江
戸
棲
一
式
、
道
中
着
と
し
て
柄
の
着
物
の
重
ね
着
、
長
じ
ゅ
ば
ん
、
黒
む
く 

一
 

式
、

コ
ー
ト
、
丸
帯
な
ど
。(

下

高

田

新

光

寺)

江
戸
棲
や
道
中
着
な
ど
結
納
お
さ
め
に
持
っ
て
行
っ
た
。
親
せ
き
と
か
、
近
所 

の
若
い
者
を
頼
ん
で
お
供
に
し
て
か
つ
い
で
も
ら
っ
て
行
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影) 

必
要
な
も
の
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、

ー
カ
月
位
前
に
は
結
納
を
納
め
る 

の
が
普
通
で
あ
る
。(

上
高
田)

結
納
は
金
で
納
め
る
人
、
目
録
を
持
っ
て
行
く
人
、
い
ろ
い
ろ
だ
っ
た
。(
菅
原) 

結
納
の
目
録 

目
録
ま
た
は
茂
久
録
と
も
書
き
、
そ
の
様
式
は
つ
ぎ
の
通
り
で 

あ
る
。(

以

下

「結
婚
式
案
内
」
の
写
し)

目

録
(
茂
久
録)

一
 

熨
斗 

士
它

一
 

家
内
喜
多
留 

春
荷

一
 

友
白
髪 

春
台 

一
 

寿
留
女 

春
台

一
 

子
生
婦 

春
台

一
 

角
か
く
し 

春
個

一
 

島
田
飾 

春
個

一
 

櫛
笄 

春
組

一
 

立
長 

春

一
 

櫛 

春
組



一
 

三
ツ
櫛 

春
組

一
 

紅
白
粉 

春
組

一
 

扇
子 

春
本

一
 

宮
迫 

春
個

一
 

江
戸
棲 

一
枚

一
 

白
無
垢 

春
重

一
 

丸
帯 

春
筋

一
 

n

1

ト 

ー
枚

一
 

道
中
着 

春
重

一
 

長
襦
袢 

春
重

一
 

道
中
帯 

春
筋

一
 

志
古
貴 

春
筋

一
 

腰
帯 

春
筋

一
 

帯
留 

春
筋

一
 

足
袋 

春
足

一
 

木
履 

春
足

一
 

末
廣 

春
対

以
上

右
之
通
り
幾
久
し
く
芽
出
度

御
受
納
下
さ
れ
度
候
他

何
年
何
月
何
日

何
村

何
某

何
村何

某
殿

凡
テ
ニ
枚
紙-
ー
テ
包
ム
コ
ト(
上
高
田
字
下
十
二)

道
具
送
り 

婿
方
か
ら
人
を
見
付
け
て
道
具
を
嫁
の
家
ま
で
貰
い
に
行
く
。
嫁 

さ
ん
は
島
田
に
結
い
、
江
戸
棲
を
着
て
道
具
の
後
か
ら
聱
の
一
げ
ん
が
迎
え
に
来

た
の
と
、
自
分
の
ほ
う
の
一
げ
ん(

兄
姉
、
弟
姉
、
お
じ
、
お
ば)

と
出
掛
け
中 

宿
に
入
る
。
道
具
は
貰
い
方
の
方
で
並
べ
、
み
な
に
見
て
も
ら
う
。(

下
高
田)

嫁
の
荷
物
は
タ
ン
ス
、
長
持
、
夜
具
ダ
ン
ス
、

ハ
リ
板
、
裁
ち
板
、
タ
ラ
イ
、
 

ふ
と
ん
一
組(
敷
き
ぶ
と
ん
一
、
掛
け
ぶ
と
ん
二)

、
か
い
ま
き(
丹
前
で
は
な
く 

綿
を
厚
く
入
れ
、
肩
当
て
と
絹
天
の
黒
い
衿
を
つ
け
、
掛
け
て
寝
る
も
の)

二
、
 

枕
二
、
夫
婦
用
の
座
布
団
二
、
他
に
座
布
団
も
用
意
。
そ
の
他
小
物
。
こ
れ
ら
を 

運
送
で
運
ん
だ
。(
諸
戸
字
日
影)

㈢

嫁 

入 

り

嫁
入
り
ま
ず
樽
入
れ
を
し
て
日
取
り
を
き
め
、
結
納
お
さ
め
を
す
る
。
当
日 

は
仲
人
が
、
嫁
の
家
へ
連
れ
て
行
く
。
お
祝
は
両
が
け
に
し
て
持
っ
て
行
く
。
近 

所
か
隣
り
の
中
宿
で
休
み
、
庭
に
手
伝
い
の
も
の
が
、
お
が
ら
で
門
を
作
り
、
こ 

こ
を
く
ぐ
っ
て
、
玄
関
か
ら
入
る
。(
菅
原)

迎

えI

見 

結
婚
式
当
日
の
昼
前
に
、
仲
人
が
婿
側
の
近
し
い
親
戚
を
連
れ
て
、
 

一
見
と
し
て
嫁
側
に
行
く
。
嫁
側
は
こ
れ
を
迎
え
て
御
馳
走
す
る
。

一
見
座
敷
と 

い
う
。
終
る
と
仲
人
は
残
り
、
婿
は
帰
る
。(

上
高
田)

結
婚
式
の
当
日
、
午
前
中
に
婿
方
か
ら
七
〜
九
人
か
十
一
人
が
揃
っ
て
、
婿
と 

と
も
に
嫁
方
へ
迎
え
に
行
き
、

一
杯
ご
馳
走
に
な
っ
て
く
る
。
婿
イ
チ
ゲ
ン
と
も 

い
う
。(
諸
戸
字
日
向)

挨
拶
廻
り
は
嫁
方
へ
行
っ
て
、
仲
人
と
婿
が
廻
る
。(
菅
原)

送

りI

見 

婿
方
の
迎
え
一
見
の
一
行
が
帰
る
と
、
夕
方
四
時
ご
ろ
、
嫁
は
氏 

神

様
(

吾
妻
屋
神
社.

若
宮
八
幡)

と
屋
敷
稲
荷
に
お
参
り
し
て
、
親
に
挨
拶
し 

て
か
ら
、
送
り
一
見
の
一
行
と
と
も
に
出
立
す
る
。
結
納
品
は
両
ガ
ケ
に
入
れ
て 

若
衆
が
担
い
で
行
く
。
嫁
入
り
道
具
は
運
送
車
で
運
ぶ
。(
諸
戸
字
日
向)

中
宿 

嫁

一

見(

イ
チ
ゲ
ン)

の
一
行
が
婿
方
に
到
着
す
る
と
、
ひ
と
ま
ず
中 

宿
(

チ
ョ
ウ
ヤ
ド)

に
入
り
、
オ
チ

ッ

キ(
落
着
き)

と
し
て
茶
を
飲
む
。
お
待 

女
房
が
世
話
を
や
い
て
、
嫁
の
ヒ
ザ
ノ
バ
シ
を
す
る
。
婿
方
の
人
が
接
待
し
て
、
 

婿
の
家
の
ょ
う
す
を
話
し
て
や
る
。
仲
人
は
婿
方
に
い
る
の
で
、
仲
人
の
妻
が
嫁



に
話
を
す
る
。(
諸
戸
字
日
向)

嫁
側
の
近
所
の
人
、
親
戚
が
嫁
と
共
に
婿
方
に
行
く
と
き
、
婿
の
家
の
手
前
に 

設
け
ら
れ
た
中
宿
に
入
り
、
こ
こ
で
仕
度
を
整
え
る
。(

上
高
田)

中
宿
で
は
お
ち
つ
き
と
い
っ
て
、
お
茶
と
生
菓
子
が
出
る
。
た
い
が
い
食
べ
な 

い
。(
諸
戸
字
日
影)

入
家
式 

ケ
ー
ド
か
ら
入
る
と
き
オ
ガ
ラ
を
十
文
字
に
置
い
て
こ
れ
を
燃
し
、
 

消
し
て
か
ら
火
を
ま
た
ぐ
。
た
と
え
火
の
中
水
の
中
で
も
と
い
う
わ
け
だ
と
い
う
。
 

ま
た
オ
ガ
ラ
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
家
に
入
る
が
、
川
幡
で
は
こ
の
こ
と
は
し
な
い
。
 

(

下
高
田)

嫁
が
婿
の
家
に
ケ
ー
ド
か
ら
入
る
と
き
麦
わ
ら
の
束
あ
る
い
は
オ
ガ
ラ
を
五
、
 

六
本
結
え
た
も
の
を
近
所
の
人
が
燃
し
、
そ
れ
を
消
し
て
嫁
が
ま
た
い
で
、
縁
側 

か
ら
入
り
親
子
盃
を
姑
と
交
す
。
こ
の
と
き
謡
は
な
い
。
ま
た
オ
ガ
ラ
の
鳥
居
を 

く
ぐ
る
こ
と
も
な
い
。(
上
高
田)

ケ
ー
ド
か
ら
玄
関
に
入
る
時
、
両
側
か
ら
松
明
に
火
を
つ
け
て
消
し
た
も
の
を 

つ
き
出
し
て
、
花
嫁
は
こ
れ
を
ま
た
ぐ
。
火
の
中
水
の
中
も
い
と/
fe
ず
に
つ
と
め 

る
と
い
う
意
味
。
玄
関
の
と
こ
ろ
で
、
親
子
の
盃
を
交
わ
す
。
嫁
入̂

衣
裳
は
白 

無
垢
を
着
た
。
そ
の
家
の
色
に
染
ま
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
‘。(
中
里)

ケ
ー
ド
に
青
竹
を
置
き
こ
れ
を
ま
た
い
で
、
次
い
で
玄
関
の
前
に
オ
ガ
ラ
をX
 

形
に
お
い
た
の
を
ま
た
い
で
入
る
。(
諸
戸)

嫁
が
ト
ボ
グ
チ
か
ら
入
る
時
に
、
家
の
内
か
ら
提
灯
を
か
ざ
し
て
出
迎
え
る
。
 

嫁
が
し
き
い
を
ま
た
い
で
姑
と
酒
を
飲
む
。
こ
れ
を
カ
ド
サ
カ
ズ
キ
と
い
う
。
ま 

わ
り
の
者
が
謡
を
す
る
。(
諸
戸
字
日
向)

嫁
と
姑
が
三
三
九
度
の
盃
で
三
回
酒
を
飲
み
合
っ
て
、
嫁
は
姑
に
手
を
引
か
れ 

て
座
敷
へ
あ
が
る
。
こ
の
時
酒
を
つ
ぐ
の
は
介
ぞ
え
の
人
で
あ
る
。(
鑒
尸
字
日
影) 

ム
コ
に
き
た
人
も
嫁
に
き
た
人
も
玄
関
で
は
な
く
ナ
カ
ト(
奥
の
部
屋
の
縁
側) 

か
ら
家
へ
あ
が
る
。(
諸
戸
字
日
影)

嫁
は
オ
ガ
ラ
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
ト
ボ
グ
チ
か
ら
入
る
。
死
ぬ
と
オ
ガ
ラ
の
鳥 

居
を
く
ぐ
っ
て
出
る
。(

行
沢)

結
婚
式
の
席
は
、
仲
人.

夫
婦.

近
親
の
順
で
、
ぅ
ち
の
も
の
は
末
席
に
坐
る
。
 

(
菅
原)

左
は
昭
和
十
三
年
に
記
録
さ
れ
た
、
下
十
二
に
お
け
る
結
婚
式
の
行
い
方
等
で 

あ
る
。
記
録
に
は
「結
婚
式
案
内
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。(
所
蔵
者
は
下
十
二
の
清 

水
卯
三
郎
さ
ん
。
墨
書
。
半
紙
四
折
判
。
全
一
冊
八
丁
。)

記

嫁
来
ル
ヲ
待
チ
テ
取
持
人
ハ
之
ヲ
門
二
迎
エ
媒
酌
人
其
他
新
客
ニ
ー
礼
ヲ
ナ
シ 

中
宿
エ
案
内
シ
其
時
履
物
ノ
注
意
ヲ
ナ
スr

尚
共
人
ア
ル
ト
キ
ハ
同
様
案
内
ヲ 

ナ
スr

而
シ
テ
茶
ヲ
進
メ
後
媒
酌
人
取
持
人
ハ
新
客
ヲ
嫁
ヲ
ー
時
御
借
リ
シ
テ
取
リ
結 

ビ
ノ
式
二
至
ル
可
シ
新
郎
家
二
於
テ
ハ
松
明
ヲ
作
リ
置
キ
之
二
火
ヲ
灯
シ
嫁
ヲ 

迎
エ
軒
下
ニ
テ
其
松
明
ヲ
モ
エ
終
ラ
ザ
ル
内
二
交
又
シ
テ
其
上
ヲ
新
婦
二
渡
ラ 

シ
メ
其
時
両
親
ハ
戸
口
ノ
内
側
二
居
ル
「
其
他
ノ
人
々
ハ
軒
下
ニ
テ
居
ルr

 

而
シ
テ
兼
テ
様
意
ノ
蝶
子
ニ
ハ
朝
ヨ
リ
水
ヲ
小
口
二
入
レ
テ
之
ヲ
高
砂
子
二
上 

ゲ
置
キ

又
其
時
二
御
酒
ス
ゞ
ニ
ハ
取
結
二
使
フ
可
キ
酒
ヲ
入
レ
テ
共
二
供
エ
置
キ_ 

其
蝶
子
ヲ
門
盃
ノ
時
二
水
盃
ノ
為
二
使
フ
ナ
リ

其
法
ハ
男
蝶
ハ
男
ノ
子
二
女
蝶
ハ
女
ノ
子
二
持
セ
第
ー
ニ
男
蝶
ハ
男
ノ
媒
酌
人 

ニ
ッ
ギ
女
蝶
ハ
女
ノ
媒
酌
人
ニ
ッ
ギ
後
男
蝶
ハ
父
親
二
女
蝶
ハ
嫁
ニ
ッ
ギ
後
女 

親
ニ
ッ
グ
何
レ
モ
重
ネ
ル
モ
重
ネ
ザ
ル
モ
ヨ
シ
ト
ス
レ
共

重
ネ
ザ
ル
法
多
シ

終
テ
蝶
子
ノ
水
ハ
勝
手
二
於
テ
冷
酒
少
々
入
レ
替
エ
即
チ
此
酒
ハ
朝
高
砂
子
二 

供
エ
置
キ
タ
ル
ス
ゞ
ノ
酒
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
取
リ
結
ノ
時
ニ
タ
ラ
ザ
ル
故
二
前
以
テ 

少
々
入
レ
置
ク
ヲ
便
ト
ス

而
シ
テ
取
結
ビ
ノ
式
二
至
ル
ナ
リ

凡
テ
男
子
ハ
右
ヨ
リ
女
子
ハ
左
ヨ
リ
ニ
此
時
取
持
人
ハ
ー
礼
ノ
後
両
蝶
ヲ
酌
二 

持
セ
御
酒
ス
ゞ
ノ
酒
ヲ
其
蝶
ノ
中
二
入
レ
ル
ナ
リ

ソ
シ
テ
之
ヲ
男
蝶
ハ
男
ノ
媒
酌
人
二
女
蝶
ハ
其
婦
人
二
重
テ
ッ
ギ
右
廻
リ
ヲ
シ



テ
酌
ノ
子
下
座
ニ
ッ
キ
座
ス
而
シ
テ
男
蝶
ノ
酒
ヲ
女
蝶
ニ
ッ
ギ
女
蝶
ノ
酒
ヲ
男 

蝶-1

ッ
ギ
カ
ハ
シ
テ
後
男
蝶
ハ
新
郎

I  
一
女
蝶
ハ
嫁
ニ
ッ
ギ
何
レ
モ
右
廻
リ
ヲ
シ 

テ
下
座
ニ
ッ
キ
又
前
ノ
如
ク
蝶
子
ノ
ロ
ヲ
合
セ
男
蝶
ハ
嫁
二
女
蝶
ハ
婿
ニ
ッ
グ 

又
前
ノ
様
二
右
廻
リ
シ
テ
下
座
ニ
ッ
キ
蝶
子
ノ
ロ
ヲ
前
ノ
様
二
合
セ
後
男
蝶
ハ 

新
郎
二
女
蝶
ハ
嫁
ニ
ッ
ギ
其
儘
之
ヲ
侍
女
母
婦
夫
同
席
ノ
場
合
ハ
侍
女
母
ニ
ッ 

ギ
媒
酌
人
ニ
ッ
ギ
而
シ
テ
高
砂
子
二
供
フ
取
持
人
ハ
ー
同
二
目
出
度
礼
ヲ
ノ
ベ 

式
ハ
終
ル

注
意

此
時
初
メ
媒
酌
人
婦
夫
ニ
ハ
重
テ
ッ
ギ
式
ノ
終
ル
時
キ
ハ
重
ネ
ザ
ル
「
即
チ
合 

セ
テ
三
コ
ン
ト
ナ
ル
ヲ
良
ト
ス

又新
婦
夫
ニ
ハ
何
レ
モ
重
ネ
ザ
ル
「
即
チ
蝶
子
ノ
ロ
ヲ
合
セ
ル
「
三
回
ニ
テ
即
チ 

合
セ
合
フ
故
二
六
回
ト
ナ
ル
此
時
一
回
リ
「
二
重
ネ
ズ
ニ
ー
コ
ン
ヅ
ゝ
ニ
テ
三 

回
二
即
チ
計
ノ
三
コ
ン
ト
ナ
ル
之
ヲ
合
セ
テ
九
回
即
三
々
九
度
ノ
式
ナ
リ 

侍
女
母
ニ
ハ
ッ
グ
モ
ヨ
シ
ッ
ガ
ザ
ル
モ
ヨ
シ
若
シ
夫
同
席
ノ
場
合
ハ
ッ
グ
モ
ヨ 

シ
ヨ
ク
取
持
人
ヲ
侍
女
母
夫
人
二
替
ルr

ア
リ
カ
ゝ
ル
場
合
ハ
侍
女
母
ニ
ハ
ッ 

ガ
ザ
ル
ヲ
便
ト
ス
侍
女
母
ニ
ッ
グ
場
合
ハ
重
ネ
ル
「

此
式
ノ
時
ノ
膳
肴
ハ
左
記
ノ
様
式
ヲ
便
ト
ス

即
鰯
二
尾
ヲ
藁
縄
ニ
テ
ィ
ボ
ニ
結
ビ
之
ヲ
男
蝶
ノ
膳
肴
二
大
根
小
ナ
ル
モ
ノ
ヲ 

二
本
藁
縄
ニ
テ
ィ
ボ
ニ
結
ビ
女
蝶
ノ
膳
肴
二
供
フ
ナ
リ

右
ノ
式
ニ
テ

取
結
ヒ
式
ハ
終
了
ス
ル
ナ
リ
此
時
両
親
二
其
終
了
ヲ
目
出
度
報
告
ス
ルr

 

式
終
り
て
取
持
人
は
中
宿
に
至
り
目
出
度
式
の
終
了
せ
しr

を
新
客
に
の
べ
新 

客
の
御
案
内
を
な
す
而
し
て
第
一
に
近
親
と
の
引
合
せ
を
行
ふ
先
に
主
人
側
を 

紹
介
し
次
に
新
客
を一

々
紹
介
す
るr

之
ょ
り
着
席
し
て
酒
宴
に
至
る
之
時
は
御
酒
ス
ゞ
の
ロ
は
紙
に
て
祝
ふ

媒
酌
人
右
よ
り
初
め
て
全
部
坐
り
た
る
後
袴
を
取
り
楽
座
を
進
む

座
敷
中
場
に
て
各
婦
人
労
を
慰
む
各
一
時
他
の
間
等
に
楽
座
を
取
持
人
方
に
て 

進
む
る
又

媒
酌
人
之
言
に
て
な
す
も
無
き
に
し
て
も
良
法
と
ゴ
な
む

座
敷
の
模
様
十
二
分
と
云
ふ
言
葉
に
て
納
盃
と
決
定
也
ば
干
肴
を
出
し
て
全
部 

干
終
り
た
る
後
夕
食
を
進
む

尚
硯
蓋
は
座
敷
中
途
に
て
出
す
を
良
と
す

三
々
九
度 

床
の
間
の
前
の
向
か
っ
て
右(
奥)

に
嫁
、
そ
の
左
に
婿
が
坐
り
、
 

仲
人
夫
婦
が
両
側
に
坐
る
。
ま
ず
、
二
々
九
度
の
盃
ご
と
を
す
ま
せ
る
。
次
い
で 

お
客
を
呼
び
入
れ
る
。
嫁
方
が
奥
に
並
び
、
手
前
に
婿
方
が
並
び
、
オ
ト
リ
モ
チ 

(
相
伴
役)

が
着
く
。
そ
れ
ぞ
れ
、
猫
足
膳
が
並
べ
て
あ
る
所
へ
坐
る
。
膳
は
本 

家
に
三
十
〜
五
十
組
も
あ
る
の
を
借
り
て
使
う
が
、
会
席
膳
で
も
よ
い
。
座
に
っ 

く
と
、
両
家
の
紹
介
を
し
合
う
。(
諸
戸
字
日
向)

上
座
に
仲
人
夫
婦
、
次
に
お
待
女
房
夫
婦
と
新
郎
新
婦
、
少
し
離
れ
て
見
と
ど 

け
が
二
人
坐
る
。
男
蝶
女
蝶
の
二
人
の
子
ど
も
が
酒
を
つ
ぐ
が
、

一
回
つ
ぐ
ご
と 

に
介
ぞ
え
人
が
謡
を
す
る
。(

諸
戸
字
日
影)

オ
マ
チ
女
房 

嫁
入
り
の
時
、
中
宿
で
待
ち
う
け
て
い
て
、
三
三
九
度
の
盃
ご 

と
の
時
に
た
ち
合
う
。
近
所
の
既
婚
の
婦
人
二
人
が
、
花
嫁
衣
裳
を
着
て
、
座
敷 

に
坐
っ
て
嫁
の
入
家
を
待
っ
役
だ
が
、
嫁
ご
よ
り
年
上
で
、
且
器
量
が
少
し
劣
っ 

て
い
る
者
に
な
っ
て
も
ら
う
。
「
ヨ
メ
ゴ
さ
ん
よ
り
器
量
が
良
く
ち
や
こ
ま
る
よ
」 

と
言
わ
れ
た
。(
中
里)

お
待
女
房
は
嫁
を
と
る
家
で
懇
意
な
夫
婦
を
頼
ん
で
き
て
、
御
祝
儀
の
席
に 

坐
っ
て
も
ら
う
。
ま
だ
若
く
て
、
嫁
を
引
き
立
て
て
く
れ
る
よ
う
な
人
を
考
え
て 

頼
む
。
お
待
女
房
と
は
い
う
が
、
男
の
人
の
呼
び
名
は
特
に
な
い
。
お
待
女
房
は 

裾
模
様
の
着
物
に
丸
帯
を
し
め
、
丸
ま
げ
を
結
い
、
嫁
と
同
じ
よ
う
な
支
度
を
し 

て
夫
婦
で
三
二
九
度
の
盃
事
に
立
合
う
。
そ
の
あ
と
祝
の
席
に
も
坐
る
が
、
ほ
ん 

の
少
し
の
間
で
遠
慮
し
て
座
を
は
ず
す
。
男
の
方
も
あ
ま
り
長
居
は
し
な
い
。
な



ぜ
お
待
女
房
が
い
る
の
か
訳
は
知
ら
な
い
。
縁
起
を
か
つ
い
だ
も
の
か
も
し
れ
な 

い
。(

諸
戸
字
日
影)

お
待
女
房
は
ト
リ
ム
ス
ビ
の
席
に
ち
ょ
っ
と
の
間
夫
婦
で
坐
っ
て
い
る
。
特
別 

に
分
担
は
な
い
。
弟
が
嫁
を
も
ら
う
と
き
兄
夫
婦
が
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
下
高 

田
で
は
年
の
若
い
夫
婦
が
あ
た
っ
た
。(
上
高
田)

I

見
座
敷 

三
•

三
.

九
度
が
終
っ
て
一
見
座
敷
と
な
り
、
婿
方
の
近
し
い
親 

戚
、
嫁
を
送
っ
て
き
た
親
戚
が
出
席
し
て
祝
う
。
こ
の
と
き
床
の
間
に
は
、
大
根 

あ
る
い
は
人
参
を
水
引
き
で
し
ば
っ
た
の
を
置
く
。(

上
高
田)

祝
儀
の
料
理 

膳
に
は
親
椀(
飯)

と
汁
椀
が
手
前
に
っ
き
、
チ
ョ
コ.

皿
. 

平
椀
が
並
ぶ
。
五
品
と
か
七
品
と
か
、
料
理
番
が
料
理
を
決
め
て
作
っ
て
出
す
。
 

チ
ョ
コ
に
は
シ
ミ
豆
腐
を
短
冊
に
切
っ
て
入
れ
た
り
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
白
ア
エ
、
 

ネ
ギ
ヌ
タ
、
ギ
ン
ナ
ン
、
漬
け
物
な
ど
を
入
れ
る
。
皿
は
カ
ズ
ノ
コ•

キ
ン
ピ
ラ. 

ゴ
マ
メ
な
ど
を
盛
る
。
平
椀
に
は
シ
ィ
タ
ケ.

カ
ン
ピ
ョ
ウ.

三

角

ア

ゲ(
厚
揚 

豆
腐)

な
ど
の
煮
付
物
を
入
れ
る
。
ム
シ
リ
ザ
カ
ナ
と
い
っ
て
、
海
魚
の
大
き
い 

も
の(

カ
ツ
オ
な
ど)

を
煮
て
、
大
皿
二
枚
に
盛
っ
て
出
す
の
を
、
少
し
ず
つ
取
っ 

て
回
す
。
代
用
と
し
て
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
ゆ
で
、
カ
ツ
オ
ブ
シ
を
か
け
た
も
の
を 

回
す
。
こ
れ
が
出
れ
ば
オ
ツ
モ
リ(
最
終)

の
番
に
な
る
。
赤
飯
を
重
箱
に
盛
っ 

て
回
す
の
で
、
箸
で
一
ぱ
さ
み
ず
っ
取
る
。
酒
は
盃
で
飲
む
が
、
近
所
の
娘
が
お 

酌
に
出
て
夜
中
ま
で
飲
み
続
け
る
。
「
ツ
ル
ツ
ル
、
カ
メ
カ
メ
」
と
い
っ
て
、
う
ど 

ん
が
出
て
終
り
と
な
る
。

引
物
と
し
て
菓
子
折
に
ミ
ジ
ン
コ
菓
子
を
入
れ
て
出
す
が
、
生
き
た
鯉
、
カ
ツ 

オ
ブ
シ
箱
入
り
な
ど
を
出
す
。(
諸
戸
字
日
向)

結
婚
式
の
料
理
は
キ
ン
ピ
ラ
、
ゴ
マ
メ
、
数
の
子
、
野
菜
の
煮
物
、
煮
魚
、
お 

ひ
ら
、
吸
い
も
の
、
酢
の
も
の
、
赤
飯
。
む
し
り
魚
は
皆
で
む
し
っ
て
食
べ
る
。
 

青
菜
を
ゆ
で
て
ケ
ズ
リ
ブ
シ
を
か
け
て
大
皿
に
盛
り
下
座
か
ら
回
す
。
赤
飯
は
二 

つ
の
重
箱
に
入
れ
て
回
す
。
最
後
に
う
ど
ん
が
出
る
。
う
ど
ん
は
ツ
ル
ツ
ル 

カ 

メ
カ
メ
と
言
い
、
祝
い
の
席
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
影)

一
見
座
敷
の
席
で
嫁
、
婿
に
御
飯
を
テ
ッ
コ
ウ
モ
リ
に
し
た
の
を
置
く
が
、
そ

の
と
き
は
た
べ
な
い
が
一
応
ロ
は
つ
け
る
。
そ
し
て
座
敷
が
終
っ
て
か
ら
あ
と
で 

冷
ぇ
て
か
ら
た
べ
る
。(
上
高
田)

娘
の
頃
は
ご
祝
儀
と
い
う
と
お
酌
に
頼
ま
れ
た
。
畳
の
へ
り
を
ふ
む
な
と
か
、
 

畳
は
二
足
半
で
歩
け
と
か
教
ぇ
ら
れ
た
。
料
理
を
出
す
タ
ィ
ミ
ン
グ
も
大
事
で
、
 

お
取
持
ち
さ
ん
と
、
料
理
番
の
言
う
通
り
に
、
で
き
た
料
理
を
運
ん
だ
り
、
酒
を 

つ
い
で
廻
る
。
こ
の
料
理
は
こ
う
向
け
て
お
膳
の
ど
こ
へ 

つ
け
る
、
な
ど
と
決
ま 

り
が
や
や
こ
し
か
っ
た
。
立
っ
た
り
坐
っ
た
り
し
て
ご
祝
儀
が
終
っ
て
も
三
日
ぐ 

ら
い
ヒ
ザ
が
痛
ん
だ
。(

諸
戸
字
日
影)

ま
た
こ
い
茶 

ご
祝
儀
の
御
馳
走
の
あ
と
の
お
茶
は
一
度
つ
い
で
、
も
う
一
回 

つ
ぐ
。
ま
た
こ
い
茶
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
影)

結
婚
式
の
謡 

昔
は
ご
祝
儀
に
謡
な
ど
し
な
い
と
こ
が
多
か
っ
た
。(
諸
戸
字
日

影)
オ
チ
カ
ヅ
キ 

嫁
方
の
一
見
を
送
り
出
し
て
か
ら
、
近
所
の
人
で
手
伝
っ
て
く 

れ
た
人
々
に
対
し
、
オ
チ
カ
ヅ
キ
と
い
っ
て
祝
酒
を
飲
ん
で
も
ら
い
、
嫁
を
紹
介 

す
る
。(

上
高
田)

ノ
ゾ
ツ
コ
ミ
酒 

婚
礼
の
座
敷
を
若
衆
が
の
ぞ
き
に
来
て
、
障
子
に
穴
を
あ
け 

た
り
、
石
塔
を
庭
へ
置
い
た
り
す
る
の
で
、
ノ
ゾ
ッ
コ
ミ
酒
を
出
し
て
な
だ
め
る
。
 

(
諸
戸
字
日
向)

結
婚
式
の
客 

嫁
の
兄
弟
姉
妹
か
お
ば
さ
ん
な
ど
の
一
人
が
、
結
婚
式
の
晩
に 

見
と
ど
け
役
と
し
て
泊
る
。
遠
く
て
帰
れ
な
い
人
は
隣
の
家
に
泊
る
。(
諸
戸
字
日 

影)
見
ト
ド
ケ 

婚
礼
の
晩
に
仲
人
は
婿
方
に
泊
ま
る
。
嫁
婿
の
部
屋
の
隣
の
室
に 

泊
っ
て
、
二
人
が
仲
よ
く
サ
サ
ヤ
ク
声
が
耳
に
入
れ
ば
い
い
と
す
る
。
こ
れ
を
見 

ト
ド
ケ
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
向)

お
茶
よ
び 

ご
祝
儀
の
翌
日
、
近
所
の
女
衆
と
、
都
合
で
式
に
よ
べ
な
か
っ
た 

人
を
招
い
て
お
茶
よ
び
を
す
る
。
姑
が
嫁
で
す
と
皆
に
紹
介
し
た
あ
と
、
嫁
が
一 

回
酒
を
つ
い
で
回
る
。(
諸
戸
字
日
影)

婚
礼
の
翌
日
、
近
所
の
女
衆
や
当
日
呼
べ
な
か
っ
た
人
を
呼
ん
で
、
仲
間
入
り



を
し
て
、
お
茶
を
出
す
。
嫁
が
手
み
や
げ
を
出
す
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
を
お
茶
呼 

び
と
い
う
。(

諸
戸
字
日
向)

結
婚
式
の
翌
日
、
里
帰
り
の
前
に
、
近
所
の
つ
き
あ
い
の
あ
る
家
の
女
衆
た
ち 

を
招
い
て
、
お
茶
招
び
を
し
た
。
酒
肴
も
出
し
た
が
、
お
に
し
め
や
き
ん
ぴ
ら
ご 

ぼ
う
を
出
し
、
お
茶
も
出
し
た
。
嫁
が
仲
間
入
り
の
会
で
あ
っ
た
。(

上
高
田
字
上 

士 

一)
ヨ
メ
ゴ
ノ
オ
ミ
ヤ
ゲ 

結
婚
式
の
翌
日
里
帰
り
を
し
て
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
ヨ 

メ
ゴ
ノ
オ
ミ
ヤ
ゲ
と
い
っ
て
、
あ
と
片
付
け
に
来
て
い
る
近
所
の
女
衆
に
出
す
。
 

(

上
高
田)

嫁
は
婿
方
の
親.

兄
弟
へ
何
か
少
し
の
み
や
げ
物
を
贈
る
。
近
所
の
女
衆
へ
も 

仲
間
入
り
と
し
て
、
手
み
や
げ
を
出
す
場
合
も
あ
る
。(
諸
戸
字
日
向)

㈣

そ 

の 

他

名
ビ
ロ
メ 

新
し
く
来
た
嫁.

婿
は
ケ
ィ
ヤ
ク
や
石
尊
行
な
ど
、
村
の
人
が
集 

ま
る
時
に
酒
一
升
出
し
て
、
「
ょ
ろ
し
く
」
と
挨
拶
し
て
仲
間
入
り
し
た
。
嫁
は
天 

神
講
の
時
に
豆
腐
を
買
っ
て
仲
間
入
り
の
挨
拶
を
し
た
。(
行
沢)

里
帰
り 

婚
礼
の
翌
日
か
三
日
目
に
、
嫁
の
実
家
へ
里
帰
り
を
す
る
。
婿
も
同 

行
し
て
一
泊
し
、
嫁
は
ヒ
ザ
ノ
バ
シ
を
し
て
休
む
。
婿
は
嫁
の
両
親
に
み
や
げ
物 

と
し
て
、
下

駄.

ぞ
う
り
な
ど
の
は
き
物
や
下
着
を
贈
る
。
家
族
の
み
ん
な
に
菓 

子
か
何
か
の
み
や
げ
物
を
贈
る
。

翌
日
、
女
親
が
里
帰
り
の
嫁
を
送
り
返
す
た
め
に
婿
方
へ
行
き
、

一
泊
し
て
仲 

人
と
帰
っ
て
く
る
。(
諸
戸
字
日
向)

嫁
が
実
家
に
帰
る
日
一
月
四
日
に
初
め
は
嫁•

婿
二
人
で
実
家
に
帰
る
。
六 

日
年
ま
で
に
は
帰
っ
て
く
る
。
三
月
節
句
に
は
マ
ス
ノ
シ
タ
五
枚
を
水
引
き
か
け 

て
持
っ
て
い
く
。
五
月
節
句
に
は
タ
ラ
の
干
物
を
持
っ
て
い
く
。
七
月
十
八
、
十 

九
日
は
農
休
み
で
帰
り
、
十
月
十
五
日
は
村
の
鎮
守(

伏
見
神
社)

の
お
祭
り
で 

帰
る
。
八
月
の
八
朔
節
句
は
な
い
。(

上
高
田)

ヒ
ザ
ノ
バ
シ
と
い
っ
て
、
結
婚
式
後
一
週
間
位
し
て
嫁
一
人
で
実
家
に
帰
る
。

手
土
産
を
持
っ
て
：；
く
程
度
で
あ
る
。(

上
高
田)

嫁
が
お
客
に
行
け
る
日
は
一
月
四
日
、
三
月
三
日(

サ
ン
マ
の
開
き
、
包
み
金)

ヽ
 

五
月
五
日(

タ
ラ
の
干
物
、
包
み
金)

、
七
月
中
旬(
農
休
み•

蚕
上
げ.

田
植
え)

ヽ
 

九

月

一

日(

ハ
ッ
サ
ク)

、
十

一

月(
秋
ア
ゲ.

麦
蒔
き
終
い)

、
十

二

月(

お
歳 

暮)

な
ど
で
あ
る
。

新
婚
一
年
目
は
丁
寧
に
贈
り
物
を
す
る
。
仲
人
へ
も
お
礼
を
す
る
。(
諸
戸
字
日 

向)
シ
ョ
ウ
ボ
ン 

新
嫁
の
初
め
て
の
農
休
み
の
と
き
、
婚
家
で
は
着
物
を
買
っ
て 

や
り
、
こ
れ
を
着
て
実
家
に
行
っ
た
。(

下
高
田)

秋
上
げ 

秋
の
収
穫
ご
と
が
終
る
と
、
十
一
月
中
に(
十
二
月
で
は
よ
く
な
い 

と
い
う)

オ
コ
ワ
を
ふ
か
し
、
こ
れ
を
重
箱
に
つ
め
て
、
嫁
は
実
家
に
も
っ
て
行
っ 

た
。(

下
高
田)

婿
と
り 

婿
が
三
代
続
け
ば
ィ
ロ
ハ
順
の
倉
が
建
つ
と
い
う
。(

行
沢)

五
、
葬 

制

㈠

死
の
予
兆
と
死

死
の
予
兆
烏
が
病
人
の
方
へ
尾
を
向
け
て
鳴
く
と
、
病
人
は
間
も
な
く
死
ぬ
。
 

不
幸
の
つ
げ
が
来
る
時
は
烏
鳴
き
が
よ
く
な
い
。(
中
里)

死
の
予
烏
の
な
き
方
が
あ
と
を
ひ
く
、
も
だ
え
る
よ
う
な
声
に
聞
え
る
。
寝
て 

い
る
人
に
は
聞
え
な
い
と
い
う
。

雨
戸
を
た
た
く
音
が
し
た
。
本
家
新
宅
、
親
子
関
係
に
あ
る
人
に
は
お
勝
手
の 

障
子
が
自
然
に
あ
く
な
ど
シ
ラ
セ
が
あ
る
と
い
う
。(

下
高
田)

前
じ
ら
せ
と
し
て
は
烏
鳴
き
が
わ
る
い
と
い
う
。
死
び
と
く
さ
い
に
お
い
が
す 

る
の
で
、
烏
は
判
る
の
だ
ろ
う
。

「
お
寺
さ
ん
か
ら
迎
え
に
く
ら
あ
な
あ
。
閻
魔
さ
ま
が
迎
え
に
出
て
る
ん
だ
ん 

ベ
え
」
と
い
っ
た
ら
、
次
の
日
に
死
ん
だ
人
が
あ
る
。
自
然
に
ロ
か
ら
出
る
ん
だ



ろ
う
か
。(
菅
原)

烏
な
き
が
悪
い
と
人
が
死
ぬ
と
い
う
。(
行
沢)

妙
義
神
社
に
務
め
て
い
た
八
十
歳
の
祖
父
が
、
死
に
そ
う
に
な
っ
た
最
後
の
こ 

と
で
あ
る
が
、
「神
様
が
体
か
ら
離
れ
た
か
ら
死
ぬ
」
と
い
い
、
仕
度
を
改
め
て
祝 

祠
を
上
げ
な
が
ら
終
っ
た
。

カ
ラ
ス
の
一
声
鳴
が
あ
る
と
人
が
死
ぬ
。

正
月
棚
の
飾
物
を
間
違
う
と
死
ぬ
。

ロ
ー
ソ
ク
が
風
も
な
い
の
に
消
え
る
と
死
ぬ
。

葬
列
の
棺
が
傾
く
と
不
吉
な
事
が
あ
る
。

茶
腕
が
自
然
に
割
れ
る
と
不
吉
な
こ
と
が
あ
る
。

な
ど
と
い
わ
れ
た
。(
妙
義)

人
魂 

水
色
の
よ
う
な
青
色
で
、
い
ろ
い
ろ
の
形
に
尾
を
ひ
い
て
と
ん
で
ゆ
く
。
 

死
ん
だ
人
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
屋
根
か
ら
出
る
と
い
う
。(

下
高
田
字
本
村)

家
の
ひ
さ
し
か
ら
径
十
五
セ
ン
チ
の
火
塊
が
上
に
昇
り
、
三
回
廻
っ
て
墓
の
方 

に
飛
ん
で
行
っ
た
。
丸
い
青
赤
色
の
一
間
半
位
の
長
さ
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
朝
早 

く
家
の
某
が
死
ん
だ
か
ら
カ
ミ
の
方
に
ィ
ィ
ツ
ギ
を
出
し
て
く
れ
と
い
わ
れ
た
。

(

下
高
田)

お
百
度
詣
り 

伏
見
神
社
に
詣
り
祈
禱
し
て
も
ら
う
。
ま
た
上
高
田
字
十
二
の 

熊
野
神
社
に
某
家
の
一
人
娘
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
お
百
度
詣
り
し
た
ら
治
っ 

た
と
い
う
。(

下
高
田)

魂
呼
び 

昔
は
死
に
そ
う
な
病
人
が
い
た
場
合
に
、
魂
呼
び
が
行
な
わ
れ
た
。
 

そ
れ
は
、
そ
の
病
人
の
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
家
か
共
同
の
井
戸
で
、
底
に 

向
っ
て
呼
ん
だ
。
こ
れ
を
行
な
う
人
は
近
所
の
人
た
ち
だ
っ
た
。

死
期
が
近
い
よ
う
な
人
の
こ
と
を
「影
が
う
す
い
」
と
い
っ
た
。

死
ぬ
と
身
内
の
者
の
家
に
大
き
な
音
が
す
る
。
そ
の
音
は
床
板
を
剝
ぐ
よ
う
だ 

と
も
、
二
階
で
人
が
跳
ね
る
よ
う
だ
と
も
言
っ
た
。(
妙
義)

魂
呼
び
と
い
っ
て
井
戸
で
笠
を
さ
し
て
大
声
で
呼
び
戻
す
こ
と
を
し
た
。(

下
高 

田)

オ
カ
オ
カ
ク
シ 

死
者
が
出
る
と
神
棚
に
他
人
が
す
る
。
こ
の
と
き
酒
を
コ
ツ 

プ
に
一
杯
供
え
、
三
•

七
日
位
そ
の
ま
ま
お
く
。
オ
カ
オ
カ
ク
シ
し
た
人
に
こ
の 

酒
で
オ
キ
ヨ
メ
を
し
て
も
ら
う
。(

上
高
田)

人
の
死
が
あ
る
と
笹
葉
を
神
棚
に
く
い
ち
が
い
に
立
て
る
。
こ
れ
は
身
内
の
者 

で
な
く
他
人
が
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。(

下̂

一
冋
田)

不
幸
が
あ
る
と
、
死
者
の
穢
れ
が
大
神
宮
さ
ま
に
及
ば
な
い
よ
う
に
、
笹
の
葉 

で
神
棚
の
大
神
宮
の
札
を
覆
う
。
オ
カ
オ
カ
ク
シ
と
い
う
。(
中
里)

枕
が
え
人
が
息
を
ひ
き
と
る
と
、
ま
ず
北
枕
に
し
て
、
白
布
を
顔
に
か
ぶ
せ 

る
。
身
体
の
上
に
刃
物(
鎌
と
か
な
た)

な
ど
を
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
魔
物(

猫 

な
ど)

除
け
だ
と
い
う
。
神
だ
な
に
サ
サ(
竹)

を
の
せ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

死
者
を
北
を
枕
に
寝
せ
、
刃
物
を
マ
ヨ
ケ
と
し
て
布
団
の
上
に
置
く
。
死
者
の 

魂
を
獣
、
特
に
猫
が
さ
ら
い
に
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

下
高
田)

死
者
は
枕
が
え
し
の
と
き
新
し
い
俵
の
上
に
布
団
を
敷
き
、
そ
の
上
に
ね
か
せ 

た
。(
上
高
田)

オ
ダ
ン
ス 

女
衆
が
玄
米
を
石
臼
で
ひ
い
て
粉
と
し
、
こ
れ
で
作
る
。
こ
れ
に 

は
両
面
を
押
し
て
凹
み
を
つ
く
る
の
と
、
片
面
押
し
て
凹
め
る
の
と
あ
る
が
、
後 

者
を
茶
わ
ん
に
山
盛
に(

オ
ツ
タ
カ
モ
リ)

入
れ
る
。
こ
れ
は
葬
式
の
行
列
で
持
っ 

て
行
き
、
埋
め
る
と
き
棺
の
上
に
ま
け
、
そ
の
上
に
土
を
か
け
る
。
こ
の
オ
ダ
ン 

ス
を
ゆ
で
る
の
は
、家
の
裏
な
ど
普
通
で
な
い
場
所
で
五
徳
の
上
に
の
せ
て
す
る
。
 

使
っ
た
道
具
は
暫
く
用
い
な
い
。
い
ら
な
い
よ
う
な
ナ
ベ
を
用
い
た
と
き
は
、
終 

る
と
捨
て
る
。
枕
飯
も
玄
米
を
洗
わ
な
い
で
家
の
外
で
煮
る
。
オ
ダ
ン
ス
を
ゆ
で 

た
道
具
を
用
い
る
。
仏
様
に
進
ぜ
る
オ
ツ
ユ
は
作
ら
ず
、
た
だ
の
水
を
あ
げ
る
だ 

け
で
あ
る
。(

下
高
田)

枕
団
子
の
こ
と
。
こ
の
粉
は
冬
ひ
い
て
お
け
、
と
い
っ
た
。
お
繭
玉
の
と
き
の 

も
の
は
く
さ
ら
な
い
の
で
一
升
分
は
と
っ
て
お
け
と
い
っ
た
。
そ
の
粉
で
、
中
央 

を
く
ぼ
め
て
お
く
。
死
者
が
あ
の
世
に
行
き
な
が
ら
、
こ
れ
で
水
を
飲
む
た
め
で 

あ
る
。
数
は
き
ま
っ
て
い
な
い
が
、
た
く
さ
ん
つ
く
る
。
な
お
一
七
日
の
オ
ダ
ン 

ス
は
、
上
•

下
か
ら
く
ぼ
み
を
つ
け
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)



枕
だ
ん
ご
は
玄
米
を
挽
い
て
粉
に
し
て
作
る
。
九
個
と
も
十
二
個
と
も
い
う
。
 

死
者
の
背
骨
の
数
だ
け
作
る
と
も
言
う
。
枕
だ
ん
ご
は
、
ま
る
め
た
だ
ん
ご
を
、
 

拇
指
と
人
さ
し
指
で
押
し
て
、
く
ぼ
み
を
つ
け
る
。
仏
さ
ん
が
十
万
億
土
へ
行
く 

途
中
、
忙
し
い
の
で
、
こ
の
だ
ん
ご
の
く
ぼ
み
で
水
を
飲
む
と
い
う
。(
中
里)

死
者
の
膳 

玄
米
を
煮
て
お
高
盛
り
に
し
、
箸
は
二
本
た
て
る
。
オ
タ
カ
モ
リ 

は
え
び
す
こ
う
の
と
き
も
す
る(
嶽)

。
膳
は
タ
ツ
ゼ
ン
、
ヒ
ダ
リ
ゼ
ン
。
ウ
ブ
タ 

テ
ノ
メ
シ
も
オ
タ
カ
モ
リ
で
あ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

枕
飯 

ご
は
ん
。
玄
米
を
洗
っ
て
煮
る
。
死
者
が
生
前
使
っ
て
い
た
茶
椀
に
、
 

七
分
目
ぐ
ら
い
盛
る
。
囲
炉
裏
や
カ
マ
ド
は
使
わ
ず
に
、
土
間
に
五
徳
を
お
い
て
、
 

鍋
を
か
け
て
煮
る
。
湯
灌
の
湯
も
こ
の
鍋
で
わ
か
す
。
枕
だ
ん
ご
も
こ
の
鍋
で
作 

る
。
五
徳
と
鍋
は
、

一
週
間
は
使
用
し
な
い
。(
中
里)

通
夜
死
者
の
子
供
、
身
内
の
者
、
ツ
ゲ
に
行
っ
た
村
の
人
な
ど
で
す
る
。

一
 

晩
中
線
香
を
立
て
る
も
の
だ
と
い
っ
た
。
今
で
は
他
家
の
人
は
九
時
頃
ま
で
い
て 

あ
と
は
子
供
達
で
す
る
。(

下
高
田)

㈡

葬 

送

葬
式 

組
の
人
が
一
切
と
り
し
き
っ
て
行
な
う
。
墓
穴
を
掘
る
こ
と
か
ら
、
料 

理
.

会
葬
者
の
受
け
つ
け
、
そ
の
他
事
務
的
な
仕
事
い
っ
さ
い
を
す
る
。
組
は
十 

軒
内
外
で
あ
る
。(
妙
義)

日
向
で
は
上
、
下
、
中
、
南
の
組
単
位
で
全
部
出
て
葬
式
を
す
る
。(
諸
戸
字
日 

向)
部
落
を
上
下
の
組
に
分
け
て
、
葬
家
に
近
い
組
が
勝
手
元
、
そ
の
他
の
役
を
や 

り
、
他
の
組
が
穴
を
掘
る
。(
行
沢)

葬
式
の
順
序
と
し
て
は
、
組
内
の
長
老
格
の
者
に
死
ん
だ
こ
と
を
告
げ
る
。
次 

に
、
そ
の
年
輩
者
、
長
老
な
ど
が
組
内
に
話
す
。
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
組
の
者
が
悔 

や
み
に
集
り
、
施
主
と
葬
式
の
計
画
を
立
て
た
。
期
日
を
決
め
、
神
社
と
の
連
絡
、
 

仕
事
の
分
担
に
か
か
っ
た
。
告
げ
二
人
、
ニ
ワ
バ
、
勝
手
に
分
れ
て
と
り
か
か
る
。
 

告
げ
は
二
人
一
組
で
「
死
者
の
氏
名
、
死
ん
だ
日
時
、
葬
儀
の
日
時
、
場
所
」
を

間
違
い
な
く
告
げ
る
こ
と
に
努
め
た
。
告
げ
の
場
合
は
相
手
方
で
食
事
を
取
る
こ 

と
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
昼
食
な
ど
ー
ー
、
三
回
も
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

か
っ
た
。

ニ
ワ
バ
の
中
の
二
人
が
「穴
掘
り
仲
間
」
と
し
て
穴
を
掘
っ
た
。

葬
列
の
順
序
は
、
灯
籠
、
箒
、
弓
、
五
色
旗
、
葬
儀
旗
、
か
ん
き
、
め
い
き
、
 

柩
の
順
だ
っ
た
。(
妙
義)

葬
式
の
つ
き
合
い 

葬
式
が
で
き
る
と
、
大
久
保
の
ム
ラ
、
全
体
で
手
伝
っ
た
。
 

こ
の
場
合
、
ウ
チ
ジ
ュ
ウ
の
つ
き
合
い
と
、
ホ
ー
ベ
イ
の
つ
き
合
い
と
が
あ
っ
た
。
 

ウ
チ
ジ
ュ
ウ
と
は
ふ
つ
う
、
そ
の
家
の
男
女
二
人
が
出
て
手
伝
う
。
ホ
ー
ベ
イ
は 

二
尸
一
人
出
て
手
伝
う
。
ホ
ー
ベ
イ
は
、
そ
の
後
の
墓
参
り
や
、
四
十
九
日
の
供 

養
な
ど
に
は
参
加
し
な
い
。
香
典
は
現
在
、
ウ
チ
ジ
ュ
ウ
の
っ
き
合
い
の
家
で
三 

千
円
、
ホ
ー
ベ
イ
は
千
円
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。

ま
ず
ツ
ゲ
に
出
る
人
を
決
め
て
、
他
の
人
は
穴
掘
り
と
か
、
そ
の
他
の
係
と
な
っ 

て
手
伝
う
。
し
た
が
っ
て
、
穴
掘
り
に
は
決
め
ら
れ
た
順
番
等
が
な
い
。(

八
木
連 

字
大
久
保)

葬
式
の
諸
役 

死
ぬ
と
、
そ
の
こ
と
を
ま
ず
隣
の
家
に
い
う
。
イ
イ
ツ
ギ
で
組 

内
に
伝
え
て
、
す
ぐ
に
組
内
の
者
が
集
ま
っ
て
く
る
。
葬
送
の
役
に
は
、
以
前
は 

ム

ラ

中(

五
区
、
六
区),

か
ら
出
た
が
、
今
は
人
が
ふ
え
た
の
で
区
ご
と
に
な
っ 

た
。
新
光
寺
の
上
手
と
明
戸
、
下
手
と
明
戸
と
く
ん
だ
。

つ
ま
り
、
下
手
に
葬
式 

が
あ
る
と
明
戸
が
ツ
ゲ
、
上
手
が
穴
ほ
り
、
上
手
に
葬
式
が
あ
る
と
明
戸
が
穴
ほ 

り
、
下
手
が
ツ
ゲ
と
い
う
ょ
う
に
組
ん
で
、
自
分
の
組
で
受
付
と
か
内
ま
わ
り
の 

こ
と
を
し
た
。
い
ろ
い
ろ
の
ツ
ク
リ
モ
ノ
は
ツ
ゲ
に
行
く
組
の
老
人
が
つ
く
っ
た
。
 

ツ
ク
リ
モ
ノ
に
は
花
簧
、
花
た
て
、
五
色
旗
、
手
花
な
ど
が
あ
る
。
オ
ガ
ラ
で 

門
を
つ
く
る
。
こ
れ
を
出
棺
の
と
き
く
ぐ
る
。
な
お
嫁
さ
ん
が
来
る
と
き
に
は
、
 

オ
ガ
ラ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
入
る
。

ツ
ゲ
は
一
組
二
人
。
親
族
の
人
が
計
画
を
た
て
て
ツ
ゲ
組
に
渡
す
。
だ
い
た
い 

は
ム
ラ
内
、
富
岡
方
面
、
オ
ク
リ(

妙
義)

、
下
仁
田
方
面
な
ど
に
わ
け
て
名
簿
を 

つ
く
る
。
モ
ク
ヨ
ケ(

ま
た
は
ニ
ツ
カ
ン)

出
席
者
に
は◎

を
つ
け
て
、
早
く
き



て
も
ら
う
ょ
う
に
い
う
。
ツ
ゲ
に
は
、
 

出
る
と
き
に
オ
ニ
ギ
リ
を
持
た
せ
て
や 

っ
た
り
、
ど
こ
そ
こ
の
家
で
ご
飯
を
も 

ら
っ
て
食
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
お
く
。
 

そ
の
家
に
行
く
と
、
た
い
て
い
は
つ
く 

っ
て
出
し
て
く
れ
る
。
今
は
そ
れ
を
し 

な
い
で
金
で
す
ま
せ
て
し
ま
う
。

(

下
高
田
字
新
光
寺)

葬
式
の
役
づ
き
は
位
牌
は
長
男
、
膳 

は
嫁
、
棺
か
つ
ぎ
は
子
供
、
天
蓋
は
死 

者
と
近
い
人
で
兄
弟
な
ど
、
弓
は
孫
、
 

花
簧
は
い
と
こ
く
ら
い
、
タ
ツ
ガ
シ
ラ 

も
い
と
こ
く
ら
い
、
ィ

キ

キ(
名
旗)

に
は
死
者
の
名
を
書
く
。(
下
高
田
字
新
光
寺)

つ
げ 

か
な
ら
ず
二
人
で
行
く
。
寺
、
親
戚
へ
近
所
の
人
が
手
分
け
で
行
く
。

(
菅
原)

人
の
死
が
あ
る
と
区
長
が
ィ
ィ
ツ
ギ
を
出
し
全
戸(
十
六
戸)

が
寄
り
、
女
衆 

は
家
の
中
の
こ
と
を
し
、
男
は
役
場
、
寺
に
行
っ
た
り
ツ
ゲ
に
出
る
。
ツ
ゲ
は
二 

人
で
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
昼
食
は
並
日
通
行
っ
た
先
で
出
す
こ 

と
に
な
っ
て
い
る
。(

下
高
田)

川
幡
は
十
戸
程
な
の
で
、
ツ
ゲ
に
二
人
一
組
で
出
る
と
五
組
し
か
で
き
な
い
。
 

そ
こ
で 

二
尸
か
ら
二
人
出
た
り
、
小
学
生
が
出
て
二
人
一
組
と
す
る
場
合
さ
え 

あ
っ
た
と
い
う
。(

上
高
田)

村
の
人
を
総
動
員
し
て
都
合
を
つ
け
て
出
て
も
ら
う
。
そ
し
て
ツ
ゲ
は
一
組
二 

人
で
ゆ
き
、
近
年
は
交
通
費
と
い
う
ょ
う
な
こ
と
で
一
人
千
円
ず
つ
持
た
せ
る
。
 

ツ
ゲ
に
は
昼
を
出
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
食
べ
ら
れ
な
い
時
に
は
パ
ン
を
食 

べ
た
り
、
自
転
車
の
パ
ン
ク
代
と
い
う
ょ
う
な
わ
け
で
あ
る
。
も
と
は
行
っ
て
来 

る
と
帳
場
へ
返
し
た
が
、
最
近
は
返
さ
な
い
。(

八
木
連)

葬
式
の
知
ら
せ
は
二
人
で
行
く
。
家
に
入
る
と
、
「早
速
申
し
上
げ
ま
す
。
〇
〇 

さ
ん
が
お
ま
ち
が
い
に
な
っ
た
の
で
、
明
〇
〇
時
、
仏
式
に
よ
り
葬
式
を
執
行
い 

た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と
言
う
。
受
け
た
家
で
は
酒
さ 

か
な
を
用
意
し
て
も
て
な
す
。(
妙
義)

ツ
ゲ
は
二
人
で
行
く
。
葬
式
の
準
備
、
執
行
に
は
組
の
者
が
あ
た
る
。
し
か
し 

ツ
ゲ
に
行
く
の
は
隣
の
組
の
人
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
蟹
沢
の
人
が
死
ぬ
と
、
隣 

の
堰
下
又
は
中
村
の
人
が
ツ
ゲ
に
行
く
。
葬
儀
の
時
刻
等
を
書
い
た
紙
を
持
っ
て 

行
き
、
そ
れ
を
置
い
て
く
る
。
口
頭
で
知
ら
せ
る
場
合
も
あ
る
。
着
物
は
マ
チ
ギ 

を
着
て
行
く
。
立
っ
た
ま
ま
用
件
を
伝
え
、
腰
を
か
け
な
い
で
立
ち
去
る
。
立
っ 

た
ま
ま
も
の
を
言
い
つ
け
る
と
「
ツ
ゲ
の
よ
う
だ
」
と
言
う
。(
中
里)

棺 

棺
を
作
る
に
は
六
尺
の
板
で
「
六
尺
の
切
り
回
し
」
と
い
っ
て
、
必
ず
六

尺
の
範
囲
で
作
る
こ
と
だ
っ
た
。
た
て
、
ょ
こ
の
関
係
で
長 

さ
を
決
め
た
。■

棺
の
釘
は
打
ち
方
も
異
っ
て
い
た
。
同
じ
方 

向
か
ら
は
打
た
な
か
っ
た
。(
妙
義)

モ
ク
ヨ
ケ 

湯
灌
の
こ
と
。
親
し
い
人
で
行
ぅ
。
汚
い
も 

の
を
片
づ
け
て
か
ら
だ
を
ふ
い
て
や
る
。
そ
の
時
の
湯
は
、

か
ま
ど
を
使
わ
ず
、
庭
に
三
又
に
組
ん
だ
木
に
鍋
な
ど
を
つ
る
し
て
わ
か
す
。
竹 

と
か
木
と
か
う
る
さ
く
い
わ
な
い
が
、
竹
と
木
の
箸
を
交
え
て
使
う
こ
と
は
禁
忌 

に
な
っ
て
い
る
。
湯
灌
の
湯
を
う
す
め
る
の
に
、
先
に
水
を
入
れ
て
そ
の
中
に
湯 

を
入
れ
て
使
う
。
こ
れ
を
サ
カ
サ
水
と
い
い
、
平
素
は
禁
忌
に
な
っ
て
い
る
。

(

下
高
田
字
新
光
寺)

穴
掘
り 

三
ツ
屋
前
は
耕
地
が
下
組
と
上
組
と
に
分
れ
て
い
る
が
、
下
組
に
葬 

式
が
出
る
と
上
組
の
者
が
穴
掘
り
を
す
る
。
施
主
が
場
所
を
指
定
し
、
穴
掘
り
に 

は
一
升
出
す
。
墓
地
を
買
う
と
い
っ
て
十
円
玉
を
石
塔
に
進
ぜ
て
か
ら
穴
を
掘
る 

こ
と
も
あ
る
。
穴
掘
り
に
対
す
る
オ
キ
ョ
メ
の
と
き
の
特
別
の
処
遇
は
な
い
。(

下 

高
田)穴

掘
り
を
ニ
ワ
バ
と
い
う
。
下
組(

山
下)

に
死
者
が
で
る
と
中
組(
左
京
組)

ヽ
 

中
組
の
と
き
は
上
組(

谷
津
組)

、
上
組
の
と
き
は
下
組
が
掘
る
。
男
衆
に
酒
一
升
、

葬式の竜頭(中里)(菅根堂)

(撮影阿部孝)



お
茶
菓
子
、
む
す
び
が
出
る
程
度
で
あ
る
。(
上
高
田)

葬
式
の
時
の
穴
掘
り
は
、
村
の
中
で
四
人
ず
つ
順
番
で
番
に
あ
た
る
。
近
親
の 

と
き
は
番
を
く
り
こ
し
て
も
ら
つ
て
お
き
、
次
回
の
と
き
番
を
す
る
。(

八
木
連)

川
幡
は
戸
数
が
少
な
い
か
ら
、
ツ
ゲ
か
ら
早
く
帰
つ
た
者
か
ら
穴
掘
り
を
す
る
。
 

穴
掘
り
し
た
者
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
は
な
く
、
施
主
が
酒
を
出
し
た
り
、
終
え 

て
帰
つ
て
き
て
家
に
入
る
と
き
、
庭
で
オ
キ
ヨ
メ
を
す
る
程
度
で
あ
る
。(
上
高
田) 

穴
掘
り
は
四
人
ず
つ
、
順
に
や
る
。
埋
め
た
あ
と
、
竹
を
刃
物
で
割
ら
な
い
で
、
 

石
塔
の
角
で
割
り
、
目
は
じ
き
を
立
て
て
か
ら
帰
る
。
お
昼
は
持
つ
て
行
つ
て
や 

る
。(
菅
原)

穴
掘
り
は
東
組
、
西
組
で
相
互
に
、
回
り
番
で
四
人
一
組
で
穴
掘
り
を
行
な
つ 

た
。
こ
の
人
た
ち
の
食
事
は
、
む
す
び
で
、
酒
は
徳
利
で
一
本
ず
つ
と
決
つ
て
い 

た
。(
中
里
字
北
山•

菅
原)

穴
掘
り
番
は
全
戸
で
四
軒
ず
つ
回
り
番
で
出
る
。
記
帳
す
る
帳
面
が
あ
る
が
、
 

個
人
で
預
か
る
の
は
嫌
な
の
で
随
応
寺
で
預
つ
て
も
ら
つ
て
い
る
。(
諸
戸
字
日 

向)
葬
式
用
具 

普
通
死
者
は
タ
テ
ガ
ン
で
あ
つ
た
。
遺
言
に
ょ
る
場
合
に
限
り
ネ 

ガ
ン
と
し
た
。
仏
に
は
杖
は
持
た
せ
な
か
つ
た
。

コ
ン
ゴ
ウ
杖
と
い
ぅ
が
、
子
供 

か
孫
が
竹
の
杖
を
持
つ
て
見
送
つ
た
。(
中
里
字
北
山.

菅
原)

金
剛
杖
は
親
戚
全
部
が
持
つ
。(
下
高
田
字
新
光
寺)

ハ
ナ
カ
ゴ
を
初
め
葬
式
具
類
は
隣
組
の
人
が
作
る
。
輿
(

タ
テ
棺
用)

は
千
福 

寺
、
三
ツ
屋
、
久
原
、
虻
田
部
落
共
有
で
、
お
堂
に
置
い
て
あ
る
。
昔
は
縦
棺
が 

多
く
、
昭
和
に
な
つ
て
か
次
第
に
寝
棺
に
な
つ
た
。(

下
高
田)

デ
ハ
ノ
ゴ
ハ
ン 

葬
送
に
先
だ
つ
て
お
鉢
に
飯
が
ま
わ
つ
て
き
て
こ
れ
は
一
本 

箸
で
食
べ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

デ
ハ
ノ
ゴ
ハ
ン
は
出
棺
前
の
お
経
を
あ
げ
て
い
る
間
に
重
箱
に
入
れ
て
参
列
者 

の
間
を
回
す
。
箸
二
本
つ
い
て
い
る
が
、
わ
ざ
と
た
べ
る
だ
け
で
あ
る
。(

下
高
田) 

シ
ラ
セ 

葬
式
が
出
る
と
き
は
、
坊
さ
ん
の
オ
ガ
ミ
が
は
じ
ま
る
と
、
組
の
シ 

が
鐘
と
太
鼓
を
打
つ
て
ム
ラ
内
を
ま
わ
る
。
す
る
と
ム
ラ
内
の
人
が
出
て
見
送
つ

て
く
れ
る
。
こ
れ
を
シ
ラ
セ
と
い
う
。

ま
た
シ
ラ
セ
は
、
サ
サ
ド
ウ
ロ
ウ
の
先 

に
出
て
鐘
と
太
鼓
を
う
つ
。
途
中
三
本
辻 

な
ど
で
花
箸
を
ゆ
す
っ
て
、
中
に
あ
る
金 

と
色
紙
を
落
し
て
参
列
者
に
拾
っ
て
も
ら 

う
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

オ
ク
リ
念
仏 

葬
式
の
時
に
は
葬
列 

と
一
緒
に
念
仏
を
し
な
が
ら
送
っ
て
い 

く
。
棺
を
い
け
る
間
も
念
仏
を
し
て
い
る
。
 

夜
ま
た
十
三
仏
の
念
仏
な
ど
す
る
。(
諸
戸 

字
日
影)

葬
列
が
出
る
と
き
、
葬
式
念
仏
組
の
女 

シ
が
棺
の
あ
と
を
く
っ
つ
い
て
い
っ
た
。

帰
っ
て
き
て
家
の
中
で
も
念
仏
を
唱
ぇ
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

出
棺 

デ
ェ
の
縁
側
か
ら
出
る
。
こ
の
と
き
オ
ガ
ラ
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
。
墓S

 

に
着
く
と
左
回
り
に
三
回
ま
わ
る
。•

な
か
に
は
川
原
で
回
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
士 

久
保
で
は
ィ
ン
ド
ウ
バ
で
、
山
下
で
は
お
堂
の
前
で
回
る
。
坊
さ
ん
は
ゴ
ザ
に
坐
っ 

て
読
経
し
、
参
列
者
は
焼
香
す
る
。(

下
高
田)

オ
ガ
ラ
は
祝
儀
不
祝
儀
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
オ
ガ
ラ
の
鳥
居
を
作
っ
て
死 

者
の
棺
を
く
ぐ
ら
せ
て
家
か
ら
出
す
。
ご
祝
儀
は
オ
ガ
ラ
の
タ
ィ
マ
ツ
を
燃
し
て 

門
盃
を
す
る
。(
諸
戸
字
日
影)

出
棺
後
に
座
敷
を
は
き
出
す
。
だ
か
ら
平
素
人
が
帰
っ
た
あ
と
す
ぐ
掃
き
出
す 

も
の
で
は
な
い
と
い
ぅ
。
も
っ
と
も
ご
祝
儀
の
と
き
も
、
も
ぅ
帰
っ
て
く
る
なA

 

い
っ
て
嫁
が
出
た
あ
と
を
は
き
出
す
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

仏
式
出
棺
役
付
順
位 

左
は
下
十
二
の
場
合
の
、
仏
式
に
ょ
る
葬
列
の
順
位
笙

で
あ
る
。一

、 
弓

二
、 
先
燈
竜

念仏鉦(中里)(撮影 阿部 孝)



三
、 
竜
頭

四
、 
花
菴

五
、 
布
旗

六
、 
笹
旗

七
、 
弔
旗

八
、 
花
輪

九
、 
供
物 

一
〇
、
手
花 

二

、
奠
湯 

ー
ニ
、
奠
茶

一
三
、 
杖

一
四
、 
香
箱

一
五
、 
膳

一
六
、 
位
牌

一
七
、 
写
真

一
八
、 
銘
旗

一
九
、 
墓
標 

二
〇
、
棺

ニ
ー
、
天

蓋
(

上
高
田
字
下
十
二)

葬
列 

銘

旗.

先
灯
簧
〜
花
菴
〜
龍
頭
〜
五
色
旗
〜
色
旗
〜
弔
旗
〜
花
輪
〜
手 

花
〜
杖
〜
奠
湯
〜
奠
茶
〜
写
真
〜
香
箱
〜
膳
〜
位
牌
〜
棺
〜
天
蓋

子
供
な
ど
仏
に
近
い
関
係
の
人
で
、
天
蓋
と
棺
か
つ
ぎ
の
人
計
五
人
は
三
角
形 

の
布
を
額
に
つ
け
、
こ
れ
は
棺
と
一
緒
に
埋
め
る
。
奠
湯
は
コ
ッ
プ
に
白
湯
、
奠 

茶
は
普
通
の
お
茶
。
棺
は
家
を
出
る
と
き
オ
ガ
ラ
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
。(

上
高
田)

神
葬
祭 

明
治
十
八
年
ま
で
仏
式
で
ぁ
っ
た
が
、
現
在
は
神
葬
祭
で
ぁ
る
。
土 

葬
で
寝
棺
で
頭
は
北
に
向
け
る
。
午
前
中
に
は
出
棺
し
な
い
。
日
没
に
な
っ
て
か 

ら
出
し
た
。
土
は
身
内
の
者
が
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

棺
を
担
ぐ
者
は
、
子
供
か
、
兄
弟
な
ど
近
い
者
か
ら
担
い
だ
。

死
者
の
襟
は
左
前
に
し
て
少
し
、
ほ
ぐ
し
て 

お
い
た
。
足
袋
の
底
は
取
り
除
き
、

一
部
を
ほ 

ぐ
し
て
お
く
。
こ
は
ぜ
は
取
っ
て
お
い
た
。
旅 

費
と
し
て
六
文
銭
を
入
れ
て
や
っ
た
。
杖
は
棺 

の
中
に
入
れ
な
い
。
し
か
し
、
葬
列
の
際
に
持 

っ
て
行
っ
た
。

一
番
身
近
か
の
者
が
杖
を
持
っ 

た
。葬

列
の
順
序
は
、
先
頭
が
御
神
火
で
灯
ろ
ぅ 

を
竹
に
吊
し
て
持
っ
た
。
二
番
目
が
箒
、
三
番 

目
が
弓
矢
で
、
道
引
き
地
蔵
の
前
で
孫
が
北
方 

と
南
方
に
矢
を
放
つ
。
四
番
目
が
五
色
の
旗
で
、
 

こ
の
先
に
剣
ほ
こ
が
つ
い
て
い
た
。
死
者
が
老 

人
だ
と
こ
の
旗
を
も
ら
ぅ
人
が
い
た
。

棺
を
担
ぐ
者
は
、
座
敷
か
ら
わ
ら
ぞ
う
り
を
履
い
て
降
り
た
。
こ
の
、
ぞ
う
り 

も
死
者
が
年
寄
り
だ
と
、
式
後
捨
て
た
も
の
を
拾
う
者
が
い
た
。
養
蚕
に
使
用
す 

る
と
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。(
妙
義)

埋
葬 

寺
の
庭
か
墓
地
の
前
の
六
地
蔵
で
、
そ
の
廻
り
を
七
回
く
ら
い
回
る
。
 

略
し
て
今
は
三
回
く
ら
い
。
そ
の
間
は
オ
ッ
シ
ャ
ン(

和
尚)

が
お
経
を
あ
げ
焼 

香
す
る
。
そ
し
て
北
枕
に
な
る
よ
う
に
し
て
埋
め
る
。
棺
は
、
も
っ
こ
に
載
せ
て 

穴
に
下
げ
る
が
、
そ
の
綱
は
必
ず
切
る
。
切
ら
な
い
ま
ま
埋
め
て
は
よ
く
な
い
。
 

親
族
の
人
は
形
式
的
に
ち
よ
っ
と
土
を
か
け
る
だ
け
で
、
あ
と
は
穴
掘
り
役
の
者 

が
埋
め
る
。
竹
矢
来
を
つ
く
る
が
、
こ
れ
を
メ
ッ
パ
ジ
キ
と
い
う
。
山
犬
が
掘
り 

に
来
る
か
ら
、
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
こ
の
メ
ッ
パ
ジ
キ
は
四
十
九
日
ま
で
そ
の
ま 

ま
に
し
て
お
き
、
四
十
九
日
の
ハ
カ
ナ
オ
シ
の
時
処
理
す
る
。
葬
送
後
は
、
人
の 

家
に
よ
ら
な
い
で
帰
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

メ
ハ

ジ

キ(

メ
ッ
パ
ジ
キ)

穴
に
棺
を
入
れ
る
と
身
内
の
者
が
土
を
少
し
か 

け
、
あ
と
は
穴
掘
り
が
土
を
か
け
て
埋
葬
し
終
え
る
と
、
鎌
な
ど
使
わ
ず
に
石
の 

上
で
竹
を
た
た
い
て
割
り
、
墓
の
上
に
立
て
る
。
メ
ハ
ジ
キ
と
い
う
。
死
者
が
大

菅根堂にある仏式葬列札(中里)

(撮影阿部孝)

菅根堂内にある神式葬列札(中里)

(撮影阿部孝)



人
で
も
小
人
で
も
犬
な
ど
に
掘
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
掘
ろ
う
と
す
る
と
は
じ
く
よ 

う
に
や
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
墓
上
に
川
原
石
を
、
石
塔
を
立
て
る
ま 

で
置
く
。(

下
高
田)

清
め 

墓
地
か
ら
帰
る
と
玄
関
ロ
で
身
体
を
塩
を
か
け
、
片
足
ず
つ
タ
ラ
ィ
の 

中
に
入
れ
、
神
棚
の
オ
ン
ベ
ロ
で
祓
う
。
部
屋
に
上
っ
て
坊
さ
ん
が
読
経
し
終
る 

と
身
内
の
者
、
部
落
の
人
が
キ
ヨ
メ
を
す
る
。(

下
高
田)

葬
式
の
本
膳
と
ひ
き
も
の 
①

親
椀.

飯
。②

汁
椀•

汁
。③

猪
口 
(

ま
た
坪) 

煮
豆
。④

平
.

厚
あ
げ
。⑤

皿
、
煮
物
な
ど
。

ひ
き
も
の
の
饅
頭
は
本
膳
に
坐
る
も
の
全
員
に
、
家
々
に
は
、
布
団
か
わ
、
お

茶
、
砂
糖
、
毛
布
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
変
遷
が
あ
る
。

(

下
高
田
字
新
光
寺)

昔
は
葬
式
の
日
に
は
お
客
の
お
昼
に
お
膳
で
食
事
を 

出
し
た
。
煮
つ
け
も
ん
が
主
で
、
シ
ミ
コ
ン(
凍
こ
ん 

に
や
く)

、
ぅ
づ
ら
豆
の
煮
た
も
の
、
厚
揚
げ
、
芋
が
ら 

の
オ
ヨ
ゴ
シ(
ご
ま
み
そ
あ
え)

、
お
葉
の
も
み
漬
け
に

飯
と
汁
だ
っ
た
。(

上
高
田)

い
げ
茶 

葬
式
の
あ
と
は
い
げ
茶
と
い
っ
て
一
杯
き
り
出
さ
な
い
。(

日
影) 

家
族
の
食
事 

か
ま
ど
が
使
ぇ
な
い
か
ら
、
そ
の
家
の
者
の
食
事
は
、
葬
後
の 

寺
ま
い
り
ま
で
、
後
の
家
な
ど
で
っ
く
っ
て
く
れ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺) 

炉
の
灰 

葬
後
炉
の
灰
を
新
し
く
す
る
。
畑
に
持
っ
て
い
っ
て
ま
い
て
く
る
。
 

厩
肥
と
は
い
っ
し
ょ
に
さ
せ
な
い
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

㈢

葬

後

の

祭

り

寺
ま
い
り
も
と
は
葬
式
の
翌
日
、
今
は
そ
の
日
の
う
ち
に
寺
ま
い
り
を
す
る
。
 

米
一
升
を
ズ
ダ
袋(
手
拭
を
二
っ
お
り
に
し
て
ぬ
う
。)

に
五
合
ず
っ
二
っ
に
く 

び
っ
て
入
れ
ふ
り
わ
け
に
し
て
持
参
す
る
。
ま
た
ほ
か
に
お
布
施
、
四
十
九
へ
ィ 

(
茶
椀
に
四
十
九
は
い
の
わ
け)

の
米
を
持
っ
て
あ
い
さ
っ
に
行
く
。(

下
高
田
字 

新
光
寺)

ゴ
ク
ロ
ウ
ヨ
ビ 

葬
式
の
翌
日
、
施
主
は
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
を
呼
ん
で
、
 

ふ
る
ま
っ
た
。
こ
れ
を
ゴ
ク
ロ
ウ
ヨ
ビ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
日
、
餅
を
つ
き
、
 

念
仏
を
と
な
ぇ
た
。
呼
ば
れ
て
来
る
人
は
「
ウ
チ
ジ
ュ
ウ
」
の
っ
き
合
い
の
家
の 

者
だ
け
で
、
メ
シ
ビ
ツ
に
粉
を
一
升
入
れ
て
持
っ
て
行
っ
た
。
ウ
ド
ン
を
持
っ
て 

行
く
家
も
あ
っ
た
。(

八
木
連
字
大
久
保)

オ
ハ
チ
返
し 

葬
式
後
の
供
養
念
仏
の
日
に
、
呼
ば
れ
て
い
く
者
は
、
オ
ハ
チ 

に
小
麦
粉
を
入
れ
て
も
っ
て
行
っ
た
。
「濃
い
っ
き
あ
い
」
の
者
は
、
小
麦
粉
を
多 

く
も
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
施
主
は
ア
ン
の
入
っ
た
餅
を
五
っ
、
オ
ハ
チ 

に
入
れ
て
返
し
た
。
こ
れ
を
オ
ハ
チ
返
し
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
餅
を
念 

仏
玉
と
も
い
っ
て
い
る
。
供
養
念
仏
は
、
む
か
し
は
ひ
と
七
日
の
日
に
ム
ラ
の
女 

衆
が
や
っ
た
。
現
在
、
ひ
と
七
日
の
供
養
は
、
葬
式
の
翌
日
に
す
ま
せ
て
し
ま
う
。
 

(

上
高
田
字
下
十
二)

お
礼 

葬
式
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
村
の
人
に
は
、
仏
の
子
ど
も
や
兄
弟
な
ど 

の
近
親
者
が
、
タ
バ
コ
、

エ
プ
ロ
ン
、
金
一
封
を
出
し
て
く
れ
る
。
人
数
を
見
て 

そ
れ
に
見
合
っ
た
金
額
を
出
す
が
、

一
人
前
五
百
円
く
ら
い
が
平
均
で
あ
る
。
上

墓 地

手前の広場が引導場(葬¥)で、右手に若 

宮八幡宮の祠がある。(諸戸)
(撮影関口正己)

墓 地(大久保)(撮影金子偉一郎)



八
木
連
で
は
こ
の
時
も
ら
っ
た
金
は
区
費
と
し
て
村
の
方
へ
出
し
て
い
る
。(

八
木

連)
念
仏 

葬
式
の
あ
と
や
一
七
日
、
四
十
九
日
の
と
き
二
尸
一
人
ず
つ
出
て
念
仏 

を
や
っ
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
出
れ
ば
嫁
は
出
な
く
て
よ
か
っ
た
。
次
第
に
先 

に
立
っ
て
や
る
人
が
な
く
な
っ
て
や
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
念
仏
講
は
な
い
。

(

上
高
田)

葬
式
に
参
列
し
た
男
子
が
全
部
で
念
仏
を
唱
え
た
。
葬
式
の
晩
に
百
回
「
ナ
ム 

ア
ミ
ダ
ブ
ッ
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ッ
」
と
唱
え
た
。
昭
和
初
期
ま
で
鉦
太
鼓
、
珠
数 

が
あ
っ
た
。(
中
里)

四
十
九
日 

四
十
九
日
の
オ
ダ
ン
ス
も
上
下
か
ら
く
ぼ
み
を
つ
け
、
重
箱
い
っ 

ぱ
い
に
つ
く
り
、
こ
れ
を
お
墓
ま
い
り
の
人
に
五
こ
く
ら
い
ず
つ
分
け
る
。
そ
の 

オ
ダ
ン
ス
は
家
へ
帰
っ
て
か
ら
自
家
の
仏
檀
に
供
え
た
の
ち
み
ん
な
で
食
べ
る
。
 

仏
事
の
団
子
は
す
べ
て
オ
ダ
ン
ス
と
い
う
。

四
十
九
日
に
は
餅
を
つ
く
。

四
十
九
日
の
間
は
、
死
者
の
魂
は
屋
根
の
棟
か
ら
離
れ
な
い
、
と
い
う
。(

下
高

田
字
新
光
寺)

四
十
九
日
に
餅
を
つ
く
。
あ
ん
こ
ろ
餅
を
大
き
く
つ
く
り
四
こ
ず
つ
近
所
に
配 

る
。
親
戚
は
き
て
く
れ
る
か
ら
こ
れ
に
も
四
こ
ず
つ
配
る
。
同
じ
よ
う
な
餅
だ
が
、
 

誕
生
餅
は
五
こ
、
祝
い
は
奇
数
、
不
幸
は
偶
数
で
あ
る
。
隣
り
組
は
き
て
餅
つ
き 

な
ど
手
伝
っ
て
く
れ
る
。
寺
に
も
四
こ
届
け
る
。
兄
弟
、
子
供
に
か
た
み
わ
け
を 

す
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

死
ん
だ
人
の
霊
は
、
四
十
九
日
間
そ
の
家
の
屋
根
棟
か
ら
離
れ
ず
に
い
る
と
い 

う
。
四
十
九
日
に
は
餅
を
つ
い
て
寺
へ
届
け
る
が
、
そ
の
餅
を
つ
く
音
を
さ
せ
な 

い
う
ち
は
、
お
祝
い
の
餅
は
つ
け
な
い
。(

下
高
田
字
本
村)

葬
式
が
終
っ
て
一
七
日
の
と
き
、
坊
さ
ん
に
も
ら
っ
た
六
角
塔
婆
を
墓
の
真
中 

に
立
て
る
。

一
七
日
毎
に
墓
参
す
る
が
そ
の
度
に
石
で
た
た
き
、
四
十
九
日
ま
で 

に
全
部
沈
め
る
。(

下
高
田)

四
十
九
日
に
丸
い
あ
ん
餅
を
つ
き
、
来
て
く
れ
た
人
々
に
食
べ
て
も
ら
う
と
共

に
、
半
紙
に
四
ヶ
位
包
む
。
こ
の
餅
を
つ
く
音
を
聞
か
な
い
と
成
仏
し
な
い
と
い 

う
。
ま
た
こ
の
日
位
牌
あ
げ
と
い
い
、
身
内
、
部
落
の
人
、
仏
に
特
に
関
係
あ
る 

人
に
来
て
も
ら
い
、
読
経
、
墓
詣
り
す
る
。
そ
し
て
埋
葬
の
と
き
墓
上
に
お
い
た 

メ
ッ
パ
ジ
キ
、

ハ
ナ
カ
ゴ
等
。
外
し
て
焼
却
す
る
。(

下
高
田)

キ
ア
ケ
ヨ
ビ 

葬
式
の
あ
っ
た
家
の
者
を
、
「
四
十
九
日
」
頃
、
近
親
者
の
家
が 

呼
ん
で
、
酒
、
肴
で
ご
ち
そ
う
し
た
。
家
中
の
者
が
呼
ば
れ
て
行
っ
た
。
こ
れ
を 

キ
ア
ケ
ヨ
ビ
と
い
っ
た
。
近
親
者
一
同
が
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
家
ご
と
に
や
っ
て 

く
れ
る
の
で
、
時
に
は
、
何
軒
も
の
家
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ 

た
。(

八
木
連
字
大
久
保)

忌
み 

葬
式
に
使
っ
た
道
具
、
と
く
に
穴
掘
り
用
具
は
七
日
間
は
使
ぇ
な
い
。
 

今
で
は
寺
に
用
意
し
て
あ
る
の
で
そ
れ
を
使
う
。

神
社
参
拝
も
、
お
正
月
様
の
お
札
も
、
死
後
一
年
く
ら
い
は
さ
け
た
。
今
は
四 

十
九
日
く
ら
い
で
す
ま
せ
て
し
ま
う
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

葬
式
の
費
用
受
け
付
け
な
ど
で
組
の
人
が
会
計
は
す
る
が
、
費
用
は
す
べ
て 

施
主
も
ち
、
こ
の
ご
ろ
は
子
供
が
た
く
さ
ん
包
む
よ
う
に
な
っ
た
。

香
奠
な
ど 

は
す
べ
て
香
奠
帳
に
つ
け
て
お
く
。
金
以
外
の
反
物(
旗)

と
か
花
な
ど
も
。
ま 

た
か
か
っ
た
費
用
も
つ
け
て
お
く
。
他
日
こ
れ
を
参
考
に
す
る
。

親
族
で
は
こ
の
ほ
か
米
と
か
薪
な
ど
の
必
需
品
を
じ
か
に
持
っ
て
行
く
場
合
が 

あ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

親
が
亡
く
な
る
と
、
子
供
が
話
し
合
っ
て
葬
式
の
費
用
を
出
し
合
う
。
近
所
の 

者
が
会
計
を
し
て
く
れ
る
。(
行
沢)

ハ
リ
金 

葬
式
の
時
子
ど
も
た
ち
が
負
担
す
る
金
の
こ
と
を
ハ
リ
金
と
い
う
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
資
力
に
よ
っ
て
ち
が
う
が
、
昔
は
米
一
駄
分
と
い
っ
た
も
の
で
今
で 

も
ハ
リ
金
は
あ
る
。
上
の
方
か
ら
順
に
出
す
も
の
で
、
多
い
の
は
三
十
五
万
円
と 

い
う
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
十
万
円
く
ら
い
が
多
い
方
で
、
ふ
つ
う
は
二
万 

く
ら
い
。
子
ど
も
た
ち
が
金
を
出
す
か
ら
施
主
は
楽
な
気
で
い
れ
ば
よ
く
、
ナ
ベ 

カ
シ
ゴ
フ
コ
ウ
と
い
う
こ
と
ば
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
御
霊
前
の
袋
で
帳
場
に
出
す 

か
ら
受
付
の
人
し
か
知
ら
な
い
。(

八
木
連)



親
の
葬
儀
に
際
し
施
主
の
手
助
け
を
す
る
意
味
で
、
次
、
三
男
が
負
担
す
る
の 

を
ハ
リ
金
と
い
う
。
従
っ
て
近
し
：；
参
列
者
は
施
主
に
五
千
円
の
香
典
を
出
す
と
、
 

次
、
三
男
に
は
二
千
円
位
香
典
を
出
し
た
。
位
牌
わ
け
は
弔
旗
に
包
ん
で
や
り
、
 

こ
れ
を
背
負
っ
て
い
く
。
位
牌
わ
け
の
と
き
ハ
リ
金
の
一
部
を
返
し
た
。
シ
ュ
ゥ 

ト
ミ
マ
イ
と
い
う
の
は
な
い
。(

上
高
田)

参
列
者
は
香
典
を
施
主
に
出
す
だ
け
で
あ
る
が
、
葬
儀
費
用
は
他
の
弟
妹
も
分 

担
す
る
意
味
で
ハ
リ
キ
ン
を
出
し
、
香
典
の
中
に
一
緒
に
入
れ
る
。
位
牌
わ
け
の 

と
き
施
主
は
他
の
弟
妹
達
に
金
銭
を
は
り
つ
け
て
や
る
。
位
牌
に
対
す
る
線
香
代 

と
し
て
で
あ
る
。(

下
高
田)

シ
ュ
ゥ
ト
ミ
マ
イ 

舅
.

姑
が
死
ぬ
と
、
近
所
の
人
が
金
銭
を
持
っ
て
、
お
見 

舞
に
行
く
。
三
十
五
日
た
つ
と
、
キ

ア

ケ(

忌
明)

と
い
っ
て
、
見
舞
を
く
れ
た 

人
を
招
い
て
ご
ち
そ
う
し
た
。
二
た
七
日
す
ぎ
れ
ば
、
い
つ
で
も
オ
タ
ナ
ア
ゲ(

七 

七
忌)

を
し
て
も
ょ
い
。
二
十
一
日
目
に
四
十
九
日
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
 

(
中
里)

親
が
死
ん
だ
場
合
、
長
男
が
施
主
と
な
り
、

ハ
リ
キ
ン
が
大
変
だ
か
ら
わ
ざ
と 

だ
け
れ
ど
と
い
っ
て
香
典
を
次
、
三
男
の
人
に
直
接
渡
す
。
こ
れ
を
シ
ュ
ー
ト
ミ 

マ
イ
と
い
う
。

ハ
リ
キ
ン
は
次
、
三
男
が
出
し
て
兄
の
手
伝
い
を
す
る
金
銭
を
い 

う
。
今
は
ハ
リ
キ
ン
と
し
て
次
、
三
男
が
十
万
円
出
す
と
、
形
見
分
け
の
と
き
長 

男
は
半
分
位
返
し
て
い
る
。
こ
の
習
俗
は
下
高
田
の
久
原
に
あ
っ
た
が
、
上
高
田 

の
下
川
原
、
山
下
な
ど
に
は
な
い
。(

下
高
田)

イ
ミ
ア
ケ 

嫁
ご
が
不
幸
に
行
っ
て
、
帰
っ
て
く
る
と
、
近
所
の
女
衆
が
、
ヒ 

ア
ケ
と
い
っ
て
、
お
見
舞
き
く
る
。(
中
里)

カ
タ
ミ
ワ
ケ
位
牌
分
け
の
時
に
親
の
か
た
み
を
分
け
る
。
女
衆
の
着
物
、
そ 

の
他
を
分
け
る
が
、
男
の
も
の
は
少
な
い
。(
行
沢)

四
十
九
日
以
後
に
片
身
分
け
を
行
な
っ
た
。(
中
里
字
北
山.

菅
原)

位
牌
嫁
の
親
の
位
牌
は
、
嫁
が
死
ん
だ
ら
そ
の
棺
の
中
に
入
れ
て
や
る
と
い 

う
。
も
ら
っ
て
来
た
位
牌
は
、

い
っ
て
み
れ
ば
ヨ
ソ
モ
ノ
だ
か
ら
そ
う
す
る
と
い 

う
が
、
い
つ
か
そ
う
し
た
ら
切
な
が
る
の
で
ふ
つ
う
は
で
き
な
い
と
も
い
う
。(
上

高
田
字
下
十
ー
ー)

W

年 

忌

年
忌 

四
十
九
日
の
後
百
力
日
、

一
周
忌
、
三
年
忌
、
七
年
、
十
三
年
な
ど
の 

年
忌
が
あ
る
。

三
十
三
年
忌
に 

は
ワ
カ
レ
塔
婆
の 

エ
ダ
塔
婆
を
た
て 

る
。

エ
ゴ
の
木
の 

ー
ー
又
に
な
っ
て
い 

る
の
を
、
二
つ
割 

り
ま
た
は
両
面
を 

削
っ
て
戒
名
を
書 

い
て
墓
に
立
て

る
。
以
後
代
々
で
、
先
祖
と
い
っ
し
よ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

屋
敷
を
守
っ
て
く
れ
る
神
様
が
、
自
然
石
で
祭
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
三 

十
三
年
た
っ
た
人
が
入
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

一
、
三
、
七
、
十
三
、
十
七
、
三
十
三
年
忌
に
ワ
ヵ
レ
塔
婆
を
立
て
る
。
何
の 

木
で
も
よ
い
が
二
岐
の
木
を
山
か
ら
と
っ
て
き
て
、
寺
で
経
文
、
戒
名
等
書
い
て 

も
ら
う
。
山
下
で
は
三
本
辻
に
立
て
て
い
る
。(

下
高
田)

枝
塔
婆 

三
十
三
年
忌
にH

ゴ
の
木
の
二
又
の
を
削
っ
て
、
坊
さ
ん
に
書
い
て 

も
ら
っ
た
枝
塔
婆
を
三
本
辻
に
立
て
る
。
こ
れ
で
親
子
の
縁
が
切
れ
る
と
い
う
。
 

(
上
高
田)

枝
つ
き
塔
婆
は
三
十
三
年
忌
に
立
て
る
と
い
い
、
新
光
寺
で
見
た
の
は
、
ナ
ラ 

の
木
の
枝
塔
婆
で
雑
木
で
よ
く
、
杉
、
松
で
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
。
上
八
木
連 

で
は
な
く
、
下
八
木
連
は
全
部
神
式
な
の
で
見
た
こ
と
は
な
い
。(

八
木
連)

「
三
十
三
年
忌
の
枝
塔
婆
」
と
い
う
。
普
通
の
塔
婆
は
モ
ミ
の
木
だ
が
、
こ
れ 

は
雑
木
で
枝
の
出
た
適
当
な
木
を
三
尺
ぐ
ら
い
切
っ
て
き
て
、

一
面
だ
け
ナ
タ
で

エダ塔婆

(下高田生寿寺裏墓地) 

(撮影都丸十九一)



け
ず
り
、
そ
の
上
を
カ
ン
ナ
を
か
け 

て
な
め
ら
か
に
し
て
字
を
書
け
る
ょ 

う
に
す
る
。
裏
側
は
丸
く
な
っ
た
ま 

ま
で
ぁ
る
。
こ
れ
を
お
寺
へ
持
っ
て 

行
っ
て
坊
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
う
。
 

お
寺
で
書
い
て
も
ら
う
と
金
を
包
ん 

で
行
っ
て
も
ら
っ
て
く
る
。(
諸
戸)

枝
塔
婆
は
三
三
年
忌
の
時
に
ぁ
げ 

る
。
自
分
で
山
か
ら
切
っ
て
来
て
、
 

字
は
お
寺
で
書
い
て
も
ら
う
。
こ
れ 

で
供
養
は
終
り
に
な
る
。(
菅
原)

仏
の
供
養
は
、
三
十
三
年
忌
に
別

れ
塔
婆
を
も
ら
っ
て
き
て
、
た
い
て

い
そ
れ
で
終
る
。
塔
婆 

は
上
部
が
フ
タ
マ
タ
に 

な
っ
て
枝
が
出
て
い
る
。
 

シ
デ
の
木
で
作
る
の
が 

い
い
。
聞
い
た
話
だ
が
、
 

仏
様
は
三
十
三
年
ま
で 

に
思
い
思
い
の
宿
を
か 

り
て
身
に
合
っ
た
い
い 

所
へ
生
ま
れ
変
る
と
い

う
。
三
十
三
年
た
て
ば
寺
と
関
係
な
く
な
り
、
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
。(
行
沢)

三
十
三
年
忌
に
ワ
カ
レ
ト
ウ
バ
を
立
て
る
。
木
の
枝
先
が
二
ま
た
に
わ
か
れ
た 

も
の
を
墓
に
立
て
て
仏
の
供
養
を
す
る
が
、
こ
れ
が
仏
事
の
最
後
で
、
以
後
は
先 

祖
の
仲
間
入
り
す
る
の
で
、
個
人
と
し
て
の
法
事
は
し
な
い
。(
妙
義)

三
十
三
年
の
別
れ
塔
婆
と
い
っ
て
、
人
が
な
く
な
っ
て
か
ら
三
十
三
年
た
つ
と
、
 

そ
の
仏
様
の
供
養
は
し
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
。
そ
の
あ
と
は
御
先
祖
様
の
ほ
う

へ
ま
つ
ら
れ
る
と
い
っ
た
。(

下
高
田)

㈤

そ 

の 

他

葬
式 

明
治
十
八
年
ま
で
仏
教
が
中
心
で
仏
式
だ
っ
た
。
寺
は
白
雲
山
高
顕
院 

石
塔
寺
で
真
言
宗
だ
っ
た
。
現
在
の
妙
義
神
社
の
社
務
所
が
寺
だ
っ
た
。

現
在
は
神
葬
祭
に
な
っ
て
い
る
。
盆
踊
り
は
な
い
。
妙
義
神
社
で
御
嶽
山
の
行 

者
が
火
わ
た
り
、
探
湯
が
行
な
わ
れ
た
。
現
在
も
そ
の
釜
が
社
務
所
の
軒
下
に
ぁ 

る
。(
妙
義)

ダ
ミ 

田
植
、
養
蚕
な
ど
の
忙
し
い
と
き
や
経
済
状
態
の
悪
い
と
き
は
、
仮
埋 

葬
し
て
お
い
て
、
他
日
本
葬
に
す
る
。
こ
れ
を
ダ
ミ
と
い
ぅ
。(

下
高
田
字
新
光
寺) 

墓
地 

菅
根
堂
の
脇
の
墓
地
に
、
胎
児
や
行
倒
れ
の
人
を
葬
っ
た
。
普
通
の
墓

地
で
は
、
入
口
の
方
に
子
供
を
葬
り
、
大 

人
は
奥
に
埋
め
た
。
別
に
子
墓
と
は
い
わ 

な
か
っ
た
。(
中
里)

子

供

墓

地
七
歳
未
満
の
子
供
は
そ
こ 

に
埋
め
る
。
個
人
の
墓
に
も
、
ム
ラ
の
墓 

に
も
子
供
だ
け
の
墓
地
が
あ
る
。(

下
高
田 

字
新
光
寺)

死
者
の
着
物
裾
を
洗
っ
て
北
向
き
に 

干
す
。
な
お
、
死
者
の
着
物
は
川
原
で
燃 

し
た
。(
中
里
字
北
山•

菅
原)

耳

ぷ

さ

ぎ
同
年
の
も
の
が
死
ぬ
と
、
 

焼
餅
で
、
耳
ぷ
さ
ぎ
を
す
る
。
耳
ぷ
さ-
ぎ 

を
し
な
き
や
っ
て
、

い
ぅ
だ
け
で
今
は
し

な
く
な
っ
た
。(
菅
原)

ム
ラ
内
の
同
年
令
の
者
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
馬
の
糞
を
紙
に
包
ん
で
耳 

を
ふ
さ
い
だ
。
い
や
な
こ
と
は
聞
く
な
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。(

下
高
田)

先
祖
供
養 

菅
原
の
養
雲
寺
で
は
檀
家
六
百
戸
以
上
も
ぁ
る
が
、
三
月
十
五
日

三本辻の枝塔婆(下高田)

(撮影池田秀夫)

三本辻の枝塔婆(下高田)

(撮影池田秀夫)

えレゝ児の墓(中里)(菅根堂境内)



に
先
祖
代
々
供
養
の
塔
婆
を
ま
と
め
て
作
っ
て
配
る
。
檀
家
は
二
千
円
ず
つ
納
め 

る
。(

諸
戸
字
木
戸•

久
保)

先
祖
祭
り
と
し
て
は
、
墓
石
を
立
て
た
時
に
集
ま
る
く
ら
い
で
、
毎
年
は
や
ら 

な
い
。(
菅
原)

特
別
先
祖
供
養
は
し
な
い
が
、
三
年
忌
、
七
年
忌
を
す
る
時
に
、

一
緒
に
す
る 

こ
と
が
あ
る
。
お
っ
し
や
ん(

和
尚)

が
経
を
別
に
あ
げ
、
先
祖
代
々
を
供
養
す 

る
塔
婆
も
別
に
作
っ
て
く
れ
る
。
彼
岸
か
命
日
に
す
る
。
近
い
親
戚
を
呼
ん
で
引 

き
物
を
出
す
。

昔

は

「
三
十
三
年
の
捨
て
塔
婆
」
と
い
い
、
こ
れ
を
す
れ
ば
、
後
は
故
人
は
祭 

ら
な
か
っ
た
が
、
今
は
お
寺
で
五
十
年
祭
と
か
百
年
祭
に
当
る
先
祖
を
拾
い
出
し 

て
案
内
を
ょ
こ
す
の
で
、
で
き
る
人
は
す
る
。(
諸
戸)



年

中

行

事

は

じ

め

に

妙
義
町
の
特
色
あ
る
行
事
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
拾
い
出
し
て
ふ
れ
て
み
た
い
。
 

正
月
に
年
神
を
迎
え
る
正
月
棚
は
、
昔
は
毎
年
新
し
い
六
尺
板
を
買
っ
て
用
い 

た
が
、

マ
ツ
は
モ
メ
ル
の
で
、
ス
ギ
の
板
を
選
ん
だ
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
影) 

山
村
な
の
で
大
き
な
板
が
手
に
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

マ
ツ
板
を 

忌
む
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

牟
男
が
正
月
行
事
の
司
祭
者
と
な
る
の
は
、
他
地
区
と
も
共
通
だ
が
、

マ
ツ
の 

枝
や
豆
木
を
し
ば
っ
て
箒
に
な
ぞ
ら
え
、
座
敷
中
を
掃
く
ま
ね
を
し
て
「銭
•

キ 

レ

・
ヨ
ロ
ズ
の
宝
ヲ
掃
キ
集
マ
レ
」
と
唱
え
る
家
が
あ
る
。(
諸
戸
字
日
影)

同
様
に
三
ガ
日
の
朝
早
く
、
主
婦
が
松
葉
で
作
っ
た
箒
を
持
っ
て
、
座
敷
を
右 

回
り
に
三
回
回
り
、
「ゼ
ン
キ
ン
ヒ
ョ
ウ
ロ
ウ
、

ヨ
ロ
ズ
ノ
宝
、
掃
キ
ゾ
集
マ
レ
」 

と
唱
え
る
岩
井
家
の
実
例
も
あ
る
。(

八
木
連)

さ
ら
に
、
六
日
年
に
ス
リ
コ
ギ•

ス
リ
鉢
を
持
っ
て
家
の
中
を
回
る
家
例
も
あ
っ 

た
と
い
う
。(
上
高
田
字
山
下)

勢
多
郡
宮
城
村
の
民
俗
調
査(

昭
和
五
十
五
年
七
月
実
施)

で
報
告
さ
れ
た
粟 

穂
.

稗
穂
の
行
事
に
お
い
て
ィ
ロ
リ
を
回
っ
た
の
と
同
様
の
意
味
を
も
つ
民
俗
と 

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
二
者
は
松
葉
で
な
ぞ
ら
え
た
箒
と
い
う
採
り
物
で
、
 

福
を
招
く
所
作
に
な
っ
て
い
る
点
に
違
い
は
あ
る
が
。
上
高
田
の
よ
う
に
ス
リ
コ 

ギ
.

ス
リ
鉢
が
用
い
ら
れ
た
家
例
は
、
食
物
の
豊
か
さ
を
願
う
気
持
ち
が
、
性
的 

な
意
味
を
含
め
て
も
っ
と
単
的
に
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

正
月
の
食
習
と
し
て
雑
煮
餅
を
食
べ
る
が
、
雑
煮
に
は
必
ず
里
ィ
モ
を
入
れ
る

の
で
、
里
イ
モ
が
入
ら
な
い
と
雑
煮
ら
し
く
な
い
と
い
う(

八
木
連)

。
里
イ
モ
を 

ハ
レ
の
食
物
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
日
の
仕
事
始
め
に
、
畑
に
行
っ
て
ー
ク
ワ
か
ニ
ク
ワ
、
土
を
耕
す
ま
ね
を
す 

る
家
が
あ
る(
本
村)

。
さ
ら
に
、
四
日
に
田
の
水
口
に
、

一
升
ま
す
に
入
れ
た
才 

サ

ゴ
(
米)

と
頭
付
の
魚
を
供
え
て
、
テ

ン

ガ(

手
鍬)

で
ク
ワ
イ
レ
の
ま
ね
を 

す
る
と
も
い
う(
本
村)

。
十
一
日
は
ク
ワ
ダ
テ
行
事
を
す
る
所
が
多
い
が(

行
沢. 

下
高
田
な
ど)

、
正
月
の
仕
事
始
め
と
し
て
み
る
と
、
二
日
や
四
日
に
ク
ワ
ダ
テ
に 

類
し
た
所
作
が
移
行
し
て
も
う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
精
し
く
調
べ
て 

み
た
い
。

な
お
、
ク
ワ
ダ
テ
を
カ
ダ
テ
と
も
い
い
、
カ
ダ
テ
に
供
え
た
オ
サ
ゴ
を
持
ち
帰
っ 

て
、
十
五
日
の
か
ゆ
の
中
に
入
れ
る
所
が
あ
る(

下
高
田)

。
稲
作
の
予
祝
儀
礼
と 

し
て
興
味
深
い
。

四
日
は
嫁
ゴ
の
年
始
日
で
、
初
嫁
の
夫
婦
は
実
家
へ
年
始
に
行
く
が
、
西
上
州 

で
よ
く
聞
く
ナ
ベ
カ
リ
の
行
事
が
こ
こ
で
は
聞
け
な
か
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
た
も
の 

か
ヽ
さ
ら
に
調
べ
た
い
。

六
日
は
年
取
り
で
、
六
日
年
と
い
い
、
山
入
り
を
す
る
。
山
に
行
き
、
小
正
月 

に
用
い
る
マ
ユ
玉
の
木
や
モ
ノ
ヅ
ク
リ
の
ヌ
リ
デ
ン
ボ(

ヌ
ル
デ)

を
伐
っ
て
来 

る
。
隣
接
の
富
岡
市
な
ど
が
五
日
に
す
る
の
に
対
し
、
安
中
市
が
六
日
に
し
て
い 

る
の
で
、
そ
の
方
に
類
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

八
日
は
正
月
が
終
り
、
麦
飯
に
な
る
と
い
う(
菅
原)

。
元
日
か
ら
七
日
ま
で
の 

い
わ
ゆ
る
松
の
内
が
終
っ
て
、
ふ
だ
ん
の
生
活
に
戻
る
意
味
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
 

八
日
に
山
に
入
る
こ
と
を
忌
む
民
俗
が
あ
り
、
同
じ
西
上
州
の
多
野
郡
吉
井
町
で 

八
日
山
を
忌
む
風
習
と
共
通
し
て
い
る
。



•

こ
こ
で
は
「
八
日
に
矢
を
射
っ
て
、
十
二
日
に
矢
が
落
ち
る
」
と
い
う
い
い
伝 

え
が
あ
り(

日
影)
(

古
立)

、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
 

あ
る
い
は
、
有
名
な
百
合
若
大
臣
の
伝
説
で
、
碓
氷
郡
松
井
田
町
五
料
か
ら
射
た 

矢
が
、
山
頂
に
星
穴
を
射
貫
い
て
飛
び
去
り
、
甘
楽
郡
西
牧
村
矢
川(

現
下
仁
田 

町)

に
落
ち
た
と
い
う
い
い
伝
え
と
、
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
は
っ
き
り 

し
な
い
。

こ
の
地
域
は
十
二
日
に
山
の
神
を
祭
る
が
、
北
上
州
一
帯
の
よ
う
に
山
の
神
を 

「十
ー 

ー
様
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
十
二
講
を
す
る
所
が
あ
り(

八
木 

連)
(

菅
原)
(

行
沢)

、
地
名
に
上
十
二•

下
十
二
な
ど
も
あ
る
か
ら
、
古
く
は
十 

二
様
と
呼
ん
だ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
西
上
州
か
ら
南
上
州
に
か
け
て
、
山
の
神 

と
呼
ん
で
十
七
日
に
祭
る
地
帯
が
あ
り
、
接
触
地
帯
と
い
え
よ
う
。
そ
の
点
で
は
、
 

十
二
日
に
山
の
神
を
里
へ
呼
ん
で
ご
ち
そ
う
し
、
十
七
日
に
は
山
へ
お
帰
り
に
な 

る
の
で
、
里
か
ら
山
へ
お
参
り
に
行
っ
て
ご
ち
そ
う
に
な
る
と
い
う
伝
承
が(
諸 

戸
字
木
戸•

久
保)

、
十
二
日
と
十
七
日
と
の
関
係
を
説
く
珍
し
い
い
い
方
を
し
て 

い
る
。
十
七
日
の
行
事
に
つ
い
て
は
伝
え
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

小
正
月
の
マ 

ユ
玉
づ
く
り
は
、
十
二
日
の
夜
に
米
の
粉
を
こ
ね
て
丸
め
て
置
き
、
 

十
二
日
の
朝
ふ
か
し
て
、
木
の
枝
に
さ
し
て
飾
る
。
十
二
日
を
マ
ル
メ
年
と
い
う 

(
行
沢)

。
マ
ユ
玉
を
さ
し
た
木
は
八
畳
間
に
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
に
枝
を
ひ 

ろ
げ
る
が
、
大
正
月
に
正
月
棚
に
飾
っ
た
ミ
カ
ン•

干
シ
柿•

ス
ル
メ 
•

コ
ン
ブ 

の
ほ
か
、
飾
り
菓
子
ま
で
吊
り
下
げ
る
の
で(
妙
義)

、
豪
華
な
飾
り
物
と
な
る
。
 

養
蚕
地
帯
な
の
で
、
木
を
マ
ブ
シ
と
い
い
、

マ
ユ
が
た
く
さ
ん
付
い
た
形
に
見
た 

て
て
い
る(
行
沢)

。

さ
ら
に
、
十
三
日
に
若
餅
を
つ
い
て
、
長

さ

五

寸(
約
十
五

cm) 

く
ら
い
に
細 

長
く
切
り
、
カ
シ
の
木
の
枝
に
さ
し
て
、
蚕
が
桑
の
葉
を
食
う
形
を
表
わ
す
家
も 

あ
る
。
カ
シ
餅
と
い
っ
て
、
台
所
の
入
口
に
飾
り
付
け
た
り(
諸
戸
字
日
影)

、
大 

黒
柱
に
飾
り
付
け
た
り
す
る(

行
沢)

。
常
緑
樹
の
カ
シ
の
枝
に
マ
ユ
玉
飾
り
を
す 

る
例
は
県
下
に
と
び
と
び
に
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
マ
ユ
玉
は
必
ず
し
も
マ
ユ
の
形
ば
か
り
で
な
く
、
丸
形
が
最
も
多
く
ヽ

里
イ
モ
の
形
な
ど
も
あ
り
、
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
も
い
う
。
養
蚕
だ
け 

で
な
く
、
も
っ
と
幅
のK

い
豊
作
を
予
祝
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

マr
i

玉
を
作
っ
た
時
に
、
イ
ロ
リ
の
ホ
ド
に
二
個
投
入
し
て
、
火
神
様 

に
供
え
る
と
い
う
。
火
神
様
を
ヒ
デ
ン
ボ
サ
ツ
様
と
呼
ん
だ
と
い
う
が(

行
沢)

、
 

都
丸
十
九
一
氏
が
推
定
さ
れ
た
よ
う
に
ホ
ド
の
神
を
普
賢
菩
薩
と
呼
ん
だ
の
で
あ 

ろ
う
。

十
四
日
の
ド
ン
ド
ン
焼
の
時
、
ヌ
ル
デ
の
刀
二
本
を
持
っ
て
行
き
、
小
刀
を
道 

祖
神
に
供
え(

行
沢)

、
あ
る
い
は
、
火
中
し
、
大
刀
は
火
入
れ
し
て
焦
が
し
て
持 

ち
帰
り
、
家
の
玄
関
に
掛
け
て
置
い
て
魔
除
け
と
す
る(

下
高
田)

。
木
刀
を
作
る 

こ
と
が
盛
ん
な
地
域
と
い
え
よ
う
。

ド
ン
ド
ン
焼
の
火
は
、
松
の
燃
エ
ク
ジ
に
移
し
て
家
に
持
ち
帰
り
、
年
よ
り
の 

タ
バ
コ
の
火
に
し
た
り
、
湯
を
沸
か
し
て
茶
を
飲
む
と
丈
夫
に
な
る
と
い
う(

八 

木
連)

。
燃
エ
ク
ジ
は
火
を
消
し
て
屋
根
の
上
に
投
げ
上
げ
て
置
く
と
火
災
除
け
に 

な
る
と
い
い(
中
里)

、
ド
ン
ド
ン
焼
の
灰
を
家
の
回
り
に
ま
い
て
、
蛇•

ム
カ
テ 

除
け
に
す
る
所
も
あ
っ
た(

上
高
田)

。
ド
ン
ド
ン
焼
の
火
は
家
へ
持
ち
帰
る
べ
き 

も
の
だ
っ
た
の
で
、
木
刀
を
焦
が
し
、
燃
エ
ク
ジ
を
拾
い
、
灰
ま
で
持
っ
て
来
る 

民
俗
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

道
祖
神
の
鳥
追
い
行
事
は
、
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
が
、
す
で
に
記
憶
か
ら
消 

え

て
い
た(

行
沢)

。

菅
原
で
は
道
祖
神
祭
り
を
十
六
日
に
行
な
い
、
十
二
人
の
世
話
人
が
出
て
男
女 

の
神
を
木
で
作
り
、
新
婚
の
家
庭
を
巡
っ
て
祝
っ
た(
戦
前
ま
で)

。
道
祖
神
ね
り
、
 

悪
魔
払
い
の
行
事
と
い
う
。
な
お
、
大
牛
で
は
四
月
十
五
日
の
春
祭
り
に
、
若
い 

衆
が
木
で
作
っ
た
男
根
を
持
っ
て
神
輿
行
列
の
先
に
立
ち
、
ゴ
モ
ッ
ト
モ
サ
マ
の 

行
事
を
し
て
い
た
。
奇
習
と
し
て
消
え
去
ら
な
い
う
ち
に
、
記
録
し
て
置
く
必
要 

が
あ
ろ
う
。

正
月
の
終
り
を
示
す
シ
マ
イ
正
月
に
つ
い
て
は
、
十
七
日(
菅
原)

、
二
十
日(

行 

沢)

。
二
十
八
日(
菅
原)

と
、
地
区
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
、
正
月
送
り
の
行
事 

は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
二
十
日
正
月
の
行
事
で
あ
る
わ
ら
仕
事



な
ど
も
聞
け
な
か
っ
た
。
正
月
行
事
も
下
旬
に
な
る
と
、
記
憶
か
ら
薄
れ
た
も
の 

で
あ
ろ
う
か
。

二
月
一
日
を
「次
郎
ノ 

ー
日
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
域
で
は
な
か
っ
た(

行 

沢
な
ど)

。

節
分
の
豆
マ
キ
に
用
い
る
豆
は
ほ
う
ろ
く
で
い
る
が
、
い
り
方
は
三
回
い
る(

下 

高
田)

、
七
回
い
る(

八
木
連)

と
い
う
所
も
あ
り
、
豆
が
生
だ
と
厄
病
神
が
入
る 

と
い
っ
て
忌
ま
れ
る
。
と
く
に
丁
寧
に
豆
を
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

初
午
の
前
夜
を
オ
シ
ラ
マ
チ
と
い
い
、
正
月
の
松
を
取
っ
て
置
い
て
、
ィ
ロ
リ 

で
燃
し
た
家
が
あ
っ
た(
諸
戸)

。
西
上
州
の
奥
多
野
地
方
で
盛
ん
な
行
事
だ
が
、
 

こ
の
地
域
で
も
か
つ
て
は
あ
っ
た
古
い
民
俗
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

初
午
に
は
だ
ん
ご
を
ク
ワ
の
三
つ
ま
た
の
枝
に
さ
し
て
、
神
様
に
供
え
る
と
養 

蚕
が
当
る
と
い
い(

八
木
連)

、

マ
ユ
玉
を
作
り
、

一
升
マ
ス
に
稲
わ
ら
を
敷
い
て 

山
も
り
に
入
れ
て
、
床
の
間
の
蚕
神
様
に
供
え
る
が(

行
沢)

、
初
午
を
蚕
神
祭
り 

と
し
て
、
蚕
神H

オ
シ
ラ
様
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
東
上
仲
の
よ
う
に
、
 

初
午
に
屋
敷
稲
荷
を
祭
る
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

二
月
十
一
日
ご
ろ
、

二
尸
一
人
ず
っ
集
ま
っ
て
、
集
落
の
一
牟
の
行
事
や
定
め 

ご
と
を
す
る
の
を
、
ケ
ィ
ヤ
ク
と
か
春
祈
禱
と
呼
ん
で
い
る(
諸
戸)

。
春
祈
禱
と 

い
っ
て
も
、
別
に
神
主
が
拝
ん
だ
り
は
し
な
い
と
い
う
か
ら(
妙
義)

、
村
落
生
活 

上
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

天
神
講
は
県
下
一
般
に
は
二
月
二
十
五
日
の
菅
原
道
真
の
忌
日
を
中
心
に
行
わ 

れ
る
子
ど
も
の
行
事
だ
が
、
こ
の
地
域
で
は
三
月
二
十
五
日
の
所
も
あ
る(

行
沢)

。
 

し
か
も
、
女
衆
ば
か
り
の
寄
り
合
い
行
事
で
、
餅
を
つ
き
ケ
ン
チ
ン
汁
を
作
っ
て
、
 

男
衆
や
子
ど
も
を
呼
ん
で
ご
ち
そ
う
す
る
所
が
あ
る(
下
高
田
字
本
村)

。
甘
楽
郡 

南
牧
村
磐
戸
で
も
女
子
が
天
神
待
を
し
た
と
い
う
か
ら
、
共
通
し
て
い
る
も
の
で 

あ
ろ
う
。

三
月
節
供
に
は
、
嫁
は
サ
ン
マ
の
干
物
と
ヒ
シ
餅
を
持
っ
て
、
実
家
へ
お
客
に 

行
く (

八
木
連)

。
こ
れ
は
五
月
節
供
に
嫁
が
タ
ラ
の
干
物
を
持
っ
て
お
客
に
行
く 

の
と(

行
沢)

、
対
照
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
節
供
の
魚
を
示
し
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。

彼
岸
に
は
里
イ
モ
が
用
い
ら
れ
る
。
取
れ
秋
の
彼
岸
に
は
「仏
様
が
イ
モ
を
食 

べ
に
来
る
か
ら
、
掘
っ
て
仏
様
に
上
げ
な
」
と
い
い
、
里
イ
モ
を
ゆ
で
て
ダ
ン
ゴ 

に
握
り
、
小
豆
を
塩
あ
じ
に
煮
て
付
け
、
イ
モ
ダ
ン
ゴ
を
作
っ
た
。
春
の
彼
岸
に 

は
「仏
様
が
ク
サ
レ
イ
モ
を
食
べ
に
来
る
か
ら
、
早
く
煮
て
上
げ
な
」
な
ど
と
い
っ 

た
(

上
士 

一)

。
里
イ
モ
を
仏
様
へ
の
供
え
物
と
し
て
重
要
視
す
る
伝
承
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
地
域
で
は
ダ
ン
ゴ
は
丸
形
を
指
で
押
し
て
凹
め
た
も
の
で
仏
事
に 

用
い
、
神
事
そ
の
他
に
用
い
る
も
の
は
オ
ダ
ン
ス(

団
子
？)

と
呼
ん
だ
り
、

マ 

ユ
玉
の
ダ
ン
ゴ
と
呼
ん
だ
り
区
別
す
る
。

彼
岸
の
中
日
に
は
、
天
道
柱
の
所
に
花•

灯
明.

線
香.

水
を
供
え
て
、
お
天 

道

様(

太
陽)

に
無
事
を
お
願
い
す
る
と
い
う(
本
村)

。
天
道
柱
は
座
敷
の
南
の 

縁
側
の
中
央
で
庭
に
面
し
て
立
つ
柱
で
、
七
夕
の
笹
飾
り
も
こ
の
柱
に
結
び
付
け 

ら
れ
る
。
名
称
の
と
お
り
に
、
天
道
柱
の
意
義
が
生
か
さ
れ
て
い
る
民
俗
と
い
え 

ょ
う
。

五
月
節
供
に
つ
い
て
は
、
フ
キ
ゴ
モ
リ
や
「女
の
家
」
な
ど
の
言
葉
は
、
す
で 

に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

ヨ
モ
ギ.

シ
ョ
ウ
ブ
を
軒
に
さ
す
こ
と
は
行
な 

わ
れ
、
こ
れ
ら
の
草
が
三
日
の
う
ち
に
枯
れ
れ
ば
、

い
い
年
に
な
る
と
い
う
年
占 

が

あ
っ
た(
菅
原)

。

昔
は
、
五
月
節
供
に
若
い
衆
が
大
桁
山(
標
高
八
三
六
〇!)

に
登
っ
て
、
ワ
ラ 

ビ
杈
り
を
し
た
と
い
う
。(
下
高
田)

な
お
、
五
月
八
日
に
は
村
中
の
人
が
南
に
そ
び
え
る
稲
含
山(
標
高
ニ
ニ
七
六 

m
)

の
山
開
き
に
登
拝
し
た
と
い
い(
北
山
菅
原)

、

マ
ユ
玉
を
十
五
個
借
り
て
来 

て
、
次
ぐ
年
に
二
倍
に
し
て
納
め
た
と
い
う(

行
沢)

。
稲
含
神
社
の
信
仰
圏
の
広 

が
り
を
示
す
行
事
と
し
て
興
味
深
い
。
妙
義
神
社
北
方
の
天
狗
堂
の
祭
り
は
三
月 

十
七
日
で
、
同
様
に
マ
ユ
玉
を
借
り
て
、
翌
年
二
倍
に
し
て
返
し
養
蚕
倍
盛
を
祈 

願
す
る
行
事
が
、
地
元
の
人
々
に
ょ
っ
て
行
な
わ
れ
た(

行
沢)

。

七
月
農
休
み
の
時
、
初
め
て
の
嫁
は
嫁
ぎ
先
で
着
物
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ 

れ
を
着
て
実
家
へ
お
客
に
行
く
風
習
が
点
り
、
シ
ョ
ゥ
ボ
ン(

生
盆)

と
呼
ぶ(

下 

高
田)

。
勢
多
郡
北
橘
村
な
ど
で
い
う
「生
き
盆
」
の
こ
と
で
、
本
来
は
里
の
生
き



て
い
る
親
を
祝
福
す
る
行
事
と
思
わ
れ
る
。

七
月
十
九.

二
十
日
の
農
休
み
の
こ
ろ
、
天
王
様
の
お
祭
り
が
あ
り
、
村
中
が 

麦
わ
ら
を
持
ち
寄
っ
て
燃
や
す
行
事
が
あ
っ
た
と
い
う(

八
木
連)

。
こ
の
地
域
で 

は
、
七
日
火.

七
晩
ゲ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
門
火
を
燃
や
す
風
習
が
聞
け
な
か
っ
た 

が
、
別
の
形
で
麦
わ
ら
を
燃
す
行
事
が
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

石
尊
行
は
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
で
、
七
月
二
十
八
日
に
下
八
木
連•

行
沢.

北
山 

菅
原
な
ど
、
三
十
日
に
は
大
牛
な
ど
で
、
人
々
が
集
ま
っ
て
ボ
ン
デ
ン
を
立
て
て
、
 

水
を
か
け
合
っ
た
。
そ
の
日
に
悪
魔
除
け
の
八
丁
ジ
メ
を
村
の
境
界
に
立
て
た
。

七
夕
は
八
月
七
日
に
す
る
が
、
笹
飾
り
の
先
端
に
色
紙
を
細
か
く
切
り
込
ん
だ 

ス

カ

リ(
網)

を
飾
る
。
こ
の
先
端
は
流
さ
な
い
で
取
っ
て
置
き
、
菜
•

大
根
の 

畑
に
立
て
て
虫
除
け
に
し
た
り(
行
沢)

、
蚕
が
当
た
る
よ
う
に
呪
い
に
使
っ
た
り 

し
た(

八
木
連)

。
笹
飾
り
は
単
な
る
飾
り
物
で
は
な
く
、
盆
に
迎
え
る
祖
霊
の
ョ 

リ
マ
シ
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
、

マ
ン
ジ
ユ
ウ
を
メ
ン
パ
に
七
個
入
れ
て
笹
飾
り 

の
前
に
供
え
る
家
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う(
大
久
保)

。

七
夕
に
は
雨
が
た
と
え
幾
粒
か
で
も
降
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
日
で
り 

の
時
に
は
七
夕
の
雨
を
待
っ
て
い
た
と
い
う(
菅
原)

。
行
沢
で
も
七
夕
雨
と
い
っ 

て
、
七
夕
に
は
夕
立
が
あ
る
も
の
と
い
う
。
七
夕
様
に
対
す
る
農
民
の
期
待
が
表 

わ
れ
て
い
る
伝
承
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
七
夕
の
日
に
は
菜
ッ
パ
類
を
蒔
く
な
と
い 

う

の

は(
上
士 

一)

、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

七
夕
に
は
メ
ズ
ラ
畑
に
入
る
な
と
い
う
禁
忌
が
佐
波
郡
境
町
な
ど
に
あ
る
が
、
 

忌
こ
も
り
の
行
事
を
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

盆
に
祖
霊
を
迎
え
る
た
め
の
盆
棚
は
、
組
立
式
の
も
の
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
 

四
隅
に
笹
竹
を
立
て
て
チ
ガ
ヤ
の
縄
を
張
る
。
こ
の
笹
竹
の
葉
が
一
枚
だ
け
し
な 

び
な
い
所
か
ら
仏
様
が
上
っ
た
と
い
う(
行
沢)

。
安
中
市
秋
間
の
民
俗
調
査
で
も 

同
様
の
伝
承
が
あ
っ
た
が
、
笹
竹
は
祖
霊
の
ョ
リ
マ
シ
の
働
き
を
し
た
も
の
で
、
 

七
夕
の
笹
竹
と
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

菅
原
で
は
盆
棚
の
チ
ガ
ヤ
の
縄
に
、
寺
の
カ
ヤ
の
木
の
枝
を
吊
す
。
迎
え
た
先 

祖
様
が
蚊
に
食
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
か
や
を
吊
る
の
だ
と
い
う
。
迎
え
る
家
族
の

優
し
い
心
情
が
表
わ
れ
て
い
る
。

盆
棚
に
は
東
上
州
の
家
々
で
ょ
く
敷
か
れ
る
マ
コ
モ
や
カ
ヤ
の
ご
ざ
は
見
ら
れ 

な
か
っ
た
。
か
わ
り
に
新
し
い
盆
ご
ざ
を
買
う
こ
と
で
間
に
合
わ
せ
て
い
る
。
盆 

棚
の
下
に
竹
の
枝
や
杉
の
枝
を
置
い
て
、
無
縁
仏
が
杉
の
葉
の
蔭
で
ご
ち
そ
う
を 

食
べ
る
と
い
う(

行
沢)

。
無
縁
仏
の
ヨ
リ
マ
シ
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

一
方
、
盆
棚
の
下
の
無
縁
仏
に
供
ぇ
た
ボ
タ
餅
を
食
べ
る
と
夏
や
せ
し
な
い
と 

い
っ
て
、
他
家
の
も
の
を
も
ら
っ
て
食
べ
た
と
い
う(

下
十
二)

。
仏
に
供
ぇ
た
も 

の
を
下
げ
て
食
べ
る
こ
と
は
、
ナ
オ
ラ
イ(
直
会)

で
あ
り
、
仏
の
霊
力
を
身
に 

付
け
る
こ
と
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

盆
迎
ぇ
は
家
族
全
員
が
揃
っ
て
カ
ド(

カ
イ
ド)

か
ら
迎
ぇ
る
。
麦
わ
ら
の
迎 

え
火
を
焚
い
て
提
灯
の
ろ
う
そ
く
や
線
香
に
火
を
つ
け
て
家
ま
で
迎
ぇ
て
来
る
。
 

こ
の
時
、
道
の
両
側
に
線
香
を
二
、
三
本
ず
つ
立
て
な
が
ら
家
ま
で
来
て
、
そ
の 

煙
に
乗
せ
て
盆
様
を
迎
ぇ
る
家
が
あ
る(

下
高
田)

。
家
に
つ
く
と
、
庭
先
の
縁
側 

(

ナ
カ
ト
と
い
う)

か
ら
直
接
上
が
る
家
が
あ
り(

八
木
連)

、
盆
棚
に
火
を
移
し 

て
、
盆
様
を
迎
え
た
こ
と
と
す
る
。
縁
側
か
ら
上
が
る
時
、
縁
側
に
ご
ざ
を
敷
い 

て

置

き

「仏
様
ノ
足
洗
イ
水
」
と
い
っ
て
ど
ん
ぶ
り
に
水
を
入
れ
、
ミ
ソ
ハ
ギ
の 

枝
を
入
れ
た
も
の
を
用
意
し
て
置
き
、
ミ
ソ
ハ
ギ
の
枝
で
水
を
振
り
か
け
て
、
仏 

様
に
足
を
洗
っ
て
も
ら
う
の
だ
と
い
う(

下
十
ー 

ー)

〇
丁
重
な
迎
ぇ
方
を
し
て
い
る
。

盆
迎
ぇ
の
夕
食
は
、
盆
棚
の
前
で
家
族
が
食
事
を
す
る
が
、
こ
の
時
、
イ
ワ
シ 

な
ど
の
ナ
マ
グ
サ
も
の
を
食
べ
る
。
盆
様
に
ロ
を
吸
わ
れ
な
い
た
め
だ
と
い
い
、
 

こ
れ
を
盆
魚
と
呼
ん
で
い
る(

下
高
田)

。
多
野
郡
上
野
村
な
ど
で
も
、
盆
魚
は
食 

う
ょ
う
に
い
わ
れ
る
が
、
盆
は
純
粋
な
仏
教
行
事
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て 

い
る
と
い
え
よ
ろ
。

盆
提
灯
に
つ
い
て
、
以
前
は
オ
ガ
ラ
を
三
角
形
に
組
ん
で
障
子
紙
を
貼
っ
て 

作
っ
た
も
の
を
用
い
、
盆
送
り
の
時
に
墓
へ
置
い
て
き
た
と
い
う(
本
村)

。
麻
の 

産
地
で
オ
ガ
ラ
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
が
、
ょ
そ
で
は
聞
か 

な
い
風
習
で
あ
る
。

盆
送
り
は
十
五
日
の
夕
方
に
す
る
が
、
盆
迎
ぇ
と
逆
順
に
、
家
族
が
盆
棚
の
前



で
夕
食
を
す
ま
せ
て
か
ら
、
提

灯•

線

香•

水
•

み
や
げ
物
な
ど
を
持
っ
て
、
縁 

側
か
ら
降
り
て
、
カ
ド
ま
で
送
り
出
し
、
送
り
火
を
焚
く(
諸
戸)

。
盆
棚
は
翌
十 

六
日
に
こ
わ
す
が
、
盆
棚
の
竹
な
ど
を
子
ど
も
が
集
め
て
、
堤
の
端
や
辻
で
燃
す 

所

が

あ

る(
大
久
保•

下
高
田
な
ど)

。
甘
楽
郡
鏑
川
流
域
の
火
ト
ボ
シ
や
百
八
灯 

の
行
事
と
共
通
す
る
も
の
で
、
正
月
行
事
の
ド
ン
ド
ン
焼
に
も
通
じ
る
も
の
と
考 

え
ら
れ
る
。

旧
八
月
一
日(

現
九
月
一
日)

を
八
朔
と
い
い
、
嫁
が
実
家
へ
シ
ョ
ウ
ガ
を
持
っ 

て
行
き
、
帰
り
に
水
汲
み
用
の
ひ
し
や
く
を
貰
っ
て
来
る
。
「
シ
ョ
ウ
が
な
い
嫁
だ 

が
、
す
く
っ
て
く
れ
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
話
も
あ
る
が(
本
村)

、
ど
ん
な
も 

の
だ
ろ
う
か
。

十
五
夜
に
は
ま
ん
じ
ゅ
う•

果

物.

大
根
二
本
を
箕
に
入
れ
て
縁
側
に
供
え
る 

が
、
大
根
は
箸
の
代
り
だ
と
い
う(
妙
義)

。

十
三
夜
は
ス
ス
キ
で
な
く
、
カ
ヤ
の
穂
を
三
本
さ
す
と
こ
ろ
が
十
五
夜
と
異
な 

る
〇神

無
月
の
神
送
り
や
神
迎
え
は
聞
け
な
か
っ
た(
諸
戸)

。
ま
っ
た
く
無
か
っ
た 

の
だ
ろ
う
か
。

鎮
守
吾
妻
屋
神
社
の
秋
祭
り(
宵
祭
り)

の
時
、
う
ど
ん
を
作
る
が
、
ネ
ギ
を 

使
う
な
と
い
う
。
ご
神
体
が
白
蛇
な
の
で
、
ネ
ギ
を
食
べ
る
と
、
蛇
が
腹
の
中
で 

生
き
返
る
と
い
っ
て
、
ネ
ギ
を
忌
む
。
祭
り
の
前
に
香
り
の
強
い
も
の
を
忌
み
慎 

し
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

十
日
夜
に
は
、
昼
間
は
米
粉
の
マ
ユ
玉
を
ま
す
に
入
れ
て
床
の
間
に
供
え
た
と 

い
う
が(

下
十
二)

、
初
午
に
マ
ユ
玉
を
供
え
た
の
と
同
じ
形
で
あ
る
。
夕
方
は
餅 

を
つ
い
て
、
お
供
餅
を
箕
の
中
に
入
れ
、
立
ち
臼
の
所
に
供
え
た(
同
所)

。
箕
に 

入
れ
て
供
え
る
例
は
他
地
区
に
も
あ
る
が
、
臼
の
所
に
供
え
る
例
は
珍
し
い
。
妙 

義
で
は
ア
ン
餅
を
十
個
、
お
天
道
様
に
供
え
る
と
い
う
が
、
ど
ん
な
供
え
方
で
あ 

ろ
う
か
。

カ
ワ
ビ
タ
リ
餅
の
行
事
は
早
く
消
え
た
ら
し
い
。
十
二
月
一
日
は
小
豆
モ
ノ
を 

食
べ
な
い
う
ち
は
、
橋
を
渡
る
な
、
川
へ
行
く
な
と
い
わ
れ
た
。
も
し
、
行
く
と

川
流
れ
に
な
る
と
い
う(

上
十
二)

。
ま
た
、
カ
ビ
タ
リ
餅
は
馬
に
も
食
べ
さ
せ
た 

と

い

う(

下
高
田)

。
川
と
馬
と
の
つ
な
が
ヴ
を
示
す
伝
承
で
あ
ろ
う
。

コ
ト
八
日
と
か
コ
ト
の
日
と
か
い
わ
れ
る
十
二
月
八
日
の
行
事
は
、
早
く
か
ら 

忘
れ
ら
れ
た
ら
し
く
、
名
称
を
聞
い
た
こ
と
も
な
い
人
が
多
か
っ
た(
菅
原)

。

ツ
ジ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ
は
十
二
月
十
一
日
に
、
手
で
握
っ
た
形
の
ダ
ン
ゴ
を
作
り
、
 

萩
の
枝
に
五
個
さ
し
て
、
ト
ボ
グ
チ
に
さ
す
。
鬼
に
ぶ
つ
け
る
た
め
と
い
う
が
、
 

歌
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
珍

ら

し

い(
本
村)

。
ヒ
ツ
ジ
ダ
ン
ゴ.

ニ
ギ
リ
ダ
ン
ゴ 

と
い
っ
た
り(
木
戸.

久
保)

、
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ
と
い
っ
た
り
す
る(
本
村
〇 

期
日
が
貫
前
神
社
の
オ
ミ
ト(
御
戸
開
祭)

の
前
夜
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の 

地
域
の
特
色
で
あ
ろ
う
。

ネ
ズ
ッ
プ
サ
ゲ
は
貫
前
神
社
の
オ
ミ
ト
の
行
事
の
日(
十
二
月
十
二
日)

に
、
 

ヤ
キ
餅
を
作
っ
て
二
ま
た
の
枝
に
さ
し
、
「
い
い
こ
と
を
聞
け
、
悪
い
こ
と
を
聞
く 

な
」
と
唱
え
な
が
ら
、
左
右
の
耳
を
交
互
に
ふ
さ
い
で
か
ら
戸
袋
に
さ
し
た
と
い 

う
(

八
木
連)

。
耳
フ
サ
ゲ
餅
の
行
事
が
加
わ
る
の
は
珍
し
い
。

屋
敷
祭
り
は
現
在
は
十
二
月
十
五
日
が
多
い
が
、
以
前
は
酉
の
日(

八
木
連) 

や
午
の
日(
上
士 

一)

だ
っ
た
と
い
う
。
二
月
初
午
と
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

屋
敷
神
の
オ
カ
リ
ヤ
を
新
し
く
作
り
替
え
た
の
で
、
タ

テ

ジ(
新
築)

の
祝
い
と 

し
て
、

コ

モ

チ(
粉
餅)

を
菱
形
に
切
っ
て
近
所
の
子
に
分
け
て
く
れ
た
り(

上 

十
二)

、
タ
テ
ジ
の
よ
う
に
餅
を
投
げ
る
所
も
あ
る
と
い
う(
上
高
田)

。

屋
敷
の
ツ
ボ
庭
を
ロ
ジ(

露
地)

と
い
い
、
そ
の
中
に
あ
る
オ
シ
リ
ヨ
ウ
様
を 

屋
敷
祭
り
の
時
に
祭
る
家
が
あ
っ
た
の
は(

日
影)

、
オ
シ
リ
ョ
ウ
様
の
分
布
を
知 

る
上
で
興
味
深
い
。

な
お
、
先
祖
を
祭
る
と
い
う
若
宮
八
幡
が
屋
敷
神
の
隣
り
に
あ
り
、
竹
二
本
立 

て
て
シ
メ
縄
を
張
っ
て
、
屋
敷
祭
り
の
時
に
一
緒
に
祭
る(
諸
戸)

。
屋
敷
神.

若 

宮
八
幡•

オ
シ
リ
ョ
ウ
様
と
い
う
三
社
の
関
係
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
そ
う
で 

あ
る
。

ダ
ィ
シ
ッ
ケ
エ(
大
師
粥)

は
お
ひ
つ
に
入
れ
て
あ
げ
、
長
い
萩
の
箸
で
食
べ 

る
と
い
う(
菅
原)

。
こ
の
粥
を
食
べ
る
と
、

ハ
エ
が
い
な
く
な
る
の
で
、

ハ
ィ
オ



ィ
と
い
い
、

ハ
エ
が
「
お
れ
が
帰
っ
た
あ
と
見
や
が
れ
、
寒
く
な
っ
て
い
い
気
味 

だ
」
と
捨
て
ぜ
り
ふ
を
残
し
て
行
く
と
の
こ
と
で
あ
る(

上
高
田
字
山
下)

。
人
間 

と
ハ
エ
と
の
交
流
を
伝
え
て
い
て
興
味
深
い
。

二
十
七
日
は
「女
と
馬
の
年
取
り
」
と
い
い
、
米
飯
に
ケ
ン
チ
ン
汁.

魚
を
食 

ベ
、
馬
や
牛
に
も
米
飯
を
く
れ
る
と
い
う(

日
向)

。
安
中
市
秋
間
地
区
で
も
こ
の 

日

を

「女
と
馬
の
年
取
り
」
と
い
う
。
利
根
郡
で
は
十
二
月
一
日
の
川
渡
り
の
日 

を
馬
の
年
取
り
と
呼
ぶ
が
、
日
が
ズ
レ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

二
十
七
日
に
は
暮
の
大
掃
除
を
し
た
り
、
正
月
用
の
松
迎
え
や
シ
メ
飾
り
を 

作
っ
た
り
す
る
所
が
あ
る
。
山
か
ら
迎
え
て
き
た
松
は
日
影
に
置
き
、
お
頭
付
き 

の
魚
を
二
尾
供
え
て
置
く
と
い
う(

下
十
二)

。
松
は
年
神
の
ヨ
リ
マ
シ
と
し
て
神 

聖
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
十
日
に
は
餅
つ
き
を
し
た
り
、
シ
メ
縄
な
ど
の
飾
り
物
を
作
っ
た
り
す
る(
菅 

原)

。

コ
ジ
ッ
ク
メ
と
い
う
短
い
シ
メ
縄
を
、
二
十
本
と
か
六
十
本
と
か
作
っ
て
、
 

家
の
内
外
の
神
々
に
供
え
る(
諸
戸)

。
こ
の
日
は
か
な
り
忙
し
く
、
正
月
の
準
備 

に
追
わ
れ
た
。

三
十
一
日
の
大
晦
日
は
大
正
月
の
前
夜
に
あ
た
り
、
小
正
月
の
前
夜
の
一
月
十 

四
日
と
と
も
に
、
オ
ミ
タ
マ
様
を
祭
る
家
が
あ
る
。
三
十
一
日
に
は
米
一
合
を
炊 

き
、
む
す
び
に
握
っ
て
メ
ン
パ(
鉢)

に
二
つ
に
分
け
、
箸
四
本
を
立
て
て
仏
壇 

に
進
ぜ
た
。
残
り
の
飯
は
「
ハ
チ
ナ
デ
」
と
い
い
、
古
い
椀
に
も
り
「虚
空
蔵
サ 

ン
ニ
進
ゼ
マ
ス
」
と
い
っ
て
神
棚
の
隅
へ
供
え
る
が
、
ネ
ズ
ミ
に
進
ぜ
る
の
だ
と 

い
う(
大
久
保)

。
オ
ミ
タ
マ
様
は
祖
霊
と
考
え
ら
れ
、
正
月
の
初
め
に
祭
っ
た
も 

の
で
あ
ろ
う
が
、
箸
四
本
は
何
の
意
味
だ
ろ
う
か
。
二
組
の
供
え
物
と
考
え
ら
れ 

る
が
。

本
文
に
お
い
て
は
、
各
項
の
記
述
は
川
上
か
ら
川
下
の
地
域
へ
及
ぶ
ょ
う
に
並 

ベ
て
、
行
事
の
変
化
が
み
ら
れ
る
ょ
う
に
配
慮
し
た
。
上
流
の
旧
妙
義
町
地
区
と
、
 

下
流
の
旧
高
田
村
地
区
と
の
間
に
は
、
か
な
り
の
習
俗
の
差
を
見
る
こ
と
が
で
き 

る
。(
関
口
正
己)

一
 

月

元 

日

年
神 

年
神
様
は
卯
の
日
に
オ
タ
チ(
出
立)

に
な
る
か
ら
、
年
に
よ
っ
て
違 

う
が
、
早
く
卯
の
日
が
来
る方

が
：；
：；

年
で
、
稲
が
よ
く
取
れ
る
と
い
う
。
稲
の 

で
き
が
い
い
と
、
重
い
の
で
一
束
し
よ
っ
て
も
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
だ
と
い
う
。
卯
の 

日
が
遅
く
て
、
年
神
様
が
長
く
い
る
年
は
、
束
は
あ
っ
て
も
実
入
り
が
軽
い
の
で
、
 

よ
く
取
れ
な
い
と
い
う
。
正
月
送
り
の
た
め
の
幣
束
な
ど
は
外
に
は
出
さ
な
い
。
 

(

行
沢)

年
神
様
は
正
月
棚
に
天
照
皇
大
神
と
並
べ
て
祭
る
。
卯
の
日
の
卯
の
刻
に
、
こ 

の
棚
を
取
っ
て
送
り
出
し
た
。(
古
立)

正
月
様
は
卯
の
日
卯
の
刻
に
御
飯
の
オ
タ
キ
ア
ゲ
を
し
て
進
ぜ
た
あ
と
、
庭
に 

送
り
出
し
た
。
年
神
様
が
ア
ガ
ル
と
い
う(

下
高
田)

正
月
様
は
卯
の
日
の
卯
の
刻
に
ア
ガ
ル
と
い
っ
た
。
お
正
月
様
が
あ
ん
ま
り
長 

居
を
す
る
年
は
よ
く
な
い
と
い
っ
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

年
神
棚 

長
さ
六
尺
、
幅
一
尺
の
新
し
い
ス
ギ
板
を
、
竹
二
本
渡
し
て
天
井
か 

ら
吊
し
た
。
毎
年
新
し
い
板
に
す
る
家
と
、
同
じ
板
を
使
う
家
と
が
あ
る
。
ア
キ 

の
方
へ
向
け
る
家
も
あ
る
。
年
神
棚
の
あ
る
一
部
屋
に
七
五
三
に
下
げ
た
シ
メ
縄 

を
張
り
回
す
家
も
あ
っ
た
。
神
棚
に
い
く
つ
か
の
神
を
祭
る
家
も
あ
る
。(
諸
戸
字 

木

戸•

久
保)

年
神
棚
は
昔
は
毎
年
新
し
い
板
を
買
っ
て
来
て
飾
っ
た
。

マ
ツ
の
板
は
も
め
る 

の
で
う
ま
く
な
い
。
ス
ギ
の
一
枚
板
を
買
っ
た
。
長
さ
六
尺
、
幅
一
尺
、
厚
さ
三 

分
の
板
を
使
う
。

板
に
は
左
右
二
か
所
に
縄
を
か
け
て
天
井
か
ら
吊
る
し
た
が
、
向
き
は
家
の
向 

き
に
よ
っ
て
、
東
向
き
や
南
向
き
に
し
た
。
人
が
下
を
通
ら
な
い
所
に
吊
し
た
。
 

エ
ビ
ス
様
の
棚
も
人
が
通
り
抜
け
る
所
な
い
け
な
い
。
下
を
通
っ
て
は
い
け
な
い



と
い
う
。(
諸
戸
字
日
影)

正
月
棚
は
暮
の
二
十
七
日
に
棚
板
を
キ
ヤ
か
ら
買
っ
て
き
て
、
三
十
日
に
新
し 

く
作
っ
た
。
ザ
シ
キ
に
東
向
き
に
作
る
。
そ
し
て
そ
の
前
に
竹
を
渡
し
て
こ
れ
に 

ミ
カ
ン
、
栗
、
ネ
ギ
、
イ
カ
等
を
つ
る
し
、
正
月
十
一
日
ま
で
置
く
。(

下
高
田)

正
月
棚
は
神
棚
の
向
っ
て
左
隣
に
常
設
の
白
木
の
板
幅
一
尺
、
長
さ
二
間
の
吊 

り
棚
で
あ
る
。
こ
こ
へ
年
神
様
を
ま
つ
る
。
年
神
は
伊
勢
の
皇
大
神
宮
で
あ
る
。
 

十
二
月
二
十
七
日
か
二
十
八
日
に
年
神
を
ま
つ
り
、
幣
束
を
両
脇
に
立
て
る
。
正 

月
棚
、
神
棚
に
も
し
め
縄
を
張
る
。
お
松
は
三
十
日
に
飾
る
。

正
月
棚
の
前
に
棚
と
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
の
竹
竿
を
一
本
渡
し
、
そ
こ
へ
、
カ
チ
グ 

リ
、
干
柿
、
ス
ル
メ
、
ミ
カ
ン
、
田
作
り(

ま
た
は
イ
ワ
シ)

、

コ
ン
ブ
を
、
そ
れ 

ぞ
れ
つ
る
し
て
供
え
た
。

棚
に
は
供
え
餅
二
重
ね
、
お
み
き
、
若
水
、
朝
晩
の
食
事
を
家
族
の
食
事
前
に 

供
え
た
。(

下
高
田
字
本
村)

正
月
の
オ
タ
ナ
は
毎
年
松
板
六
尺X

 

一
尺
く
ら
い
の
を
買
っ
て
来
て
、
ザ
シ
キ 

の
北
側
の
隅
に
し
つ
ら
え
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

カ
ド
松
屋
敷
の
入
口
に
松
を
二
本
立
て
る
。
松
グ
イ
を
二
本
立
て
て
、
松
を 

し
ば
り
つ
け
る
家
も
あ
り
、
入
口
に
松
を
針
で
ぶ
つ
け
る
家
も
あ
る
。
松
グ
イ
は 

雑
木
な
ら
何
で
も
い
い
。

マ

キ(

た
き
ぎ)

を
寄
せ
て
、
松
と
竹
を
立
て
る
商
家 

も
あ
る
。(

諸
戸
字
日
影)

門
松
は
三
階
松
で
、
赤
松
を
使
う
。
丈
の
長
い
松
で
、
竹
は
雄
竹
と
雌
竹
を
立 

て
る
。

一
番
下
の
枝
が
ひ
と
芽
の
も
の
が
雄
竹
で
、
二
本
の
も
の
が
雌
竹
、
杭
は 

エ
ゴ
の
木
の
三
尺
五
寸
ほ
ど
の
も
の
が
ょ
い
。
モ
ミ
ソ
は
身
上
を
も
む
の
で
悪
い 

と
い
う
。(
家
に
ょ
っ
て
は
五
、
六
尺
の
長
い
も
の
も
あ
っ
た
。)
(

八
木
連)

門
松
は
ナ
ラ
の
杭
を
そ
え
て
立
て
た
。
ま
た
松
へ
し
ん
ぜ
も
の
を
す
る
と
き
は
、
 

つ
ぎ
つ
ぎ
に
供
え
て
行
っ
て
、
終
っ
た
ら
か
な
ら
ず
も
と
き
た
方
へ
も
ど
っ
て
か 

ら
、
家
の
中
に
入
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
た
。
例
え
ば
家
の
入
口
の
近
く
に
立
て
た 

松
が
、
最
後
の
松
だ
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ
家
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
。(

上 

高
田
字
上
十
二)

カ
マ
神
さ
ま
の
松 

釜
神
様
に
供
え
て
お
い
た
松
は
と
っ
て
置
い
て
、
雹
が
降 

っ
た
時
と
か
、
雷
が
鳴
っ
た
時
、
火
を
つ
け
て
庭
に
ほ
う
り
だ
し
た
。(

下
高
田
字 

久
原)年

男 

そ
の
家
の
お
と
な
で
男
衆
が
や
る
。
ふ
つ
う
は
主
人
公
が
な
っ
た
。
三 

が
日
の
三
度
三
度
の
食
べ
る
こ
と
を
年
男
が
コ
サ
エ
ル(

こ
し
ら
え
る)

家
も
あ 

り
、
女
衆
は
楽
な
も
の
だ
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

年
男
は
一
家
の
世
帯
主
が
す
る
。
年
男
は
正
月
の
家
庭
の
式
を
司
る
男
で
、
元 

旦
か
ら
七
草
ま
で
家
族
の
中
で
一
番
早
く
起
き
る
。
井
戸
か
ら
若
水
を
汲
み
、
そ 

れ
を
正
月
棚
、
門
松
、
屋
敷
神
、
倉
の
前
、
か
ま
ど
、
臼
、
馬
屋
、
井
戸
、
便
所 

に
進
ぜ
る
。
次
に
朝
湯
を
わ
か
す
。
次
に
朝
食
を
作
る
。
朝
食
は
た
い
て
い
の
家 

が
ぞ
う
に
で
あ
る
。(

下
高
田
字
本
村)

若
水 

井
戸
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
年
男(
世
帯
主•

長
男)

が
汲
む
。
そ
れ
で 

雑
煮
を
作
る
。
雑
煮
に
は
、
ゴ
ボ
ウ.

ニ
ン
ジ
ン•

ィ
モ
を
入
れ
る
。
ソ
バ
家
例 

の
家
も
あ
る
。(
菅
原)

若
水
は
年
男
が
「家
中
マ
メ 
(
健
康)

で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
拝
ん
で
、
井 

戸
か
ら
汲
ん
で
、
年
神
様
に
上
げ
た
。(
水
道
は
昭
和

28
年
ご
ろ
か
ら
入
っ
た)

。
 

(
諸
戸
字
日
影)

若
水
は
年
の
一
ば
ん
は
じ
め
の
水
、
年
男
が
家
族
の
寝
て
い
る
う
ち
に
汲
ん
で 

来
て
、
正
月
棚
な
ど
に
進
ぜ
、
炊
事
作
り
に
使
う
。(

下
高
田
字
本
村)

若
水
は
元
日
の
早
朝
、
井
戸
か
ら
水
を
汲
ん
で
、
湯
を
沸
か
し
て
お
茶
を
入
れ 

て
供
え
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

火
元
日
に
は
じ
め
て
カ
マ
ド
に
火
を
燃
や
す
と
き
は
、
成
木
を
燃
や
せ
と
い 

わ
れ
た
。
豆
ガ
ラ
を
燃
や
し
た
。(
上
高
田
字
下
十
二)

朝
湯 

昔
は
た
て
て
、
近
所
を
呼
ん
だ
家
も
あ
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

朝
湯
は
年
男
が
元
旦
の
朝
た
て
家
族
全
体
が
入
る
。
入
り
方
は
、

一
家
の
一
番 

年
長
男
が
入
る
。
そ
の
後
は
誰
が
入
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。(

下
高
田
字
本
村) 

供
え
物
松
飾
り
を
し
た
内
外
の
所
に
、
年
男
が
供
え
物
を
し
て
回
る
。
外
に 

供
え
る
容
れ
物
は
白
メ
ン
パ(
白
木
メ
ン
パ)

で
、
餅
や
大
根
を
細
か
く
切
っ
た



も
の
を
入
れ
て
、
カ
サ
ヤ
ナ
ギ
の
箸
で
供
え
て
回
る
。
家
の
中
の
神
棚•

床
の
間. 

仏

壇.

エ
ビ
ス
大
黒.

カ
マ
神
な
ど
へ
進
ぜ
る
も
の
は
、
メ

ン

パ(

小
メ
ン
パ) 

に
盛
っ
て
進
ぜ
る
。

大
ミ
ソ
カ
か
ら
三
日
ま
で
供
え
た
物
は
、
四
日
に
下
げ
て
お
か
ゆ(

オ
ジ
ャ)

に
入
れ
て
食
べ
た
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

供
え
物
は
年
男
が
重
箱
に
食
べ
物
を
入
れ
て
、
外
の
松
飾
り
に
供
え
て
回
る
。

松
の
葉
ッ
パ
に
う
ど
ん
な
ど
を
引
っ
掛
け
て
く
る
。(
諸
戸
字
日
影)

初
参
り 

妙
義.

中
之
岳.

一
の
宮
な
ど
へ
、
夜
中
に
出
か
け
て
お
参
り
し
た
。
 

男
も
女
も
、
ょ
そ
行
き
着
を
し
て
出
か
け
た
。
神
社
で
は
特
別
に
何
も
出
さ
な
か
っ 

た
が
、
オ
ミ
ク
ジ
を
引
い
た
。

大

歳
(
十
二
月
三
十
一
日)

の
夜
は
寝
な
い
で
、
お
参
り
に
行
き
、
二
年
参
り 

を
し
た
。(
諸
戸
字
日
影)

一
軒
で
年
長
の
男
が
一
人
、
お
寺
と
高
田
神
社
へ
朝
ま
い
り
し
た
。(

下
高
田
字

本
村)年

始
回
り 

十
年
相
ど
前
ま
で
は
、
元
日
に
日
影
全
部
を
回
っ
た
。
元
日
の
朝
、
 

飯
を
食
べ
て
す
ぐ
に
出
か
け
た
。
昔
は
雪
が
あ
っ
た
り
、
泥
道
だ
っ
た
の
で
、
霜 

が
と
け
な
い
う
ち
に
回
ろ
う
と
い
う
の
で
、
下
駄
を
は
い
て
、
普
通
の
支
度
で
歩 

い
た
。
着
物
の
人
も
い
た
。(
諸
戸
字
日
影)

年
始
ま
わ
り
は
一
代
前
の
こ
ろ
は
、
紋
付
き
を
着
て
村
中
を
ま
わ
っ
た
。
そ
の 

年
の
恵
方
を
み
て
最
初
に
行
く
家
を
き
め
る
。
そ
れ
か
ら
は
順
番
に
な
る
。
そ
の 

後
は
、
近
所
、
友
人
、
親
せ
き
を
ま
わ
っ
た
。
現
在
は
一
か
所
に
集
ま
っ
て
新
年 

会
を
す
る
。(

八
木
連)

元
日
に
は
村
中
寄
り
集
ま
っ
て
年
始
を
す
る
。
熊
野
神
社
に
拝
礼
し
た
あ
と
、
 

帳
面
が
あ
っ
て
村
の
申
し
合
せ
を
し
て
書
き
こ
む
。
山
の
下
刈
り
と
か
、
村
の
行 

事
を
き
め
る
。
そ
の
あ
と
一
杯
飲
ん
で
新
年
会
と
す
る
。(
上
高
田
字
下
十
二)

家
例 

佐
藤
氏 

十
二
月
三
十
一
日
に
餅
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
。
先
祖
が
貧 

乏
し
て
い
た
か
ら
。
 

,

竹
田
氏 

三
元
日
は
ソ
バ
、
昔
、
菅
原
へ
住
み
つ
く
と
き
貧
し
く
て
食
べ
る
も

の
に
こ
と
欠
き
、
ソ
バ
は
七
十
日
で
実
が
と
れ
る
の
で
播
い
た
。
そ
の
先
祖
の
苦 

し
か
っ
た
昔
を
偲
ぶ
た
め
と
い
う
。(
菅
原)

三
ガ
ン
日
に
ヤ
マ
イ
モ
を
食
え
ば
中
気
に
な
ら
な
い
。

三
ガ
ン
日
は
餅
を
食
わ
な
い
で
、
ソ
バ
を
食
う
家
も
あ
る
。

芋
デ
ン
ガ
ク•

豆
腐
デ
ン
ガ
ク
は
な
い
。(
諸
戸
字
日
影)

雑
煮
は
人
参.

大

根.

ゴ
ボ
ゥ
の
ほ
か
に
必
ず
里
イ
モ
を
入
れ
る
。
あ
れ
ば
ヤ 

ツ
ガ
シ
ラ
の
方
を
入
れ
る
。
イ
モ
が
入
ら
な
け
れ
ば
正
月
の
雑
煮
で
は
な
い
。
金 

を
出
し
た
も
の(

買
っ
た
も
の)

は
入
れ
な
い
。(

八
木
連)

三
元
日
、
広
木
家
は
ゥ
ド
ン
、
藤
井
家•

須
藤
家
は
雑
煮
、
三
元
日
の
う
ち
に 

夕
食
に
ト
ロ
ロ
イ
モ
を
た
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。(

下
高
田)

赤
尾
家
で
は
、
十
二
月
三
十
一
日
の
夕
は
ミ
ソ
カ
ソ
バ
。
三
ガ
日
朝
ソ
バ
で
、
 

昼
に
餅
食
べ
た
け
れ
ば
食
べ
る
。
四
日
に
始
め
て
餅
を
た
べ
る
。(

下
高
田
字
新
光 

寺)
掃
除 

座
敷
を
掃
く
時
に
、
年
男
が
マ
ツ
、(
高
田)

、

マ
メ
木(

八
木
連)

を
二 

所
し
ば
っ
た
も
の
で
、
座
敷
中
を
掃
き
回
し
て
か
ら
、
箒
で
は
く
家
も
あ
っ
た
。
 

こ
の
時
に
、
「銭
、
キ
レ
、

ヨ
ロ
ズ
ノ
宝
ヲ
、

ハ
キ
集
マ
レ
」
と
唱
え
て
か
ら
掃
い 

た
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
影)

一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
、
三
ケ
日
の
朝
早
く
、
松
葉
で
つ
く
っ
た
箒
を
も
っ 

て
主
婦
が
「ぜ
ん
き
ん
ひ
よ
う
ろ
う 

よ
ろ
づ
の
た
か
ら
は
き
ぞ
あ
つ
ま
れ
」
と 

唱
え
て
座
敷
内
を
三
回
、
右
ま
わ
り
で
ま
わ
る
。(

八
木
連.

岩
井
家)

元
旦
に
は
掃
除
を
し
な
い
。(

下
高
田
字
本
村)

ハ
ガ
タ
メ
の
膳 

掛
川
満
弥
家
で
は
、
昔
か
ら
正
月
三
ケ
日
の
朝
に
は
、

ハ
ガ 

タ
メ
の
膳
と
い
っ
て
、
ア
ン
を
入
れ
な
い
小
さ
な
餅
を
家
中
で
食
べ
て
か
ら
、
普 

通
の
雑
煮
を
食
べ
る
の
が
習
わ
し
で
、
こ
れ
は
今
も
続
け
て
い
る
。(

菅
原)

正

月

の

来

訪

者

正
月
の
初
絵
に
、
七
福
神
と
絹
笠
様
を
買
う
。
初
絵
は
負
か 

す
も
ん
じ
や
な
い
、
い
い
値
で
買
う
。
二
枚
で
十
銭
だ
よ
と
い
え
ば
、
は
い
と
い
っ 

て
買
う
。
負
け
ろ
っ
て
い
っ
た
の
は
、
何
十
軒
の
う
ち
、
何
さ
ん
だ
け
だ
と
、
話 

の
種
に
な
る
。

一
銭
か
二
銭
で
買
っ
て
来
て
、
大
晦
日
の
十
二
時
過
ぎ
る
と
、
「初



絵
買
っ
て
く
ん
な
い
」
と
売
り
に
来
た
。(
菅
原)

元
日
の
朝
早
く
、
初
絵
を
持
っ
て
お
と
な
の
人
が
売
り
に
来
た
。
「
才
早
ウ
ガ
ン 

ス
」
と
い
っ
て
、
家
の
者
を
起
し
て
売
る
の
で
、
二
枚
ぐ
ら
い
買
っ
た
。
初
絵
は
、
 

宝

船,

エ
ビ
ス
大
黒,

七
福
神.

キ
ヌ
笠
様
な
ど
の
絵
で
、

一
枚
二
銭
だ
っ
た
。
 

初
絵
は
高
崎
の
亀
桝
屋
か
ら
仕
入
れ
て
来
て
、

一
枚
五
厘
く
ら
い
の
も
の
を
、
 

三
枚
十
銭
で
売
っ
た
こ
と
も
あ
る(
当
時
は
土
方
の
人
夫
賃
が
一
日
五
十
銭
だ
っ 

た)

。(
諸
戸
字
日
影)

夜
、
初
絵
売
り
が
ど
こ
か
ら
か
は
っ
き
り
は
し
な
い
が
来
る
。
男
で
あ
る
。
絵 

は
、
キ
ヌ
笠
様
や
七
福
神
が
描
い
て
あ
る
。(

下
高
田
字
本
村)

大
み
そ
か
の
夜
お
そ
く
、

一
月
一
日
に
な
る
か
な
ら
な
い
ぅ
ち
に
初
売
売
り
が 

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
き
た
。
縁
起
物
だ
か
ら
、
高
い
の
を
承
知
で
買
っ
た
。(

下
高 

田
字
新
光
寺)

元
日
の
朝
早
く
初
絵
売
り
が
来
た
。
姐
さ
ん
か
ぶ
り
に
手
拭
を
か
ぶ
り
、
赤
色 

だ
す
き
で
、
七
福
神
や
大
判
小
判
の
縁
起
の
ょ
い
絵
を
も
っ
て
来
た
。

万
才 

特
殊
な
か
ぶ
り
物
を
か
ぶ
り
、
日
の
丸
の
扇
子
を
持
ち
、
大
き
な
袖
の 

衣
裳
を
つ
け
、
鼓
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
た
。

俵
こ
ろ
が
し 

俵
の
形
に
つ
く
っ
た
も
の
に
紐
を
つ
け
て
「千

俵•

万
俵
…
」
 

と
い
っ
て
来
た
。

猿
ま
わ
し
動
物
の
猿
を
使
っ
て
芸
を
さ
せ
た
。

春
駒 

小
さ
な
色
ぬ
り
の
駒
に
鈴
を
つ
け
、
縁
起
を
い
い
な
が
ら
駒
を
進
め
た 

り
し
た
。

乞
食 

正
月
中
に
や
っ
て
来
て
、
金
品
を
も
ら
っ
た
り
し
た
。
門
前
に
立
っ
て 

物
乞
い
を
し
た
。(

八
木
連)

正
月
に
は
遊
芸
人
が
回
っ
て
来
た
。
「
ア
キ
ノ
カ
タ
カ
ラ
福
ノ
神
」
と
い
っ
て
、
 

万
歳
が
ょ
く
来
た
。
春
駒
や
神
楽
、
ゴ
ゼ
も
来
た
。

ゴ
ゼ
は
二
人
く
ら
い
で
、
ゴ
ゼ
の
手
ひ
き
が
連
れ
て
き
て
、
泊
っ
て
行
っ
た
。

(
諸
戸
字
日
影)

ーー 

日

仕
事
始
め 

農
家
で
は
馬
屋
の
堆
肥
を
出
し
た
り
、
畑
に
行
っ
て
、
ゥ
ネ
を
少
し 

き
る
く
ら
い
の
こ
と
を
し
た
。

職
人
は
親
方
の
所
へ
ご
年
始
に
行
き
、
ワ

ザ

ト(
少
し)

は
は
し
ご
で
も
こ
さ 

ぇ
て
、
酒
を
一
杯
飲
ん
で
き
た
。

土
方
も
、
多
少
で
も
仕
事
を
し
て
置
い
て
、
酒
を
一
杯
飲
む
。(
諸
戸
字
日
影)

ー
ー
日
は
仕
事
は
じ
め
、
近
く
の
畑
へ
行
っ
て
、

一
 

く
わ
か
二
く
わ
、
土
を
耕
す 

真
似
を
す
る
。

書
初
め
子
ど
も
た
ち
は
、
筆
と
墨
で
書
初
め
を
す
る
。(

下
高
田
字
本
村) 

初
夢
ー
ー
日
の
夜
見
る
夢
が
初
夢
で
、
紙

に

「
な
か
き
よ
の 

と
お
の
ね
ふ
り 

の

み

な
め
さ
め
な
み
の
り
ふ
ね
の
お
と
の
よ
き
か
な
」
と
書
い
て
船
形
に 

折
っ
て
、
枕
の
下
に
入
れ
て
眠
る
と
良
い
夢
を
見
る
と
い
っ
て
や
っ
た
。(

八
木
連) 

初
市 

二
日
は
町
の
初
市(

も
と
は
松
井
田
町
へ
ゆ
く) 

で
、
に
ぎ
や
か
で
、
 

買
物
を
か
ね
て
見
物
に
出
か
け
た
。
初
荷
の
札
を
立
て
た
荷
物
が
来
た
り
し
て
に 

ぎ
や
か
だ
っ
た
。
交
通
が
べ
ん
り
に
な
っ
て
か
ら
富
岡
の
方
へ
行
く
よ
う
に
な
っ 

た
。
松
井
田
の
初
市
へ
行
く
こ
ろ
は
、
馬
の
背
に
肥
料
や
食
料
を
つ
け
、
初
荷
の 

旗
を
立
て
て
行
列
を
つ
く
っ
て
来
た
の
を
見
た
。(

八
木
連)

三 

日

三
ガ
ン
日 

大
正
月
は
三
ガ
ン
日
を
中
心
に
い
う
。
小
正
月
は
マ
ル
メ
年
と
い 

う
。
二
十
日
正
月
は
、
シ
マ
ィ
正
月
と
も
い
う
。(
諸
戸
字
日
影)

三
ガ
ン
日
は
ご
年
始
回
り
で
も
し
て
、
酒
を
一
杯
飲
ん
で
遊
ぶ
。(
諸
戸
字
日
影)

四 

日

オ
タ
ナ
サ
ガ
シ 

四
日
。
三
日
間
あ
げ
た
も
の
を
、
オ
ッ
シ
ャ
ン(
僧
侶)

の 

来
な
い
う
ち
に
食
べ
る
。(
菅
原)

年
神
棚
に
三
ガ
ン
日
に
上
げ
て
置
い
た
お
供
ぇ
を
下
げ
る
。
「坊
さ
ん
が
年
始
に



来
な
い
う
ち
に
、
お
供
え
を
下
げ
ろ
」
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
影)

四
日
の
才
棚
サ
ガ
シ
に
は
、

一
日
か
ら
三
日
ま
で
正
月
棚
へ
供
え
た
食
事
を
全 

部
下
げ
る
。
こ
れ
を
雑
す
い
に
し
て
食
べ
る
。

田
へ
、

一
升
ま
す
に
少
量
の
オ
サ
ゴ
を
入
れ
て
持
っ
て
行
く
。
頭
付
き
の
魚
も 

持
っ
て
行
く
。
こ
れ
を
水
口
に
供
え
る
。
て
ん
が
を
持
っ
て
行
っ
て
、
ク
ワ
ィ
レ 

の
真
似
を
す
る
。(

下
高
田
字
本
村)

寺

の

年

始

一
月
四
日
に
寺
か
ら
坊
さ
ん
が
檀
家
を
回
り
、
年
頭
を
置
い
て
行 

く
。
そ
れ
ま
で
に
、
家
の
神
棚
の
供
え
物
は
下
げ
て
お
け
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
影) 

嫁
の
年
始 

嫁
ゴ
は
実
家
へ
ご
年
始
の
た
め
に
お
客
に
行
く
。
ナ
ベ
ヵ
リ
行
事 

は
し
な
い
。(
諸
戸
字
日
影)

四
日
が
聱
、
嫁
の
年
始
日
で
、

マ
ス
の
下
と
ょ
ぶ
大
き
な
餅
三
枚
を
持
っ
て
実 

家
に
年
始
に
行
き
、
泊
っ
て
来
る
。(

八
木
連)

五 

日

五
日
は
特
別
の
行
事
は
な
い
。(
諸
戸
字
日
影)

六 

日

六

日

ド

シ

始
め
て
山
に
入
る
。
山
入
り
と
も
い
う
。
お
供
え
と
、
お
ん
べ
ろ 

を
し
ん
ぜ
る
。(
菅
原)

一
月
六
日
は
年
取
り
で
、
山
入
り
を
す
る
。
正
月
の
供
え
物
を
の
せ
た
紙
を
切
っ 

て
オ
ン
ベ
ロ
を
作
り
、
ィ
ワ
シ.

オ

サ

ゴ(
米)

を
持
っ
て
山
に
行
き
、
山
の
神 

に
進
ぜ
る
。
そ
こ
で
、

マ
ユ
玉
を
さ
す
木
、
ボ
ク
、
ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ(

ヌ
ル
デ) 

を
伐
っ
て
く
る
。
山
は
方
角
を
見
て
、
あ
い
て
い
る
方
の
山
へ
行
く
。(
諸
戸
字
日 

影)
六
日
を
年
と
り
と
い
い
、
年
始
に
出
か
け
た
嫁
も
家
へ
帰
っ
て
来
て
年
と
り
を 

一
緒
に
す
る
も
の
と
い
っ
た
。(

八
木
連)

山

入

り

正
月
六
日
に
繭
玉
木
を
伐
り
に
山
に
行
く
。
そ
の
と
き
は
オ
サ
ゴ
に 

頭
つ
き
、
塩
、
御
神
酒
を
持
参
し
、
山
の
神
に
お
供
え
し
て
か
ら
木
を
伐
っ
て
き

た
。
木
は
ヌ
ル
デ
の
木
で
、
こ
れ
で
エ
ン
ガ
、
テ
ン
ガ
な
ど
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら 

は
小
正
月
の
十
五
日
の
粥
を
炊
く
と
き
に
燃
し
た
。(
菅
原)

山
入
り
は
六
日
、
山
へ
行
き
、
小
正
月
に
使
う
ボ
ク
や
ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ
、
ヤ
マ 

ク
ワ
の
木
を
伐
っ
て
く
る
。
ヤ
マ
ク
ワ
は
折
れ
に
く
い
木
だ
が
、

マ
ユ
玉
を
さ
す 

と
、
皮
が
取
れ
て
マ
ユ
の
中
に
残
っ
て
し
ま
う
。(

諸
戸
字
日
影)

一
月
六
日
、
初
め
て
山
へ
入
る
日
で
、
オ
ン
ベ
ロ
と
オ
サ
ゴ
、
お
頭
つ
き
は
煮 

干
し
を
持
っ
て
行
っ
て
、
こ
こ
か
ら
山
だ
、
と
い
う
山
の
入
口
の
所
で
進
ぜ
て
「今 

年
お
世
話
に
な
り
ま
す
」
と
お
が
ん
で
く
る
。
も
と
は
山
の
神
の
カ
ケ
ジ(
掛
軸) 

も
あ
っ
た
が
燃
し
て
し
ま
っ
た
。(
諸
戸
字
日
向)

山
入
り
は
一
月
六
日
、
初
め
て
山
に
入
り
、

マ
ユ
玉
の
木(

ヤ
マ
ク
ワ•

ナ
ラ. 

コ
メ
ゴ
メ 
•

モ
ミ
ジ
な
ど)

と
、
ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ
な
ど
を
伐
っ
て
く
る
。
ヌ
リ
デ 

ン
ボ
ウ
は
小
正
月
の
刀(

「奉
納
道
祖
神
」
と
書
く)

タ

ワ

ラ(

「
七
福
神
」
と
書 

く) 
•

ス
キ.

ク
ワ.

ハ
ラ
ミ
バ
シ•

ケ
エ
カ
キ
棒(

マ
ユ
玉
を
は
さ
む)

な
ど
を 

作
る
材
料
に
な
る
。(
諸
戸
字
日
向)

六
日
に
ご
幣
束
と
お
供
え
を
持
っ
て
山
へ
行
き
、
木
の
本
に
供
え
る
。
今
年
も 

山
を
荒
ら
す
こ
と
だ
か
ら
納
め
る
。
そ
の
後
、
小
正
月
の
マ
ユ
玉
を
さ
す
木
や
、
 

ド
ン
ド
ン
焼
の
刀
を
作
る
ヌ
リ
デ
の
木
を
伐
っ
て
く
る
。
こ
の
日
は
ど
こ
の
山
の 

木
を
伐
っ
て
も
ょ
ぃ
。(

行
沢)

六
日
を
山
入
り
の
日
と
い
い
、
こ
の
日
か
ら
山
に
入
る
こ
と
に
し
た
。
オ
サ
ゴ 

と
ゴ
マ
メ
を
も
ち
、
山
の
入
口
に
オ
ン
ベ
ロ
を
立
て
て
山
の
神
を
拝
ん
で
か
ら
山 

に
入
っ
て
、
小
正
月
に
使
う
木
を
切
っ
て
来
た
。(

八
木
連)

六
日
に
、
オ
ン
ベ
ロ
、
オ
サ
ゴ
、
イ
ワ
シ
、
イ
カ
な
ど
お
正
月
様
に
進
ぜ
た
も 

の
を
山
に
持
っ
て
行
っ
て
進
ぜ
、
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
を
と
っ
て
き
た
。
十
一
日
オ
ク 

ラ
ビ
ラ
キ
の
日
に
農
道
具
な
ど
モ
ノ
ッ
ク
リ
を
す
る
、
そ
の
材
料
を
と
っ
て
く
る
。
 

(
上
高
田)

山
入
り
は
一
月
六
日
、
こ
の
日
十
三
日
に
オ
マ
イ
ダ
マ
を
さ
す
コ
メ
ゴ
メ
の
ボ 

ク
、
十
一
日
の
モ
ノ
ッ
ク
リ
の
材
料
で
あ
る
ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ
を
伐
っ
て
く
る
。
六 

日
は
ト
シ
ト
リ
で
も
あ
る
。(

下
高
田)



一
月
六
日
が
山
入
り
で
、
モ
チ
ッ
カ
ケ
と
オ
カ
シ
ラ
ツ
キ
に
オ
ン
ベ
ロ
を
持
っ 

て
山
へ
行
き
、
道
祖
神
の
木
と
マ
ィ
ダ
マ
木
を
何
本
か
切
っ
て
来
る
。(

上
高
田
字 

上
十
二)

近
く
の
山
へ
、
自
分
の
山
で
な
く
と
も
よ
い
か
ら
入
っ
て
ボ
ク
を
伐
っ
て
く
る
。
 

ボ
ク
は
、
ナ
ラ
、
カ
シ
ワ
、
カ
シ
で
あ
る
。(

カ
シ
は
貸
し
が
で
き
る
よ
ぅ
に
と
い
つ 

て
こ
れ
に
し
め
を
つ
け
て
大
黒
柱
に
結
え
つ
け
る
。)

半
紙
で
し
め
を
切
っ
て
お
さ 

ご
と
尾
頭
つ
き(
ご
ま
め)

を
木
の
カ
ブ
ツ(
株)

に
供
え
て
か
ら
伐
る
。(

下
高 

田
字
本
村)

そ
の
年
の
ア
キ
の
方
向
の
自
分
の
山
へ
お
酒
、
お
さ
ご
、
ご
ま
め
、
御
幣
を
持
っ 

て
行
く
。
適
当
な
場
所
を
選
ん
で
御
幣
を
二
、
三
十
セ
ン
チ
間
隔
に
立
て
、
そ
の 

前
に
お
酒
、
オ
サ
ゴ
、
ゴ
マ
メ
を
進
ぜ
る
。
帰
り
に
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
を
切
っ
て
来 

て
、
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
や
刀
、
俵
、

マ
ユ
玉
さ
し
の
木
の
用
意
を
す
る
。
六 

日
以
前
に
は
山
へ
は
入
れ
な
い
。(

下
高
田
字
本
村)

オ
シ
メ
、
ゴ
マ
メ
、
オ
サ
ゴ
を
持
っ
て
山
に
行
き
、

一
本
小
さ
い
木
を
伐
っ
て 

こ
れ
に
シ
メ
を
ゆ
っ
つ
け
て
供
え
物
を
す
る
。
そ
し
て
ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ
な
ど
の
木 

を
伐
っ
て
き
た
。
昔
は
大
桁
山
ま
で
行
っ
た
が
、
最
近
は
近
場
の
山
で
伐
っ
て
く 

る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

ス
リ
鉢 

六
日
年
に
ス
リ
鉢•

ス
リ
コ
ギ
を
持
っ
て
、
家
の
中
を
回
っ
た
。(

上

高
田
字
山
下)七 

日

七

草

ガ

ユ

セ
リ•

ナ
ズ
ナ•

大

根•

米
•

麦
.

小

豆•

粟
な
ど
、
七
色
の
も 

の
を
入
れ
て
、
お
粥
を
作
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

七
日
は
七
草
と
い
い
、
朝
、
七
草
の
入
っ
た
粥
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
。
七
草
と 

い
っ
て
も
七
種
の
草
を
入
れ
な
く
も
よ
く
、
正
月
棚
の
前
の
お
飾
り
か
ら
ィ
カ
、
 

ク
リ
、

コ
ン
ブ
な
ど
を
下
げ
て
入
れ
た
り
し
た
。(

八
木
連)

七
草
は
小
豆
の
お
粥
を
す
る
。
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
を
入
れ
る
。
セ
リ
は
、
：！刖
日
に 

と
っ
て
も
よ
い
が
、
外
に
お
い
て
家
の
内
に
入
れ
な
い
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

セ
リ
タ
タ
キ 

神
棚
の
：一
刖
で
、
ま
な
い
た
の
端
に
、
火
箸
と
す
り
こ
ぎ
を
置
き
、
 

「
ト
ウ
ド
ノ
ト
リ
ガ
、-

I

ホ
ン
ノ
クI

ー
ー
ー
ワ
タ
ラ
ヌ
サ
キ|

|

、

ヘ
エ
ハ
タ
ケ
、

へ 

エ
タ
タ
ケ
」
と
唱
え
な
が
ら
、
庖
丁
で
、
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
を
た
た
く
。
粥
に
は
小 

豆
を
入
れ
る
。(
菅
原)

年
神
様
の
下
に
マ
ナ
板
を
出
し
て
、
上
に
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
な
ど
を
載
せ
、
わ
き 

に
金
火
箸
を
並
べ
て
置
き
、
庖
丁
の
み
ね
で
た
た
い
た
。
女
の
子
が
た
た
く
。
こ 

の
時
、
唱
え
言
を
い
う
。

「
七
草
ナ
ズ
ナ
、
唐
土
ノ
鳥
ガ
、
日
本
ノ
土
地
二
渡
ラ
ヌ
ウ
チ
ニ
、

ハ
タ
ケ
ヨ 

ハ
タ
ケ(

タ
タ
ケ
ヨ
タ
タ
ケ)

、
チ
ヤ
チ
ヤ
チ
ヤ
、
チ
ヤ
チ
ヤ
チ
ヤ
」(
諸
戸
字
日 

影)
七
草
粥
を
煮
た
。
七
草
を
た
た
く
と
き
の
唱
え
言
は
「
七
草
ナ
ズ
ナ
、
唐
土
ノ 

鳥
ガ
、
日
本
ノ
国
へ
、
渡
ラ
ヌ
先
二
橋
ヲ
渡
レ
」
と
聞
い
て
い
る
が
、

マ
ナ
板
の 

上
で
た
た
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。(
下
高
田)

六
日
に
春
の
七
草
の
う
ち
の
近
く
に
あ
る
セ
リ
、
大
根
、

ハ
コ
ベ
、
ナ
ズ
ナ
く 

ら
い
を
と
っ
て
お
く
。
七
日
の
朝
お
か
ゆ
の
中
へ
餅
二
、
三
か
け
を
入
れ
、
七
草 

を
爼
板
の
上
で
ほ
う
丁
で
う
た
い
な
が
ら
た
た
い
た
も
の
を
入
れ
て
煮
る
。
七
草 

粥
は
病
気
が
根
抜
け
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

七
草
の
う
た
「
七

草

ナ

ズ

ナ

ト

ー
キ
ヨ
ノ
鳥
卜
日
本
ノ
鳥
ガ
……

」

こ
の
日
正
月
飾
り
、
門
松
を
外
す
。(

下
高
田
字
本
村)

禁
忌 

七
草
ま
で
は
、
お
菜
を
食
べ
る
な
と
い
う
。
菜
の
漬
け
物
も
食
べ
な
い
。
 

タ
ク

ア

ン(
大
根)

は
食
べ
て
も
い
い
。(
諸
戸
字
日
影)

寺
へ
の
年
始 

正
月
七
日
に
檀
徒
世
話
人
が
代
表
し
て
、
「年
頭
」
を
持
っ
て
行 

く
。
昔
は
各
戸
か
ら
み
ん
な
行
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

八 

日

麦
飯 

お
正
月
が
終
り
、
ば

く

め

し(
麦
飯)

だ
ね
と
い
う
。(
菅
原) 

疫
病
神
一
月
八
日
は
疫
病
神
が
入
る
か
ら
朝
早
く
窓
を
あ
け
る
な
と
い
う
。
 

(
菅
原)



禁
忌 

八
日.

二
十
八
日
に
は
、
け
が
を
す
る
か
ら
山
へ
行
く
な
と
い
う
。(

上

高
田
字
山
下.

川
幡)

「
八
日
に
矢
を
射
っ
て
、
十
二
日
に
矢
が
落
ち
る
。
」
と
い
う
。
昔
の
伝
説
で
、
 

弓
の
名
人
が
、
五

料
(
松
井
田)

の
足
か
け
岩
か
ら
妙
義
山
の
ツ
バ
ク
ラ
尾
根
に 

矢
を
射
っ
た
ら
、
岩
を
打
ち
抜
い
て
、
矢
が
飛
ん
で
行
き
、
西

牧
(

下
仁
田)

の 

矢
川
に
落
ち
た
と
い
う
。
こ
の
伝
説
と
関
係
が
あ
る
ら
し
い
が
、
不
明
と
い
う
。

「
八
日
に
は
山
に
入
る
な
」
、
け
が
を
し
や
す
い
の
で
、
落
ち
て
ぶ
っ
つ
い
た
人
が 

運
が
悪
い
と
い
う
。

あ
る
年
、
八
日
に
大
桁
山
の
工
事
を
し
て
ハ
ッ
パ
を
か
け
た
ら
、
目
を
つ
ぶ
し 

た
人
が
い
た
。
人
が
止
め
た
の
に
入
っ
て
や
っ
た
の
で
け
が
を
し
た
か
ら
、
拝
ん 

だ.
こ
と
が
あ
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

十

一

日

會
ビ
ラ
キ 

十
一
日
は
お
食
ビ
ラ
キ
で
あ
る
。(
菅
原)

倉
ビ
ラ
キ
は
十
一
日
に
し
た
。(

日
影)

オ
ク
ラ
ビ
ラ
キ
で
こ
の
日
は
じ
め
て
倉
を
開
く
。
お
供
え
餅
を
下
げ
、
お
か
ゆ 

の
中
へ
炊
き
込
ん
で
食
べ
る
。

作
り
も
の
、
俵
、
刀
な
ど
を
作
る
。
ず
っ
と
昔
は
花
や
く
わ
、
牛
や
馬
な
ど
を 

ヌ
ル
デ
で
作
っ
た
。(

下
高
田
字
本
村)

ク
ワ
ダ
テ 

カ
ダ
テ
と
も
い
い
、
諸
戸
の
辺
で
は
し
な
い
が
、
高
田
で
は
し
て 

い
た
。
正
月
の
松
に
コ
ジ
ク
メ
を
付
け
て
田
ん
ぼ
に
立
て
、
く
わ
で
少
し
サ
ク
ッ 

テ
(

サ
ク=

う
ね
を
掘
っ
て)

、
オ

サ

ゴ(
米)

や
ゴ
マ
メ 
(
魚)

な
ど
を
、
ワ
ザ 

卜
(
少
し
ば
か
り)

供
え
た
。(
諸
戸
字
日
影)

ク
ワ
ダ
テ
は
一
月
十
一
日
、
正
月
の
モ
チ
を
お
供
え
に
し
て
、
ゴ
マ
メ
を
二
匹
、
 

洗
米
の
オ
サ
ゴ
、
門
松
の
枝
に
オ
ン
ベ
ロ
を
付
け
て
、
鍬
を
持
っ
て
田
ん
ぼ
へ
行
っ 

て
オ
サ
ゴ
を
ま
い
て
、
二
鍬
掘
る
。
人
ょ
り
早
く
や
れ
と
い
っ
て
、
朝
日
が
出
る 

前
に
行
っ
て
す
る
。
酒
は
上
げ
な
い
。(

行
沢)

十
一
日
に
モ
ノ
ヅ
ク
リ
と
カ
ダ
テ(
鍬
立
て)

を
す
る
。

鍬
立
て
、
正
月
の
お
松
を
一
本
と
、

一
升
ま
す
に
オ
サ
ゴ
を
少
し
入
れ
て
田
か 

畑
へ
行
き
、
ひ
と
て
ん
が(

ひ
と
鍬)

サ
ク
を
き
る
ま
ね
を
し
て
、
掘
っ
た
と
こ 

ろ
へ
オ
サ
ゴ
を
ま
く
。
種
ま
き
の
わ
け
で
あ
る
。(

八
木
連)

カ
ダ
テ
の
オ
サ
ゴ(
米)

を
持
ち
帰
り
、
十
五
日
の
か
ゆ
の
中
に
入
れ
て
食
べ 

る
。(

下
高
田)

オ
ク
ワ
ダ
テ
は
一
月
十
一
日
。
米
、
供
餅
、
雑
煮
の
コ
を
神
棚
に
あ
げ
た
供
餅 

を
敷
い
た
紙
に
包
み
、

一
升
桝
に
入
れ
て
手
拭
で
し
ば
っ
て
田
畑
各
ー
ヶ
所
に 

持
っ
て
行
き
、
畑
で
は
一
、
ニ
サ
ク
の
サ
ク
を
切
り
、
門
松
に
用
い
た
松
に
オ
ン 

ベ
ロ
を
さ
げ
、
松
の
下
に
前
述
の
供
物
を
供
え
て
お
く
。
豊
作
を
祈
る
わ
け
で
あ 

る
。
ま
た
こ
の
日
オ
ク
ラ
ビ
ラ
キ
と
い
っ
て
蔵
の
扉
を
開
く
。
何
れ
も
農
作
業
の 

始
ま
り
と
す
る
。
ま
た
こ
の
ク
ワ
ダ
テ
は
地
神
様
を
祭
る
の
だ
と
い
う
。(

下
高
田) 

カ
ザ
テ
は
一
月
十
一
日
。
正
月
の
松
に
し
め
を
つ
け
て
田
へ
行
っ
て
、
お
さ
ご 

を
供
え
て
、
鍬
で
一 

く
わ
切
っ
て
く
る
。
こ
れ
を
カ
ザ
テ
と
い
う
。(

下
高
田
字
本 

村)
一
升
桝
に
米
一
合
ほ
ど
入
れ
、
ご
ま
め
四
、
五
匹
、
新
し
い
手
拭
い
、
松
に
四 

た
れ
の
し
め
を
下
げ
て
畑
に
行
き
、
こ
れ
ら
を
立
て
て
供
え
て
「
オ
ク
ワ
ィ
レ
を 

し
ま
す
。
」
と
宣
言
し
て
、
作
は
ー
テ
ン
ガ
く
わ
入
れ
し
て
く
る
。
こ
れ
を
カ
ザ
テ 

と
い
う
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

十

二

日

山
の
神 

毎
月
十
二
日
に
祭
る
。
毎
月
一
日
に
祭
る
人
も
い
る
が
、
祭
れ
ば
山 

仕
事
で
け
が
を
し
な
い
と
い
う
。
屋

敷

祭

り(
十
二
月
十
五
日)

と
一
緒
に
祭
る 

人
も
い
る
。

十
二
日
は
山
の
神
を
里
に
呼
ん
で
お
祭
り
す
る
日
で
、
十
七
日
は
里
か
ら
山
へ 

お
帰
り
に
な
る
の
で
、
村
の
人
が
山
へ
お
参
り
に
行
っ
て
ご
馳
走
に
な
る
日
と
い 

う
〇諸

戸
に
は
十
二
社
の
山
の
神(

石
宮)

が
あ
る
と
い
う
。
山
の
高
い
所
や
オ
ネ
ッ 

パ
リ
が
多
い
。
山
の
神
は
オ
コ
ン
ジ
ョ
ウ
神
様
で
、

い
じ
る
と
た
た
る
と
い
う
。



(

諸
戸
字
木
戸•

久
保)

山
の
神
は
一
月
十
二
日
に
ま
つ
る
。
女
房
を
山
の
神
と
い
う
か
ら
女
の
神
様
で 

は
な
い
か
。
十
二
日
に
山
の
神
を
里
へ
ょ
ん
で
ご
馳
走
し
、
十
七
日
に
は
山
へ
お 

帰
り
に
な
る
の
で
里
か
ら
山
へ
お
参
り
に
行
っ
て
ご
馳
走
に
な
る
日
と
聞
い
た
こ 

と
が
あ
る
。(
諸
戸)

十
二
日
に
は
山
仕
事
を
休
ん
で
、
山
の
神
を
お
祝
い
し
た
。
仲
間
の
家
を
バ
ン 

テ
ガ
ワ
リ(
交
代)

に
宿
に
し
て
、
鍋
で
ゴ
タ
汁(

コ
タ
ン
汁)

を
こ
さ
え
て
食
っ 

た
。
小
麦
粉
を
こ
ね
て
ー 

ロ
ぐ
ら
い
の
す
い
と
ん
に
し
て
、
大
鍋
に
小
豆
の
あ
ん 

こ
を
ゆ
る
く
煮
た
中
に
入
れ
た
。
砂
糖
を
う
ん
と
入
れ
て
甘
く
し
て
、
汁
粉
み
た 

い
に
柔
か
く
作
っ
た
も
の
で
、
ゴ
タ
汁.

コ
タ
ン
汁
と
い
う
。

山
の
神
の
掛
軸
や
オ
ン
ベ
ロ 
(
幣
束)

は
な
い
。

炭
焼
き
の
人
も
十
二
日
に
組
ご
と
に
分
か
れ
て
、
山
の
神
を
祭
っ
た
。(

日
影) 

山
の
神
の
祭
り
は
、

一
月
十
一
日
に
山
仕
事
を
す
る
人
達
の
仲
間
が
、
順
番
の 

宿
に
一
合
山
の
餅
米
を
持
寄
り
、
十
二
日
に
赤
飯
を
ふ
か
す
。
こ
れ
を
子
供
達
は 

メ
ン
パ
を
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
た
べ
た
。
山
の
神
様
に
は
鰯
、
米
を
供
え
る
。
 

十
二
講
は
八
木
連
で
山
仕
事
を
す
る
人
が
集
っ
て
お
祝
い
を
し
た
。
な
お
八
日
、
 

二
十
八
日
に
山
へ
入
る
と
ケ
ガ
を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。(
上
高
田)

一
月
十
一
日
の
晩
、
順
番
制
の
宿
に
泊
り
食
事
を
共
に
し
、
翌
十
二
日
の
朝
は 

宿
で
男
衆
が
三
升
位
赤
飯
を
ふ
か
し
、
こ
れ
を
持
っ
て
山
の
神
に
お
詣
り
し
て
、
 

男
は
帰
る
。
そ
し
て
女
衆
が
宿
に
行
き
、
山
の
神
に
お
詣
り
し
て
、
帰
り
に
宿
で 

お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
。
十
二
講
は
な
い
。
こ
れ
は
北
谷
で
の
行
事
で
あ
っ
て
、
 

他
の
部
落
で
は
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
。(

下
高
田)

ツ
ク
リ
モ
ノ 

十
一
日
の
お
蔵
開
き
の
日
に
、

エ
ン
ガ
、
テ
ン
ガ
を
つ
く
っ
て 

年
神
さ
ま
に
上
げ
る
。
カ
ユ
カ
キ
棒
も
つ
く
る
が
、
ハ
ナ
は
つ
く
ら
な
い
。(

上
高 

田
字
上
十
ー 

ー)

ハ
ナ 

下
十
二
で
は
ハ
ナ
を
つ
く
る
。
カ
ズ
の
木
を
材
料
と
す
る
が
、
下
十
二 

に
は
カ
ズ
屋
が
あ
り
、
カ
ズ
の
木
が
た
く
さ
ん
で
る
の
で
こ
れ
を
利
用
し
た
。

コ 

メ
ゴ
メ
の
木
も
使
っ
た
。(

上
高
田
字
上
十
二)

モ
ノ
ッ
ク
リ 

お
供
え
を
食
べ
る
。
モ
ノ
ッ
ク
リ
と
い
っ
て
、
百
姓
の
道
具
の 

キ
ネ•

ク
ワ
に
、

ぐ
フ
ミ
バ
シ
を
作
る
。
俵
の
形
を
作
り
、
七
福
神
な
ど
と
書
く
。
 

(

菅
原)

ワ
キ
ザ
シ
を
モ
ノ
ッ
ク
リ
の
時
に
二
本
作
る
。

一
本
を
か
ど
口
に
あ
げ
、
魔
ょ 

け
と
す
る
。

一
本
に
は
奉
納
道
祖
神
と
書
い
た
。(
菅
原)

ハ
ラ
ミ
バ
シ
を
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
で
作
る
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
を
使
う
時
に
吹
か
ず
に 

食
べ
な
い
と
、
稲
の
開
花
の
こ
ろ
に
、
風
が
吹
く
。(
菅
原)

モ
ノ
ッ
ク
リ
は
十
一
日
、
ヌ
ル
デ
の
木
で
、
キ
ネ.

テ
ン
ガ.

ワ
キ
ザ
シ
な
ど 

を
作
っ
た
。
ワ
キ
ザ
シ
は
二
本
作
り
、
ド
ン
ド
ン
焼
の
時
に
、

一
本
は
道
祖
神
の

•  

石
宮
の
前
に
供
え
て
く
る
。
他
の
一
本
は
火
に
く
ベ
て
焦
が
し
て
持
ち
帰
っ
て
家 

の
入
口
に
置
く
。
強
盗
が
来
て
も
い
い
ょ
う
に
備
え
て
お
く
と
い
う
。(
諸
戸
字
日 

影)
モ
ノ
ッ
ク
リ
に
ハ
ナ.

ハ
ラ
ミ
バ
シ•

タ
ワ
ラ.

カ
ユ
カ
キ
棒
な
ど
を
作
る
。
 

ハ
ナ
は
カ
ズ
の
木
で
作
っ
た
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
家
族
の
人
数
だ
け
作
り
、
こ
れ
で 

十
五
日
の
カ
ユ
を
食
べ
た
。

タ
ワ
ラ
は
ヌ
リ
デ
ン
ボ
の
木
を
三
本
切
り
揃
え
て
水
引
き
で
結
わ
え
た
。(
結
ん 

だ)

〇
切
り
口
に
金.

銀
•

宝
、
金
•

銀
.

銅
ヽ
米•

麦
.

大
豆
な
ど
と
墨
で
書
い 

た
。
オ
ィ
ベ
ス
様(

エ
ビ
ス
様)

の
前
に
供
え
た
。

ア
ー
ボ
.

ヒ
ー
ボ
の
名
は
聞
か
な
い
。(

諸
戸
字
日
影)

モ
ノ
ッ
ク
リ
は
十
一
日
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ.

ケ
エ
カ
キ
棒.

テ
ン
ガ.

キ
ネ.

エ 

ン
ガ.

ア
ワ
ボ
ヒ
エ
ボ
な
ど
を
、
ヌ
ル
デ
の
木
で
作
り
、
年
神
棚
の
飾
り
物
を
こ 

わ
し
て
、
飾
り
カ
エ
を
し
た
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
稲
の
穂
の
形
に
作
る
。
ケ
エ
カ
キ 

棒
は
あ
と
で
苗
マ
の
水
口
へ
ご
み
除
け
に
さ
す
。
ア
ワ
ボ
ヒ
エ
ボ
は
適
当
の
数
を 

作
り
、
竹
を
し
な
や
か
に
曲
げ
て
刺
し
、

コ
ヤ
シ
場
に
立
て
た
。(

行
沢)

フ
ク
ダ
ワ
ラ
は
十
二
日
の
モ
ノ
ヅ
ク
リ
の
日
に
、
ヌ
ル
デ
の
木
を
長
さ
二
十
セ 

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
に
切
っ
た
も
の(
直
径
は
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位) 

を
三
個
作
り
、
切
り
口
に
神•

金
•

福
と
そ
れ
ぞ
れ
書
き
、
半
紙
を
卷
い
て
水
引 

き
で
し
ば
り
、

エ
ビ
ス
様
に
供
え
る
。(
妙
義)



モ
ノ
ッ
ク
リ
は
十
一
日
に
す
る
。

つ
く
る
も
の
は
カ
タ
ナ(
大
刀
、
小
刀
の
二 

本)

、
粥
カ
キ
棒(

二
本)

、

ハ
ラ
ミ
箸
、
農
具(

エ
ン
ガ
、
テ
ン
ガ)

、
タ
ワ
ラ(

ぬ 

る
で
の
太
い
の
を
輪
切
り
に
し
て
三
本
し
ば
り
、
切
り
口
の
一
方
に
「
七
.

福
. 

神
」
、
反
対
側
の
切
り
口
に
「金
•

銀
.

俵
」
ま

た

は

「米
.

麦
.

大
豆
」
と
書
い 

た)

、
杵
な
ど
を
つ
く
っ
た
。(

八
木
連)

モ
ノ
ッ
ク
リ
は
一
月
十
一
日
、
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
で
テ
ン
ガ
、

エ
ン
ガ
、
キ
ネ
、
 

ケ
ー
カ
キ
棒
、

ハ
ラ
ミ
箸
な
ど
を
作
り
、
正
月
様
の
前
の
竹
に
つ
る
し
た
。
こ
れ 

は
二
十
日
に
正
月
棚
を
こ
わ
す
と
き
ま
で
お
く
。
ケ
ー
カ
キ
棒
は
、
十
五
日
の
小 

豆
粥
に
使
っ
た
あ
と
放
り
出
し
て
お
い
て
風
呂
で
燃
や
し
た
り
、
苗
間
の
水
口
に 

さ
す
家
も
あ
る
。

ハ
ラ
ミ
箸
は
小
豆
粥
を
た
べ
る
に
用
い
、
ケ
ズ
リ
バ
ナ
は
自
家 

製
を
用
い
る
ほ
か
、
富
岡
に
持
っ
て
行
っ
て
売
る
人
も
い
た
。(

上
高
田)

モ
ノ
ッ
ク
リ
は
一
月
十
一
日
。
六
日
の
山
入
り
の
と
き
メ
エ
ダ
マ
の
ボ
ク
を 

切
っ
て
く
る
が
、
そ
の
と
き
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
も
伐
っ
て
き
て
、
こ
れ
で
ケ
エ
カ
キ 

棒
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
、
百
姓
道
具(

キ
ネ
、
臼
、
テ
ン
ガ
、

エ
ン
ガ)

、

ハ
ナ
、
カ
タ 

ナ
、
タ
ワ
ラ
な
ど
を
つ
く
る
。

ケ
エ
カ
キ
棒
は
先
端
を
四
つ
割
り
に
し
て
メ
エ
ダ
マ
を
は
さ
み
、
十
五
日
に
小 

豆
粥
を
煮
る
と
き
こ
れ
で
か
き
廻
し
、
米
粒
の
つ
き
具
合
で
農
凶
を
占
い
、
そ
の 

あ
と
メ
エ
ダ
マ
が
割
れ
て
落
ち
る
ま
で
神
棚
に
お
く
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
小
豆
粥
を 

た
べ
た
あ
と
神
棚
に
お
き
、
ケ
エ
カ
キ
棒
と
共
に
田.
の
入
口
に
立
て
る
。
百
姓
道 

具
類
は
マ
イ
ダ
マ
の
木
に
つ
る
す
。

ハ
ナ
は
マ
ユ
ダ
マ
サ
シ
の
と
き
カ
ズ
で
長
短 

二
種
作
っ
て
、
六
、
七
寸
の
は
オ
マ
イ
ダ
マ
の
木
に
つ
る
し
、
長
い
方
は
オ
マ
イ 

ダ
マ
を
さ
し
た
根
本
に
お
く
。
後
に
は
ハ
ナ
を
秋
畑
か
ら
売
り
に
き
た
。
カ
タ
ナ 

も
大
小
二
本
つ
く
り
、
フ
ジ
ッ
ル
を
卷
き
、
ド
ン
ド
焼
き
の
と
き
こ
が
し
て
、
大 

刀
は
軒
下
に
お
き
魔
除
け
と
す
る
。
タ
ワ
ラ
に
は
金.

銀.

宝
(
繭)

、
米•

麦
. 

俵
、
七
福
神
な
ど
と
書
い
て
神
棚
に
お
く
。(

下
高
田)

ケ
ズ
リ
バ
ナ
は
一
月
十
一
日
の
モ
ノ
ッ
ク
リ
の
と
き
、

コ
メ
ゴ
メ
の
木
を
搔
い 

て
作
り
、
カ
タ
ナ
と
共
に
八
畳
の
間
一
杯
に
飾
っ
た
オ
マ
イ
ダ
マ
の
ボ
ク
に
立
て 

か
け
る
。
ド
ン
ド
焼
き
の
と
き
持
っ
て
行
っ
て
燃
す
。(

下
高
田)

カ
ユ
カ
キ
棒 

ヌ
ル
デ
の
木
で
作
る
。
元
の
方
三
分
の
一
は
皮
を
つ
け
、
先
の 

方
は
皮
を
む
い
て
、
そ
の
先
端
を
十
文
字
に
割
り
、

マ
ユ
ダ
マ
を
は
さ
む
。
十
五 

日
の
小
豆
が
ゆ
が
煮
え
る
と
、
田
を
か
く
よ
う
に
か
ゆ
の
中
を
か
き
ま
わ
す
。(

上 

高
田
字
上
十
二)

小
正
月
一
月
十
一
日
よ
り
十
五
日
ま
で
を
小
正
月
と
い
う
。
十
一
日
、
モ
ノ 

ヅ
ク
リ
、
十
二
日
、

マ
ル
メ
年
、
十
三
日
、

マ
イ
ダ
マ
さ
し
、
十
四
日
、
ド
ン
ド 

焼
き
、
十
五
日
、
小
豆
が
ゆ
、

マ
イ
ダ
マ
を
か
き
と
る
。(

八
木
連)

十
二
日
—
米
の
粉
で
、

マ
イ
ダ
マ
を
作
つ
た
。

十
三
日
—

マ
ユ
ダ
マ
を
枝
に
差
し
た
。

十
四
日I

ど
ん
ど
ん
焼
に
持
つ
て
行
き
焼
い
て
食
べ
た
。
こ
の
と
き
他
人
の
も 

の
と
、
と
り
か
え
つ
こ
を
し
て
来
た
。
こ
の
火
に
あ
た
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
か
い 

と
も
い
つ
た
。

十
五
日
—
小
豆
粥
を
田
か
き
に
な
ぞ
ら
え
て
、
粥
カ
キ
棒
で
な
ぜ
た
。
こ
の
粥 

は
吹
い
て
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
た
。

十
六
日
—

マ
ユ
ダ
マ
を
白
湯
で
煮
て
、
味
を
つ
け
な
い
で
食
べ
る
日
だ
つ
た
。
 

味
を
つ
け
る
と
、
そ
の
年
の
繭
に
、
し
み
が
出
来
る
と
い
い
嫌
つ
た
。(
中
里
字
北 

山
•

菅
原)

こ
こ
に
は
鳥
追
い
の
行
事
は
な
か
つ
た
。

十

二

日

マ
ユ
ダ
マ 

十
二
日
に
作
る
。
山
ク
ワ
の
木
に
十
二
日
に
さ
し
、
十
四
日
に
か 

く
。
ふ
つ
う
の
よ
り
大
き
い
の
を
、
十
六
作
り
、
え
び
す
講
の
時
に
食
べ
る
。
道 

祖
神
の
時
、

マ
ユ
ダ
マ
を
あ
ぶ
つ
て
食
べ
る
と
、
か
ぜ
を
引
か
な
い
。(
菅
原)

マ
ユ
玉
は
マ
ユ
形
や
里
芋
の
形
に
作
る
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

十
二
日
は
マ
ル
メ
年
と
い
い
、

ヨ

タ

米(

二
番
米)

一
俵
を
つ
い
た
の
を
、
粉 

に
し
た
。
小

米(

く
ず
米)

を
水
で
洗
つ
て
、

つ
ぶ
れ
る
く
ら
い
に
干
し
て
か
ら
、
 

石
臼
で
ひ
い
て
粉
に
し
た
。
立
臼
に
入
れ
て
よ
く
つ
い
て
粉
に
す
る
と
、
の
め
つ 

こ
く
て
よ
か
つ
た
。

つ
く
方
が
い
い
粉
に
な
つ
た
。
わ
ら
で
輪
を
こ
さ
え
て
、
立



臼
の
中
の
米
の
上
に
置
い
て
、
そ
の
真
中
を
杵
で
つ
く
と
、
米
が
飛
び
出
さ
な
い
。
 

二
番
米
は
あ
ま
り
つ
か
な
い
方
が
甘
く
て
お
い
し
い
。(

諸
戸
字
日
影)

ョ

タ

米(

二
番
米)

を
一
臼
ず
つ
つ
い
た
時
に
、
い
い
加
減
粉
に
し
て
、
二
斗 

も
三
斗
も
用
意
し
て
置
い
た
。
十
二
日
の
夜
の
う
ち
に
粉
を
こ
ね
て
マ
ユ
玉
を
丸 

め
て
置
く
。
上
に
布
団
を
着
せ
て
、
か
ぜ
を
ひ
か
さ
な
い(
凍
ら
せ
な
い)

よ
う 

に
す
る
。
十
三
日
の
朝
、
ふ
か
し
て
ボ
ク
に
刺
し
て
飾
る
。(
諸
戸
字
日
影)

マ
ユ
玉
は
丸
形
、

マ
ユ
形
、
里
ィ
モ
の
形
、
十
六(
大
き
い
丸
形)

な
ど
を
作
っ 

た
。
十
六
は
米
粉
一
升
を
十
六
個
に
丸
め
た
の
で
大
き
い
。
里
ィ
モ
の
形
は
数
は 

不
定
で
多
く
作
っ
た
。
こ
れ
ら
を
山
か
ら
取
っ
て
き
た
ボ
ク
の
枝
に
さ
し
て
、
玄 

関
や
八
畳
の
間
に
ま
で
飾
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

マ
ル
メ
年 

十
二
日
、
小
正
月
の
マ
ユ
玉
を
ま
る
め
て
お
く
。(

行
沢)

マ
ユ
玉
は
ボ
ク
に
さ
し
て
三
ツ
メ
の
十
五
日
の
夕
方
に
カ
ク(

は
ず
す)

。
十
六 

日
に
は
マ
ユ
玉
を
う
で
て
、
塩
気
を
つ
か
わ
な
い
で
食
べ
る
。
し
ょ
う
ゆ
な
ど
を 

使
う
と
、

マ
ユ
の
糸
が
汚
れ
る
と
か
、
糸
が
切
れ
る
と
か
い
う
。(

行
沢)

十
三
日
に
マ
ユ
玉
を
フ
カ
シ
ド
ウ(

せ
い
ろ)

に
入
れ
て
へ
ッ
ツ
ィ
に
か
け
て 

ふ
か
し
て
、
ボ
ク
の
枝
に
さ
し
、
座
敷
に
飾
る
。
梅
の
枝
に
マ
ユ
玉
を
さ
し
て
、
 

正
月
様
や
神
棚
、
先
祖
様
に
供
え
る
。

マ
ユ
玉
は
丸
玉
や
マ
ユ
形
の
も
の
を
た
く 

さ
ん
作
る
。
十
六
マ
ィ
玉
は
ィ
チ
デ
ク
の
形
に
し
て
十
六
個
作
り
、
カ
シ
の
枝
に 

さ
す
家
も
あ
り
、
大
黒
柱
に
し
ば
り
付
け
る
。
カ
シ
は
金
を
貸
す
よ
う
に
と
縁
起 

を
か
つ
ぐ
。
若
餅
を
の
し
た
コ
バ(
隅
の
方)

を
細
長
く
切
っ
て
、
十
六
マ
ィ
玉 

と
一
緒
に
さ
す
。

ヤ
マ
ク
ワ
や
ナ
ラ
の
木
な
ど
の
ボ
ク
を
株
ツ
ご
と
山
か
ら
伐
っ
て
来
て
置
い
た 

も
の
を(

山
入
り
の
時
に
取
っ
て
く
る)

、
座
敷
に
立
て
る
。
二
階
台
ま
で
届
く
柱 

を
立
て
て
、
ボ
ク
を
し
ば
り
付
け
て
固
定
し
、
枝
の
先
に
回
り
じ
ゅ
う
か
ら
マ
ユ 

玉
を
つ
け
る
。
枝
に
飾
り
菓
子(

ク
ワ•

鳥
な
ど)

も
吊
る
す
。
ボ
ク
を
マ
ブ
シ 

と
も
い
い
、
養
蚕
の
マ
ユ
に
見
た
て
る
。

マ
ユ
玉
は
小
米
を
粉
に
し
て
、

一
俵
分
も
作
っ
た
の
で
、
小
正
月
の
後
ま
で
残 

し
て
オ
ヤ
ツ
に
し
た
。
山
仕
事
の
時
に
は
持
っ
て
い
っ
て
食
べ
た
。(

行
沢)

一
月
十
二
日
の
夜
マ
ユ
ダ
マ
を
作
る
。
米
の
粉
の
マ
ユ
ダ
マ
で
あ
る
。
山
か
ら 

山
桑•

コ
メ
ゴ
メ •

栗•

な
ど
の
枝
を
伐
っ
て
き
て
、
こ
れ
に
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
す
。
 

十
人
以
上
の
大
世
帯
で
は
、
く
ず
米
を
粉
に
ひ
い
て
作
っ
た
マ
ユ
玉
を
一
斗
ぐ
ら 

い
ゆ
で
、
八
畳
間
に
一
ぱ
い
に
な
る
ぐ
ら
い
に
枝
を
ひ
ろ
げ
た
ボ
ク
に
さ
す
。
ボ 

ク
は
六
日
の
日
に
山
に
入
っ
て
伐
っ
て
く
る
。
大
正
月
に
正
月
棚
に
飾
っ
た
蜜 

柑
•

ス
ル
メ•

コ
ン
ブ.

干
し
柿•

飾
り
菓
子
な
ど
を
ボ
ク
に
再
び
飾
り
つ
け
る
。
 

(

妙
義)

十
二
日
を
マ
ル
メ
年
と
い
い
、
マ 

ユ
玉
を
ま
る
め
る
。
夕
方
か
ら
す
る
こ
と
で
、
 

特
に
大
き
い
の
を
十
六
つ
く
っ
て
十
六
マ
イ
ダ
マ
と
い
っ
た
。
小
さ
い
の
は
た
く 

さ
ん
つ
く
っ
た
。

マ
ユ
玉
飾
り
は
十
三
日
、

刖
の
日
に
ま
る
め
た
マ
ユ
玉
を
ふ
か
し
て
、
六
日
に 

切
っ
て
来
た
マ
ユ
玉
木
に
さ
す
。
さ
し
た
木
は
、
年
神
さ
ま
の
棚
の
前
の
お
飾
り 

を
全
部
と
っ
て
、
こ
れ
と
交
換
に
飾
り
立
て
る
。(

八
木
連)

マ
ル
メ
年
は
一
月
十
三
日
で
、
こ
の
日
が
総
年
取
り
で
あ
る
。(
中
里)

十
二
日
は
マ
ル
メ
年
、
こ
の
日
朝
早
く
か
ら
マ
ユ
玉
作
り
を
家
中
で
す
る
。

マ 

ユ
玉
は
、
米
の
粉
に
熱
湯
を
入
れ
、
球
型
や
繭
大
の
繭
型
に
作
る
。
繭
の
形
は
十 

六
作
り
、
こ
れ
を4

^

六
目
玉
と
呼
ぶ
。
形
が
出
来
た
ら
セ
エ
ロ
に
入
れ
て
ふ
か
す
。
 

ふ
か
し
終
っ
た
ら
ヌ
ル
デ
の
木
に
さ
す
。
繭
玉
を
飾
る
所
、
正
月
棚
を
と
っ
た
後
、
 

門
松
を
飾
っ
た
所
、
座
敷
に
天
井
ま
で
届
く
く
ら
い
の
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ー
を
畳
の
上 

か
ら
特
別
に
ゆ
わ
え
て
、
そ
こ
へ
さ
す
。

と
く
ベ
つ
大
き
い
メ
イ
ダ
マ
に
は
、
十
ニ
メ
イ
ダ
マ
と
十
六
メ
イ
ダ
マ
と
あ
る
。
 

マ
ユ
玉
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

下
高
田
字
本
村) 

マ
ル
メ
年
は
一
月
十
二
日
。
正
月
の
飾
り
物
を
つ
く
る
。
ま
ず

タ

チ(

太
刀) 

は
ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ
で
皮
だ
け
む
い
て
藤
っ
る
を
ま
く
。
道
祖
神
や
き
の
火
で
や
い 

て
一
本
は
ト
ボ
ウ
の
上
に
横
た
え
て
お
く
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
十
五
日
の
お
粥
を
食 

ベ
る
。
小
形
の
テ
ン
ガ•

エ
ン
ガ
、
タ
ワ
ラ
は
小
口
に
金•

銀
•

米
な
ど
と
書
い 

て
こ
れ
は
恵
比
須•

大
黒
に
供
え
る
。

ハ
ナ
は
ま
た
ケ
イ
ダ
レ
と
も
い
ぅ
。
以
上 

は
い
ず
れ
も
ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ
で
っ
く
る
が
、
十
四
日
の
日
に
小
形
の
農
具
、

ハ
ナ



な
ど
は
オ
マ
イ
ダ
マ
を
さ
し
た
ボ
ク
に
し
ん
ぜ
る
。

マ
ユ
ダ
マ
は
、
丸
い
。
し
か
し
そ
の
中
で
十
六
メ
イ
ダ
マ
は
、

一
升
で
十
六
こ 

分
あ
る
く
ら
い
の
大
き
い
も
の
で
、
数
は
い
く
つ
つ
く
っ
て
も
よ
い
。

一
〇
こ
も 

つ
く
れ
ば
上
々
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
マ 

ユ
ダ
マ
は
ナ
ラ.

コ
メ
ゴ
メ•

サ
ル
ス 

ベ
リ
な
ど
の
ボ
ク
に
さ
し
て
供
え
る
。

マ 

ユ
ダ
マ
を
さ
し
て
飾
る
日
は
十
三
日
で 

あ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

ヒ
デ
ン
ボ
サ
ツ
様 

カ
マ
ド
や
イ
ロ
リ
の
神
様
を
い
い
、

マ
ユ
玉
を
作
っ
た
時 

に
二
個
ず
つ
供
え
た
。
子
ど
も
が
や
け
ど
し
な
い
よ
う
に
、

マ
ユ
玉
を
イ
ロ
リ
の 

ホ
ド
の
中
に
入
れ
て
や
る
。
餅
を
つ
い
た
時
も
、
同
様
に
入
れ
る
。
火
神
様
と
も 

い
い
、
カ
マ
ガ
ミ
様
と
も
い
う
。
お
勝
手
の
棚
の
上
に
お
札
が
は
っ
て
あ
る
。
火 

を
燃
す
時
に
、
も
し
本
が
プ
ー
ッ
と
燃
え
上
る
と
、
「火
神
様
が
屁
ヒ
ッ
タ
」
と
い 

う
。
主
人
が
い
な
い
時
に
女
た
ち
が
オ
ゴ
リ
を
し
て
、
ご
馳
走
を
食
べ
る
こ
と
を 

ル
ス
ン
ギ
ョ
ウ
と
い
う
が
、
カ
マ
神
様
の
ル
ス
ン
ギ
ョ
ウ
と
は
い
わ
な
い
。(

行
沢) 

蛇
.

ム
カ
デ
除
ケ 

マ
ユ
玉
を
ふ
か
し
た
湯
を
、
家
の
回
り
に
ち
ょ
っ
と
ず
つ 

ま
い
て
歩
い
た
。
こ
の
時
に
「
へ
ー
ビ
モ
ム
カ
デ
モ
ド
ー
ゲ
ド
ケ
」
と
唱
え
て
、
 

「蛇
も
ム
カ
デ
も
へ
っ
ち
や
な
ん
ね
え
」
と
い
っ
た
。

伐
り
木
ゼ
メ
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。(
諸
戸
字
日
影)

十 

三 

日

若
餅 

十
三
日
に
マ
ユ
玉
を
ふ
か
す
時
、
若
餅
を
つ
く
。
若
餅
を
平
ら
に
の
し 

て
、
幅
一
寸
。
長
さ
五
寸
く
ら
い
に
細
か
く
切
っ
た
も
の
を
、
山
か
ら
取
っ
て
来 

た
カ
シ
の
木
の
枝
に
刺
す
。
蚕
が
桑
の
葉
を
食
っ
て
い
る
形
に
見
え
る
よ
う
に
し 

て
、
台
所
の
入
口
に
飾
る
。
こ
れ
を
カ
シ
餅
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
影)

十
三
日
に
若
餅
を
つ
い
て
お
供
え
餅
を
作
り
、

マ
ユ
玉
飾
り
ん
し
た
ボ
ケ
の 

根

っ

こ(

カ
ッ
パ
と
い
う)

の
前
に
、

一
重
ね
供
え
た
。(

行
沢)

小
正
月
の
も
ち
つ
き
は
、
十
二
日
の
マ
ユ
ダ
マ
ま
る
め
の
日
か
、
十
三
日
の
マ 

イ
ダ
マ
さ
し
の
日
か
の
両
日
の
う
ち
、
都
合
の
よ
い
ど
ち
ら
か
の
日
に
し
た
。(

八 

木
連)

飾
り
カ
エ 

十
三
日
に
飾
り
替
え
る
時
、
松
飾
り
と
マ
ユ
玉
を
差
し
替
え
る
。

(
諸
戸
字
日
影)

飾
り
松
の
外
飾
り
は
一
月
七
日
に
引
き
、
内
飾
り
は
十
三
日
の
オ
マ
イ
ダ
マ
を 

さ
す
と
き
ま
で
置
く
。
十
三
日
は
お
松
と
オ
マ
イ
ダ
マ
の
飾
り
替
え
で
あ
る
。
こ 

れ
ら
の
飾
り
松
は
ド
ン
ド
焼
き
の
と
き
燃
し
、
オ
マ
イ
ダ
マ
は
そ
の
と
き
焼
い
て 

た
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い
う
。(

下
高
田)

十 

四 

日

道
祖
神 

集
落
の
上
と
下
と
ニ
カ
所
に
あ
る
。
正
月
飾
り
の
松
を
各
戸
か
ら 

持
っ
て
行
っ
て
、
そ
の
前
で
焼
く
。
松
小
屋
は
作
ら
な
い
。
太
鼓
も
た
た
か
な
い 

し
、
鳥
追
い
行
事
も
し
な
い
。
火
を
燃
す
時
に
、
書
初
め
を
く
ベ
て
高
く
上
が
る 

と
、
ウ
デ
が
上
が
る
と
い
う
。(

諸
戸
字
日
影)

ド
ン
ド
ン
焼
き 

十
四
日
に
松
飾
り
を
集
め
て
燃
す
時
、
マ
ユ
玉
や
ス
ル
メ(

イ 

力)

を
持
っ
て
行
っ
て
焼
い
て
食
べ
る
。
近
所
の
者
と
お
互
い
に
く
れ
合
っ
て
食 

べ
た
。
道
祖
神
の
風
に
合
う
と
無
病
に
な
る
と
い
う
。
松
の
三
ま
た
の
燃
エ
ク
ジ 

を
家
に
持
ち
帰
り
、
行
か
な
い
者
も
そ
の
火
で
タ
バ
コ
を
吸
う
と
無
病
に
な
る
と 

い
う
。
モ
エ
ク
ジ
は
火
を
消
し
て
、
屋
根
に
上
げ
る
と
火
事
に
な
ら
な
い
と
い
い
。
 

厄
年
の
人
は
ド
ン
ド
ン
焼
の
所
で
ミ
カ
ン
や
金
を
配
っ
て
、
厄
落
ト
シ
を
す
る
。

百
影)

松
飾
り
な
ど
を
集
め
て
、
村
は
ず
れ
の
三
か
所
で
燃
し
た
。
子
ど
も
が
出
て
行 

き
、
「奉
納
道
祖
神
」
と
書
い
た
書
初
め
を
燃
し
て
、
紙
が
高
く
上
が
る
と
、
習
字 

の
手
が
上
が
る
と
い
う
。
マ
ユ
玉
を
焼
い
て
、
お
互
い
に
く
れ
っ
こ
し
て
食
べ
た
。
 

松
小
屋
は
作
ら
な
い
。
鳥
追
い
行
事
も
し
な
い
。

厄
年
の
人
は
厄
除
け
に
、
そ
の
場
で
さ
い
銭
を
投
げ
る
人
も
い
て
、
子
ど
も
が 

拾
っ
た
。

ド
ン
ド
ン
焼
も
今
は
し
な
く
な
っ
た
。(

行
沢)

ド
ン
ド
ン
焼
は
一
月
十
四
日
、
カ
ド
松
や
シ
メ
飾
り
な
ど
を
持
っ
て
行
っ
て
焼 

く
の
で
、
子
ど
も
は
全
部
出
か
け
る
。
木
の
枝
に
さ
し
た
マ
ユ
玉
を
、
そ
の
火
で



焼
い
て
食
べ
る
と
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
と
い
う
。
ヌ
ル
デ
の
木
で
作
っ
た
大
小
二
本 

の
ワ
キ
ザ
シ
を
持
っ
て
行
く
。
小
刀
を
道
祖
神
様
の
石
碑
に
供
え
る
。
大
刀
は
ヌ 

ル
デ
の
皮
を
斜
め
に
卷
き
つ
け
て
、
そ
の
火
で
焦
が
し
て
模
様
を
つ
け
る
。
大
刀 

を
持
ち
帰
り
、
家
の
ト
ボ
グ
チ
の
上
に
置
く
と
、
魔
除
け
に
な
る
。

松
の
燃
エ
ク
ジ
を
持
っ
て
き
て
、
そ
の
火
で
年
よ
り
が
タ
バ
コ
を
吸
う
。
モ
エ 

ク
ジ
は
よ
く
消
し
て
、
屋
根
に
上
げ
る
と
、
火
事
を
防
ぐ
と
い
う
。(
行
沢)

ド
ン
ド
ン
焼
き
は
道
祖
神
祭
り
。
小
正
月
行
事
で
一
月
十
四
日
の
朝
、
正
月
飾 

り
の
松
を
集
め
て
、
道
祖
神
の
辻
で
燃
や
す
。
ヌ
ル
デ
の
木
で
作
っ
た
刀
を
二
本 

持
っ
て
行
き
、

一
本
を
道
祖
神
に
供
え
、

一
本
を
火
入
れ(

火
の
中
に
入
れ
て
こ 

が
す)

を
し
て
持
ち
帰
り
、
玄
関
に
か
け
て
お
く
。(
妙
義)

ド
ン
ド
ン
焼
き
は
一
月
十
四
日
に
す
る
が
、
早
朝
や
る
と
こ
ろ
と
、
朝
食
後
の 

と
こ
ろ
や
夕
方
や
る
と
こ
ろ
と
あ
る
。
小
屋
は
つ
く
ら
な
い
。
七
草
の
あ
と
で
外 

し
た
松
飾
り
や
、

コ
ジ
ク
メ
イ
、
書
き
初
め
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
が
集
め
に
来
た 

が
、
自
分
で
持
っ
て
行
く
の
も
あ
っ
た
。
集
め
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
焼
き
、

マ 

ユ
玉
を
焼
い
て
食
べ
た
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い
っ
た
。
カ
タ 

ナ
も
焼
い
て
、

一
本
は
道
祖
神
に
供
え
、

一
本
は
家
へ
持
ち
帰
っ
て
魔
除
け
に
し 

た
。
松
の
燃
え
く
じ
を
持
ち
帰
っ
て
タ
バ
コ
の
火
に
し
た
り
、
そ
の
火
で
わ
か
し 

た
湯
で
お
茶
を
の
む
と
丈
夫
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
ハ
ラ
を
病
ま
な
い
と
も
い
っ 

た
。(

八
木
連)

ド
ン
ド
ン
焼
き
は
一
月
十
四
日
の
朝
、
双
体
道
祖
神
の
石
仏
の
あ
る
ド
ー
ロ
ク 

ジ
ン
の
地
で
行
な
う
。
各
人
が
松
飾
り
や
書
き
初
め
な
ど
を
持
っ
て
集
ま
り
こ
れ 

を
石
仏
の
前
に
つ
み
上
げ
て
火
を
つ
け
る
。
こ
の
火
で
十
二
日
に
作
っ
た
マ
イ
ダ 

マ
を
持
っ
て
行
っ
て
焼
い
て
食
べ
る
。
風
邪
を
ひ
か
な
い
。
松
の
枝
の
燃
え
ク
ジ• 

(
残
り)

を
持
ち
帰
っ
て
、
屋
根
の
上
に
投
げ
上
げ
て
お
く
と
、
火
災
よ
け
に
な, 

る
。(
中
里)

一
月
十
四
日
朝
川
原
で
ド
ン
ド
焼
き
を
し
た
。
小
屋
を
つ
く
る
こ
と
な
く
、
大 

桁
山
か
ら
と
っ
た
正
月
の
オ
マ
ツ
を
中
心
に
燃
し
、
オ
マ
イ
ダ
マ(
十
三
日
を
マ 

ル
メ
ド
シ
と
い
っ
て
メ
ー
ダ
マ
サ
シ
を
す
る
が
、
そ
の
一
部
で
あ
る)

、
イ
カ
、
餅

な
ど
を
焼
い
て
た
べ
た
。
こ
れ
を
た
べ
る
と
一
年
中
丈
夫
だ
と
い
う
。
こ
の
祭
り 

に
は
大
人
も
一
緒
に
出
た
。(
上
高
田)

虫
ょ
け
に
一
月
十
四
日
の
ド
ン
ド
焼
の
灰
を
家
の
周
囲
に
撒
い
た
。
蛇
、
ム
カ 

デ
が
入
ら
な
い
と
い
う
。(

上
高
田)

ド
ン
ド
焼
き
は
一
月
十
四
日
朝
で
、
小
屋
は
作
ら
な
い
。
久
原
は
三
本
辻
で
、
 

北
谷
は
石
碑
の
前
で
燃
す
。
こ
の
と
き
カ
タ
ナ
は
大.

小
共
に
藤
つ
る
で
巻
い
て 

焼
き
、
大
刀
は
軒
下
に
お
き
、
小
刀
は
燃
し
て
し
ま
う
。
書
初
め
も
火
の
中
に
入 

れ
、
高
く
舞
い
上
る
程
上
手
に
な
る
と
い
う
。(

下
高
田)

十
四
日
は
ド
ン
ド
焼
き
、

マ
ユ
玉
を
さ
し
た
い
く
つ
か
の
枝
と
門
松
、
シ
メ
飾 

り
、
書
初
め
、
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
等
道
祖
神
の
辻
へ
持
っ
て
行
っ
て
も
や
す
。
以
前 

は
、
杉
と
竹
を
学
校
へ
出
て
い
る
子
ど
も
が
切
っ
て
来
て
小
屋
を
作
り
、
そ
の
中 

で
マ
ユ
玉
や
餅
、
ス
ル
メ
等
や
い
て
食
べ
た
。
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
煙
に
当
た
る
と 

風
邪
を
ひ
か
な
い
と
か
病
気
に
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
た
。
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ー
の
刀 

を
一
本
、
ト
ボ
グ
チ
の
入
る
上
に
飾
り
魔
ょ
け
と
す
る
。(

下
高
田
字
本
村)

ド
ン
ド
ン
や
き
で
子
供
が
死
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
て
、
明
治
年
代
に
小
屋
を
つ
く 

る
こ
と
は
廃
止
に
な
っ
た
。
河
原
へ
松
を
持
っ
て
い
っ
て
焼
く
。
ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ 

を
む
い
て
刀
を
つ
く
り
、

つ
か
の
部
分
に
は
模
様
を
つ
け
る
。
そ
れ
を
道
祖
神
焼 

き
の
火
で
こ
が
し
て
家
に
持
ち
帰
り
、
ト
ボ
ウ
グ
チ
の
上
に
お
く
と
魔
除
け
に
な 

る
と
い
う
。

モ
エ
ク
ジ
を
拾
っ
て
き
て
屋
根
に
ホ
カ
シ
ア
ゲ
テ
お
く
と
家
が
火
事 

に
な
ら
な
い
。
団
子
を
焼
い
て
食
べ
る
と
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
。(

下
高
田
字
本
村)

鳥
追
い
も
昔
は
あ
っ
た
ら
し
い
。(

下
高
田
字
本
村)

ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
、
ま
た
道
陸
神
や
き
と
も
い
う
。
十
四
日
に
松
、
し
め
、
書
初 

め
な
ど
、
め
い
め
い
ド
ウ
ソ
ウ
ジ
ン
サ
マ
に
持
っ
て
い
っ
て
燃
や
す
。
そ
の
火
に 

あ
た
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い
う
。
繭

玉
(

団
子)

を
小
枝
に
家
族
数
だ
け
さ 

し
て
い
っ
て
、
こ
れ
を
焼
い
て
食
べ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

マ
ツ
の
厶
エ
ツ
ク
ジ 

ド
ン
ド
ン
焼
き
で
燃
し
た
マ
ツ
の
木
の
又
に
な
っ
た
ム 

エ
ッ
ク
ジ
を
拾
っ
て
き
て
屋
根
に
ほ
う
り
上
げ
て
お
く
と
火
災
に
あ
わ
な
い
。(

下 

高
田)



オ

ミ

タ

マ

様

一
月
十
五
日
、
お
握
り 

を
小
さ
い
重
箱
に
六
つ
入
れ
、
箸
を
立
て 

て
仏
壇
に
供
え
た
。
進
ぜ
る
分
だ
け
別
に 

煮
て
お
握
り
と
し
た
。
祖
母
が
や
っ
て
い 

た
こ
と
で
、
こ
れ
を
何
と
い
ぅ
か
は
判
ら 

な
い
。(

上
高
田)

悪
魔
ハ
ラ
ィ
正
月
十
六
日
は
道
祖
神 

祭
り
の
日
で
、
各
コ
ー
チ
か
ら
世
話
人
が 

二
人
づ
つ
出
て
十
二
人
で
行
事
を
し
た
。
 

こ
の
日
は
世
話
人
の
な
か
で
男
女
の
神
を 

つ
く
り
、

一
人
は
冠
を
か
ぶ
り
、

一
人
は 

女
の
仕
度
で
男
根
を
抱
い
て
歩
い
た
。
こ 

の
男
根
は
神
宮
さ
ん
の
倉
に
保
管
し
て
お

き
、
祭
り
に
な
る
と
そ 

こ
か
ら
抱
き
出
し
、
新 

婚
の
家
庭
を
巡
り
ぁ
る 

い
た
。
こ
の
と
き
新
婦 

の
人
に
子
供
を
抱
か
せ 

る
と
い
っ
て
男
根
を
だ 

す
の
で
、
逃
げ
る
の
を 

追
い
か
け
た
り
し
て
笑 

わ
せ
た
。
終
る
と
酒
を

出
し
た
り
お
包
み
金
を
く
れ
た
り
し
た
。
悪
魔
払
い
と
も
い
っ
た
。
こ
の
行
事
は 

戦
前
に
終
っ
た
。

十
四
日
は
お
飾
り
を
燃
し
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
と
も
い
ぅ
。
小
屋
な
ど
は
た
て
な 

か
っ
た
。
道
路
で
燃
し
た
火
で
繭
玉
な
ど
焼
い
て
食
べ
た
。
こ
の
火
に
あ
た
る
と 

風
邪
を
ひ
か
な
い
な
ど
と
も
い
ぅ
。(
菅
原)

道
祖
神
ね
り 

道
祖
神
祭
り
に
木
で
作
っ
た
男
根
に
、
赤
い
小
さ
い
帽
子
を
か

ぶ
せ
、
祭
り
世
話
人
が
抱
い
て
、
御
祝
儀
の
あ
っ
た
家
へ
行
く
。
「嫁
さ
ん
抱
い
て 

く
ん
な
い
、
顔
見
て
く
ん
な
い
」
と
い
っ
て
、
帽
子
を
取
る
と
、
嫁
さ
ん
が
び
っ 

く
り
す
る
。

こ
の
日
は
、
な
ま
ぐ
さ
も
の
を
食
べ
な
い
。(
菅
原)

十 

五 

日

十
五
日
カ
ユ 

十
五
日
の
朝
カ
ユ
を
煮
て
、
カ
ユ
カ
キ
棒
で
カ
ユ
を
か
ん
回
し 

て
か
ら
食
べ
た
。
食
べ
る
時
に
、
カ
ユ
を
吹
い
て
は
い
け
な
い
。

カ
ユ
カ
キ
棒
は
し
ま
っ
て
置
い
て
、
春
に
な
っ
て
苗
マ(
苗
代)

の
入
口
に
立 

て
る
。
カ
ユ
カ
キ
棒
を
二
本
離
し
て
水
口
に
立
て
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
を
間
に
立
て
て 

ご
み
除
け
に
し
た
が
、
稲
の
穂
が
よ
く
は
ら
む
よ
う
に
し
た
と
い
う
。(
諸
戸
字
日 

影)
十
五
日
に
小
豆
ガ
ユ
を
煮
て
、
若
餅
を
少
し
入
れ
る
。
ケ
エ
カ
キ
棒
の
先
に
マ 

ユ
玉
を
挾
ん
で
、
小
豆
ガ
ユ
を
か
き
回
し
て
か
ら
、
取
っ
て
置
く
。
ケ
エ
カ
キ
棒 

は
あ
と
で
苗
マ
の
水
口
に
立
て
る
。

小
豆
ガ
ユ
を
食
べ
る
時
に
吹
い
て
食
べ
る
と
、
田
植
え
に
風
が
吹
く
か
ら
と
、
 

禁
じ
ら
れ
た
。(
行
沢)

一
月
十
五
日
の
朝
食
べ
る
。
米
が
腹
一
杯
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
呪
い
だ
と 

い
う
。
モ
ノ
ヅ
ク
リ
の
日
の
十
二
日
に
ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
で 

ハ
ラ
ミ
箸
と
ケ
エ
カ
キ 

棒
を
作
っ
て
お
き
、
十
五
日
の
朝
の
小
豆
粥
は
ハ
ラ
ミ
箸
で
食
べ
る
が
、
熱
く
て 

も
吹
い
て
食
べ
て
は
い
け
な
い
。
田
植
の
時
風
が
吹
く
と
い
う
。
ケ
エ
カ
キ
棒
は 

十
文
字
に
割
り
を
入
れ
た
間
に
マ
ユ
玉
を
は
さ
み
、
粥
を
か
き
ま
わ
し
、

ハ
ラ
ミ 

箸
と
共
に
半
紙
に
包
ん
で
神
棚
に
上
げ
て
お
き
、
田
の
し
つ
け
時
に
水
口
に
さ
す
。
 

(
妙
義)

花
カ
キ
は
、

マ
ユ
玉
を
と
っ
た
後
へ
さ
す
。

十
五
日
、
ア
ズ
キ
粥
を
煮
て
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
で
食
べ
る
。
こ
の
お
粥
は
ふ
い
て 

食
べ
て
は
い
け
な
い
。
ふ
い
て
食
べ
る
と
大
風
が
吹
く
と
い
う
。
ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
、
 

豊
作
を
願
っ
て
の
箸
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

下
高
田
字
本
村)

道祖神(菅原)(撮影 上野 勇)

道祖神(菅原)

(撮影上野勇)



十
五
日
の
お
粥
を
吹
い
て
食
べ
る
と
田
を
植
え
る
と
き
に
風
が
吹
く
。
吹
か
な 

い
ょ
う
に
、

ハ
ラ/
、
/

バ
シ
で
食
べ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

粥
カ
キ
棒 

頭
を
四
つ
に
割
り
、

マ
ユ
ダ
マ
を
は
さ
む
。
字
は
書
か
な
い
。
苗 

代
に
さ
す
。(
菅
原)

一
月
十
五
日
朝
、
小
豆
粥
を
つ
く
り
、
十
一
日
に
つ
く
っ
た
粥
カ
キ
棒
のT

文 

字
に
割
っ
た
と
こ
ろ
へ
マ
ユ
玉
を
は
さ
ん
で
、
小
豆
粥
を
か
き
ま
わ
し
て
か
ら
、
 

ハ
ラ
ミ
箸
で
食
べ
た
。(

八
木
連)

十

六

日

鬼
ノ
首
鬼
の
首
で
も
許
さ
れ
る
日
だ
。
ょ
そ
さ
ん
に
行
く
も
の
じ
や
な
い
。

(
菅
原)

十
六
日
は
「鬼
の
首
で
も
の
が
れ
る
」
と
い
っ
て
、
大
威
張
で
休
ん
だ
も
の
だ
っ 

た
。
墓
参
り
は
し
な
い
。
「十
五
、
十
六
日
は
女
衆
を
休
ま
せ
ろ
、
近
所
へ
あ
ま
り 

行
く
な
」
と
い
う
。
「女
の
正
月
」
と
は
い
わ
な
い
。(
諸
戸
字
日
影)

ヤ
ブ
入
り 

十
六
日
は
奉
公
人
に
暇
を
出
し
て
遊
ば
せ
た
。
子
守
り
っ
子
な
ど
、
 

奉
公
人
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
の
で
、
出
カ
ワ
リ
と
い
う
こ
と
も
、
特
別
に
決
め 

て
な
か
っ
た
。

盆
の
十
六
日
、
正
月
の
十
六
日
は
、
鬼
の
首
も
許
さ
れ
る
日
と
い
う
。(
行
沢) 

マ
ユ
カ
キ
十
六
日
の
朝
、
湯
を
飲
み
な
が
ら
お
繭
玉
も
ぎ
を
す
る
。
お
繭
玉 

を
食
べ
て
食
事
と
す
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

十

七

日

オ
シ
マ
ィ
正
月 

特
別
の
行
事
は
な
い
。(

菅
原)

観
音
様 

十
七
日
に
観
音
様
を
祭
る
。
厄
年
の
人
は
北
向
き
観
音
へ
行
っ
て
、
 

ミ
カ
ン
ー
箱
も
投
げ
て
子
ど
も
に
く
れ
る
。(
行
沢)

二

十

日

二
十
日
正
月 

オ
エ
ビ
ス
様
が
働
き
に
出
る
日
。
農

業•

商
業
の
神
様
で
、
働

い
て
金
を
残
し
た
か
が
み
で
あ
る
。
本
膳
を
供
え
る
。
頭
つ
き
の
鯛
や
鰯
を
供
え 

る
が
、
サ
ン
マ
は
サ
ン
マ
サ
ワ
ガ
シ
と
い
っ
て
き
ら
う
。(
菅
原)

二
十
日
正
月
は
お
供
え
餅(

若
餅)

を
エ
ビ
ス
様
に
進
ぜ
て
か
ら
、
お
雑
煮
に 

し
て
食
べ
る
。(
諸
戸
字
日
影)

二
十
日
は
シ
メ
エ
正
月
と
も
い
い
、
正
月
の
遊
ビ
ジ
マ
イ
を
す
る
。
ご
年
始
の 

残
っ
た
所
へ
出
か
け
た
。
わ
ら
仕
事
を
特
別
に
は
し
な
い
。(

こ
こ
で
は
シ
メ
エ
正 

月
は
二
十
八
日
で
は
な
い)
(

行
沢)

エ
ビ
ス
講 

正
月
二
十
日
の
エ
ビ
ス
講
は
「朝
エ
ビ
ス
」
で
、
朝
、
床
の
間 

ヘ
エ
ビ
ス•

大
黒
の
木
像
を
出
し
て
並
べ
る
。
よ
く
働
い
て
く
る
よ
う
に
、
ま
す 

に
お
金
を
入
れ
て
、
路
銀
と
し
て
供
え
る
。

エ
ビ
ス•

大
黒
の
膳
は
二
つ
、
普
通
の
膳
を
作
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
上
に 

載
せ
て
供
え
る
。
ご
飯
を
山
盛
り
に
し
て
お
ツ
ユ(
汁)

を
添
え
、
タ
イ
の
頭
を 

右
に
し
て
背
を
エ
ビ
ス
様
に
向
け
て
、
腹
を
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
、
生
の
ま
ま 

膳
に
載
せ
る
。
タ
イ
を
小
形
に
し
た
よ
う
な
コ
ノ
シ
ロ
を
二
尾
生
の
ま
ま
供
え
る 

家
も
あ
る
が
、
殿

様

は

「
こ
の
城
を
食
う
」
と
い
っ
て
嫌
っ
た
の
で
、
正
月
様
に

供
え
た
ゴ
マ
メ
を
二
匹
、
膳
の
は
じ
へ 

供
え
る
家
も
あ
る
。(
行
沢)

二
十
日
正
月
と
エ
ビ
ス
講
。
こ
の
日 

オ
ィ
ベ
ス
様
が
働
き
に
出
る
日
、
お
雑 

煮
を
作
っ
て
送
り
出
す
。
こ
れ
を
家
族 

み
ん
な
で
食
べ
る
。
あ
ま
り
良
い
も
の 

を
出
す
と
、
オ
ィ
ベ
ス
様
は
働
か
な
く 

な
る
か
ら
雑
煮
く
ら
い
で
良
い
と
い
ぅ
。

ま
た
こ
の
日
縄
ブ
チ
と
い
っ
て
、
三
、
 

四
間
く
ら
い
あ
る
三
本
な
い
の
縄
等
を 

何
本
か
な
っ
て
、

つ
る
べ
井
戸
、
荷
な 

わ
、
馬
に
引
か
せ
る
縄
を
始
め
と
し
て 

自
家
用
の
も
の
を
何
本
も
な
っ
た
。

エビス•大黒様——ふだんは棚の隅に上げ 

てある。(諸戸) (撮影 関口正己)



(

下
高
田
字
本
村)

エ
ビ
ス
講
は
一
月
二
十
日
。
朝
は
ぞ
う
に
で
、
お
繭
玉
も
入
れ
る
。

エ
ビ
ス
様 

が
働
き
に
出
か
け
、
暮
に
も
ど
っ
て
く
る
。

エ
ビ
ス
様
は
資
本
金
を
も
っ
て
出
か 

け
る
か
ら
と
い
っ
て
、

一
升
桝
の
中
に
金
を
入
れ
て
供
え
る
。

エ
ビ
ス
様
は
福
の 

神
だ
、
と
も
い
う
か
、
こ
の
神
に
供
え
た
も
の
は
、
未
婚
者
に
は
く
れ
る
な
と
い 

う
〇こ

の
日
、

ハ
ヨ
ブ
チ
を
す
る
。

ハ
ヨ
と
い
う
の
は
馬
の
荷
縄
で
、
ミ
ッ
グ
リ
。
 

三
本
の
縄
を
ょ
る
。

マ
ン
ガ
の
縄
に
も
使
う
。
こ
れ
を
ハ
ヨ
ナ
ワ
と
い
う
が
、
こ 

の
ほ
か
に
三
本
の
縄
を
ょ
っ
て
井
戸
綱
も
作
っ
て
お
い
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺) 

二

十

四

日

愛
宕
精
進
一
月
二
十
四
日
、
下
八
木
部
落
の
東
の
城
山
に
愛
宕
様
が
祀
っ
て 

あ
る
。
こ
の
日
赤
飯
と
頭
付
を
付
え
て
お
祭
り
を
す
る
。
こ
れ
は
山
の
持
主
が
や 

る
〇夜

は
部
落
の
人
が
集
ま
っ
て
、
愛
宕
精
進
と
い
っ
て
酒
、
魚
、
料
理
を
供
え
て
、
 

お
祭
り
を
し
た
。
戦
前
ま
で
や
っ
て
い
た
。(

八
木
連
字
下
八
木
連)

二

十

八

日

シ
メ
エ
正
月 

遊
び
じ
ま
い
だ
と
い
う
。(
菅
原)

二
十
八
日
は
シ
メ
エ
正
月
で
、
正
月
の
終
わ
り
で
あ
る
。
朝
は
雑
煮
を
正
月
様 

に
進
ぜ
、
正
月
様
を
送
り
出
し
、
正
月
棚
を
片
付
け
る(

下
高
田
字
本
村)

二 

月

一
 

日

次
郎
のI

日

ぃ
わ
な
ぃ
。(
行
沢)

ーー
 

日

デ

カ

ワ

リ

ー
ー
月
ー
ー
日
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

ア
ズ
キ
メ
シ
む
か
し
毎
月
一
日
と
十
五
日
に
神
棚
に
、
ア
ジ
キ
メ
シ
を
上
げ 

た
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
。(

上
高
田
字
上
十
二)

四 

日

豆
マ
キ 

豆
が
ら
で
、
豆
を
い
る
。
菅
原
中
に
聞
え
て
も
驚
か
ね
え
か
ら
、
で 

か
い
声
を
出
せ
と
い
う
の
で
大
声
で
、
「福
は
内
、
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
唱
え
る
。
 

神
棚
か
ら
始
ま
っ
て
、
各
部
屋
に
ま
く
。
豆
を
拾
っ
て
、
年
の
数
だ
け
食
べ
る
。
 

豆
を
く
る
ん
で
、
荒
神
様
に
あ
げ
た
り
、
か
ぎ
竹
に
吊
し
て
、
初
雷
の
時
に
食
べ 

る
と
、
落
雷
の
害
を
ま
ぬ
か
れ
る
。(
菅
原)

節
分
を
豆
マ
キ
と
い
う
。
豆
は
ホ
ウ
ロ
ク
に
入
れ
、
豆
が
ら
を
燃
し
て
、
箸
で 

か
き
ま
わ
し
て
七
回
い
る
と
い
う
。

い
っ
た
豆
は
一
升
桝
に
入
れ
て
神
棚
へ
上
げ 

て
お
い
て
か
ら
ま
い
た
。
「福
は
内
、
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
豆
を
ま
く
。
ま
い
た 

豆
を
拾
っ
て_

分
の
年
の
数
だ
け
食
う
と
か
、
進
ぜ
た
の
を
食
べ
る
。(

八
木
連) 

豆
を
ま
く
時
は
、
「福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
、
,

デ
ッ
ケ
エ
声
し
て(
大
声
で)

ま 

く
〇ま

ず
、
鎮
守
波
己
曽
神
社
に
ま
い
て
来
て
か
ら
、
家
に
入
り
神
棚
に
ま
き
、
右 

回
り
に
家
の
中
の
四
か
所
に
ま
く
。
次
に
外
の
屋
敷
神.

井
戸
神.

水

神.

セ
ッ 

チ

ン

神(
便
所)
.

ト
ボ
グ
チ
に
ま
い
て
、
家
の
中
に
入
っ
て
戸
を
し
め
る
。(
行 

沢)
四
日
の
夕
方
年
男
が
一
升
ま
す
に
入
れ
た
炒
っ
た
大
豆
を
神
棚
へ
供
え
、
お
が 

ん
で
か
ら
神
棚
、
仏
壇
、
え
び
す
様
、
い
ろ
り
と
釜
神
様
、
、
座
敷
、
そ
の
他
正
月 

様
を
飾
っ
た
所
全
部
に
ま
く
。

仏
壇
に
は
沢
山
投
げ
、
こ
れ
を
家
族
で
ひ
ろ
っ
て
自
分
の
年
の
数
だ
け
食
べ
る
。

残
っ
た
豆
は
半
紙
に
く
る
み
神
棚
へ
あ
げ
、
初
雷
が
な
っ
た
ら
食
べ
る
と
雷
に 

当
た
ら
な
い(

下
高
田
字
本
村)



節
分
の
豆
は
ほ
う
ろ
く
で
三
回
い
る
。
豆
が
生
だ
と
厄
病
が
入
る
と
い
う
。
イ 

ワ
シ
ー
匹
を
二
つ
に
切
っ
て
、
頭
と
尾
を
二
本
の
枝
に
さ
し
て
焼
く
。
こ
れ
を
ヤ 

キ
カ
ガ
シ
と
し
て
ト
ボ
ウ
ロ
に
出
す
。
魔
除
け
で
あ
る
。
「福
は
内
、
鬼
は
外
」
は
、
 

神

棚.

床
の
間.

座

敷.

ぉ
勝
手.

台

所.

倉
.

屋
敷
神
な
ど
で
く
り
か
え
す
。
 

豆
は
年
の
数
だ
け
拾
っ
て
た
べ
る
。
年
配
の
者
は
一
粒
を
一
〇
と
し
た
り
、
六
十 

二
な
ら
二
つ
と
す
る
。
福
茶
は
の
ま
な
い
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

豆 

豆
ま
き
の
豆
を
煎
る
時
は
、
豆
木
を
少
し
で
も
燃
す
。
ほ
う
ろ
く
に
豆
を 

入
れ
て
煎
る
時
、
途
中
で
シ
ョ
ウ
ギ
に
移
し
て
は
煎
り
な
お
す
こ
と
を
、
七
回
く 

り
返
す
。
豆
は
七
回
煎
る
も
の
と
い
う
。(
行
沢)

ま
い
た
豆
は
、
自
分
の
年
齢
だ
け
拾
っ
て
食
う
も
の
と
い
う
。

豆
占
い
は
し
な
い
。(
行
沢)

残
っ
た
豆
は
紙
に
包
ん
で
、
イ
ロ
リ
の
カ
ギ
竹
に
イ
ッ
ツ
ケ
テ(
結
び
付
け
て) 

置
く
。
初
雷
が
鳴
っ
た
時
に
、
そ

の

「鬼
の
豆
」
を
食
べ
ろ
と
い
う
。(
行
沢) 

ヤ
キ
カ
ガ
シ 

名
称
は
不
明
だ
が
、
豆
ま
き
の
豆
を
煎
る
時
に
、
イ
ワ
シ
の
頭 

と
シ
ッ
ポ
を
ヒ
イ
ラ
ギ
の
枝
に
刺
し
て
、
唱
え
言
を
い
い
な
が
ら
焼
く
。

「
百
種
類
ノ
虫
ノ
ロ
ヲ
焼
ク
」
「
尺
取
り
虫•

油
虫.

ボ
ヤ
虫
ノ
ロ
ヲ
焼
ク
」
と 

い
っ
て
、
火
に
あ
ぶ
る
。
そ
れ
を
ケ
エ
ド
に
挿
し
て
置
く
。
何
の
い
わ
れ
か
知
ら 

な
い
が
、
み
ん
な
が
や
る
の
で
、
や
ら
な
け
り
ゃ
悪
い
と
思
っ
て
や
る
。(
諸
戸
字 

日
影)イ

ワ
シ
の
尾
と
頭
を
ヒ
イ
ラ
ギ
の
枝
に
さ
し
て
、
豆
を
い
る
時
の
火
で
焼
き
焦 

が
す
。
年
よ
り
が
こ
の
時
に
「菜
虫
……

」
と
唱
え
た
。
ヤ
ッ
コ
ガ
シ
と
も
い
い
、
 

ト
ボ
グ
チ
に
さ
し
て
置
く
。
ム
シ
歯
よ
け
と
も
い
う
。(
行
沢)

節
分
の
豆
を
い
る
時
、
ヒ
イ
ラ
ギ
の
ふ
た
股
に
な
っ
た
枝
の
両
方
に
、
鰯
の
頭 

を
さ
し
て
、
唾
を
吐
き
か
け
な
が
ら
「菜
虫
麻
虫
四
十
八
の
ロ
を
焼
き
申
す
」
と 

い
っ
て
焼
く
。
焼
い
た
の
は
ト
ボ
グ
チ
の
所
に
さ
し
て
魔
除
け
と
し
た
。(

八
木
連) 

節
分
は
二
月
三
日
。
こ
の
日
、
正
月
に
し
ん
ぜ
た
イ
ワ
シ
を
焼
い
た
。
「毛
虫
の 

目
を
焼
き
ま
す
」
と
唱
え
、
そ
し
て
ツ
バ
を
は
き
か
け
な
が
ら
焼
い
た
。
焼
い
た 

イ
ワ
シ
は
玄
関
に
さ
し
て
お
い
た
。
ま
た
、
豆
ま
き
の
豆
を
い
る
と
き
は
ホ
ウ
ロ

ク
か
ら
、
三
回
出
し
入
れ
を
し
な
が
ら
や
れ
と
い
わ
れ
た
。

つ
ま
り
、
全
部
の
豆 

を
ホ
ウ
ロ
ク
か
ら
出
し
て
し
ま
い
、
改
め
て
入
れ
な
お
す
こ
と
を
三
回
く
り
返
え 

す
わ
け
で
あ
る
。(

上
高
田
字
上
十
二)

八 

日

コ
ト
ハ
ジ
メ 

ニ
月
八
日
に
は
し
な
い
。
メ
カ
ゴ
も
立
て
な
い
。
ダ
ィ
マ
ン
カ 

ゴ
も
出
さ
な
か
っ
た
。(

諸
戸
字
日
向)
(

行
沢)

オ
コ
ト
八
日 

き

か
な
い(

下
高
田
字
新
光
寺)

針
供
養 

二
月
八
日
に
女
衆
が
ご
馳
走
を
こ
さ
え
て
、
仏
壇
に
供
え
る
。(
鑒
尸 

字
日
向)

二
月
八
日
に
は
針
供
養
を
し
た
。
豆
腐
に
針
を
さ
し
て
供
養
し
た
。(
上
高
田
字

上
十
二)

ー
ー
月
八
日
に
は
、
ト
ウ
フ
に
針
を
さ
し
て
針
供
養
を
し
た
。(

上
高
田
字
下
十
二) 

八
日
は
針
供
養
、
豆
腐
一
丁
の
中
へ
一
年
間
の
打
れ
針
を
さ
し
て
お
が
む
。(

下 

高
田
字
本
村)

塞
念
仏 

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
や
ら
な
い
。(
菅
原)

初
午
前
夜

オ
シ
ラ
サ
マ 

初
午
の
前
の
晩
、
米
の
粉
の
マ
ィ
ダ
マ
を
作
る
。
桑
の
三
マ
タ 

に
枝
の
出
た
の
を
一
つ
切
っ
て
き
て
、
枝
の
先
に
一
つ
ず
つ
マ
ィ
ダ
マ
を
さ
す
。
 

す
そ
を
長
く
ひ
い
た
羽
衣
の
天
女
の
ょ
ぅ
な
絵
姿
の
カ
ケ
ジ
を
出
し
て
飾
り
、
そ 

の
前
に
机
を
置
い
て
マ
ィ
ダ
マ
を
三
つ
さ
し
た
枝
を
、
壁
に
立
て
か
け
て
置
く
。
 

ほ
か
に
一
升
マ
ス
の
底
に
ワ
ラ
を
二
、
三
本
折
っ
て
敷
い
て
マ
ィ
ダ
マ
を
入
れ
、
 

山
盛
り
に
盛
り
上
げ
て
供
え
る
。(
諸
戸)

初
午
の
前
の
晩
、
米
の
粉
の
マ
ィ
ダ
マ
を
作
り
、
小
正
月
に
マ
ィ
ダ
マ
を
作
っ 

て
さ
し
た
ボ
ク
を
取
っ
て
お
い
て
、

マ
ィ
ダ
マ
を
さ
し
た
り
し
た
。
こ
の
時
の
マ 

ィ
ダ
マ
は
ぅ
ま
く
な
い
。

オ
シ
ラ
マ
チ
は
お
蚕
神
、
生
糸
の
神
を
祭
る
。(
諸
戸)



オ
シ
ラ
マ
チ
の
晩
、
年
神
様
の
松
を
取
っ
て
置
い
て
、

い
ろ
り
で
い
ぶ
し
た
家 

も
あ
る
。(
諸
戸
字
木
戸•

久
保)

初 

午

初

午

一
升
析
に
藁
を
し
き
、

マ
ユ
ダ
マ
を
あ
げ
る
。(

菅
原)

マ
ユ
玉 

節
分
を
過
ぎ
て
初
め
て
の
午
の
日
に
蚕
神
を
祭
る
。
ク
ズ
米
を
洗
っ 

て
乾
か
し
て
、
石
臼
や
水
車
で
ひ
い
て
粉
に
し
た
も
の
を
材
料
に
し
て
、

マ
ユ
玉 

を
作
る
。

マ
ユ
玉
は
一
升
ま
す
に
稲
わ
ら
を
敷
い
て
、
山
も
り
に
入
れ
た
り
、
多
い
も
の 

は
木
の
枝
に
さ
し
た
り
し
て
、
床
の
間
の
蚕
神
様(

キ
ヌ
ガ
サ
様)

に
供
え
る
。
 

(
行
沢)

稲
荷
大
明
神
祭
り(

二
月
初
午)

森
に
木
の
宮
が
あ
り
、
久

保(
約
二
十
戸) 

の
者
が
祭
る
。
特
に
信
仰
す
る
人
も
い
て
、
縁
起
の
神
と
い
う
。
世
話
人
が
の
ぼ 

り
を
立
て
て
、
赤
飯
を
持
っ
て
行
っ
て
参
拝
者
に
分
け
た
り
、
お
ミ
キ
を
飲
ん
だ 

り
す
る
。
主
だ
っ
た
人
に
手
紙
を
出
し
て
案
内
す
る
。
神
道
さ
ん
に
拝
ん
で
も
ら 

う
。
子
供
に
は
太
鼓
を
た
た
か
せ
る
。(
諸
戸
字
久
保)

節
分
が
す
ぎ
て
初
の
午
の
日
に
、
だ
ん
ご
を
つ
く
っ
て
北
村
稲
荷
大
明
神
に
供 

え
た
。
ま
た
三
ツ
股
の
桑
の
枝
に
だ
ん
ご
を
さ
し
て
神
様
に
供
え
る
と
養
蚕
が
当 

る
と
い
っ
た
。(

八
木
連)

十

一

日

春
祈
禱 

二
月
の
大
雪
で
仕
事
の
出
来
な
い
時
に
や
る
。(
菅
原)

ケ
イ
ヤ
ク 

春
ギ
ト
ウ
と
も
言
う
。
二
月
十
一
日
に
集
ま
り
、
集
落
の
一
年
の 

村
の
キ
メ
ゴ
ト
や
行
事
の
一
切
を
こ
の
時
に
決
め
る
。
昔
は
諸
戸
中
、
百
七
軒
も 

集
ま
っ
た
。
こ
ん
な
に
寄
れ
る
家
は
三
、
四
軒
し
か
無
か
っ
た
の
で
、
戦
時
中
に 

四
つ
に
分
か
れ
た
。
モ
チ
米
五
合 
(

ー
 

ロ) 

を
持
ち
寄
り
、
ア
ン
コ
モ
チ
を
つ
き 

豆
腐
汁
を
作
っ
て
食
べ
た
。
出
た
女
衆
と
男
も
手
伝
っ
て
モ
チ
を
つ
い
た
り
汁
を 

作
っ
た
り
し
た
。(
諸
戸)
,

春
祈
禱
は
二
月
中
に
行
な
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
米
を
持
ち
よ
る
。
量
は
ー 

ロ
五 

合
だ
が
、
家
族
数
に
よ
っ
て
き
め
る
。
宿
は
輪
番
で
す
る
。
宿
に
集
ま
り
、
餅
を 

つ
き
、
ア
ン
ピ
ン
に
し
て
食
べ
る
。
残
り
は
家
に
持
ち
帰
る
。
餅
つ
き
は
世
話
番 

が
下
準
備
を
し
て
、
若
い
衆
が
餅
っ
き
役
を
引
き
受
け
る
。
こ
の
春
祈
禱
は
一
種 

の
親
睦
会
で
、
別
に
神
主
が
来
て
祈
禱
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
施
日
は
世
話 

番
が
相
談
し
て
き
め
、
大
雪
の
降
っ
た
日
な
ど
「雪
降
り
祝
い
を
す
べ
え
」
と
言
っ 

た
。(
妙
義)

春
祈
禱
は
ケ
イ
ヤ
ク
と
称
し
て
、
節
分
す
ぎ
の
オ
シ
メ
リ(

雪)

の
あ
と
や
っ 

た
。
都
合
の
い
い
日
と
い
う
こ
と
だ
が
、
二
月
十
一
日
が
多
か
っ
た
。
部
落
の
と 

り
き
め
を
し
た
り
、
当

番.

年
番
等
の
交
代
を
す
る
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
る
。
当
日 

は
、

一
口 

一
升
、
半
口
五
合(

上
八
木
連
は
ひ
と
口
五
合)

、
小
豆
三
合(

も
ち
米 

一
升
に
つ
き)

と
い
う
希
望
の
量
を
当
番
が
集
め
て
歩
き
、
宿
で
用
意
し
て
ア
ン 

コ
の
入
っ
た
餅
を
つ
い
た
。

一
合
も
ち
と
い
っ
て
、

一
升
で
十
一
個
か
十
三
個
く 

ら
い
の
大
き
さ
の
餅
に
ま
る
め
、
口
数
に
分
け
、
夜
、
汁
を
つ
く
っ
て
飲
食
し
た
。
 

も
ち
は
家
に
持
っ
て
帰
っ
た
が
、
ケ
イ
ヤ
ク
で
の
と
り
き
め
や
、
年
番
の
ゆ
ず
り 

渡
し
な
ど
は
、
契
約
帳
に
記
入
し
て
残
さ
れ
る
。(

八
木
連)

ケ
イ
ヤ
ク
は
節
分
の
次
ぐ
日
に
す
る
。
春
祈
禱
と
も
い
う
。(

上
高
田)

節
分
後
に
や
る
ケ
イ
ヤ
ク
は
、
米
を
出
し
あ
っ
て
も
ち
を
つ
い
た
。
希
望
で
何 

ロ
で
も
よ
く
、
あ
ん
こ
の
入
っ
た
ま
る
め
も
ち
だ
っ
た
。
ケ
イ
ヤ
ク
に
は
酒
も
出 

て
、
肴
は
ト
ウ
フ
と
や
さ
い
の
煮
物
で
、
ケ
ン
チ
ン
汁
を
つ
く
っ
た
。(

上
高
田)

二
月
こ
ろ
、
も
ち
を
つ
い
て
ケ
イ
ヤ
ク
を
す
る
。
ひ
と
口
山
盛
り
五
合
ず
つ
の 

も
ち
米
を
出
し
て
、
男
衆
が
当
番
で
も
ち
つ
き
を
し
て
、

一
つ
一
合
余
り
の
餅
を 

つ
い
た
。
家
に
よ
り
二
口
と
か
三
口
申
し
こ
む
の
で
、
こ
れ
を
家
へ
持
っ
て
帰
る 

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
家
で
汁
を
煮
て
、
汁
を
吸
い
な
が
ら
餅
を
食
っ
た
り
し
た
。
 

女
衆
は
手
を
出
さ
な
い
。
あ
ん
こ
分
と
し
て
一
升
に
三
合
の
割
合
で
小
豆
を
出
し 

た
。(

上
高
田
字
下
十
二)

五
日
が
ケ
イ
ヤ
ク
、
節
分
の
日
の
翌
日
、
新
し
い
年
の
村
の
中
の
き
ま
り
を
決 

め
る
日
。

一
戸
か
ら
一
人
ず
つ
、
原
則
と
し
て
戸
主
が
出
て
、
村
の
一
年
間
の
約



束
や
行
事
等
を
決
め
る
。
こ
の
日
、
集
っ
た
人
々
が
餅
を
つ
い
て
、

つ
ぶ
し
あ
ん 

を
入
れ
て
食
べ
、
各
々
家
へ
も
持
ち
帰
る
。(

下
高
田
字
本
村)

十

九
 

日

馬
頭
観
音 

二
月
十
九
日
は
武
州
上
岡
の
馬
頭
観
音
の
縁
日
。
別
所
に
お
参
り 

し
て
陽
雲
寺
へ
分
霊
を
祀
っ
て
あ
る
の
で
、
お
参
り
に
行
く
。
今
は
馬
が
い
な
く 

て
牛
を
飼
う
の
で
、
絵
馬
の
代
り
に
、
牛
の
絵
を
書
い
て
納
め
る
。(

行
沢)

二
月
初
午
に
馬
頭
観
音
を
祭
っ
た
。
馬
頭
観
音
の
石
像
の
あ
る
前
に
竹
を
二
本 

立
て
シ
メ
な
わ
を
張
っ
て
、
赤
飯
を
供
ぇ
た
。
各
戸
で
お
参
り
に
行
っ
た
。(
古
立) 

二
月
十
九
日
は
馬
頭
観
世
音
の
祭
り
で
、
講
の
代
表
が
埼
玉
の
上
岡
の
観
音
様 

へ
代
参
に
行
っ
た
。
こ
の
人
は
上
岡
で
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
お
札
を
受
け
た
り
、
 

絵
馬
を
受
け
た
ひ
し
て
来
て
配
っ
て
ま
わ
っ
た
。
馬
を
飼
っ
て
い
る
家
で
は
こ
の 

日
特
に
竹
の
笹
を
食
べ
さ
せ
た
り
し
た
。(

八
木
連)

上
田
の
観
音
様
へ
二
月
十
九
日
に
行
っ
た
。
こ
れ
は
講
と
い
う
ょ
り
は
め
い
め 

い
で
行
っ
た
。
絵
馬
を
買
っ
て
き
て
厩
に
は
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

二

十

四

日
(

二
月
ま
た
は
三
月)

天
神
講 

三
月
二
十
四
日
に
女
衆
が
宿
に
集
ま
っ
て
、
宿
の
男
衆
に
頼
ん
で
餅 

を
つ
い
て 
(

一
口 

一
升)

分
け
た
。
ケ
ン
チ
ン
汁
を
煮
て
連
れ
て
行
っ
た
子
供
た 

ち
に
振
る
ま
い
を
し
た
。
嫁
に
来
て
初
め
て
の
者
は
、
女
衆
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
 

豆
腐
を
買
っ
て
出
す
。(

行
沢)

天
神
講
は
三
月
二
十
五
日
、
女
衆
が
回
り
番
の
宿
に
集
ま
っ
て
、
餅
を
つ
く
。

つ 

い
た
餅
を
子
ど
も
に
分
け
て
や
る
の
で
、
最
近
は
子
ど
も
が
集
ま
る
ょ
う
に
な
っ 

た
。
掛
軸
は
な
い
。

以
前
は
子
ど
も
天
神
講
が
あ
っ
て
、
天
神
山
の
石
宮
へ
お
参
り
し
た
。(

行
沢) 

二
月
二
十
四
日
あ
た
り
に
婦
人
た
ち
の
天
神
講
が
あ
る
。
上
八
木
連
は
村
が
大 

き
い
か
ら
ひ
と
口
五
合
、
下
八
木
連
は
小
さ
い
の
で
ひ
と
口 

一
升(
年
に
五
合) 

ず
つ
の
米
を
集
め
て
も
ち
つ
き
を
し
て
分
け
た
。
宿
は
順
番
で
、
ト
ウ
フ
、
人
参
、

ご
ぼ
う
、
里
い
も
、
大
根
の
入
っ
た
ケ
ン
チ
ン
汁
を
つ
く
っ
て
食
べ
た
。
子
ど
も 

等
を
招
い
て
楽
し
ん
だ
。(

八
木
連)

二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
が
天
神
講
で
、
女
ば
か
り
の
寄
り
合
い
で
あ
る
。
前 

の
日
か
ら
餅
を
つ
く
用
意
や
お
汁
の
用
意
を
す
る
。
宿
へ
集
ま
っ
て
餅
を
つ
き
、
 

あ
ん
を
入
れ
、
ケ
ン
チ
ン
汁
を
煮
て
子
ど
も
や
男
衆
を
呼
ん
で
ご
ち
走
す
る
。
そ 

の
後
、
天
神
様
を
お
が
み
に
行
く
。
天
神
様
は
本
村
の
上
の
方
に
あ
る
。
こ
の
日 

に
嫁
は
実
家
へ
帰
れ
た
。(

下
高
田
字
本
村)

三 

月

三 

日

ヒ
ナ
祭
リ 

餅
を
つ
い
た
。
陽
あ
た
り
の
良
い
所
の
も
ち
草
を
摘
ん
で
草
餅
も 

つ
く
っ
た
。
ひ
し
餅
に
し
て
重
ね
て
ひ
な
様
に
供
ぇ
た
。
ひ
し
餅
の
上
に
は
、

つ 

ぼ
み
の
つ
い
た
梅
の
枝
を
さ
し
て
飾
っ
た
。

嫁
さ
ん
は
、
サ
ン
マ
の
干
物
を
ひ
し
餅
の
上
に
の
せ
て
実
家
へ
お
客
に
行
っ
た
。
 

親
の
生
き
て
い
る
う
ち
は
す
る
も
の
だ
と
い
う(

子
ど
も
が
誕
生
を
す
ぎ
れ
ば
ょ 

い
と
い
う
話
も
あ
っ
た)

。(

八
木
連)

お
節
供.

女
の
節
供
と
い
い
、
ひ
し
餅
を
七.

五.

三
に
切
り
雛
段
に
供
ぇ
た
。
 

此
の
日
嫁
は
実
家
へ
帰
れ
る
。
こ
の
時
嫁
は
ひ
し
餅
を
実
家
へ
の
み
や
げ
に
持
っ 

て
行
く
。(

下
高
田
字
本
村)

ひ
な
祭
り
は
三
月
三
日
。
白
•

赤
.

青
三
色
の
菱
形
の
餅
を
つ
く
る
。
初
節
供 

の
家
か
ら
は
、
餅
の
お
返
し
が
来
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

御
節
供 

誕
生
し
た
子
ど
も
の
初
節
供
に
は
、
実
家
の
親
、
兄
弟
、
近
所
な
ど
、
 

交
際
の
あ
る
者
か
ら
ヒ
ナ
人
形
が
贈
ら
れ
る
。
ど
の
子
に
も
贈
ら
れ
る
が
、
長
女 

が
一
番
ょ
い
も
の
で
、
次
か
ら
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
た
。
お
返
し
に
は
桜
餅
を 

返
す
。(
行
沢)

初
節
供
に
嫁
は
実
家
へ
ヒ
シ
形
餅
と
サ
ン
マ
の
開
き
を
持
っ
て
、
お
客
に
行
っ



た
。(

行
沢)

草
餅 

ゥ

ル

米(

ゥ
ル
チ
米)

二
升
を
湯
で
こ
ね
て
、
長
丸
形
に
握
り
、
せ
い 

ろ
ぅ
に
モ
チ
米
一
升
を
入
れ
た
上
に
、
熱
が
通
る
ょ
ぅ
に
立
て
並
べ
て
ふ
か
す
。
 

立
臼
に
入
れ
て
つ
く
時
に
、

モ

チ

草(

ヨ
モ
ギ)

を
ゆ
で
て
入
れ
て
、

一
緒
に
つ 

き
込
む
。
モ
チ
草
の
代
り
に
、
山
か
ら
ゴ
ボ
ッ
パ
を
取
っ
て
来
て
入
れ
る
と
、
ヒ 

キ
が
強
く
て
お
い
し
い
草
餅
が
で
き
る
。(

諸
戸
字
日
影)

紅
.

白
.

草
色
の
三
色
の
餅
を
つ
い
て
、
ヒ
シ
形
に
切
っ
て
重
ね
、
上
に
梅
の 

枝
を
さ
し
て
、
ヒ
ナ
飾
り
の
前
に
供
ぇ
る
。(
行
沢)

ヒ
ナ
市 

松
井
田
買
物
に
出
か
け
て
、
ヒ
ナ
人
形
を
買
っ
て
く
る
。(
行
沢)

十 

五 

日

春
祭
り 

足
日
神
社
の
春
祭
り
は
三
月
十
五
日
で
、
家
々
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な 

煮
し
め
と
赤
飯
を
つ
く
っ
た
。
祭
典
に
は
神
官
を
は
じ
め
、
氏
子
が
集
ま
っ
た
。
 

足
日
神
社
は
指
定
社
だ
っ
た
の
で
、
村
役
場
か
ら
村
長
が
判
任
官
用
の
服
装
に
木 

履
姿
で
、
神
饌
料
、
幣
帛
料
を
持
参
し
て
参
拝
し
た(
秋
に
も
参
拝
が
あ
っ
た)

。
 

当
村
の
当
初
予
算
の
第
一
款
第
一
項
第
一
目
の
筆
頭
に
神
饌
料
、
幣
帛
料
が
計
上 

さ
れ
て
い
た
。
戦
前
の
こ
と
で
あ
る
。(

八
木
連)

春
祭
り
は
三
月
十
五
日•

十
六
日
。
田
や
畑
の
仕
事
を
休
み
、
晴
着
を
着
て
、
 

高
田
神
社
へ
お
詣
り
に
行
く
。
神
社
で
は
神
主
が
来
て
祝
詞
を
唱
ぇ
、
お
は
ら
い 

を
す
る
。
そ
の
後
、
獅
子
舞
、
神
楽
や
万
才
を
す
る
。
各
家
で
は
、
赤
飯
を
た
き
、
 

煮
し
め
を
作
る
。(
本
村)

十

七
 

日

天
狗
堂 

妙
義
神
社
の
北
西
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
天
狗
堂
の
お
祭
り
に
、
養
蚕 

農
家
の
マ
ユ
三
十
貫
取
り
し
た
い
人
は
、

マ

ユ

玉(

だ
ん
ご)

三
十
粒
を
借
り
て 

く
る
。
翌
年
二
倍
に
し
て
返
し
た
。
碓
氷
郡
の
多
く
の
人
々
が
お
参
り
に
来
た
。
 

地
元
の
人
々
の
養
蚕
守
護
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
。(

行
沢)

彼 

岸

春
彼
岸 

秋
の
彼
岸
は
、
蚕
で
忙
し
い
が
、
春
は
、
お
中
日
に
み
だ
堂
で
お
念 

仏
を
や
る
。
戦
死
者
の
墓
参
り
を
す
る
。(
菅
原)

春
彼
岸
は
入
り.

中

日•

送
り
の
三
回
と
も
ボ
タ
餅
を
つ
く
る
。
だ
ん
ご
は
つ 

く
ら
な
い
。

ボ
タ
餅
は
モ
チ
米
を
釜
で
煮
て
、
ス
リ
コ
ギ
で
つ
い
て
半
ゴ
ロ
シ
に
し
て
か
ら
、
 

握
っ
て
回
り
に
小
豆
あ
ん
を
付
け
る
。
キ
ナ
粉.

ゴ
マ
の
ボ
タ
餅
を
つ
く
る
家
も 

あ
る
。

花
.

米
•

水
•

線
香
を
持
っ
て
、
墓
参
り
を
し
て
墓
に
供
え
て
く
る
。(

行
沢) 

天
道
柱 

中
日
は
机
の
上
に
お
あ
か
り
、
線

香.

水
.

お
萩
を
載
せ
て
縁
側
に 

出
す
。
オ
テ
ン
ト
サ
マ
に
身
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
の
で
あ
る
。
 

出
す
と
こ
ろ
は
テ
ン
ト
ウ
バ
シ
ラ
の
と
こ
ろ
。
丹
生
で
も
や
っ
て
い
た
が
、
こ
ち 

ら
で
も
す
る
。
春
秋
の
彼
岸
と
も
に
す
る
。(
下
高
田
字
本
村)

春
秋
の
彼
岸
に
は
、
テ
ン
ト
ウ
バ
シ
ラ
の
と
こ
ろ
に
供
え
る
。(

下
高
田
字
新
光

寺)
ク
サ
レ
彼
岸 

「盆
々
ト
マ
チ
ル
盆
ハ
タ
ダ
三
日
、
ク
サ
レ
彼
岸
ガ
七
日
ア
ル
」 

と
い
う
。
彼
岸
の
こ
ろ
天
候
の
変
わ
り
め
で
、
よ
く
雨
が
降
る
こ
と
を
い
う
。(
行 

沢)
先
祖
祭
り 

高
田
の
須
藤
家
で
は
よ
く
や
る
が
、
こ
こ
ら
で
は
知
ら
な
い
。(

行

沢)

四 

月

八 

日

オ
シ
ャ
カ
様 

お
寺
で
、
甘
茶
を
も
ら
う
。(
菅
原)

陽
雲
寺
で
は
花
御
堂
を
飾
っ
て
、
誕
生
仏
を
立
て
る
の
で
、
参
詣
人
が
甘
茶
を



か
け
る
。
寺
で
甘
茶
を
く
れ
る
。

草
餅
を
つ
く
家
も
あ
る
。(
行
沢)

「
オ
シ
ャ
カ
サ
マ
ノ
ハ
ナ
ク
サ
モ
チ
」
と
い
っ
て
草
餅
。
寺
に
行
く
と
、
昔
は
、
 

甘
茶
を
サ
ン
ザ
く
れ
た
。

一
升
餅
も
っ
て
も
ら
っ
て
き
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺) 

ヤ
セ
ウ
マ 

ヤ
シ
ャ
ン
マ
と
も
い
う
。
寺
で
ウ
ル
米(

ウ
ル
チ)

で
餅
を
つ
い 

て
、
赤
.

青
な
ど
の
色
を
付
け
、
径
一
寸
ぐ
ら
い
の
太
さ
に
細
長
く
し
て
、
せ
ん 

べ
い
の
ょ
う
に
切
る
。
幾
色
も
出
て
模
様
が
つ
く
。
そ
れ
を
ヤ
セ
ウ
マ
と
い
っ
て
、
 

オ
シ
ャ
カ
様
に
お
参
り
に
来
た
人
に
分
け
て
く
れ
る
。
な
ま
で
食
べ
る
が
、
シ
ッ 

コ
リ
固
く
て
、
味
は
な
い
。(
行
沢)

十

二
 

日

鬼
子
母
神 

四
月
十
二
日
。
お
さ
ご
を
あ
げ
、
お
参
り
に
行
く
と
、
セ
ン
ダ
ン 

ゴ
と
い
う
、
小
さ
い
団
子
を
、
子
ど
も
に
分
け
て
く
れ
た
。(
菅
原)

十 

五 

日

妙
義
神
社
春
祭
り 

四
月
十
五
日(
春)

と
十
月
十
五
日(
秋)

が
お
祭
り
で
、
大 

牛.

中
里.

古
立.

十
二
の
川
筋
が
氏
子
に
な
っ
て
い
る
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

大
文
子 

妙
義
神
社
の
後
背
の
山
腹
に
「大
」
文
字
を
造
っ
て
あ
る
が
、
戦
前 

前
ま
で
は
春
祭(

四
月
十
五
日)
•

秋

祭
(
十
月
十
五
日)

の
前
に
、
青
竹
を
立
て 

並
べ
て
幣
束
を
さ
し
た
。
そ
の
後
、
紙
不
足
の
た
め
に
木
の
柱
を
立
て
並
べ
て
、
 

板
を
張
っ
た
上
に
白
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
が
、
昭
和
四
十
四
、
五
年
ご
ろ
、
鉄
骨
を 

組
み
鉄
板
を
張
っ
て
ペ
ン
キ
を
塗
る
現
在
の
形
に
な
っ
た
。(
妙
義)

波
己
曽
神
社
春
祭
り 

神
社
氏
子
総
代.

祭
り
当
番
が
立
ち
合
っ
て
、
神
主
に 

拝
ん
で
も
ら
い
、
祭
礼
を
行
な
う
。
当
番
が
供
え
餅
を
神
社
へ
供
え
る
。
供
え
餅 

は
あ
と
で
下
げ
て
、
小
さ
く
切
っ
て
ゴ
ク
ウ(
御
供)

と
し
て
氏
子
の
家
々
に
配 

る
。
家
々
で
は
赤
飯
を
た
い
て
祝
う
が
、
ほ
と
ん
ど
お
参
り
に
は
出
か
け
な
い
。
 

(

行
沢)

ゴ
モ
ッ
ト
モ
サ
マ 

四
月
十
五
日
の
春
祭
り
と
十
月
十
五
日
の
秋
祭
り
の
時

に
、
神
輿
の
先
に
た
っ
て
、
若
い
衆
が
木
で
作
っ
た
男
根
の
首(
亀
頭
の
部
分) 

に
シ
メ
繩
を
巻
き
、
こ
れ
を
抱
き
か
か
え
て
、
娘
の
尻
を
追
い
か
け
、
「
ゴ
モ
ッ
ト 

モ
サ
マ
」
と
言
い
な
が
ら
、
ま
た
ぐ
ら
の
あ
た
り
に
押
し
つ
け
る
。(
大
牛)

ア
ソ
ビ
シ
メ
エ 

四
月
十
五
日
。
蛇
宮
様
の
市
に
出
掛
け
る
。(

下
高
田
字
新
光 

寺)

ー
ー
十
八
日

不
動
様 

四
月
二
十
八
日
に
弘
法
様
の
爪
ビ
キ
不
動
を
祭
っ
た
。
灯
簧
立
て
て 

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
が
、
今
は
す
た
れ
た
。
大
正
五
、
六
年
ご
ろ
島
田
与
惣
次
氏
の 

世
話
で
行
者
が
来
て
、
突
貫
沢
の
滝
に
か
か
っ
て
行
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
高
さ 

六
尺
以
上
の
滝
に
か
か
る
と
、
病
気
が
治
る
と
い
っ
て
は
や
っ
た
が
、
二
年
間
ほ 

ど
し
て
、
警
察
が
干
渉
し
て
止
め
た
と
い
う
。(

行
沢)

白
倉
の
天
狗
様 

甘
楽
町
白
食
の
お
天
狗
様
は
、
四
月
二
十
八
日
と
き
ま
っ
て 

い
る
。
木
の
太
刀
を
自
分
で
削
っ
て
そ
れ
に
「奉
納 

〇
〇
氏
」
と
書
い
て
持
っ 

て
行
っ
て
き
た
。
今
は
行
か
な
く
な
っ
た
。(
下
高
田
字
新
光
寺)

五 

月

二 

日

八
十
八
夜 

「
八
十
八
夜
ノ
ワ
カ
レ
霜
」
と
い
う
だ
け
で
、
別
に
何
も
し
な
い
。

(

行
沢)

五 

日

男
ノ
節
供 

初
節
供
の
時
に
は
、
の
ぼ
り
を
お
く
る
。
シ
ョ
ウ
ブ
湯
を
た
て
る
。
 

ヨ
モ
ギ
、
シ
ョ
ウ
ブ
を
軒
に
さ
す
。
三
日
の
う
ち
に
、
順
調
に
枯
れ
れ
ば
、
そ
の 

年
は
い
い
。
四
日
五
日
た
っ
て
も
枯
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
年
は
わ
る
い
。(
菅
原) 

五
月
節
供 

男
の
節
供
と
も
い
う
。
初
節
供
に
も
ら
っ
た
ノ
ボ
リ
旗(
家
絞
入



り)

や
コ
イ
ノ
ボ
リ
を
庭
に
立
て
て
祝
う
。(
行
沢)

五
月
節
供
に
は
幟
幡
を
立
て
る
。
武
者
の
絵
入
り
の
幡
を
い
く
つ
も
並
べ
て 

飾
っ
た
。
昔
は
鯉
の
ぼ
り
も
紙
製
で
、
天
気
も
ょ
う
を
見
な
が
ら
吊
し
た
り
、
揚 

げ
た
り
し
た
。

軒
端
に
は
シ
ョ
ウ
ブ
と
モ
チ
グ
サ
の
葉
を
上
げ
た
。

五
日
の
節
供
に
は
餅
は
つ
か
ず
赤
飯
で
、
嫁
は
タ
ラ
の
干
物
五
枚
と
、
ほ
か
の 

手
み
や
げ
を
も
っ
て
お
客
に
行
っ
た
。(

八
木
連)

昔
は
内
飾
り
は
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
。
た
ま
に
家
計
の
良
い
家
が
五
月
人
形 

と
し
て
、
神
武
天
皇
、
金
太
郎
、
鐘
旭
な
ど
を
飾
っ
た
。
家
の
外
に
は
、
旗
を
立 

て
た
。
こ
れ
は
神
社
の
お
祭
り
の
時
の
と
同
じ
も
の
で
、
鯉
の
ぼ
り
は
あ
ま
り
立 

て
な
か
っ
た
。

柏
餅
を
作
っ
た
。
そ
の
他
、
煮
し
め
、
き
ん
ぴ
ら
ゴ
ボ
ウ
も
作
っ
た
。
 

屋
根
に
シ
ョ
ウ
ブ
を
さ
し
、
シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
る
。(

下
高
田
字
本
村)

男
の
節
供
は
赤
飯
。
前
夜
菖
蒲
と
モ
チ
グ
サ
で
屋
根
を
ふ
い
た
。
菖
蒲
湯
に
入

る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い
っ
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

初
節
供 

長
男
の
初
節
供
に
は
、
の
ぼ
り
旗
が
贈
ら
れ
た
。

コ
イ
ノ
ボ
リ
と
と 

も
に
外
へ
立
て
た
。

内
飾
り
は
戦
後
に
な
っ
て
流
行
し
て
き
た
。(

行
沢)

男
の
子
の
初
節
供
に
は
、
家
絞
の
入
っ
た
ノ
ボ
リ
旗
や
コ
イ
ノ
ボ
リ
が
、
親
戚 

や
近
所
か
ら
贈
ら
れ
る
。
お
返
し
に
は
カ
シ
ワ
ッ
パ
餅
を
返
す
。

嫁
は
実
家
へ
タ
ラ
の
干
物
を
持
っ
て
お
客
に
行
く
。(

行
沢)

カ
シ
ワ
ッ
パ
餅 

カ
シ
ワ
餅
の
こ
と
で
、
自
家
製
で
あ
る
。
ウ
ル
米(

ウ
ル
チ) 

を
粉
に
し
て
、
こ
ね
て
あ
ん
を
入
れ
て
丸
め
、
カ
シ
ワ
の
葉
に
包
ん
で
葉
柄
を
さ 

し
て
止
め
、
ド

ウ
(
丸
形
の
せ
い
ろ
う)

に
入
れ
て
ふ
か
し
た
。(
行
沢)

ヨ
モ
ギ.

シ
ョ
ウ
ブ 

五
月
節
供
に
は
屋
根
に
三
ヶ
所
、
ヨ
モ
ギ
と
シ
ョ
ウ
ブ 

を
飾
っ
た
。
蛇
.

ム
カ
デ
ょ
け
だ
と
い
う
。(

行
沢)

シ
ョ
ウ
ブ
湯 

宵

節

供(

四
日
夜)

の
時
に
シ
ョ
ウ
ブ
湯
を
立
て
る
。
女
衆
が 

先
に
入
れ
な
ど
と
い
う
こ
と
は
聞
か
な
い
。
フ
キ
ゴ
モ
リ
と
も
い
わ
な
い
。(
行
沢)

シ
ョ
ウ
ブ
伝
説 

昔
、
蛇
が
男
に
化
け
て
女
の
も
と
に
通
っ
た
。
や
が
て
女
が 

妊
娠
し
た
。
男
が
家
に
帰
っ
て
、
「
お
前
は
い
い
子
を
残
し
た
が
、

ヨ
モ
ギ•

シ
ョ 

ウ
ブ
の
湯
を
た
て
て
入
れ
ば
く
だ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
を
聞
い
た
の
で
、
シ
ョ 

ウ
ブ
湯
を
た
て
て
女
が
助
か
っ
た
と
い
ぅ
。(

行
沢)

大
桁
山 

五
月
節
供
に
は
若
い
衆
が
大
桁
山
に
登
っ
て
、
ワ
ラ
ビ
を
取
っ
て
来 

た
。(

下
高
田
字
久
原)

八 

日

稲
含
山
祭
り 

五

月
八
日(

現
在
五
月
三
日)

に
登
拝
し
て
、

マ
ユ
玉
借
り
に 

行
っ
た
。

マ
ユ
玉
を
十
五
個
借
り
て
き
て
、
次
ぐ
年
に
二
倍
に
し
て
納
め
た
。
毎 

年
、

マ
ユ
玉
を
な
し
た
り
、
借
り
た
り
し
た
。(

行
沢)

五
月
八
日
に
は
稲
含(
山)

に
村
中
の
人
た
ち
が
、
登
っ
た
。
ま
つ
り
が
ぁ
っ 

た
。(
中
里
字
北
山•

菅
原)

六 

月

蚕
餅 

カ
ィ
コ
の
祝
い
と
し
て
、
蚕
が
フ
ナ
休
み
に
入
っ
た
時
に
、
休
ミ
餅
を 

つ
く
。
モ
チ
米
で
餅
を
つ
い
て
、
隣
近
所
や
縁
者
に
配
っ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
し 

た
。
忙
し
く
て
く
た
く
た
に
疲
れ
た
時
に
祝
っ
た
。(
行
沢)

春
蚕
の
三
眠
ぐ
ら
い
に
必
ら
ず
一
回
休
み
餅
を
つ
い
て
、
親
せ
き
や
近
所
に 

配
っ
た
。
養
蚕
の
祝
い
で
ぁ
っ
た
。(

八
木
連)

入
梅 

入
梅
が
こ
な
い
と
梅
が
熟
さ
な
い
と
い
っ
て
、
青
梅
を
食
べ
な
か
っ
た
。

(

八
木
連)



七 

月

ーー
 

日

半
夏
生 

半
夏
生
の
日
は
昼
が
長
い
。
こ
の
日
に
は
ハ
ゲ
ン
様
が
ネ
ギ
畑
で
立 

往
生
し
た
の
で
、
ネ
ギ
畑
に
入
る
な
、
ネ
ギ
を
食
う
な
と
い
う
。

ハ
ゲ
ン
様
が
日
が
暮
れ
る
ま
で
仕
事
を
し
て
も
終
ら
な
い
の
で
、
「
も
う
ち
ょ
っ 

と
日
が
長
け
れ
ば
い
い
」
と
い
っ
た
ら
、
西
空
に
入
っ
た
太
陽
が
再
び
出
て
来
て
、
 

に
ら
め
つ
こ
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。(

行
沢)

旧
六
月
十
五
日

吾
妻
屋
神
社
夏
祭
り 

以
前
、
金
難
山
の
中
腹
に
あ
っ
た
こ
ろ(
大
正
時
代)

ヽ
 

旧
六
月
十
五
日
に
お
祭
り
を
し
た
。
小
麦
の
赤
飯
を
作
っ
て
供
え
た
。
オ
コ
モ
リ 

に
行
っ
て
、
一
晩
中
た
き
火
を
し
な
が
ら
、
座
り
込
ん
で
酒
を
一
杯
飲
ん
で
い
た
。
 

太
鼓
を
た
た
い
た
り
、
ホ
ラ
貝
を
吹
い
た
り
し
た(

ホ
ラ
貝
は
盗
ま
れ
た)

。

神
楽
殿
が
あ
っ
て
、
諸
戸
の
人
が
太
々
神
楽
を
し
た
。
「伊
勢
の
神
楽
」
と
い
っ 

て
、
三
人
舞
を
面
を
付
け
て
お
ど
る
も
の
で
、
蚕
室
で
練
習
し
た
。(
諸
戸
字
木
戸. 

久
保)

十
八•

十
九
日

農
休
み 

朝
飯
前
に
草
刈
り
を
ニ
セ
か
三
セ
や
っ
た
あ
と
、
遊
ぶ
。
た
も
と
の 

着
物
を
着
て
遊
ん
だ
。
仕
事
を
す
る
と
「
モ
ノ
グ
サ
者
ノ
節
供
バ
タ
ラ
キ
」
と
い 

わ
れ
る
。
松
井
田
へ
農
休
み
買
い
物
に
行
っ
て
来
る
。
農
仕
事
が
遅
れ
て
き
た
時 

に
、
近
所
の
衆
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
お
礼
に
品
物
で
返
し
た
。
手
伝 

い
を
頼
ん
だ
時
に
は
お
金
で
手
間
賃
を
は
ら
う
。

工

工(
助
け
合
い
仕
事)

の
場 

合
は
エ
エ
ガ
エ
シ
を
手
間
で
返
す
。(
行
沢)

七
月
十
八
、
十
九
日
を
町
で
決
め
て
農
休
み
に
す
る
。

コ

ア

ゲ(
蚕
上
ゲ
？)

と
い
う
所
も
あ
る
。
嫁

は

「n

ア
ゲ
だ
か
ら
、
家
に
行
っ
て
来
う
」
と
い
わ
れ
て
、
 

実
家
へ
お
客
に
行
く
。

農
作
業
が
ひ
と
く
ぎ
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
貸
し
借
り
の
お
礼
を
す
る
。(
諸
戸 

字
日
向)

七
月
十
七•

八
日
が
農
休
み
で
、
野
良
仕
事
を
休
ん
で
遊
ぶ
。
年
間
の
前
半
の 

仕
事
が
一
段
落
し
た
と
も
い
え
る
休
み
で
あ
る
。
初
日
は
赤
飯.

二
日
目
に
は
ま 

ん
じ
ゅ
う
を
ふ
か
し
、
養
蚕
や
田
植
え
な
ど
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
人
を
招
い
て 

ご
ち
そ
う
を
し
、
金
を
払
う
と
か
、
足
駄
な
ど
を
贈
る
。
寸
志
と
い
う
と
こ
ろ
で 

あ
る
。
嫁
は
お
客
に
行
っ
た
。
三
日
目
を
農
休
み
ガ
ラ
と
称
し
て
半
日
位
は
遊
ん 

だ
も
の
で
あ
る
。(

八
木
連)

農
休
み
は
七
月
十
八•

十
九
日
。
農
休
み
は
区
長
会
で
日
を
決
め
た
。
今
は
勤 

め
人
が
多
い
の
で
日
曜
日
に
な
る
。
農
休
み
の
初
日
共
有
山(

一
町
七
反
歩
、
杉
、
 

槽
、
く
ぬ
ぎ
が
植
え
て
あ
る)

の
下
刈
り
を
や
り
、
部
落
全
戸
か
ら
老
若
男
女
か 

ま
わ
ず
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
と
は
出
不
足
を
と
っ
た
が
今
は
と
ら
な
い
。
 

そ
の
他
道
路
普
請
も
そ
う
だ
が
、
オ
テ
ン
マ
の
と
き
の
道
具
は
個
人
持
ち
で
あ
る
。
 

(

上
高
田)

農
休
み
は
十
九
日
、
二
十
日
に
す
る
。
こ
の
日
各
家
は
仕
事
を
休
み
、
地
区
の 

共
有
林
の
下
刈
り
を
す
る
。
宿
を
年
番
で
決
め
下
刈
り
の
後
酒
を
の
む
。
各
家
で 

は
、
赤
飯
と
煮
メ
を
作
る
。(

下
高
田
字
本
村)

シ
ョ
ウ
ボ
ン 

嫁
に
来
て
初
め
て
の
農
休
み
に
は
、
嫁
ぎ
先
で
着
物
を
作
っ
て 

も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
着
て
、
嫁
が
里
へ
お
客
に
行
く
。
こ
れ
を
シ
ョ
ウ
ボ
ン
と
い 

う
。(

下
高
田
字
千
福
寺) 

・

天
王
サ
マ 

昔
や
っ
た
。
七
月
の
農
休
み
時
分
で
、
村
中
が
麦
わ
ら
を
持
っ
て 

集
ま
り
、
麦
わ
ら
を
燃
し
て
、
天
王
さ
ま
に
キ
ユ
ウ
リ
を
進
ぜ
て
お
祭
り
を
し
た
。
 

(

八
木
連
字
上
八
木
連)

九
日
を
ぎ
お
ん
、
と
呼
ん
だ
が
何
も
し
た
か
っ
た
。(

下
高
田
字
本
村)

二

十

八

日



石

尊

行

七

月

二

十

八

日
(

今
は
そ
の
前
の
日
曜
日)

に
ニ
ッ
岩
の
深
い
渕
の 

所
で
大
山
石
尊
を
祭
る
。
石
尊
奉
讃
会
の
人
が
中
心
に
な
り
、
幣
束
二
十
四
本
付 

け
た
ボ
ン
デ
ン
を
高
田
川
の
中
に
立
て
る
。
村
中
の
男
衆
が
出
て
、
川
で
水
を
あ 

び
て
行
を
し
て
、
オ
シ
メ 
(

シ
メ
繩)

に
水
を
す
く
っ
て
か
け
る
。
濡
れ
て
オ
シ 

メ
の
紙
が
落
ち
る
ま
で
水
を
か
け
て
祝
ぅ
。

ー
ツ
岩
、

ニ
ツ
岩
の
上
に
ボ
ン
デ
ン
を
一
本
ず
つ
立
て
た
の
で
、
も
と
は
カ
ギ 

屋
(

世
話
人)

に
集
ま
っ
て
作
っ
た(

古
立
と
一
緒
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
分
か
れ 

た)

。
昔
は
大
山
石
尊
に
代
参
し
た
が
、
今
は
行
わ
な
い
。(

行
沢)

石
尊
精
進 

七
月
十

八.

十
九
日
の
農
休
み
ガ
ラ(

翌
日)

に
、
ク
ワ
の
葉
に 

白
米
飯
の
に
ぎ
り
飯
十
二
、
三
個
を
の
せ
て
包
み
、
盆
に
載
せ
て
石
尊
様
に
供
ぇ 

る
。
八
丁
ジ
メ
を
作
っ
て
、
村

境

の

橋(

天

神

橋•

寿
崎
橋)

の
脇
な
ど
に
立
て 

る
〇 
(

行
沢)

初
め
て
参
加
す
る
男
性
は
、

一
升
酒
を
買
っ
て
仲
間
入
り
を
ょ
ろ
し
く
頼
む
と 

い
い
、
紹
介
さ
れ
る
。(

行
沢)

石
尊
様
は
七
月
三
十
日
。
川
に
石
を
つ
ん
で
、
こ
れ
に
水
を
か
け
な
が
ら
、
「
サ

ン

ゲ.

サ

ン

ゲ•

六
根
清
浄
」
と 

唱
え
る
。
藁
で
作
っ
た
長
さ
一
尺 

の
ッ
ト
ッ
コ
に
幣
束
を
立
て
、

こ 

れ
を
竹
の
棒
の
先
に
つ
け
て
、
川 

端
の
人
目
に
つ
き
や
す
い
所
に
立 

て
て
お
く
。
大
久
保
で
は
、
三
人 

ず
つ
当
番
で
大
山
の
阿
夫
利
神
社 

へ
代
参
が
行
っ
た
。
行
沢
で
は
、
 

石

尊

様
(

石
宮)

に
「
六
根
清
浄
」 

と
唱
え
な
が
ら
水
を
か
け
た
。

(

大
牛)

石
尊
行
は
七
月
二
十
八
日
、
下 

八
木
連
は
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
や

っ
て
い
た
。
竹
芋
の
上
に
わ
ら
を
束
ね
、
御
幣
束
を
の
せ
、
高
田
川
の
川
原
に
行 

き
、
村
の
男
衆
が
裸
と
な
っ
て
、
ボ
ン
デ
ン
を
立
て
、
川
の
向
う
と
こ
ち
ら
に
シ 

メ
を
張
り
、

川
上
に
向
っ
て
並
ん
で
水
を
か
け
、
行
を
唱
え
る
。
祝
詞
は
、

「
オ
ノ
モ
オ
ノ
モ
、

コ
ィ
ノ
ミ
マ
ツ
リ
カ
ケ
マ
ク
モ
カ
シ
コ
キ
大
山
阿
天
利
大 

神 

大
山
祇
神 

前
ノ
社
ハ
高
靈
大
神 

奥
ノ
社
ハ
大
雷
大
神 

守
リ
給
ヒ
、

恵 

ミ
給
ヒ 

ア
ワ
レ
ミ
給
ヒ 

助
ケ
給
ヒ 

事
ウ
マ
ラ
ニ 

ミ
シ
ル
シ
ヲ
タ
テ
シ
メ 

給
ヒ 

サ
キ
ワ
ィ
給
ヒ
ト 

カ
シ
コ
ミ
カ
シ
コ
ミ
申
ス
」

こ
う
し
て
三
回
祝
詞
を
く
り
か
え
し
唱
え
て
水
を
か
け
て
行
を
終
る
。

上
八
木
連
で
は
、
や
は
り
高
田
川
に
シ
メ
を
は
り
、
村
の
人
が
裸
に
な
っ
て
川 

上

に

向

い

「
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
六
根
清
浄 

大
山
石
尊
大
権
現 

大
天
狗
小
天
狗
… 

云
々
」
と
唱
え
て
水
を
か
け
た
。
終
戦
に
な
っ
て
か
ら
は
や
ら
な
い
が
、

お
し
ま 

い
ぎ
わ
に
は
当
番
だ
け
で
や
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。(

八
木
連)

石
尊
行
は
七
月
二
十
八
日
。
厄
病
神
を
除
け
る
行
事
で
幣
束
を
立
て
て
ま
っ
る 

こ
と
が
あ
っ
た
。

昔
は
村
中
で
二
食
は
生
臭
い
も
の
を
食
べ
な
い
で
ま
っ
り
に
参
加
し
た
。
 

二
十
八
本
の
ボ
ン
デ
ン
を
マ
キ
俵
の
上
に
立
て
て
ま
つ
っ
た
と
も
い
う
。
 

不
幸
の
あ
っ
た
家
の
者
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
。(

中
里
字
北
山.

菅
原)

石
尊
行
は
七
月
二
十
八
日
、
村
の
大
世
話
人
、
炊
事
当
番
の
人
た
ち
が
世
話
を 

し
て
石
尊
行
が
行
な
わ
れ
た
。

青
竹
を
川
幅
に
応 

じ
て
二
本
立
て
、
そ 

の
間
に
な
わ
を
張
り 

ヤ
タ
レ
と
い
ぅ
幣
束 

を
下
げ
て
、
そ
れ
を 

境
に
し
て
互
に
東
西

(

上
下)

に
分
れ
て 

水
の
掛
け
合
い
を
行 

な
っ
た
。

城 山
阿夫利神社へ行く前に、山麓の川で水を 

浴びた。(菅原)(撮影近藤義雄)

八丁ジメ

石尊行の時に境に立てる

(行沢)(撮影関口正己)



そ
の
竹
の
先
に
麦
束
を
結
え
、
そ
こ
に
は
十
二
本
の
片
ぴ
ら
の
幣
束
を
差
し
て 

お
い
た
。(

中
里)

八
丁
ジ
メ 

道
シ
メ
と
も
い
う
。
隣
部
落
と
の
境
に
笹
竹
二
本
立
て
て
シ
メ
繩 

を
張
り
、
悪
病
除
け
に
す
る
。
行
沢
で
は
石
尊
行
の
時
に
立
て
る
が
、
諸
戸
地
区 

で
は
し
な
い
。(

諸
戸
字
木
戸.

久
保)

石
尊
行
の
時(

七
月
二
十
八
日
ご
ろ)

、
石
尊
奉
讃
会
の
人
が
オ
シ
メ
を
笹
竹
に 

付
け
た
悪
魔
除
を
作
っ
て
、
村
境
の
三
力
所
に
立
て
る
。
よ
そ
か
ら
悪
魔
が
来
な 

い
よ
う
に
祈
り
を
あ
げ
る
。(

行
沢)

七
月
二
十
八
日
の
石
尊
行
の
あ
と
で
村
の
境
界
に
シ
メ
ナ
ワ
を
は
り
、
悪
魔
除 

け
の
お
札
を
竹
に
つ
け
て
立
て
る
。
昔
は
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
張
っ
た
が
、
車
の 

往
来
が
激
し
く
な
っ
て
か
ら
は
道
に
張
ら
ず
に
、
ま
と
め
て
し
ば
っ
て
お
く
。
八 

丁
ジ
メ
と
い
う
。(

八
木
連)

三 

十 

日

大
祓 

七
月
三
十
日
。
北
山
地
区
の
三
力
所
の
ム
ラ
境
で
、
大
祓
を
す
る
。
紙 

を
人
の
形
に
切
っ
て
、
名
前
と
年
齢
を
書
き(

家
族
全
員)

、
妙
義
神
社
へ
持
っ
て 

行
き
、
神
前
に
供
え
て
、
神
主
に
ノ
リ
ト
を
あ
げ
て
も
ら
う
。
麻
を
五
分
の
長
さ 

に
切
り
、
和
紙
を
ニ
セ
ン
チ
ま
っ
角
に
切
っ
た
も
の
を
、
人
形
と
い
っ
し
に
拝
ん 

で
も
ら
う
。

こ

れ

を
部
落
代
表(

神
社
総
代)

が

頭•

胸
.

腹
.

足
を
な
で
、
社 

殿
に
置
い
て
く
る
。
竹
の
子
の
皮
に
包
ん
だ
厄
除
け
の
札
を
宮
司
か
ら
受
け
て
来 

て
、
部
落
の
境
の
辻
に
、
新
竹
三
節
お
い
て
、

一
番
下
の
枝
に
し
ば
り
つ
け
、

こ 

の
竹
を
立
て
る
。
疫
病
の
入
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ
呪
い
で
あ
る
。(

大
牛)

土 

用

虫
干
し 

家
の
中
を
あ
け
開
い
て
、
柱
か
ら
柱
へ
、

ユ
ッ
ツ
ケ
帯
を
結
び
渡
し 

た
り
、
綱
を
引
い
た
り
し
て
、
た
ん
す
の
中
か
ら
着
物
を
出
し
て
吊
る
す
。(

諸
戸 

字
日
向)

梅
を
漬
け
た
も
の
を
、

か
め
か
ら
上
げ
て
、
三
、
四
日
干
す
。(

諸
戸
字
日
向)

七
日
火 

し
な
い
。(

諸
戸
字
日
向)

妙
義
町
で
は
七
晩
ゲ
の
行
事
は
な
い
。(

妙
義)

八 

月

一
 

日

カ
マ
ノ
ク
チ
ア
ケ 

八
月
一
日
。
墓
掃
除
を
す
る
。(

菅
原)

カ
マ
ノ
ク
チ
ア
ケ
は
八
月
一
日(

盆
月
の
一
日)

。

こ
の
日
は
墓
地
の
掃
除
を
行 

う
。

ふ
か
し
ま
ん
じ
ゆ
う
を
つ
く
っ
て
、
仏
様
に
供
え
る
。

む
か
し
の
い
い
伝
え
で
は
、

こ
の
日
、
仏

様

が(

お
客)

に
出
か
け
る
と
い
う
、
 

墓
地
は
仏
様
の
庭
だ
か
ら
こ
の
日
き
れ
い
に
し
て
、
仏
様
が
盆
に
出
か
け
る
用
意 

を
し
て
や
れ
と
い
っ
た
。

盆
の
一
日
に
な
る
と
、

セ
ミ
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た(

上
高
田
字
山 

下
•

川
幡
〇

八
月
一
日
は
釜
の
ロ
ぁ
け
で
ふ
か
し
饅
頭
を
つ
く
る
。
七
日
が
オ
ハ
カ
コ
シ
ラ 

エ
で
、
御
先
祖
様
は
お
堂
で
待
っ
て
い
る
と
い
う
。(

上
高
田)

カ
マ
ノ
ク
チ
ア
ケ
は
八
月
一
日
で
、
盆
に
向
か
っ
て
、
地
獄
か
ら
仏
様
が
出
か 

け
る
日
と
い
う
。
カ
マ
と
は
関
係
が
な
い
。

ま
ん
じ
ゆ
う
を
作
っ
て
、
神
仏
へ
供
え
る
。
ヤ
キ
餅
は
毎
日
作
る
の
で
、
特
に 

こ
の
日
と
は
い
わ
な
い
。

新
盆
見
舞
に
出
か
け
て
も
ょ
い
と
い
う
が
、
十
四
日
に
行
く
人
が
多
い
。(

行
沢) 

カ
マ
ノ
ク
チ
ア
ケ
は
八
月
一
日
で
、
百
姓
仕
事
を
休
み
、
ま
ん
じ
ゆ
う
を
作
っ 

て
食
べ
た
。
昔
は
磯
部
温
泉
へ
温
泉
汲
み
に
ょ
く
行
っ
た
も
の
で
、

こ
の
鉱
泉
で 

ま
ん
じ
ゆ
う
を
つ
く
っ
た
。(

八
木
連)

八
月
一
日
を
カ
マ
ノ
ク
チ
ア
ケ
と
い
っ
た
。

ア
ズ
キ
ア
ン
の
タ
ン
サ
ン
マ
ン 

ジ
ュ
ウ
を
作
っ
た
。

マ
ン
ジ
ュ
ウ
は
別
に
ど
こ
に
も
供
え
な
い
。

こ
の
日
、
カ
マ 

の
ロ
が
ぁ
い
て
、
仏
様
が
百
三
十
里
の
道
を
一
日
に
十
里
ず
っ
歩
い
て
、
十
三
日



に
家
に
と
ど
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
日
か
ら
盆
が
終
る
ま
で
、
生
き 

も
の
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
こ
の
日
以
降
、
盆
ま
で
に
死
ん 

だ
人
に
は
、
頭
に
シ
ラ
ジ
を
か
ぶ
せ
て
墓
地
に
い
け
た
。(

上
高
田
字
下
十
二)

釜
ノ
ロ
明
ケ
は
一
日
で
、

こ
の
日
か
ら
御
先
祖
様
が
家
へ
帰
る
旅
に
出
る
。
墓 

掃
除
を
す
る
。
各
家
で
は
ゆ
で
ま
ん.
じ
ゆ
ぅ
を
作
る
。

こ
の
日
か
ら
、
蟬
や
生
き 

物
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
。,(

下
高
田
字
本
村)

カ
マ
ノ
ク
チ
ア
ケ
に
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
つ
く
る
。

こ
の
日
か
ら
せ
み
を
と
っ
て
は 

い
け
な
い
。

お
釈
迦
様
が
釜
の
ロ
を
あ
け
る
の
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
出
て 

く
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

七 

日

七
夕
飾
り 

新
竹
一
本
に
色
紙
に
字
を
書
い
て
吊
る
す
。
色
紙
で
ス
カ
リ(

綱) 

を
切
っ
て
、
竹

の

ウ

ラ(

先
端)

に
吊
る
す
。

こ
の
ス
カ
リ
の
部
分
を
取
っ
て
置 

い
て
、
菜
畑
に
立
て
る
と
虫
が
っ
か
な
い
と
い
ぅ
。
里
芋
の
葉
の
露
で
墨
を
す
っ 

て
字
を
書
く
と
、
手
が
あ
が
る
と
い
い
、
子
ど
も
が
書
い
た
。

七
夕
飾
り
を
し
た
縁
側
に
フ
カ 

シ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
皿
に
盛
っ
て
供 

ぇ
る
。(

行
沢)

七
夕
の
飾
り
を
畑
に
立
て
て
お

き
、
虫
除
け
に
し
た
。

こ
の
飾
り
に
願
い
ご
と
を
書
い
た
が
、
硯
の
水
は
里
芋
の
葉
に
た
ま
っ
た
水
を 

使
っ
た
。(

中
里
字
北
山•

菅
原)

七
夕 

七
つ
ま
ん
じ
ゆ
う
食
っ
て
、
七
回
水
あ
び
し
ろ
と
い
う
。(

行
沢)

前

の

晩
(

六
日)

に
、
竹
の
笹
に
い
ろ
い
ろ
の
飾
り
を
つ
け
て
立
て
る
。

こ
れ 

は
昼
食
後
の
仕
事
で
あ
る
。

七
夕
の
当
日
に
は
、

ふ
か
し
ま
ん
じ
ゆ
う
を
つ
く
っ
て(

七
夕
様
に)

し
ん
ぜ 

る
。
夜
は
、
う
ど
ん
を
し
ん
ぜ
て
か
ら(

夕
食
を
七
夕
様
に
食
べ
て
も
ら
っ
て)

、
 

飾
り
の
竹
を
川
へ
流
し
た(

上
高
田
字
山
下•

川
幡)

。

七
夕
は
八
月
七
日
で
、
今
年
出
た
新
し
い
竹
に
、
色
紙
の
短
冊
に
色
々
の
字
を 

書
い
て
、
朝
早
く
門
に
立
て
て
飾
っ
た
。
字
を
書
く
水
は
、
里
芋
の
葉
の
上
に
た 

ま
っ
た
露
を
集
め
て
硯
に
入
れ
て
す
っ
て
書
い
た
。
夕
方
川
へ
流
し
た
。
こ
の
日
、
 

子
ど
も
た
ち
は
七
回
ま
ん
じ
ゆ
う
を
食
っ
て
七
回
水
あ
び
を
し
ろ
と
い
わ
れ
た
。 

こ
の
日
は
墓
地
の
清
掃
の
日
と
き
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
七
夕
の
先
に
飾
る
ス
カ
リ 

と
ょ
ぶ
ア
ミ
状
の
も
の
は
、

と
っ
て
お
い
て
養
蚕
の
当
る
ょ
う
に
し
た
り
、
葉
大 

根
を
ま
い
た
時
の
虫
除
け
に
し
た
。(

八
木
連)

七
夕
は
八
月
七
日
で
、
里
芋
の
葉
の
露
を
と
っ
て
来
て
墨
を
す
り
、
短
冊
に
川 

の
名
、
星
の
名
を
筆
で
書
き
、
竹
に
つ
る
す
。

こ
の
他
、
鎖
や
す
か
し
綱
を
作
っ 

て
か
け
る
。

こ
の
日
は
ユ
デ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
作
る
。
ま
ん
じ
ゆ
う
を
七
個
食
ベ
川

の
水
を
七
回 

あ
び
る
。
ネ 

ブ

タ
(

ネ
ム 

の
木
の
葉)

を
と
つ
て
来 

て
目
を
こ
す 

つ
て
顔
を
こ 

す
る
と
目
の 

病
に
な
ら
な

七夕飾り

笹の先端にアミ飾り(スカリ)を吊す。

(諸戸) (撮影関口正己)

七夕飾り

先端に網(アミ)を吊るす。 

(諸戸)(撮影関口正己)

七夕の笹飾りの先端を残し 

て、あとで大根畑に立て虫 

除けの呪にする(八木連字 

大久保)(撮影関口正己)



い
と
い
う
。
頭
の
病
気
の
あ
る
人
は
川
で
髪
の
毛
の
先
だ
け
洗
う
。
七
夕
の
竹
の 

先
を
と
っ
て
お
い
て
大
根
畑
へ
さ
す
と
、
虫
に
大
根
を
食
わ
れ
な
い
。(

下
高
田
字 

本
村)七

夕
は
八
月
七
日
で
新
竹
に
た
ん
ざ
く
を
下
げ
る
。
七
タ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
つ
く 

る
。
「
七
つ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
食
っ
て
七
回
水
を
あ
び
る
。
」
と
い
っ
た
。
里
芋
の
葉
に 

た
ま
っ
た
水
で
字
を
書
く
と
上
達
す
る
。
竹
の
枝
の
一
部
分
を
と
っ
て
お
い
て
畑 

に
立
て
る
と
虫
が
た
か
ら
な
い
と
い
う
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

七
夕
の
日
に
は
七
回
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
食
べ
て
七
回
水
あ
び
を
し
ろ
と
い
わ
れ 

た
。
ま
た
七
夕
の
日
に
は
白
菜
な
ど
の
、
菜
っ
葉
類
は
ま
く
な
と
い
わ
れ
た
。
ま 

た
こ
の
日
に
は
墓
掃
除
を
す
る
。(

上
高
田
字
上
十
二)

ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
っ
て
、
タ
ナ
バ
タ
サ
マ
に
供
え
る
。
「
ま
ん
じ
ゅ
う
を
七
個 

食
っ
て
、
七
回
水
を
浴
び
ろ
」
と
言
わ
れ
た
。
人
形
を
た
た
ん
だ
も
の
を
下
げ
た 

七
夕
飾
り
を
、
天

道

柱
(

縁
側
の
真
中
の
外
側
の
柱)

に
し
ば
り
っ
け
る
。
七
日 

の
夕
方
、
大
川
へ
持
っ
て
行
っ
て
流
す
。
竹
の
枝
先
を
折
っ
て
菜
畑
に
立
て
て
お 

く
と
、
虫
封
じ
に
な
る
。(

中
里)

七
夕
に
は
タ
ン
サ
ン
マ
ン
デ
ュ
ウ
を 

供
え
た
。
小
麦
粉
に
重
曹
を
入
れ
て
作 

る
。

ア
ン
は
あ
ず
き
ア
ン
を
入
れ
た
。 

重
箱
か
メ
ン
。ハ
に
七
つ
入
れ
て
供
え
た
。 

軒
下
に
机
を
出
し
、
そ
の
上
に
供
え
た
。 

(

大
久
保)

墓
掃
除 

七
夕
の
日
、
八
月
七
日
に 

墓
の
掃
除
を
す
る
。
花
と
線
香
を
進
ぜ 

て
来
る
。(

諸
戸)

七
夕
に
は
墓
掃
除
を
す
る
。

こ
の
辺 

は
個
人
個
人
の
墓
が
多
い
。
七
夕
の
日 

の
朝
十
時
前
に
、
女
衆
は
髪
の
毛
を
洗 

え
ば
、
頭
病
み
を
し
な
い
と
い
ぅ
。

盆
の
前
に
盆
の
道
具
を
洗
う
。(

諸
戸
字
木
戸.

久
保)

七
夕
に
は
墓
掃
除
を
す
る
。
墓
場
へ
行
く
途
中
の
道
刈
り
を
わ
ず
か
で
も
す
る
。

(

行
沢)

洗
い
物 

七
夕
か
ら
迎
え
盆
ま
で
に
、
供
え
物
を
す
る
茶
碗
や
ど
ん
ぶ
り
を
洗 

う
。
髪
の
毛
を
洗
う
こ
と
は
聞
か
な
い
。(

行
沢)

七
夕
雨 

七
夕
に
は
、
雨
が
降
っ
た
方
が
い
い
。
降
れ
ば
行
き
会
え
る
。
七
夕 

に
は
、
幾
粒
で
も
降
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
日
照
り
に
は
待
っ
て
い
た
。
桑
を 

か
な
ら
ず
取
っ
て
お
い
た
。(

菅
原)

七
夕
に
は
雨
が
降
る
。
夕
立
が
す
る
と
い
う
。
星
を
祭
る
こ
と
は
し
な
い
。(

行 

沢)
盆
買
い
物 

「松
井
田
買
い
物
」
と
い
っ
て
、
松
井
田
ま
で
男
の
人
が
歩
い
て 

買
い
物
に
行
っ
た
。(

行
沢)

十
二
、
三
日

盆
花 

キ
キ
ョ
ウ.

カ
ル
カ
ヤ.

オ
ミ
ナ
エ
シ
、
今
は
全
部
は
な
い
か
ら
、
何 

の
花
で
も
い
い
。(

菅
原)

盆
棚
の
前
の
左
右
の
竹
の
柱
に
、
盆
花
を
さ
す
た
め
の
竹
筒
を
結
び
付
け
て
あ 

り
、
向
か
っ
て
右
に
生
花
、
左
に
造
花
を
さ
す
家
も
あ
る
。(

諸
戸
字
日
影)

盆
花
は
キ
キ
ョ
ウ•

オ
ミ
ナ
エ
シ
を
山
か
ら
取
っ
て
き
て
飾
る
。
造
花
の
盆
花 

は
毎
年
買
っ
て
供
え
る
。(

諸
戸
字
日
向)

盆
花
は
オ
ミ
ナ
エ
シ•

キ
キ
ョ
ウ•

オ
ゼ
ン
バ
ナ
を
山
か
ら
と
っ
て
き
て
飾
る
。 

オ
ミ
ナ
エ
シ
は
遠
く
の
山
に
し
か
な
い
。
粟
の
ょ
う
な
花
が
咲
く
の
で
ア
ワ
バ 

ナ
と
い
う
。

キ
キ
ョ
ウ
は
妙
義
の
代
表
的
な
花
だ
が
、
昭
和
四
十
年
ご
ろ
根
が
薬
草
に
な
る 

と
言
っ
て
、
う
ん
と
堀
っ
て
か
ら
山
に
無
く
な
っ
た
。

オ
ゼ
ン
花
は
赤
い
花
で
あ
る
。(

諸
戸)

盆
花
取
り
は
十
三
日
ご
ろ
だ
が
不
定
。
キ
キ
ョ
ウ•

ア

ワ

バ

ナ(

黄
色
い
花)
.
 

ミ

ソ

ハ

ギ(

赤
紫
色
の
花)

な
ど
を
山
か
ら
取
っ
て
く
る
。
最
近
は
山
に
こ
れ
ら

七夕の墓掃除(下高田 生寿寺裏墓地). 

(撮影都丸十九一)



盆棚のチガヤをなう(下高田)

(撮影池田秀夫)

盆 棚(下高田)

(撮影池田秀夫)

盆 棚(古立)

(撮影阿部孝)

盆 棚

竹4本立てチガヤの縄を上下 
2段に張りスギの葉•ホオズ 

キを吊す。前2本に竹筒を付 

け、盆花をさす。(左は造花、 
右は生花)下に無縁仏の供え 

物を置く。(諸戸字日影佐藤 

久雄家)(撮影関口正己)

盆 棚(下高田)

(撮影池田秀夫)

の
花
が
少
な
く
な
っ
た
。
ハ
ギ
の
花
は
ま
だ
咲
か
な
い
。
ミ
ソ
ハ
ギ
の
花
は
、
コ
ッ 

プ
の
水
に
浸
し
て
、
水
を
か
け
る
時
に
用
い
る
。
迎
え
盆
の
時
、

コ
ッ
プ
に
水
を 

入
れ
て
行
き
、
カ
ド
か
ら
迎
え
て
く
る
時
、

ミ
ソ
ハ
ギ
の
枝 

二 

本)

を
水
に
浸 

し
て
、
盆
花
に
か
け
る
。
送
り
盆
に
も
同
様
に
し
て
、

コ
ッ
プ
の
水
を
ミ
ソ
ハ
ギ 

の
枝
で
、
送
り
火
に
か
け
る
。(

行
沢)

"

盆
花
は
山
か
ら
オ
ミ
ナ
エ
シ.

ミ
ソ
ハ
ギ
な
ど
を
取
っ
て
き
て
盆
棚
に
飾
っ
た
。
 

オ
ミ
ナ
エ
シ
は
ア
ワ
バ
ナ(

黄
色)

と
も
い
い
、
盆
花
の
代
表
と
さ
れ
る
。
昔
は 

オ

ゼ

ン

バ

ナ(

黄
色
で
四
弁)
.

ナ
デ
シ
コ
な
ど
が
あ
っ
た
。(

行
沢)

十 

三 

日

盆

棚

十

三

日

は

盆

迎

ぇ

で

、
盆 

棚
を
作
る
。
あ
ま
り
簡
単
だ
と
、
「
盆 

棚
の
よ
う
だ
」
と
い
う
。

お
が
ら
を
、
 

う
ち
の
か
い
ど
う
で
燃
し
、
う
ち
の 

方
へ
倒
す
。
送
り
盆
の
時
は
、
芋
の

葉
の
上
に
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
の
馬
を
作
り
、
食
べ
る
も
の
を
刻
ん
で
、
お
弁
当 

を
持
た
し
て
や
る
。
お
が
ら
燃
し
て
、
お
寺
の
方
へ
倒
す
。
線
香
を
立
て
て
、
道
し 

る
べ
に
す
る
。(

菅
原)

十
二
日
に
チ
ガ
ヤ
を
と
っ
て
き
て
縄
を
な
い
、
十
三
日
に
盆
棚
を
つ
く
る
。

こ 

の
盆
棚
に
は
寺
か
ら
榧
の
木
の
枝
を
貰
っ
て
き
て
あ
げ
た
。
諸
戸
で
は
杉
の
葉
を 

貰
っ
て
き
て
あ
げ
た
。(

菅
原)

盆
棚
に
、
杉
の
葉
や
ほ
お
ず
き
と
一
諸
に
カ
ヤ(

榧)

の
枝
を
吊
す
。
大
概
の 

の
お
寺
に
は
、
カ
ヤ
の
木
が
あ
る
。
御
先
祖
様
が
、
蚊
に
食
わ
れ
な
い
ょ
ぅ
に
、
 

か
や
を
つ
る
の
だ
と
い
ぅ
。
な
お
、
カ
ヤ
の
実
は
炒
っ
て
、
寺
世
話
人
が
寄
る
時 

に
は
、

お
茶
菓
子
に
、
き
ま
っ
て
出
す
。



盆 棚 

座敷の縁側に接して組み立て、笹竹4本を 

立てる。(諸戸 佐藤正勝家)

(撮影関口正己)

盆 棚

新しい盆ゴザを敷き位牌を全 

部並べる。下の段は無縁仏の 

供え物。左手前の芋の葉にナ 
ス•キュウリ•ナシなど盛った 

のは盆送り用のみやげ物。(諸 

戸字日向市川辰広家)

(撮影関口正己)

盆 棚(組立式) 

新しい盆ゴザを敷いて、位牌 

を並べ供え物をする。机上に 

は無縁仏のために茶を供える。 

(八木連字大久保岩井幹家)

(撮影関口正己)

盆 棚 

竹を前面に立て、後方は略し 

た。(諸戸字日影星ます家) 

(撮影関口正己)

杉
の
葉
を
吊
す
の
は
、
線
香
は 

杉
の
葉
で
作
る
も
の
だ
か
ら
、
線 

香
を
あ
げ
る
の
と
同
じ
気
持
ち
だ
。
 

(

菅
原)

い
く
日
か
前
に
チ
ガ
ヤ
を
刈
っ
て
き
て
、
干
し
て
お
い
て
、
チ
ガ
ヤ
の
縄
を
左 

縄
に
な
っ
て
棚
の
ま
わ
り
の
四
本
の
竹
に
張
り
め
ぐ
ら
す
。
杉
の
葉
と
シ
キ
ビ
の 

葉
と
赤
い
ホ
オ
ヅ
キ
を
吊
す
。
組
立
式
の
盆
棚
に
新
し
い
盆
ご
ざ
を
敷
い
て
、
仏 

壇
か
ら
位
牌
を
全
部
出
し
て
並
べ
る
。
編
ん
だ
敷
物
は
使
わ
な
い
。(

諸
戸)

組
立
式
の
盆
棚
を
組
ん
で
、
回
り
に
新
し
い
竹
四
本
を
立
て
、
左
よ
り
に
し
た 

チ
ガ
ヤ
の
縄
を
張
り
回
す
。
縄
に
は
ス
ギ
の
葉
や
ホ
オ
ズ
キ
の
実
を
吊
る
し
た
り
ヽ

生
ぅ
ど
ん
や
ヒ
ヤ
ム
ギ
を
掛
け 

た
り
す
る
。
棚
に
は
新
し
い
盆 

棚
を
敷
き
、
仏
壇
の
位
牌
を
全 

部
出
し
て
飾
る
。
(

諸
戸
字
日 

向)
盆
棚
は
新
竹
の
葉
つ
き
の
ま 

ま
の
を
四
本
立
て
、
チ
ガ
ヤ
を 

刈
っ
て
干
し
て
左
ナ
ワ
に
な
っ 

た
の
を
張
り
め
ぐ
ら
す
。
杉
の

葉
と
赤
い
ホ
オ
ズ
キ
を
吊
す
。
菅
原
で
は
カ
ヤ
の
実 

も
吊
す
そ
う
だ
が
、

こ
こ
で
は
し
な
い
。
盆
棚
を
作 

る
場
所
は
仏
壇
の
前
、
座
敷
の
縁
側
に
近
い
所
や
別 

の
座
敷
な
ど
家
に
ょ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
所
に
作
る
。
棚 

に
は
新
し
い
盆
ゴ
ザ
を
敷
く
が
、

カ
ヤ
な
ど
の
編
み 

も
の
は
使
わ
な
い
。
竹
の
葉
が
ど
う
い
う
訳
か
一
枝 

だ
け
葉
の
し
な
び
な
い
所
が
で
き
る
。
仏
様
が
こ
こ 

か
ら
上
っ
た
と
い
っ
た
。
里
芋
の
葉
を
敷
い
て
皿
の 

ょ
う
に
し
て
供
え
物
を
し
て
、
送
る
時
も
こ
の
葉
に

包
ん
で
持
た
せ
て
や
る
。(

行
沢)

カ
マ
ノ
ク
チ
ア
ケ
に
チ
ガ
ヤ
を
と
っ
て
来
て
、
か
げ
干
し
に
し
て
お
い
た
も
の 

で
シ
メ
縄
を
な
ぅ
。
盆
棚
は
木
の
枠
が
あ
っ
て
、

こ
の
四
隅
の
枠
に
新
竹
を
し
ば 

り
つ
け
、

シ
メ
縄
を
張
り
め
ぐ
ら
す
。

シ
メ
縄
に
は
、
杉

の

葉.

シ

キ

ミ(

墓
に 

植
え
て
あ
る)
.

ホ
オ
ズ
キ
な
ど
を
下
げ
る
。
盆
棚
の
上
に
は
仏
壇
か
ら
出
し
た
位 

牌
を
飾
り
、
下
に
は
器
に
水
を
入
れ
て
ミ
ソ
ハ
ギ
を
活
け
る
。

こ
れ
は
無
縁
仏
を 

祀
る
の
だ
と
い
ぅ
。
供
え
も
の
は
、
上
の
段
と
同
じ
も
の
だ
が
少
な
め
に
す
る
。

(

妙
義)

盆
棚
は
組
立
の
枠
に
飾
り
つ
け
る
。
毎
年
新
し
い
盆
ゴ
ザ
を
敷
い
て
、
そ
の
上 

に
位
牌
を
並
べ
る
。
木
の
枠
組
の
四
隅
に
今
年
出
た
青
竹
を
し
ば
り
つ
け
、
チ
ガ



ヤ
の
縄
を
張
り
め
ぐ
ら
す
。
真
ん
中
と
上
の
二
か
所
は
る
。

こ
の
縄
に
杉
の
枝
と 

ホ
オ
ヅ
キ
を
つ
け
る
。
下
に
は
杉
の
葉
を
置
い
て
、
無
縁
仏
を
祀
る
。
供
え
も
の 

は
、
棚
の
上
と
同
じ
で
あ
る
。(

中
里)

竹
を
四
本
立
て
、

こ
れ
に
チ
ガ
ヤ
を
左
縄
に
な
っ
た
の
を
回
ら
す
。

こ
の
縄
に 

は
杉
の
葉•

ホ
ウ
ズ
キ
を
交
互
に
つ
る
す
。
盆
棚
の
下
に
は
、

一
人
前
に
な
ら
な 

い
で
死
ん
だ
無
縁
仏
を
祀
る
と
し
て
、
ィ
モ
の
葉
に
野
菜
を
入
れ
て
置
く
。
大
久 

保
で
は
こ
の
供
物
は
、
仏
様
に
分
け
て
や
れ
る
よ
う
に
と
い
っ
て
、
細
か
く
刻
ん 

で
や
る
。(

下
高
田)

盆
棚
は
仏
壇
の
前
に
し
つ
ら
え
る
が
、

ア
ラ
盆
の
場
合
は
、
四
本
の
竹
を
四
方 

に
立
て
た
棚
と
す
る
。
チ
ガ
ヤ
縄
、
新
し
い
ご
ざ
、
青
竹
の
筒
に
盆
の
花
を
さ
し 

て
立
て
、
提
灯
を
下
げ
る
。
チ
ガ
ヤ
の
縄
を
棚
の
ま
わ
り
に
ま
わ
し
て
杉
の
葉
を 

下
げ
、

ホ
オ
ズ
キ
を
下
げ
る
。

ヒ
ル
ベ
タ
ィ
、

こ
れ
は
ひ
や
む
ぎ
で
あ
る
が
、

こ 

れ
を
冷
た
い
ツ
ユ
で
供
え
る
。
な
お
こ
の
あ
た
り
で
盆
花
と
い
う
の
は
、

キ
キ
ョ 

ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、

ほ
か
に
造
花
な
ど
で
あ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

供
え
物 

盆
棚
に
は
仏
壇
の
位
牌
を
全
部
出
し
て
並
べ
る
。
供
え
物
は
う
ど

ん

・
ボ
タ
餅
な
ど
の
ほ
か
に
、
ナ 

ス
•

キ
ュ
ウ
リ•

サ
ツ
マ
イ
モ

•  

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
野
菜
、
ナ 

シ
•

ブ

ド

ウ.

リ
ン
ゴ
な
ど
の
果

物
、
茶
、
線
香
、
 

灯
明
、
水
な
ど 

を
供
え
る
。
 

(

諸
戸
字
日
向)

盆

ご

ざ

盆
 

棚
の
上
に
敷
く 

盆
ご
ざ
は
毎
年 

新
し
く
買
ぅ
。 

(

諸
戸
字
日
向)

無

縁

仏

盆
 

棚
の
下
へ
竹
の 

枝
を
置
き
、
無 

縁
仏
を
祭
る
。
 

そ
こ
に
も
少
し 

供
え
物
を
す
る
。

(

諸
戸)

無
縁
仏
は
家

族
の
中
で
、
未

婚
の
う
ち
に
死
ん
だ
も
の
や
、
子
ど
も
の
仏
を
い
う
。
ま 

た
、
行
く
所
の
な
い
仏
も
い
う
。
盆
棚
の
下
に
未
婚
者
の 

位
牌
を
並
べ
た
り
、
前
方
の
一
番
低
い
所
へ
机
を
置
い
て
、
 

無
縁
仏
に
進
ぜ
た
り
す
る
。(

行
沢)

無
縁
仏
は
盆
棚
の
下
に
杉
の
葉
を
ま
と
め
て
お
盆
に
の 

せ
て
お
く
。
無
縁
仏
が
杉
の
葉
の
か
げ
で
ご
馳
走
を
食
べ 

る
と
い
う
。(

行
沢)

盆
棚
の
下
に
笹
の
葉
を
置
き
、
無
縁
仏
が
宿
る
所
と
し 

て
、
供
え
物
を
す
る
。
盆
棚
ょ
り
一
段
下
の
机
上
に
、
無 

縁
仏
へ
の
供
え
物
を
す
る
家
が
多
い
が
、
新
し
い
風
習
ら

無縁仏

盆棚の下に笹の葉を置いて宿る所にする。 

(行沢 嶋田つね家)(撮影 関口正己)

盆のオルスイ様

仏壇の位牌を全部盆棚に移し 

て、留守になるが供え物をす 

る。(諸戸字日向市川辰広家) 

(撮影関口正己)

オルスイ様

仏壇の位牌を全部盆棚に移し 

て、空にする。(諸戸佐藤 

正勝家)(撮影関口正己)

オルスイ様

仏壇の留守の所へ、供え物を 

する。(八木連字大久保 岩井 

幹家)(撮影関口正己)



寺の盆棚

本堂の廊下に置き、盆迎えに 
来た檀家の人々が、ここから 

盆様を迎えていく。(諸戸 

随応寺)(撮影関口正己)

盆迎え(ケードに線香を立てる)
(下高田) (撮影池田秀夫)

盆迎え(線香を立てる)(下高田)

(撮影池田秀夫)

墓 地

盆の前(七夕のころ)掃除をして花を供え 

る。盆迎えにはあまり来ない。

(諸戸 随応寺) (撮影 関口正己)

盆 迎え(下高田)(撮影 池田秀夫)

し
い
。(

行
沢)

盆
棚
の
前
の
下
に
、
杉
の
葉
を
置
き
、
そ
の
上
に
香
炉
な
ど
を
お
い
て
、
無
縁 

仏
を
む
か
え
た
。
線
香
は
一
本
立
て
る
。
ま
た
供
え
物
は
、

ふ
つ
ぅ
の
仏
様
に
あ 

げ
る
も
の
と
同
じ
だ
が
、
量
が
少
な
い
。
無
縁
仏
様
の
ボ
タ
モ
チ
を
食
べ
る
と
、
 

夏
や
せ
し
な
い
と
い
っ
て
、
他
の
家
の
も
の
を
も
ら
っ
て
食
べ
た
。(

上
高
田
字
下 

十
ー 

ー}

無
縁
仏
は 

棚
の
下
に
供 

え
る
。(

下
高 

田
字
新
光
寺)

オ
ル
ス
イ 

様

仏

壇

の
 

位
牌
は
全
部 

盆
棚
に
移
し 

て
飾
り
、
仏

壇
は
留
守
に
な
る
が
、
オ
ル
ス
イ
様
に
対
し
て
簡
単
な
供
え
物
を
す
る
。(

諸
戸)

(

八
木
連)

盆
棚
参
り 

特
別
に
は
し
な
い
。(

諸
戸
字
日
向)

寺
の
盆
棚 

随
応
寺
で
は
本
堂
の
廊
下
に
外
へ
向
け
て
盆
棚
を
設
け
る
。
四
隅 

に
文
字
を
書
い
た
色
紙
を
下
げ
る(

今
年
は
省
略)

。
檀
家
が
迎
え
盆
に
来
て
、
寺 

で
ひ
い
た
粉
茶(

紙
袋
入
り)

を
も
ら
っ
て
行
く
。

こ
の
粉
茶
を
家
々
で
は
十
三
、
 

十
四
、
十
五
日
に
盆
棚
に
供
え
て
、
送
り
盆
の
時
に
は
カ
ド
に
供
え
た
り
、
茶
袋 

ご
と
残
ら
ず
送
り
出
し
て
や
る
。

檀
家
が
迎
え
盆
の
時
に
寺
で
は
送
り
盆
で
、
檀
家
が
送
り
盆
の
時
は
寺
で
は
迎 

え
盆
だ
と
い
ぅ
。(

諸
戸
字
日
向)

盆
供 

盆
の
十
五
日
か
十
六
日
に
寺
へ
参
拝
し
て
、
盆
供
と
書
い
て
お
金
千
円 

か
ら
三
千
円
く
ら
い
供
え
て
く
る
。
干
し
ぅ
ど
ん
二
、
三
把
も
持
っ
て
行
く
。(

諸 

戸
字
日
向)

墓
地 

盆
の
前
に
き
れ
い
に
掃
除
を
し
て
竹
筒
を
立
て
、
盆
花
を
供
え
て
置
く 

が
、
盆
の
送
迎
に
は
墓
地
へ
直
接
行
か
な
い
で
、
家
の
カ
ド
で
す
ま
せ
る
。(

諸
戸



字
日
向)

迎
え
盆 

迎
え
盆
は
早
く
、
送
り
盆
は
遅
く
す
る
。(

菅
原)

十
三
日
の
迎
え
盆
と
十
五
日
の
送
り
盆
の
日
だ
け
火
を
た
い
た
。(

菅
原)

盆
迎
え
は
八
月
十
三
日
、
墓
へ
行
っ
て
花
を
さ
し
て
、
線
香
を
立
て
て
お
が
ん 

で
く
る
。
夕
方
家
の
カ
ド
で
麦
ワ
ラ
を
燃
し
て
お
盆
様
を
迎
え
る
。
そ
の
火
で
提 

灯
の
ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
つ
け
、
線
香
に
も
火
を
つ
け
て
き
て
き
て
、
盆
棚
の
あ
か 

り
を
つ
け
る
。(

諸
戸)

盆
迎
え
は
八
月
十
三
日
の
昼
間
、
寺
へ
お
参
り
す
る
人
も
い
る
。
夕
方
、
家
族 

が
カ
ド
ま
で
出
て
、
麦
わ
ら
束
を
立
て
て
燃
や
し
、
盆
様
を
迎
え
る
。
線
香
や
提 

灯
に
火
を
つ
け
て
、
線
香
は
半
分
カ
ド
に
立
て
、
水
も
上
げ
る
。
火
を
付
け
た
線 

香
の
半
分
と
、
提
灯
を
持
っ
て
、
家
ま
で
迎
え
て
く
る
。

中
島
家
で
は
、
紋
付
を
着
て
提
灯
持
っ
て
墓
参
り
を
し
て
、
線
香
を
上
げ
て
く 

る
が
、

一
般
に
は
カ
ド
か
ら
迎
え
て
く
る
家
が
多
い
。(

諸
戸
字
日
向)

盆
迎
え
は
家
の
前
の
道
路
の
三
本
辻
の
カ
ド
か
ら
盆
様
を
連
れ
て
く
る
。
そ
こ 

は

家

の

カ

ド(

ケ
エ
ド)

と
は
限
ら
な
い
。
墓
場
に
は
行
く
人
も
、
行
か
な
い
人 

も
い
る
。

墓

は

紋

付.

は
か
ま
で
行
く
人
も
い
た
。
家
族
が
揃
っ
て
提
灯
を
つ
け
て
、
力 

ド
(

ケ
エ
ド)

へ
盆
迎
え
に
行
く
。
カ
ド
に
麦
ワ
ラ
を
立
て
て
火
を
つ
け
て
迎
え 

火
を
燃
す
が
、
家
の
方
へ
倒
す
ょ
う
に
す
る
。(

送
る
時
は
、
向
こ
う
へ
倒
す)

。 

線
香
に
火
を
つ
け
て
、
傍
に
立
て
、

一
部
を
家
に
持
っ
て
来
て
盆
棚
に
上
げ
る
。 

帰
り

は

家

の

ナ

カ

ド(

座
敷
の
外
の
縁
側)

か
ら
上
が
る
。

ナ

カ

ド
(

座
敷)

か
ら
上
り
下
り
す
る
の
は
、
和
尚
さ
ん
や
出
棺
の
時
と
同
じ 

で
あ
る
。(

行
沢)

迎
え
盆
は
八
月
十
三
日
に
お
墓
へ
迎
え
に
行
き
、
提
灯
に
あ
か
り
を
つ
け
て
迎 

え
て
く
る
。
門
先
で
ワ
ラ
に
火
を
つ
け
て
燃
す
。

こ
の
煙
に
乗
っ
て
、
盆
さ
ま
が 

家
へ
お
入
り
に
な
る
と
い
う
。(

妙
義)

盆
迎
え
は
ケ
ィ
ド
ウ
又
は
お
墓
か
ら
迎
え
て
来
る
。
線
香
か
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を 

つ
け
て
迎
え
る
。
送
る
時
は
ナ
ス
の
馬
を
作
り
、

ハ
ス
の
葉
に
、
土
産
を
上
げ
て

ケ
イ
ド
ウ
か
ら
お
墓
に
送
る
。(

古
立)

迎
え
盆
は
八
月
十
三
日
。
カ
イ
ド
で
迎
え
火
を
た
い
て
盆
さ
ま
を
迎
え
る
。
力 

ド
火
の
煙
に
乗
っ
て
、
盆
さ
ま
は
家
に
入
る
。,(

中
里)

盆
迎
え
、
盆
送
り
は
、
家
の
カ
イ
ド
ウ
ょ
り
迎
え
た
り
、
送
っ
た
り
す
る
。(

中

里)
盆
迎
え
は
家
の
カ
イ
ド
で
、
む
ぎ
わ
ら
を
一
束
ぐ
ら
い
燃
や
し
、

こ
れ
を
家
の 

方

向

に

倒

し

て

「
こ
の
あ
か
り
で
、
き
さ
っ
し
や
い
」
と
い
っ
た
。
送
る
と
き
は 

カ
イ
ド
の
方
へ
向
け
て
、
む
ぎ
わ
ら
を
倒
し
た
。(

八
木
連
字
大
久
保)

八
木
連
で
は
、
墓
地
へ
迎
え
に
行
く
家
と
、
ケ
エ
ド
で
迎
え
る
家
と
は
半
々
く 

ら
い
で
あ
る
。
墓
地
へ
行
く
家
で
は
、
弓
張
り
提
灯
を
持
っ
て
行
く
家
も
あ
る
。 

ケ
エ
ド
で
麦
わ
ら
を
束
ね
た
も
の
に
火
を
つ
け
て
か
ら
、
ナ

カ

ト
(

縁
側
の
方) 

か
ら
上
る
。(

玄
関
か
ら
入
る
家
も
多
い
と
い
う)

。

夕
飯
は
盆
さ
ん
の
前
で
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
魚
を
食
べ
る
。
「仏
に
ロ 

を
吸
わ
れ
な
い
ょ
う
に
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。(

八
木
連)

盆
迎
え
に
は
縁
側
に
ゴ
ザ
を
敷
き
、
線
香
を
立
て
、

お
み
あ
か
し
を
つ
け
て
仏 

様
を
迎
え
る
。
そ

の

と

き

「仏
様
の
足
洗
い
水
」
と
い
っ
て
、
ど
ん
ぶ
り
に
水
を 

入
れ
、

ミ
ソ
ハ
ギ
の
枝
を
入
れ
た
も
の
を
用
意
し
て
お
く
。

こ
の
ミ
ソ
ハ
ギ
の
枝 

で
水
を
ふ
り
か
け
、
仏
様
に
足
を
洗
っ
て
も
ら
っ
て
、
盆
棚
に
仏
様
を
案
内
し
た
。 

迎
火
は
た
か
な
い
。(

上
高
田
字
下
十
二)

盆
迎
え
は
十
三
日
に
盆
棚
を
作
り
夕
方
迎
え
る
。

お
墓
へ
提
燈
の
中
へ
蠟
燭
を 

入
れ
持
っ
て
行
っ
て
火
を
た
き
、
そ
れ
を
蠟
燭
に
つ
け
て
家
へ
持
っ
て
来
る
。
ケ
ー 

ド
で
わ
ら
束
を
立
て
、
そ
こ
へ
蠟
燭
の
火
を
つ
け
、
わ
ら
か
ら
ま
た
火
を
蠟
燭
に 

つ
け
盆
棚
へ
立
て
る
。
わ
ら
束
は
家
の
方
へ
倒
す
。

こ
の
火
を
ま
た
ぐ
と
、
し
も 

の
病
に
か
か
ら
な
い
、

と
い
わ
れ
て
い
る
。(

下
高
田
字
本
村)

迎
え
盆
は
十
三
日
に
は
墓
地
で
お
あ
か
り
を
あ
げ
、
カ
イ
ド
ウ
で
火
を
た
い
て 

家
の
方
に
火
を
倒
す
。
家
の
方
に
倒
れ
る
と
、
ご
先
祖
様
が
お
客
に
来
た
ん
だ
と 

い
っ
て
直n
ぶ
。
迎
え
火
の
と
こ
ろ
で
お
線
香
を
つ
け
て
仏
壇
に
上
げ
る
。
寺
か
ら 

来
た
お
茶
を
し
ん
ぜ
る
。(

下
高
田
字
本
村)



盆
迎
え
に
は
八
月
十
三
日
夕
方
盆
棚
に
つ
る
し
て
あ
る
盆
提
灯
に
火
を
つ
け
、
 

家
族
全
員
揃
っ
て
門
に
も
っ
て
い
く
。

こ
こ
で
麦
藁
の
タ
イ
マ
ツ
に
火
を
つ
け
、
 

タ
イ
マ
ツ
か
ら
線
香
に
火
を
移
し
、

こ
れ
を
道
の
両
側
に
立
て(

あ
る
い
は
線
香 

を
一
束
カ
ド
に
た
て
る
。
こ
の
煙
に
の
っ
て
お
盆
様
は
く
る
と
い
う)

、
あ
と
は
盆 

棚
に
も
っ
て
い
っ
て
立
て
る
。

こ
の
と
き
家
族
全
員
履
物
を
ぬ
い
で
縁
側
か
ら
上 

り
、
盆
様
の
前
で
一
緒
に
食
事
す
る
。

こ
の
と
き
鰯
な
ど
な
ま
ぐ
さ
い
も
の
を
た 

べ
る
。(

下
高
田)

盆
迎
え
は
八
月
十
三
日
夕
刻
、
ヵ
ド
で
麦
藁
の
束
を
燃
や
し
、
線
香
に
火
を
つ 

け
て
道
ば
た
に
立
て
、
家
に
入
っ
て
盆
棚
の
線
香
立
て
に
立
て
る
。
十
五
日
夕
の 

送
り
は
、
迎
え
と
逆
に
す
る
。(

上
高
田)

線
香
は
久
原
、
北
谷
で
は
路
傍
に
立
て
な
い
が
、
舞
台
、
三
屋
前
で
は
束
の
ま 

ま
、
三
屋
で
は
二
、
三
本
ず
つ
立
て
る
。(

下
高
田)

迎
え
盆
に
は
門
口
に
麦
わ
ら
を
立
て
て
お
き
、
墓
か
ら
は
提
燈
を
と
も
し
て
き 

て
、
そ
の
火
を
麦
わ
ら
に
移
し
て
迎
え
火
と
す
る
。
そ
の
煙
に
の
っ
て
仏
様
が
く 

る
と
い
う
。
ま
た
提
燈
の
ろ
う
そ
く
の
火
を
棚
に
移
す
。
線
香
を
供
え
て
、
そ
の 

晩
は
棚
の
前
で
食
べ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

盆

の

食

事

朝

—

オ

ハ

ギ
(

小

豆.

キ

ナ

コ.

ゴ
マ)

昼
—

ソ
ウ
メ
ン
・
ヒ
ヤ 

ム
ギ
、
夜I
御
飯
。

十
三
日
の
晩
飯
に
は
必
ず
ナ
マ
リ
な
ど
の
魚
を
食
べ
る
。
ナ
マ
グ
サ
を
食
べ
な 

い
と
、
仏
さ
ん
に
ロ
を
吸
わ
れ
る
か
ら
と
い
う
。(

諸
戸
字
日
向)

迎
え
盆
の
晩
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
煮
て
供
え
る
。
ナ
マ
グ
サ
物
を
必
ず
食
べ
ろ
、
 

仏
様
に
ロ
を
吸
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
。(

諸
戸
字
日
向)

迎
え
盆
の
夕
食 

盆
棚
の
前
で
夕
食
を
食
べ
る
。

こ

の

時

「
何
か
ナ
マ
グ
サ
を 

食
べ
る
も
ん
だ
」
と
い
っ
た
。
「
仏
様
に
ロ
を
吸
わ
れ
な
い
よ
う
に(

死
な
な
い
よ 

う
に)

」
と
い
い
、

こ
の
晩
一
回
は
食
べ
て
、
あ
と
の
盆
中
は
ナ
マ
グ
サ
を
食
べ
る 

な
と
言
っ
た
。(

行
沢)

盆
の
食
事 

盆
の
十
三
、
四
、
五
日
の
三
日
間
は
盆
棚
の
前
で
食
事
を
し
た
。
 

盆
迎
え
は
早
く
、
盆
送
り
は
遅
く
と
い
い
、
十
五
日
の
夕
食
後
送
り
出
し
た
。(

古

立.)
お
盆
の
食
事
は
十
三
日
夕
飯
に
は
盆
様
に
ロ
を
吸
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
っ
て 

ナ
マ
グ
サ
を
た
べ
る
。
十
四
日
朝
は
オ
ハ
ギ
、
昼
は
ウ
ド
ン
、
夕
は
御
飯
、
十
五 

日
朝
饅
頭
、
昼
ウ
ド
ン
、
夕
は
供
え
た
も
の
を
用
い
て
盆
様
と
共
食
、
十
六
日
朝 

は
御
飯
を
盆
様
に
あ
げ
た
あ
と
盆
棚
を
崩
す
。(

下
高
田)

盆
の
食
べ
も
の
は
朝
う
ど
ん
と
お
は
ぎ
、
昼
う
ど
ん
、
夜
、
ご
は
ん
、

こ
れ
は 

盆
棚
だ
け
に
進
ぜ
る
。
家
中
で
は
盆
様
と
同
じ
食
事
で
あ
る
。(

下
高
田
字
本
村) 

ヒ
ル
ベ
テ 

盆
の
と
き
の
昼
う
ど
ん
の
こ
と
を
ヒ
ル
ベ
テ
と
い
う
。’
汁
は
キ
ユ 

ウ
リ
モ
ミ
に
ゴ
マ•

ア
オ
ジ
ソ
を
入
れ
た
り
す
る
。

ヒ
ル
ベ
テ
と
は
、
盆
以
外
に 

は
い
わ
な
い
。(

下
高
田)

食
習
仏
様
は
ナ
マ
グ
サ
が
き
ら
い
な
の
で
、
魚
を
食
べ
る
と
仏
様
に
ロ
を
す 

わ
れ
な
い
、

と
い
っ
て
魚
を
食
べ
る
。

こ
れ
を
盆
魚
と
い
う
。
十
四
日
は
、
朝
ボ 

タ
モ
チ
、
昼
は
ヒ
ル
ベ
テ
ィ
、
夕
は
飯
。
十
五
日
も
同
様
で
あ
る
が
、

こ
の
日
に 

餅
を
つ
く
こ.
と
も
あ
っ
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

盆
魚 

盆
の
十
三
日
に
盆
魚
を
食
べ
な
い
と
、
仏
さ
ま
に
ロ
を
吸
わ
れ
る
と
い

わ
れ
た
。(

八
木
連
字
大
久
保)

七
月
十
三
日
に
は
、
仏
様
に
ロ
を
吸
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
っ
て
、
例
え
、
シ
ャ 

ケ
ひ
と
切
れ
で
も
食
べ
た
。(

下
高
田
字
下
十
二)

新
盆
見
舞 

新
盆
の
時
、
「
お
盆
だ
っ
て
、

お
さ
び
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い

新盆棚

竹4本立てチガヤの縄を張 

る。盆提灯が多く、新盆見 

舞の品が重なる。(行沢 

嶋田理三郎家)

(撮影関口正己)



ぅ
。(
菅
原)

新
盆
見
舞 

は
干
し
ぅ
ど 

ん•

ひ
や
む 

ぎ

・
ろ
う
そ

く
な
ど
を
持
っ
て
い
行
く
。
お
返
し
に
ボ
タ
餅
を
出
し
た
。(
諸
戸
字
日
向)

新
盆
見
舞
は
盆
の
十
四
日
に
、
親
戚
や
近
所
を
十
軒
も
回
っ
た
。
「新
盆
御
見
舞
」
 

の
金
包
み
と
線
香(
昔
は
う
ど
ん.

ひ
や
麦)

を
持
っ
て
行
く
。
近
親
者
に
は
盆 

提
灯
を
持
っ
て
行
く
。(
諸
戸
字
日
向)

新
盆
見
舞
は
一
日
か
ら
行
っ
て
も
い
い
と
い
う
が
、
盆
の
十
四
日
に
行
く
人
が 

多
い
。
十
五
日
な
ら
午
前
に
行
け
と
い
う
。(

行
沢)

あ
ら
盆
に
百
八
灯
は
し
な
い
。
十
四
日
と
十
五
日
の
あ
い
だ
に
、
近
い
親
類
や 

近
所
の
人
が
あ
ら
盆
見
舞
に
来
る
。
「本
日
は
〇
〇
さ
ん
の
あ
ら
盆
で
、
お
線
香
立 

て
に
参
り
ま
し
た
」
と
挨
拶
す
る
。
以
前
は
近
所
の
人
は
干
し
う
ど
ん
三
把
て
い 

ど
も
っ
て
行
っ
た
が
、
今
は
千
円
包
ん
で
行
く
の
が
普
通
で
あ
る
。
戦
前
は
お
返

し
を
し
な
い
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
今
は
半
額
て 

い
ど
の
品
物
を
お
返
し
す
る
家
が
多
い
。
親
の
あ 

ら
盆
の
場
合
、
子
供
は
盆
提
灯
な
ど
の
仏
具
を
持 

っ
て
あ
ら
盆
見
舞
に
行
っ
た
。(

妙
義)

八
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
の
午
前
中(
午
後
は 

送
り
出
す)

に
、
ア
ラ
盆
見
舞
が
来
る
。
組
う
ち 

の
人
や
不
幸
に
ょ
ば
れ
た
人
が
来
る
。
干
し
う
ど 

ん
を
二
〜
三
把
持
っ
て
ゆ
く
。
だ
か
ら
か
び
が
生 

え
る
く
ら
い
干
し
う
ど
ん
が
集
ま
っ
た
。
お
返
し 

は
し
な
か
っ
た
。
今
は
金
を
包
ん
で
来
る
の
で
お 

返
し
を
す
る
ょ
う
に
な
っ
た
。
酒
は
出
さ
な
い
が 

ボ
タ
モ
チ
を
大
皿
に
山
盛
り
に
し
て
出
し
て
、
箸 

で
と
っ
て
オ
テ
ノ
コ
ボ
に
し
て
食
べ
て
も
ら
う
。

子
供
な
ど
近
親
者
は
盆
提
灯
を
上
げ
る
。(
中
里)

盆
提
灯 

盆
に
は
神
棚
へ
は
供
ぇ
な
い
。
盆
棚
の
下
に
無
縁
仏
の
位
は
い
を
ま 

つ
る
。
昔
の
盆
提
燈
は
お
が
ら
で
三
角
に
し
た
も
の
に
障
子
紙
を
は
っ
て
作
っ
た
。
 

こ
れ
は
送
り
盆
が
す
ん
だ
ら
お
墓
へ
置
い
て
来
る
。
盆
に
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で 

提
燈
を
下
げ
、
ゆ
か
た
を
着
て
、
大
通
り
を
歩
い
た
。(

下
高
田
字
本
村)

盆
の
野
回
り 

盆
様
を
迎
ぇ
た
日(
十
三
日)

に
、
家
の
主
人
が
、
弓
張
提
燈 

を
持
っ
て
、
畑
を
回
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
ぅ
。
こ
れ
は
、
む
か
し
の
話
と
し
て 

聞
い
た
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
を
何
と
呼
び
、
ど
ん
な
目
的
で
行
っ
た
の
か
も
わ
か 

ら
な
い
。(
岳)

仏
の
野
回
り 

父
親
が
い
っ
て
い
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。(
菅
原)

火
ト
ボ
シ 

南
牧
で
見
た
が
、
こ
こ
で
は
や
ら
な
い
。(
菅
原)

盆
月
の
死
者 

盆
月
の
一
日
か
ら
盆
が
終
る
ま
で
に
死
ん
だ
者
は
、
葬
る
時
に 

頭
に
皿
を
か
ぶ
せ
て
や
っ
た
。
そ
れ
は
、
死
者
が
盆
で
家
に
来
る
の
に
、
行
く
者 

は
馬
鹿
だ
と
い
い
、
仏
が
道
々
で
頭
を
た
た
く
の
で
か
ぶ
せ
て
や
る
の
だ
と
い
っ 

た
。(
中
里
字
北
山•

菅
原)

新盆棚の上

茶碗に水を入れ、ミソハギの 

花を濡らして供え物に水をか 

ける。(行沢 嶋田理三郎家)

(撮影関口正己)

新盆棚

組立式の棚に、位牌を仏壇か 

ら移して並べる。

(行沢嶋田つね家)

(撮影関口正己)

新盆棚の上

新仏の位牌を中心に全部の位牌を並べる。 

ろうそく線香、水、鉦、野菜、果物を供 

える。芋の葉にナスの馬や供え物をのせる。 

(行沢 嶋田つね家)(撮影 関口正己)



十 

五 

日

盆
送
り 

八
月
十
五
日
の
夕
方
、
盆
棚
の
前
で
食
事
を
し
て
か
ら
、
家
族
が
提 

灯

・
線
香
に
火
を
付
け
て
、
ナ
ス.

キ
ュ
ウ
リ
の
馬
と
供
え
物
や
水
を
持
っ
て
、
 

カ
ド
ま
で
盆
様
を
送
り
出
す
。
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
の
馬
に
は
う
ど
ん
の
荷
縄
を
掛 

け
る
。
カ
ド
に
出
て
麦
わ
ら
束
に
火
を
付
け
て
向
こ
う
側
に
倒
し
て
送
る
。
道
ば 

た
に
盆
花(
造
花)

を
立
て
て
供
え
物
を
置
き
、
線
香
を
立
て
、
水
を
供
え
て
帰 

る
。
帰
る
時
は
後
ろ
を
ふ
り
向
く
と
、
仏
様
に
連
れ
て
行
か
れ
る
の
で
、
後
を
向 

く
な
と
い
う
。

迎
え
る
の
は
早
い
方
が
良
い
。
送
る
の
は
遅
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
。(
諸
戸
字 

日
向)盆

送
り
は
十
五
日
夕
方
、
盆
棚
の
前
で
家
族
揃
っ
て
夕
飯
を
食
べ
て
か
ら
送
り 

出
す
。
提
灯
に
火
を
つ
け
、
み
や
げ
物(

ナ
ス
を
さ
い
の
目
に
切
っ
て
、
里
芋
の 

葉
に
包
む)
•

ナ
ス
の
馬•

水
(

や
か
ん
入
り)
.

線

香.

麦
わ
ら
束
な
ど
を
持
っ 

て
、
座
敷
か
ら
直
接
に
庭
へ
降
り
る
。
屋
敷
か
ら
通
り
に
出
る
カ
ド
で
、
送
り
火

を
焚
き
、
道
路
側
へ
倒
す
。
こ
の
煙
に
乗
っ
て
仏
様
が
帰
る
と
い
う
。
「
ま
た
来
年 

来
て
下
さ
い
」
な
ど
と
い
う
。
カ
ド
の
小
高
い
所
に
線
香
を
立
て
供
え
物
を
置
き
、
 

水
を
そ
そ
い
で
拝
ん
で
帰
る
。
盆
棚
は
十
六
日
に
こ
わ
す
。(

諸
戸
字
日
向)

盆
提
灯
は
新
し
い
提
灯
を
買
う
の
で
、
古
い
も
の
は
送
り
盆
の
時
に
、
カ
ド
で 

燃
や
す
。(
諸
戸
字
日
向)

盆
送
り
は
提
灯
に
あ
か
り
を
つ
け
て
子
ど
も
が
持
っ
て
、
カ
ド
へ
送
り
出
す
。
 

カ
ド
で
麦
わ
ら
の
火
を
焚
く
。
道
の
端
の
上
に
供
え
物
を
し
て
線
香
を
上
げ
る
。
 

「
ま
た
来
年
来
と
く
れ
」
な
ど
と
い
う
。(
諸
戸)

盆
送
り
は
里
芋
の
葉
に
み
や
げ
物
を
載
せ
て
、
家
か
ら
線
香
を
つ
け
て
、
カ
ド 

の
道
ば
た
へ
送
り
出
す
。
こ
の
み
や
げ
物
を
拾
っ
て
食
べ
る
と
夏
や
せ
し
な
い
と 

い
う
。
ま
た
、
タ
ク
ア
ン
和
尚
が
拾
っ
て
漬
け
物
に
し
た
と
も
い
う
。
盆
棚
の
竹 

な
ど
は
、
高
田
川
へ
流
す
。(
行
沢)

昔
、
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
墓
地
の
下
の
堂
の
前
で
、
盆
送
り
を
す
る
。
家
族
が 

盆
提
灯
や
供
え
物
を
持
っ
て
送
っ
て
来
て
、
麦
わ
ら
を
立
て
て
送
り
火
と
し
て
燃 

や
し
、
そ
の
火
で
盆
提
灯
も
燃
や
す
。
道
の
端
に
ナ
ス
の
馬
を
置
き
、
里
芋
の
葉

に
ナ
ス
を
さ
い
の
目
に
切
っ 

て
供
え
る
。
ナ
シ•

キ
ュ
ウ 

リ
•

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
も 

供
え
る
。
線

香•

水
を
供
え 

て
送
り
出
す
。
家
々
で
ほ
半 

数
く
ら
い
が
こ
こ
ま
で
盆
送 

り
に
来
て
、
あ
と
の
半
数
は 

家
の
カ
ド
で
盆
送
り
を
す
ま 

せ
る
と
い
ぅ
。(

行
沢)

送
り
盆
に
は
胡
瓜
の
馬
を 

作
り
、
野
菜
を
こ
ま
か
く
刻 

ん
だ
も
の
と
洗
米
と
を
重
箱 

に
入
れ
て
墓
へ
持
っ
て
ゆ
く
。

盆送り①15日の夕飯を盆棚の前で食べてか 

ら、送り出す。(諸戸字日向 市川辰広家) 

(撮影関口正己)

盆送D②座敷から庭へ降りた家族が提灯など 

を持って、カドまで送り出す。(諸戸字日向 

市川辰広家) (撮影関口正己)

盆送り③家族がカドで麦わらの送り火を焚い 

て送り出す。石垣の下にナスの馬を置き供え 

物をする。(諸戸字日向 市川辰広家)

(撮影関口正己)



盆の送り火 家族がカドで麦わらの火を燃 

す。コンクリ塀の上に供え物を置き線香を 

立てる。(諸戸 佐藤正勝家)

(撮影関口正己)

盆送り

堂の広場まで送って来て送り火を焚き盆提灯 

を燃す。右隅にナスの馬と供え物を置き線香 

を立てる。(行沢) (撮影関口正己)

盆送りの跡

15日の夕方、カドに送り出す。 

芋の葉にナス•キュウリの馬 

や供え物をする(諸戸字木戸)

(撮影関口正己)

こ
れ
は
仏
様
の
お
弁
当
だ
と
言
い
、
仏
さ
ま
は
こ
の
お
弁
当
を
持
ち
、
胡
瓜
の
馬 

に
乗
っ
て
お
帰
り
に
な
る
の
だ
と
い
う
。(
妙
義)

十
五
日
の
夕
方
盆
棚
の
前
で
仏
と
家
族
全
員
が
一
緒
に
食
事
し
、
縁
側
か
ら
庭 

に
出
て
、
カ
ド
で
麦
わ
ら
を
燃
す
。
そ
し
て
寺
に
向
っ
て
倒
す
煙
は
墓
の
方
に
行 

く
と
い
う
。
こ
の
と
き
ィ
モ
の
葉
に
ナ
ス
で
作
っ
た
馬
、
そ
の
他
供
物
、
寺
か
ら 

も
ら
っ
た
盆
中
飲
む
お
茶
を
コ
ッ
プ
に
入
れ
て
持
っ
て
行
く
。(

下
高
田)

送
り
盆
の
と
き
だ
け
線
香
を
束
の
ま
ま
道
の
両
側
に
立
て
る
。(

上
高
田)

送
り
盆
は
十
五
日
の
夕
方
、
な
る
べ
く
お
そ
く
送
る
。
ナ
ス.

キ
ウ
リ
な
ど
で 

馬
を
作
り
、
里
芋
の
葉
に
乗
せ
て
送
り
出
す
。
里
芋
の
葉
に
は
、
盆
棚
に
供
ぇ
た 

も
の
を
少
し
ず
つ
ち
ぎ
っ
て
、
ひ
と
つ
か
み
ほ
ど
乗
せ
る
。
仏
様
が
、
も
ら
っ
た 

み
や
げ
を
馬
に
つ
け
て
も
っ
て
帰
る
と
い
う
。
カ
ド
火
を
た
い
て
、
こ
の3
に
乗
っ 

て
盆
さ
ま
は
お
帰
り
に
な
る
。(
中
里)

盆
送
り
は
十
五
日
の
夕
飯
を
食
べ
て
か
ら
、
盆
棚
に
し
ん
ぜ
た
も
の
を
芋
の
葉 

の
上
に
の
せ
、
ま
た
、
ウ
リ
の
馬
や
ナ
ス
の
馬
も
一
緒
に
そ
ぇ
て
、
道
端
で
麦
わ 

ら
を
燃
や
し
送
り
出
し
た
。
こ
の
と
き
「
さ
あ
さ
あ
、
ず
う
ず
う
し
な
い
で
、
み

ん
な
と
：；
っ
し
ょ
に
帰
っ
て
お
く
れ
」
と
心
の
中
で
い
ぅ
。(

上
高
田
字

下
十
二)

盆
送
り
は
十
五
日
の
夕
方
、
ケ
エ
ド
で
盆
迎
え
し
た
所
に
わ
ら
束
を 

立
て
、
盆
棚
の
蠟
燭
を
提
燈
に
入
れ
て
運
び
、
火
を
つ
け
て
送
る
。
わ

ら
束
は
外
へ
向
け
て
倒
す
。(

下
高
田
字
本
村)

盆
棚
ク
ズ
シ 

十
五
日
の
晩
が
た
盆
棚
の
竹
な
ど
を
川
へ
流
す
。
正
月
の
も
の 

は
燃
す
が
盆
の
も
の
は
川
へ
流
す
。(
諸
戸)

盆
送
り
は
八
月
十
五
日
だ
が
、
盆
棚
を
片
づ
け
る
の
は
十
六
日
で
あ
る
。
棚
を 

こ
わ
す
と
き
に
は
、
ア
ン
の
入
っ
た
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
供
ぇ
る
。
そ
し
て
、»

に
使
っ 

た
竹
、
チ
ガ
ヤ
、
ス
ギ
の
小
枝
な
ど
は
当
番
の
人
が
ま
と
め
て
、
辻
で
燃
や
す
。
 

当
番
と
は
ム
ラ
の
世
話
役
で
、
大
久
保
で
は
一
年
交
代
で
、
二
人
ず
っ
順
に
つ
と 

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。(

八
木
連
字
大
久
保)

盆
の
十
五
日
に
盆
棚
を
取
り
除
く
。
各
戸
の
も
の
を
子
供
た
ち
が
、
提
の
端
に 

集
め
、
十
六
日
の
夕
方
、
大
体
四
時
間
か
ら
燃
し
た
。
こ
れ
は
昔
か
ら
行
な
わ
れ 

て
い
た
。
現
在
は
川
へ
流
す
ょ
ぅ
に
な
っ
た
。(
中
里
字
北
山.

菅
原)

盆
棚
片
付
け
は
十
六
日
、
盆
棚
の
竹
を
ち
茅
で
ゆ
わ
ぇ
川
へ
流
す
。
里
芋
の
葉 

の
上
に
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
で
作
っ
た
馬
や
、
オ
ダ
ン
ス
や
ぅ
ど
ん
を
の
せ
辻
へ
持
っ 

て
行
っ
て
置
く
。(

下
高
田
字
本
村)

盆
棚
は
新
竹
四
本
を
立
て
、
そ
の
周
囲
を
チ
ガ
ヤ
の
縄
で
め
ぐ
ら
す
。
こ
れ
に



う
ど
ん
を
か
け
る
が
、
送
り
盆
の
カ
ケ
ナ
ワ
と
い
う
、
お
盆
様
が
帰
る
と
き
の
土 

産
を
し
ば
る
縄
で
あ
る
。
十
六
日
朝
盆
棚
く
ず
し
の
前
に
饅
頭
を
供
え
、
そ
れ
か 

ら
く
ず
し
て
位
牌
を
オ
ル
ス
ィ
サ
ン(
仏
壇)

に
返
す
。
そ
し
て
子
供
が
盆
棚
に 

用
い
た
竹
な
ど
の
道
具
、
盆
花
の
古
い
も
の
な
ど
縄
で
か
ら
げ
て
川
原
に
持
っ
て 

行
き
、
各
家
で
は
ヤ
カ
タ
を
作
る
所
に
麦
わ
ら
を
添
え
て
出
す
。
三
つ
屋
は
久
原 

と
競
争
で
燃
え
の
ょ
い
ょ
う
に
と
高
く
積
み
上
げ
て
燃
し
た
。(

下
高
田)

九 

月

一
 

日

二
百
十
日 

仕
事
を
休
む
。
ふ
か
し
ま
ん
じ
ゅ
う
や
赤
飯
を
つ
く
る
。
二
百
二 

十
日
も
同
じ
。(
諸
戸
字
日
向)

風
キ
リ 

竿
の
上
に
、
鎌
を
立
て
る
。(
菅
原)

三
部
落
会
合 

二
百
十
日
に
特
に
行
事
は
な
い
が
、
村
と
し
て
は
三
部
落
会
合 

が
あ
る
。
新
堀
、
上
の
谷
戸
、
下
八
木
連
の
当
番
が
集
ま
っ
て
、
祭
り
の
提
灯
の 

張
り
替
え
を
し
、
区
長
、
氏
子
総
代
等
の
祭
典
会
議
が
あ
る
。
獅
子
舞
、
神
楽
を 

出
す
相
談
で
、
三
部
落
順
番
に
稽
古
を
す
る
こ
と
に
し
た
。(

八
木
連)

ハ
ッ
サ
ク 

嫁
は
葉
シ
ョ
ウ
ガ
を
持
っ
て
、
実
家
へ
お
客
に
行
く
。
お
返
し
に 

特
別
の
も
の
は
な
い
。

ハ
ッ
サ
ク
は
五
節
供
の
一
つ
で
あ
る
。(
諸
戸
字
日
向)

ハ
ッ
サ
ク
の
節
供
は
九
月
一
日
、
オ

カ

タ(
嫁)

を
も
ら
っ
た
新
し
い
婿
が
、
 

葉
シ
ョ
ウ
ガ
を
持
っ
て
、
嫁
の
実
家
へ
お
客
に
行
く
。
お
金
も
一
緒
に
い
く
ら
か 

包
ん
で
行
く
。
何
回
か
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
お
返
し
は
な
い
。

二
百
十
日
を
兼
ね
て
祝
う
。(
行
沢)

八
朔
に
は
嫁
が
里
の
家
に
シ
ョ
ウ
ガ
を
持
っ
て
お
客
に
行
っ
た
。
里
の
家
か
ら 

は
水
ひ
き
を
か
け
た
水
ひ
し
や
く
が
返
え
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
の
里
は
富
岡
市
の 

丹
生
で
あ
る
。(
上
高
田
字
下
十
二)

八
朔
は
一
日
、
嫁
が
実
家
へ
し
よ
う
が
を
持
っ
て
行
く
。
実
家
で
は
新
し
い
ひ 

し
や
く
を
一
個
持
た
せ
て
帰
す
。
し
よ
う
が
な
い
嫁
ご
だ
が
ひ
し
や
く
で
す
く
っ 

て
く
れ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
日
の
ご
ち
そ
う
は
、
う
ど
ん
で
あ
る
。(

下 

高
田
字
本
村)

八
朔
の
節
供
は
ふ
つ
う
の
家
で
は
今
は
し
な
い
。
九
月
一
日
。
嫁
が
シ
ョ
ウ
ガ 

を
持
っ
て
く
る
。
帰
り
に
は
柄
杓
を
持
た
せ
て
や
っ
た
。
子
供
が
生
れ
た
と
き
に 

湯
を
く
み
あ
げ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

旧
八
月
十
五
日

十
五
夜 

箕
の
中
に
、
お
ま
る
を
あ
げ
、
秋
の
果
物
を
供
え
る
。
十
五
夜
に
曇 

り
あ
れ
ど
、
十
三
夜
に
曇
り
な
し
と
い
う
。(
菅
原)

十
五
夜
は
旧
八
月
十
五
日
、
大

豆
(

な
ま)
•

里

芋
(
煮
た
も
の)

、
ヵ
キ.

ナ 

シ
五
個
、
大
根
二
本
を
箸
と
し
て
添
え
て
、
箕
に
入
れ
て
縁
側
に
供
え
る
。
ダ
ン 

ゴ
は
あ
ま
り
作
ら
な
い
で
、

マ
ン
ジ
ュ
ウ
が
オ
マ
ル
の
か
わ
り
に
な
る
。
白
飯
を 

茶
碗
に
も
っ
て
供
え
る
。

一
升
び
ん
に
ス
ス
キ
五
本
を
さ
し
て
縁
側
に
出
す
。

子
ど
も
が
供
え
た
物
を
取
り
に
く
る
。(

諸
戸
字
日
向)

十
五
夜
に
ふ
か
し
ま
ん
じ
ゆ
う
を
作
っ
て
食
べ
る
。
ま
ん
じ
ゆ
う
と
、
柿•

栗. 

梨
・
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
物
と
、
野
菜
の
大
根
と
を
箕
の
中
に
入
れ
て
月
に
供
え
る
。
 

二
本
の
大
根
は
箸
の
か
わ
り
だ
と
い
う
。
供
え
た
も
の
は
、
子
供
が
下
げ
に
来
る
。
 

(
妙
義)

十
五
夜
は
旧
暦
に
合
甘
て
八
月
中
に
や
っ
た
。
丸
い
も
の
を
供
え
た
。

ニ
ン
ジ 

ン
や
ダ
ィ
コ
ン
が
箸
の
か
わ
り
だ
と
い
っ
て
、
ご
飯
を
供
え
た
。
粉
が
あ
れ
ば
マ 

ユ
玉
の
ダ
ン
ゴ
を
十
五
作
っ
て
箕
に
入
れ
て
供
え
た
。
ま
た
線
香
を
あ
げ
る
家
も 

あ
っ
た
。
十
三
夜
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
。
片
見
月
は
す
る
も
の
で
は
な
い 

と
い
っ
て
、
こ
の
日
に
は
、
お
客
に
行
っ
て
て
も
、
家
に
帰
ら
せ
ら
れ
た
。(

上
高 

田
字
上
十
二)

十
五
夜
は
米
の
団
子
十
五
か
、
ゆ
で
ま
ん
じ
ゆ
う
十
五
を
お
は
ち
の
中
へ
入
れ 

る
。
箕
の
中
へ
大
根
二
本
を
入
れ
る
が
こ
れ
は
箸
の
意
味
で
、
栗
、
さ
つ
ま
等
を
表



の
縁
側
で
日
月
が
見
え
る
所
に
供
え
る
。
こ
の
団
子
や
供
え
物
を
子
ど
も
た
ち
が 

盗
み
に
行
く
。
盗
ま
れ
た
ほ
う
が
縁
起
が
良
い
。(

下
高
田
字
本
村)

十
五
夜
は
月
祭
り
で
ダ
ン
ゴ(

ま
た
は
マ
ン
ジ
ュ
ゥ)

を
五
つ
重
箱
に
入
れ
た 

も
の
を
箕
に
入
れ
て
供
え
る
。
大
根
二
本
は
箸
の
代
り
だ
と
い
う
。
カ
ヤ
十
五
本 

を
供
え
る
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

彼 

岸

秋
彼
岸 

入
口
、
中
日
、
ア
ケ
ま
で
、
七
日
間
あ
る
。(
諸
戸
字
日
向)

春.

秋
の
彼
岸
の
中
日
に
は
、
ボ
タ
餅
を
つ
く
る
。
廊
下
の
天
道
柱
の
そ
ば
に 

机
を
出
し
て
、
ボ
タ
餅
五
〜
七
個
、
香
立
て
、
線
香
、
お
水
、
茶
な
ど
を
載
せ
て
、
 

天
道
様
に
供
え
る
。
天
道
柱
は
七
夕
飾
り
を
結
び
つ
け
る
柱
だ
が
、
棚
な
ど
は
な 

い
。(
諸
戸
字
日
向)

墓
参
り 

花
.

オ

サ

ゴ(
洗
米)
•

水
•

線
香.

ろ
う
そ
く.

果
物
な
ど
を
持
っ 

て
行
っ
て
、
墓
に
供
え
て
く
る
。
だ
ん
ご
は
作
ら
な
い
。(
諸
戸
字
日
向)

塔
婆 

彼
岸
に
は
墓
参
り
す
る
。
寺
へ
の
つ
け
届
け
も
す
る
。
随
応
寺
で
は
一 

月
〜
六
月
ま
で
の
供
養
を
す
る
壇
家
は
春
の
彼
岸
に
、
七
月
〜
十
二
月
ま
で
の
壇 

家
は
秋
の
彼
岸
に
、
寺
へ
塔
婆
代
千
円
を
納
め
て
塔
婆
を
立
て
る
。(
諸
戸
字
日 

向)
彼
岸
は
二
十
三
日
、
先
祖
祭
り
で
仏
様
が
お
客
に
来
る
日
と
い
う
。
墓
ま
い
り 

を
し
、
お
は
ぎ
、
う
ど
ん
等
進
ぜ
、
家
の
人
も
食
べ
る
。(

下
高
田
字
本
村)

彼
岸
の
食
事 

里
芋.

ト
ゥ
ナ
ス
を
煮
た
も
の
、
精

進

揚

げ(

て
ん
ぷ
ら)

な 

ど
を
作
り
、
油
揚
の
入
っ
た
汁
で
う
ど
ん
を
食
べ
る
。
お
盆
や
彼
岸
な
ど
に
食
べ 

る
昼
間
の
う
ど
ん
の
こ
と
を
ヒ
ル
ベ 

エ
テ
ェ
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
向)

秋
の
彼
岸
の
し
ま
い
の
日
に
、
サ
ト
イ
モ
を
ゆ
で
て
、
ダ
ン
ゴ
に
に
ぎ
り
、
ア 

ズ
キ
を
塩
あ
じ
で
煮
て
、
そ
れ
を
つ
け
て
た
べ
た
。
こ
れ
を
イ
モ
ダ
ン
ゴ
と
い
っ 

て
い
る
。
ま
た
、
秋
の
彼
岸
に
は
「仏
様
が
イ
モ
を
食
べ
に
く
る
か
ら
掘
っ
て
仏 

様
に
あ
げ
な
」
、
春
の
彼
岸
に
は
「仏
様
が
ク
サ
レ
イ
モ
を
食
べ
に
く
る
か
ら
早
く 

煮
て
あ
げ
な
」
な
ど
と
い
わ
れ
た
。(
上
高
田
字
上
十
二)

十 

月

旧
九
月
十
三
日

士 1
1

夜

旧

九
月
十
三
日
。
十
五
夜
と
供
え
物
は
同
じ
だ
が
、
ス
ス
キ
で
な
く 

山
の
カ
ヤ
を
取
っ
て
来
て
ー
ー
ー
本
さ
す
。

「十
五
夜
ニ
ハ
曇
リ
ア
レ
ド
、
十
三
夜
ニ
ハ
曇
リ
ナ
シ
」
と
い
い
、
十
三
夜
に
曇 

れ
ば
不
作
に
な
る
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
向)

十
三
夜
は
十
五
夜
と
同
じ
だ
が
、
供
え
物
に
ま
ん
じ
ゅ
う
と
果
物
を
箕
に
入
れ 

る
が
、
大
根
は
除
外
す
る
。(
妙
義)

十
三
夜
は
片
見
づ
き
は
よ
く
な
い
と
い
っ
て
、
よ
そ
へ
行
っ
て
も
、
か
な
ら
ず 

帰
っ
て
く
る
。(
菅
原)

「十
五
夜
に
曇
り
あ
れ
ど
も
十
三
夜
に
曇
り
な
し
」
と
い
う
。
ま

た

「片
見
月 

は
す
る
も
ん
じ
ゃ
あ
な
い
」
、
さ
ら
に
「十
三
夜
に
よ
く
晴
れ
る
と
小
麦
が
あ
た
る
」 

と
い
う
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

十 

五 

日

秋

祭

り

旧
九
月
十
六
日
は
神
明
様
の
お
祭
り
で
あ
る
。

世
話
人
が
用
意
を
し
て
、
一
晩
中
オ
コ
モ
リ
を
し
て
盛
大
に
祭
っ
た
。
そ
の
後
、
 

祭
り
を
止
し
て
、
個
人
の
神
様
に
な
っ
た
。
花
火
筒
も
残
る
が
、
花
火
を
上
げ
た 

の
は
知
ら
な
い
。
ご
神
体
は
石
で
男
の
持
ち
物
の
形
を
し
た
高
さ
一
尺
、
経
四
〜
五 

寸
く
ら
い
の
も
の
だ
が
、
ど
こ
か
へ
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
菱
屋
旅
館
の
ゴ
モ
ッ 

ト
モ
様(
木
製)

も
一
軒
で
祭
っ
て
い
る
が
、
同
様
の
も
の
で
あ
る
。(
諸
戸
字
木 

戸)
十
月
十
五
日
は
吾
妻
屋
神
社
の
秋
祭
り
で
、
祭
神
は
弟
橘
姫
、
ご
神
体
は
女
で 

白
蛇
の
神
だ
と
い
う
。
宵
祭
り
に
う
ど
ん
を
作
る
が
、
ネ
ギ
を
使
う
な
と
い
う
。
 

ネ
ギ
を
食
べ
る
と
、
蛇
が
つ
な
が
る
、
蛇
が
腹
の
中
で
生
き
返
る
と
い
う
。



当
日
は
赤
飯
を
ふ
か
し
、
煮
し
め
を
作
り
、
神
社
へ
お
参
り
に
行
く
。
五
十
年 

も
前
か
ら
、
八

木

節

「菊
女
由
来
」
を
奉
納
し
て
い
る
。
八
木
節
保
存
会
が
で
き 

て
い
る
。(
諸
戸
字
日
向)

祭
日
は
昔
は
秋
の
祭
典
は
九
月
一
五
日
だ
っ
た
の
が
養
蚕
の
関
係
か
ら
十
月
一 

日
に
な
り
、
更
に
現
在
の
十
月
十
五
日
と
な
っ
た
と
い
う
。(

八
木
連)

秋
の
祭
典
に
は
万
灯
と
い
う
飾
り
を
つ
け
た
花
輪
を
つ
く
っ
た
。
四
角
の
灯
菴 

に

「
「
天
下
泰
平
」
「
五
穀
豊
饒
」
「家
内
安
全
」
「鎮
守
祭
礼
」
と
書
い
て
、
高
い 

竿
で
上
げ
た
。
万
灯
の
飾
り
は
終
る
と
各
家
庭
に
一
本
ず
つ
「養
蚕
が
当
る
」
と 

い
っ
て
配
布
さ
れ
た
。(

八
木
連)

お
十
夜 

十
月
の
半
ば
頃
、
十
三
夜
の
晩
に
阿
弥
陀
堂
で
お
祭
り
す
る
。
上
. 

中
•

下
組
に
二
人
ず
つ
炊
事
当
番
が
出
て
、

一
軒
か
ら
一
合
ず
つ
、
モ
チ
米
を
集 

め
、
大
世
話
人
の
家
で
餅
を
五
臼
つ
い
て
お
供
え
を
作
る
。
願
を
か
け
た
人
は
、
 

わ
り
当
て
以
外
に
一
升
、
二
升
と
多
く
出
し
た
。
祭
り
は
、
世
話
人
が
各
組
に
一 

人
ず
つ
い
て
世
話
を
す
る
が
、
中
里
全
体
を
統
括
す
る
世
話
人
が
、
大
世
話
人
で 

あ
る
。
こ
の
大
世
話
人
が
お
十
夜
の
祭
り
全
体
の
責
任
者
で
あ
る
。
当
日
は
阿
弥 

堂
の
鐘
を
鳴
ら
す
が
、
こ
の
音
は
妙
義
中
に
聞
こ
え
る
と
い
う
。
鐘
の
音
を
聞
い 

て
参
詣
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
の
で
多
数
お
ま
い
り
に
来 

た
。
参
詣
者
は
お
灯
明
料
を
あ
げ
て
、
小
さ
く
切
っ
た
オ
ミ
ゴ
ク(

お
供
餅
の
切 

れ
は
し)

を
い
た
だ
く
。
世
話
人
が
、

ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
た
柄
杓
を
持
っ
て
、
参 

諧
者
の
間
を
ま
わ
る
と
、
皆
こ
れ
に
一
銭
、
二
銭
と
灯
明
料
を
入
れ
た
。
今
は
千 

円
札
を
灯
明
料
と
し
て
納
め
る
。
む,
か
し
は
お
十
夜
の
祭
り
は
二
日
間
で
、
境
内 

に
露
店
が
多
数
出
た
。
夜
祭
が
と
く
に
に
ぎ
や
か
で
、
当
日
は
秘
仏
の
阿
弥
陀
像 

を
開
帳
し
、
若
い
衆
が
源
太
節(

八
木
節)

を
お
ど
っ
た
り
、
芝
居
を
し
た
り
し 

た
。
阿
弥
陀
仏
の
像
の
右
手
の
指
に
サ
ラ
シ
ー
反
ま
き
つ
け
て
、
和
尚
が
お
経
を 

あ
げ
て
く
れ
る
。
こ

れ

を

「禅
の
綱
」
言
い
、
妊
婦
は
ゼ
ニ
を
出
し
て
、
こ
れ
を 

受
け
て
き
て
腹
に
卷
く
と
、
お
産
が
か
る
い
と
言
わ
れ
る
。(
申
里)

十

一

月

旧

十

月

一

日

神
無
月 

旧
十
月
に
神
送
り
や
神
迎
え
は
し
な
い
。(
木

戸•

久
保)
(

菅
原) 

旧

十

月

十

日

十
日
夜 

新
し
い
わ
ら
た
ば
の
中
に
、
み
よ
う
が
の
か
ら
を
入
れ
、
な
わ
で
ぎ
っ 

ち
り
卷
い
て
、
ま
き
わ
ら
を
作
り
、
「十
日
夜
、
十
日
夜
、
十
日
夜
は
、
い
い
も
の 

だ
。
朝
そ
ば
き
り
に
、
昼
だ
ん
ご
、
夕
め
し
食
っ
て
ぶ
っ
ぱ
た
け
」
と
唱
え
な
が 

ら
、
地
面
を
た
た
く
。
も
ぐ
ら
の
ア
ナ
プ
サ
ギ
に
な
る
。
た
た
い
た
あ
と
の
ま
き 

わ
ら
は
、
草
履
作
っ
た
り
す
る
。(
菅
原)

十
日
夜
に
わ
ら
を
た
ば
ね
て
地
面
を
た
た
く
の
は
モ
グ
ラ
退
治
だ
と
い
う
。
は 

た
き
回
っ
て
、

一
銭
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

十
日
夜
は
旧
十
月
十
日
、
稲
コ
キ
を
し
た
新
し
い
わ
ら
を
す
ぐ
っ
て
、
縄
を
卷 

い
て
マ
キ
ダ
ワ
ラ
を
作
る
。
わ
ら
の
中
に
ミ
ョ
ウ
ガ
の
か
ら
を
入
れ
る
と
よ
い
。
 

子
ど
も
が
そ
れ
を
持
っ
て
道
路
に
出
て
地
面
を
た
た
く
。
唱
え
言
を
い
う
。

「十
日
夜
ィ
ィ
モ
ン
ダ
、
朝
ソ
バ
キ
リ
ニ
昼
ダ
ン
ゴ
、

ョ
ー
飯
食
ッ
チ
ャ
ブ
ッ 

タ
タ
ケ
」

田
や
畑
の
モ
グ
ラ
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
。
大
根
の
年
取
り
と
は
い
わ
な
い
。(
諸 

戸
字
日
向)

十
日
夜
に
は
餅
を
つ
く
。
わ
ら
で
っ
ぽ
う
を
つ
く
り
、
も
ぐ
ら
や
ね
ず
み
が
田 

畑
を
荒
さ
な
い
よ
う
に
地
面
を
た
た
く
。
「十
日
夜
と
う
か
ん
や
朝
そ
ば
き
り
に
昼 

だ
ん
ご
、
夕
飯
く
っ
て
ひ
っ
ば
た
け
」
と
唱
え
た
。
わ
ら
で
っ
ぽ
う
の
わ
ら
は
、
 

わ
ら
じ
づ
く
り
に
使
っ
た
り
し
た
。(

八
木
連)

十
日
夜
に
は
ト
ウ
カ
ン
ヤ(

わ
ら
づ
つ)

を
作
っ
た
。
そ

し

て

「
ト
ー
カ
ン
ヤ 

は
い
い
も
ん
だ
、
夕
め
し
く
っ
ち
や
ぶ
っ
た
た
け
」
と
い
っ
て
、
土
を
は
た
い
た
。



芯
に
コ
ン
ニ
ヤ
ク
の
茎
を
入
れ
る
と
い
い
音
が
し
た
。
ま
た
ミ
ョ
ウ
ガ
の
茎
も
入 

れ
た
。
こ
れ
で
モ
グ
ラ
を
お
ど
か
す
と
い
わ
れ
た
。
た
た
い
た
あ
と
の
わ
ら
は
、
 

わ
ら
細
工
に
使
う
と
具
合
が
ょ
か
っ
た
。
餅
を
つ
い
た
が
神
棚
に
上
げ
た
。(
上
高 

田
字
上
士 

一)

十
日
夜
は
十
月
十
日
夜
、
稲
わ
ら
を
縄
で
結
え
、
村
の
各
家
を
迴
り
庭
面
を
た 

た
く
。
こ

れ

を

「
モ
グ
ラ
ブ
セ
」
と
も
い
っ
た
。
ま

た

「大
根
ノ
年
取
リ
」
と
も 

い
う
。
そ
の
と
き
の
唱
え
言
は
「十
日
夜
は
い
い
も
ん
だ
、
朝
そ
ば
き
り
に
昼
団 

子
ヽ
ょ
う
め
し
く
っ
て
ひ
っ
ぱ
た
け
」
。
こ
の
日
ア
ン
モ
チ
を
つ
き
家
で
た
べ
た
。
 

(
上
高
田)

餅 

十
日
夜
に
は
新
米
新
末
で
餅
を
っ
い
て
、
神

棚.

仏

様.

エ
ビ
ス.

大
黒 

に
供
え
る
。
嫁
の
家
や
、
餅
を
つ
か
な
い
家
へ
く
れ
る
。
三
月
見
と
い
う
こ
と
は 

い
わ
な
い
。(
諸
戸
字
日
向)

餅
を
つ
き
、
ア
ン
餅
を
十
個
お
天
道
さ
ま
に
供
え
る
。
夜
は
ふ
だ
ん
と
変
っ
た 

献
立
に
す
る
。
子
供
は
ワ
ラ
デ
ッ
ポ
ウ
を
作
っ
て
た
た
き
歩
く
。
ワ
ラ
デ
ッ
ポ
ウ 

の
中
に
、
コ
ン
ニ
ヤ
ク
の
か
わ
い
た
芯
を
入
れ
る
と
良
い
音
が
す
る
と
い
う
。
「
卜 

オ
カ
ン
ヤ
は
い
い
も
ん
だ
、
朝
き
り
そ
ば
に
昼
だ
ん
ご
、
ヨ
ー
メ
シ
食
っ
て
ぶ
っ 

た
た
け
」
と
言
い
な
が
ら
た
た
き
歩
く
。
モ
グ
ラ
ヨ
ケ
だ
と
言
う
。(
妙
義)

九
日
に
餅
を
つ
い
て
お
く
。
丸
い
あ
ん
ぴ
ん
餅
一
臼
。
十
日
に
稲
わ
ら
の
中
へ 

芋
が
ら
の
芯
を
入
れ
た
も
の
で
土
を
は
た
く
。
こ
れ
は
子
ど
も
が
す
る
も
ぐ
ら
除 

け
行
事
で
あ
る
。

十
日
夜
の
歌
「
と
う
か
ん
や 

と
う
か
ん
や
、
夕
め
し
食
っ
て 

ひ
っ
ぱ
た
け
」

(

下
高
田
字
本
村)

十
日
夜
は
旧
十
月
十
日
。
こ
の
日
は
ア
ン
餅
を
作
っ
た
。
ま
た
、
オ
ソ
ナ
エ
餅 

を
作
っ
て
、
箕
の
中
に
入
れ
、
こ
れ
を
立
ち
臼
の
所
に
供
え
た
。
こ
の
と
き
「十 

日
夜
さ
ま
に
し
ん
ぜ
ま
す
」
と
い
っ
た
こ
れ
は
夕
方
行
っ
た
。
昼
間
は
米
粉
で
作
っ 

た
マ
ユ
玉
を
ま
す
の
中
に
入
れ
て
床
の
間
に
供
え
た
。

マ
ユ
玉
の
数
は
別
に
決 

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。(

上
高
田
字
下
十
二)

大
根 

十
日
夜
の
日
に
な
る
と
、
大
根
が
大
き
く
な
る
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
日
頃
ま
で
、
ナ
ス
の
木
を
立
て
て
お
く
と
、
病
人
の
う
な
り
声
が
聞
こ
え
る 

と
い
っ
て
、
早
く
片
づ
け
ろ
と
い
わ
れ
た
。(

上
高
田
字
下
十
二)

二

十

日

エ
ビ
ス
講 

十
一
月
二
十
日
。
お
え
び
す
様
が
働
い
て
帰
っ
て
来
る
。
夜
夕
飯 

を
一
緒
に
食
べ
る
。(
菅
原)

エ
ビ
ス
講
は
十
一
月
二
十
日
、

エ
ビ
ス.

大
黒
の
木
像
を
床
の
間
の
机
の
上
に 

出
し
て
飾
る
。
秋
は
タ
エ
ビ
ス
で
、
夕
飯
に
お
高
盛
り
の
飯
を
椀
に
盛
り
、
頭
付 

き
の
サ
ン
マ
と
野
菜
の
煮
し
め
を
そ
え
て
供
え
る
。
金
が
あ
れ
ば
五
〜
十
万
円
も 

一
升
ま
す
に
入
れ
て
進
ぜ
る
。

エ
ビ
ス
様
に
供
え
た
も
の
は
、
子
ど
も
に
は
食
べ 

さ
せ
な
い
。
大
人
が
先
に
食
べ
て
か
ら
、
子
ど
も
に
や
る
家
も
あ
る
。

エ
ビ
ス.

大
黒
の
掛
軸
は
あ
る
家
も
な
い
家
も
あ
る
。
木
像
は
木
の
橋
の
材
で 

作
っ
た
も
の
が
、

一
番
い
い
と
い
う
。
人
に
踏
ま
れ
た
も
の
ほ
ど
よ
い
と
い
う
。
 

(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

恵
比
寿
講
は
二
十
日
、
働
き
に
行
っ
た
恵
比
寿
様
が
帰
っ
て
来
る
日
。
供
え
物 

は
鯛
一
組
と
け
ん
ち
ん
汁
で
あ
る
。(

下
高
田
字
本
村)

月 

末

秋
ア
ゲ 

十
一
月
末
に
秋
の
仕
事
が
す
ん
だ
こ
ろ
、
餅
を
つ
い
て
、
嫁
が
実
家 

へ
持
っ
て
お
客
に
行
き
、
一
晩
泊
っ
て
き
た
。
野
良
仕
事
で
世
話
に
な
っ
た
人
に
、
 

餅
や
ま
ん
じ
ゅ
う
を
や
っ
た
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

秋
の
農
作
業
が
す
む
と
、
も
ら
っ
た
そ
の
嫁
さ
ん
に
赤
飯
を
も
た
せ
て
里
へ
帰 

し
た
。
嫁
は
何
日
か
泊
っ
て
き
た(
上
高
田
字
山
下•

川
幡)



十 

二 

月

一
 

日

カ
ワ
ビ
タ
リ
餅 

十
ー
ー
月
一
日
は
小
豆
を
食
わ
な
い
と
橋
を
渡
れ
な
い
と
い 

う
。
餅
を
っ
い
て
食
べ
た
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

カ
ビ
タ
リ
餅
は
十
二
月
一
日
、
し
な
い
。(

諸
戸
字
日
向)

カ
ビ
タ
リ
餅
は
十
二
月
一
日
。
馬
に
も
食
べ
さ
せ
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺) 

ア
ズ
キ
モ
ノ 

十
二
月
一
日
、
こ
の
日
に
は
、
ア
ズ
キ
モ
ノ
を
食
べ
な
い
う
ち 

は
、
橋
を
渡
る
な
と
か
川
へ
行
く
な
と
か
い
わ
れ
た
。
「川
流
れ
」
に
な
る
と
い
う
。
 

(
上
高
田
字
上
十
二)

八 

日

コ
ト
八
日 

十
二
月
八
日
を
「
こ
と
よ
う
か
」
と
い
う
こ
と
は
、
聞
い
た
こ
と 

が
な
い
。(
菅
原)

十
二
月
八
日
は
コ
ト
ジ
マ
ィ
と
い
っ
た
が
、
別
に
何
も
し
な
い
。
米
の
メ
シ
を

神
棚
に
供
え
れ
ば
「大
ゴ
ト
」
だ
っ
た
。(
上
高
田
字
下
士
一)

十

一

日

ツ
ジ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ 

青
米
で
作
る
。
悪
魔
よ
け
に
、
握
り
こ
ぶ
し
の
よ
う
に
作 

る
〇 
(
菅
原)

ツ
ジ
ュ
ダ
ン
ゴ
は
十
二
月
未
の
日
、

一
宮
貫
前
神
社
の
オ
ミ
ト
開
き
の
前
日 

に
ヽ
だ
ん
ご
を
ツ
ツ
ジ
の
枝
に
さ
し
て
、
窓
々
に
さ
す
。
ヒ
ツ
ジ
ダ
ン
ゴ.

ニ
ギ 

リ
ダ
ン
ゴ
と
も
い
う
。
く
ず
米
を
粉
に
ひ
い
て
こ
さ
え
た
だ
ん
ご
だ
が
、
子
ど
も 

が
下
げ
て
回
っ
て
、
焼
い
て
食
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

ツ
ジ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ
は
十
二
月
十
二
日
、
高
田
ま
で
は
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
で 

は
し
な
い
。(
諸
戸
字
日
向)

ツ
ジ
ュ
ダ
ン
ゴ
は
、
ま
た
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ
と
も
い
う
。
十
ー 

ー
月
十
一
日 

に
手
で
握
っ
た
形
の
団
子
を
つ
く
っ
て
供
ぇ
た
。(

下
高
田
字
本
村)

ツ
ジ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ
は
十
二
月
十
一
日
に
掌
で
握
っ
た
形
の
米
の
団
子
五
こ
を
萩 

に
さ
す
。
二
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
の
萩
を
二
つ
わ
り
に
し
て
、
三
つ
と
二
つ
に
分
け 

て
さ
し
、
こ
れ
を
一
組
に
し
て
、
俵.

神
.

仏•

便
所.

倉
•

牛
小
屋.

床
の
間. 

か
ま
ど.

釜
神
等
合
計
す
れ
ば
二
〇
組
も
三
〇
組
も
つ
く
っ
て
各
所
に
供
ぇ
た
。
 

そ
の
夜
は
、
団
子
を
汁
粉
の
ょ
う
に
し
て
食
べ
た
。
こ
の
団
子
は
ア
シ
モ
ト
に
出 

た
米
を
あ
ら
っ
て
砂
を
除
い
た
米
で
つ
く
る
の
で
あ
る
。

ツ
ジ
ュ
ー
ダ
ン
ゴ
は
十
一
日
に
作
る
。

ー
ノ
宮
の
オ
ミ
ト
ー
の
前
の
晩
、
萩
の 

木
の
ま
た
を
切
っ
て
来
る
。
こ
れ
に
米
の
か
す
の
粉
の
団
子
を
片
方
の
枝
に
三
個 

他
方
に
二
個
さ
し
、
ト
ボ
ロ
に
さ
す
。
鬼
に
ぶ
つ
け
る
た
め
と
い
う
。
こ
の
と
き 

の

歌

は

「明
日
の
晩
は
、
お
み
と
う
だ
、

つ
じ
ゅ
う
団
子
を
食
べ
ら
っ
し
や
い
」
。
 

(

下
高
田
字
本
村)

な
お
子
供
た
ち
は

ツ
ジ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ
ダ
サ
ッ
セ

ア
シ
タ
ノ
バ
ン
ハ 

オ
ミ
ト
ウ
ダ

と
う
た
っ
た
て
も
ら
い
歩
い
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

ネ

ズ

ッ

プ

サ

ゲ

オ

ミ

ト

ウ(
十
二
月
十
二
日)

の
時
に
、
焼
餅
を
つ
く
っ
て 

ふ
た
股
の
木
に
さ
し(
木
は
か
ま
わ
な
い
が
ふ
つ
う
は
コ
メ
ゴ
メ
の
木)

「
い
い
こ 

と
を
聞
け
、
悪
い
こ
と
を
聞
く
な
」
と
い
い
な
が
ら
左
右
の
目
を
交
互
に
ふ
さ
い 

で
か
ら
戸
袋
に
さ
し
た
。
ね
ず
み
が
田
を
荒
さ
な
い
た
め
の
行
事
と
い
う
。(

八
木 

連)

十 

五 

日

屋
敷
神 

毎
年
十
二
月
十
五
日
に
祭
る
。(
菅
原)

屋
敷
祭
リ 

ふ
つ
う
十
二
月
十
五
日
に
す
る
。
稲
荷
様
で
石
宮
が
あ
る
。
屋
敷 

の
ィ
ヌ
ィ(

西
北)

の
隅
に
南
向
き
に
あ
る
の
が
多
い
。
赤
飯
、
お
頭
つ
き
の
煮 

干
し
な
ど
上
げ
る
。
上
げ
た
も
の
を
猫
で
も
犬
で
も
す
ぐ
食
へ
ば
い
い
が
、
食
わ



な
い
と
つ
ぐ
日
や
り
直
す
。
行
者
に
聞
い
た
ら
、
先
祖
が
キ
ツ
ネ
の
姿
を
借
り
て
、
 

屋
敷
を
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。
ウ
ジ
神
と
は
い
わ
な
い
。
オ
シ
リ
ョ
ウ
様
の
名 

も
聞
か
な
い
。(
諸
戸)

屋
敷
神
様
は
十
二
月
十
五
日
と
決
め
て
祭
る
。
以
前
は
い
い
日
を
見
て
や
っ
て 

た
。
わ
ら
で
オ
カ
リ
ヤ
を
作
っ
て
赤
飯
と
お
頭
つ
き
を
夕
方
上
げ
る
。
篠
に
オ
ン 

ベ
ロ
を
切
っ
て
さ
す
。
供
え
も
の
を
し
た
ら
後
を
ふ
り
返
る
な
と
言
っ
た
。
犬
な 

ど
に
と
ら
れ
な
い
と
翌
日
や
り
直
し
た
。
篠
の
オ
ン
ベ
ロ
を
子
供
が
拾
っ
て
歩
い 

た
。(

行
沢)

ヤ
シ
キ
神
は
十
二
月
十
五
日
、
昔
は
十
二
月
の
日
の
い
い
時
に
祭
っ
た
が
、
最 

近
は
十
五
日
に
祭
る
。
わ
ら
の
オ
カ
リ
屋
の
家
も
あ
る
が
、
石
宮
に
し
て
い
る
家 

が
多
い
。
土
台
の
高
さ
に
つ
い
て
は
何
も
い
わ
な
い
。
き
れ
い
な
所
に
祭
る
。(

行 

沢)
屋
敷
神
は
十
二
月
十
五
日
、
昔
は
暦
で
い
い
日
を
み
て
祭
っ
た
が
最
近
は
十
五 

日
に
す
る
。
屋
敷
神
は
ィ
ナ
リ
様
を
祭
り
、
わ
ら
で
カ
リ
宮
を
作
っ
た
。
最
近
は 

石
宮
が
多
い
。
死
後
三
十
三
年
た
っ
と
、
枝
塔
婆
を
立
て
、
死
者
が
仏
か
ら
神
に 

な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
屋
敷
神
に
な
る
と
は
い
わ
な
い
。
寺
で
は
、
 

五
十
年
祭•

七
十
年
祭.

百
年
祭
と
い
う
が
、
す
る
家
は
あ
ま
り
な
い
。(
諸
戸
字 

日
向)屋

敷
ま
つ
り
は
、
上
八
木
連
は
十
二
月
の
ト
リ
の
日
の
い
い
日
に
し
た
が
、
現 

在
は
十
二
月
十
五
日
と
き
ま
っ
て
い
る
。
栗
の
木
の
柱
で
、
新
わ
ら
を
使
っ
て
お 

仮
屋
を
つ
く
る
。
赤
飯
を
ふ
か
し
、
屋
敷
神
さ
ま
に
赤
飯
と
い
わ
し
の
お
頭
付
を 

進
ぜ
た
あ
と
、
年
の
小
さ
い
順
に
オ
テ
ノ
コ
ボ
を
し
て
食
べ
、
帰
り
は
後
を
ふ
り 

返
ら
ず
に
帰
る
と
い
う
。
下
八
木
連
の
岩
井
姓
は
十
二
月
二
十
七
日
に
す
る
。
や 

り
方
は
同
じ
で
あ
る
。(

八
木
連)

屋
敷
ま
つ
り
は
、
昔
は
酉
の
日
や
午
の
日
、
特
に
ツ
チ
ノ
エ
ト
リ
の
日
が
ょ
い 

と
い
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
十
二
月
十
五
日
に
き
ま
っ
て
い
る
。
昔
は
お
仮
屋
を 

つ
く
る
の
で
、
こ
の
日
に
は
お
仮
屋
の
タ
テ
ジ
の
祝
い
と
し
て
コ
モ
チ(

う
る
ち 

の
米
の
粉
と
も
ち
米
を
ま
ぜ
て
つ
い
た
餅)

を
菱
も
ち
に
切
っ
て
、
近
所
の
子
ど

も
た
ち
に
分
け
て
く
れ
た
。(

上
高
田
字
上
十
ー 

ー)

屋
敷
祭
り
に
は
、
子
ど
も
を
よ
せ
て
餅
を
投
げ
て
く
れ
た
。(
上
高
田)

屋
敷
祭
り
は
十
ー 

ー
月
十
五
日
だ
が
、
昔
は
戌
の
日
を
避
け
た
。
オ
カ
リ
ヤ
を
つ 

く
っ
た
。
市
川
マ
ケ
で
は
赤
い
し
め
を
す
る
家
例
で
あ
る
。

赤
飯
を
供
え
る
が
、
供
え
た
ら
う
し
ろ
を
ふ
り
む
い
て
は
い
け
な
い
。
翌
朝
、
 

供
え
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
と
や
り
直
し
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
。
 

(

下
高
田
字
本
村)

屋
敷
祭
り
は
十
二
月
十
五
日
、
屋
敷
稲
荷
様
に
こ
わ
飯
、
頭
付
の
い
わ
し
を
進 

ぜ
る
。
供
え
た
ら
後
ろ
を
向
い
て
は
い
け
な
い
。
供
え
た
物
が
早
く
な
く
な
る
の 

が
縁
起
が
よ
い
。(

下
高
田
字
本
村)

屋
敷
祭
り
は
十
二
月
十
五
日
。
わ
ら
で
オ
カ
リ
ヤ
を
つ
く
る
。
オ
カ
リ
ヤ
に
は 

し
め
を
下
げ
、
グ
シ
に
は
御
幣
を
さ
し
て
、
さ
ら
に
餅
の
代
り
だ
か
ら
と
い
っ
て 

豆
腐
を
菱
形
に
切
っ
て
二
切
れ
ず
っ
組
に
し
て
二
組
グ
シ
に
載
せ
る
。
半
紙
の
上 

に
赤
飯
、
ィ
ワ
シ
を
の
せ
て
供
え
る
。
供
え
物
は
お
ぜ
ん
に
載
せ
て
お
供
を
つ
れ 

て
提
燈
を
つ
け
て
行
っ
て
供
え
、
帰
り
は
提
燈
を
け
し
て
帰
っ
て
く
る
。
後
を
ふ 

り
む
く
な
と
い
う
。

つ
ぐ
朝
お
き
て
み
て
供
え
物
が
あ
る
と
よ
く
な
い
。
供
え
物 

が
あ
っ
た
と
き
は
、
神
様
に
あ
や
ま
っ
て
捨
て
る
け
れ
ど
、
や
り
な
お
し
は
し
な 

い
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

オ
シ
リ
ヨ
ウ
様 

十
二
月
十
五
日
、
屋
敷
稲
荷
を
祭
る
時
に
、
隣
に
並
ぶ
三
角 

形

の

石(
高
さ
七
、
八
寸)

に
も
赤
飯
を
上
げ
る
。
オ
シ
リ
ヨ
ウ
様
と
は
い
わ
な 

い
。
稲
荷
様
の
ご
養
族
か
と
思
っ
て
い
た
。(
諸
戸
字
日
向)

ロ

ジ(

ツ
ボ
庭
、
庭
の
西
側
に
花
や
木
を
植
え
て
置
く
所)

の
中
に
白
然
石
が 

あ
り
、
屋
敷
祭
り
の
時
に
笹
竹
二
本
立
て
て
シ
メ
繩
を
張
っ
て
、

一
緒
に
祭
る
。
 

三
ガ
ン
日
に
も
供
え
物
を
す
る
。
こ
の
家
だ
け
に
あ
り
、
オ
シ
リ
ヨ
ウ
様
と
呼
ん 

で
い
る
。(
諸
戸
字
日
影)

若
宮
八
幡 

屋
敷
ま
っ
り
と
一
諸
に
す
る
。
屋
敷
神
様
の
そ
ば
に
一
段
下
げ
て 

石
が
置
い
て
あ
る
。
屋
敷
神
様
の
お
祭
の
時
に
竹
を
二
本
立
て
て
し
め
繩
を
張
り 

同
じ
も
の
を
上
げ
て
お
が
む
。
若
宮
八
幡
は
ご
先
祖
を
祭
る
と
い
う
。(

諸
戸)



先
祖
ま
つ
り 

八
木
連
の
松
本
家
で
は
屋
敷
ま
つ
り
と
一
緒
に
す
る
。
赤
飯
を 

進
ぜ
る
。
昔
は
暮
に
な
っ
て
か
ら
や
っ
た
。(

八
木
連)

二

十

二

日

冬
至 

冬
至
十
日
前
は
、
鍋
釜
が
し
み
割
れ
る
と
い
う
。(
菅
原)

冬
至
に
ト
ウ
ナ
ス
を
煮
て
食
べ
る
と
、
中
気
に
な
ら
な
い
と
い
う
。

ユ
ズ
湯
を 

立
て
る
。

ユ
ベ
シ
を
本
家
の
ヒ
ネ
バ
ア
サ
ン
が
作
っ
た
。

ユ
ズ
の
実
の
中
身
を
出
し
て
、
 

ソ
バ
粉
を
詰
め
て
ふ
か
し
た
も
の
で
あ
る
。(
諸
戸
字
木
戸.

久
保)

冬
至
に
は
ト
ウ
ナ
ス
を
煮
て
食
べ
る
。

ユ
ズ
湯
を
た
て
て
入
る
。
冬
至
に
ユ
ズ 

を
漬
け
て
豆
マ
キ
に
食
べ
る
こ
と
は
な
い
。(
諸
戸
字
日
向)

冬
至
は
二
十
四
日
、

一
年
中
で
昼
が
一
番
短
い
日
。

と
う
な
す
を
食
べ
、
ゆ
ず
湯
に
入
る
と
中
気
に
か
か
ら
な
い
、
と
い
う
。(

下
高

田
字
本
村)

ユ
ベ
シ 

ュ
ズ
が
で
き
た
こ
ろ
作
る
。
米
の
粉
に
砂
糖
や
ユ
ズ
を
入
れ
て
こ
ね
、
 

ユ
ズ
の
実
の
中
身
を
出
し
た
中
に
詰
め
て
ふ
か
す
。
そ
れ
を
輪
切
り
に
し
て
、
焼 

い
て
食
べ
る
。
ユ
ズ
を
ヌ
カ
に
入
れ
て
取
っ
て
お
き
、
正
月
ご
ろ
作
る
家
も
あ
る
。
 

(
諸
戸
字
日
向)

二

十

三

日

ダ
イ
シ
ッ
ケ
エ 

大
師
粥
。
お
ひ
つ
に
入
れ
て
あ
げ
る
。
「小
豆
を
食
べ
な
き
ゃ
、
 

橋
を
渡
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
河
童
に
も
食
わ
れ
る
」
と
い
う
。
こ
の
粥
は
長
い
萩 

の
箸
で
食
べ
る
。(
菅
原)

十
二
月
一
日
、
こ
の
日
小
豆
の
御
飯
を
食
べ
な
い
と
、
河
童
に
食
わ
れ
る
。
大 

師
粥
と
い
う
。(
菅
原)

ハ
イ
オ
イ 

デ
ェ
シ
ッ
ケ
ェ
を
食
う
と
、

ハ
エ
が
い
な
く
な
る
の
で
、

ハ
イ
オ 

イ
と
い
う
。

ハ
エ
は
「
お
れ
が
帰
っ
た
あ
と
見
や
が
れ
」
と
い
う
。
寒
く
な
る
か 

ら
い
い
気
味
だ
と
い
う
こ
と
で
、

ハ 

エ
が
捨
て
ぜ
り
ふ
を
残
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
。(

上
高
田
字
山
下)

ー
ー
十
七
日

女

と

馬

の

年

と

り

十
二
月
二
十
七
日
の
す
す
は
き
の
日
を
、
「女
の
年
と
り
」 

と
い
っ
た
。
特
別
の
行
事
は
な
い
。(
菅
原)

十
二
月
二
十
七
日
は
「女
と
馬
の
年
取
り
」
と
い
う
。
米

飯.

魚
.

野
菜
の
煮 

し
め
で
食
べ
る
。(
諸
戸
字
日
影)

女
と
馬
の
年
取
り
は
十
二
月
二
十
七
日
で
、
白
飯
に
ケ
ン
チ
ン
汁
、
焼
き
魚
、
 

芋
.

ゴ
ボ
ウ
の
煮
つ
け
物
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
。
馬
や
牛
に
も
ご
飯
を
一
杯
く
れ 

る
。(
諸
戸
字
日
向)

十
二
月
二
十
七
日
を
「女
と
馬
の
年
取
り
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、
三
十
一
日 

を

「男
の
年
取
り
」
と
い
う
。(
諸
戸
字
日
向)

暮
の
二
十
七
日
は
、
「女
と
馬
の
年
と
り
」
と
い
っ
て
、
ち
よ
っ
と
し
た
も
の
を 

つ
く
る
。
岩
井
姓
の
家
は
、
こ
の
日
が
屋
敷
ま
つ
り
に
な
る
。(

八
木
連)

十
二
月
二
十
七
日
は
馬
の
年
と
り
で
、
こ
の
日
は
米
の
飯
を
煮
て
、
釜
の
ふ
た 

の
上
に
ご
飯
を
盛
っ
て
、
ま
ず
馬
に
食
べ
さ
せ
て
か
ら
、
家
族
の
者
が
食
べ
た
。
 

こ
の
日
は
馬
が
年
を
と
る
と
い
っ
た
。(

上
高
田
字
山
下.

川
幡)

。

松
迎
え 

十
二
月
二
十
七
日
に
正
月
の
松
を
山
か
ら
取
っ
て
来
た
。

松
は
ど
こ
か
ら
取
っ
て
来
て
も
、
誰
も
何
と
も
い
わ
な
い
。
高

棚
(
神
棚)

と 

お
稲
荷
さ
ん(

屋
敷
稲
荷)

の
分
を
四
、
五
本
取
っ
て
く
る
。
三
ガ
ィ
松
を
選
ぶ
。
 

取
っ
て
き
た
松
は
ロ
ジ(

ツ
ボ
庭)

や
屋
敷
稲
荷
の
所
な
ど
、
人
の
ま
た
が
ぬ
所 

に
置
い
た
。(
諸
戸
字
日
影)

松

と

り(
松
ム
カ
エ)

は
暮
の
い
い
日
を
み
て
と
っ
て
来
る
。
方
は
か
ま
わ
な 

い
。
三
階
松
を
使
う
。(

八
木
連)

松
迎
え
は
暮
れ
の
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
の
間
に
、
オ
タ
ケ
山
へ
松
を
採
り 

に
行
っ
た
。
採
っ
て
き
た
松
は
日
陰
の
よ
う
な
所
に
お
い
た
。(

上
高
田
字
上
十
二) 

松
迎
え
は
十
二
月
の
末
に
な
り
、
よ
い
日
を
え
ら
ん
で
山
か
ら
迎
え
た
。
と
っ 

て
き
た
松
は
日
陰
に
持
っ
て
い
き
、
オ
カ
シ
ラ
ツ
キ
を
二
匹
供
え
て
、
手
を
あ
げ



て
お
が
み
、
三
十
日
ま
で
置
い
た
。(

上
高
田
字
下
十
二)

大
掃
除 

十
二
月
二
十
七
日
に
す
る
所
が
多
い
。
大
掃
除
を
す
ま
せ
て
か
ら
、
 

正
月
様
に
供
え
る
コ
ジ
ッ
コ
メ
を
な
っ
た
り
、
年
取
り
を
し
た
。(
諸
戸
字
木
戸. 

久
保)大

掃
除
は
十
二
月
二
十
七
日
、
ス
ス
竹
は
二
本
で
も
一
本
で
も
い
い
。
葉
を
つ 

け
た
竹
の
枝
で
作
り
、
家
の
中
の
す
す
を
払
う
。
ス
ス
ボ
ウ
キ
と
も
い
い
、
必
ず 

新
し
く
作
り
、
終
る
と
燃
し
て
し
ま
う
。
ス
ス
男
と
は
い
わ
な
い
。(
諸
戸
字
日
向) 

煤
は
き.

八
丁
ジ
メ
、
男
が
中
心
で
家
中
を
掃
除
し
、
そ
の
後
し
め
繩
を
飾
る
。
 

此
の
日
は
二
十
七
日
、
二
十
八
日
ど
ち
ら
で
も
良
い
が
、
「男
の
年
と
り
」
と
呼
ん 

で
い
る
。(

下
高
田
字
本
村)

三 

十 

日

餅
つ
き 

十
二
月
三
十
日
に
つ
く
家
が
多
い
。
二
十
九
日
は
「苦
」
を
つ
く
と 

い
う
の
で
、
絶
対
に
つ
か
な
い
。
三
十
一
日
は
一
夜
餅
を
嫌
う
の
で
し
な
い
。

立
臼
は
ケ
ヤ
キ
の
木
で
、
木
戸
の
佐
藤
春
吉
氏
が
彫
っ
て
く
れ
た
。
タ
マ
ゴ
ボ 

リ
に
彫
る
と
一
人
で
つ
く
時
に
適
し
て
い
る
。
ミ
カ
ン
ボ
リ
に
彫
る
と
、
米
や
麦 

を
つ
く
時
に
底
が
平
た
く
て
返
り
が
よ
く
な
い
が
、
三
人
で
つ
け
る
の
で
量
が
つ 

け
る
。
杵
は
サ
ル
ス
ベ
リ
や
フ
チ
の
木
で
、
大
工
に
も
作
ら
せ
た
が
、
二
人
用
も 

三
人
用
も
あ
っ
た
。

正
月
用
の
餅
を
つ
く
時
は
、
立
臼
の
回
り
に
コ
ジ
ッ
ク
メ
の
繩
を
結
び
付
け
た
。
 

立
臼
の
下
に
は
稲
わ
ら
を
十
文
字
に
敷
い
た
。

餅
を
つ
く
時
は
、
立
臼
に
ふ
か
し
た
米
を
入
れ
、
杵
で
よ
く
こ
ね
て
か
ら
つ
く
。
 

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
よ
く
こ
ね
た
。
三
人
づ
き
も
し
た
が
、
あ
ま
り
力
を
入
れ 

な
い
で
つ
く
。

つ
い
た
餅
は
、
ま
ず
大
根
お
ろ
し
に
入
れ
て
、
カ
ラ
ミ
餅
に
し
て
食
べ
る
。(
諸

戸
字
日
影)

餅
つ
き
は
三
十
日
に
す
る
。
臼
の
下
に
わ
ら
を
十
文
字
に
し
て
敷
く
。
理
由
は 

わ
か
ら
な
い
が
中
心
を
見
る
の
だ
ろ
う
。
石
臼
の
時
は
、
わ
ら
で
輪
を
つ
く
っ
て

そ
の
上
に
据
え
る
。
早
起
き
し
て
つ
く
も
の
で
、
女
衆
は
二
時
起
き
を
し
、
七
時 

こ
ろ
に
は
七
臼
く
ら
い
つ
き
上
げ
て
し
ま
う
。(

八
木
連)

供
え
餅 

お
供
え
餅
は
二
つ
重
ね
て
上
げ
た
。
子
供
の
こ
ろ
は
、
ア
ワ.

キ
ビ 

を
作
っ
た
時
、
下
玉
は
白
い
米
、
上
玉
は
キ
ビ
の
餅
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

ミ
タ
マ
ノ
メ
シ
は
し
な
か
っ
た
。(
諸
戸
字
日
影)

餅 

餅
は
粉
餅
、
ア
ワ
餅
、
キ
ビ
餅
、
ヒ
エ
モ
ロ
コ
シ
餅
、
草
餅
な
ど
が
あ
る
。
 

粉
餅
は
二
番
米
を
粉
に
し
て
、
こ
ね
て
長
丸
形
に
し
た
も
の
を
、

モ
チ
米
を
ふ 

か
す
時
に
、
上
に
立
て
並
べ
て
ふ
か
す
。
臼
の
中
に
一
緒
に
入
れ
て
、
杵
で
つ
き 

こ
む
。
の
し
餅
に
し
て
焼
く
と
、
モ
チ
米
の
餅
ょ
り
も
軽
く
サ
ク
サ
ク
し
て
、
ポ 

リ
ポ
リ
と
食
え
た
。

ア
ワ
餅
は
モ
チ
米
一
升
に
ア
ワ
ニ
升
く
ら
い
の
割
合
で
混
ぜ
て
つ
い
た
。
 

キ
ビ
餅
も
同
様
に
つ
い
た
が
、
真
黄
色
で
、
の
し
餅
に
し
て
焼
い
て
食
う
と
、
 

サ
ク
サ
ク
し
て
か
め
ば
か
む
ほ
ど
味
が
あ
っ
た
。

ヒ
エ
モ
ロ
コ
シ(

ホ
モ
ロ
コ
シ)

の
粉
を
入
れ
て
餅
を
つ
く
と
、
直
赤
に
な
っ 

て
、
ょ
く
ね
ば
っ
て
う
ま
か
っ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
は
餅
に
は
し
な
い
。
ヤ

神棚のシメ飾り(諸戸)(撮影 関口正己)

カマ神様のシメ繩
土間の裏口に張る。(諸戸)(撮影 関口正己)



キ
餅
に
し
た
方 

ず
い
。(
諸
戸
字 

日
影)餅

つ
き•

松 

飾
り
は
三
十
日 

に
す
る
。(

下
高 

田
字
本
村)

シ
メ
飾
り

十
二
月
三
十
日
。
餅
を
つ
き
な
が
ら
、
手
の
あ
い
て
い
る
も
の
が
、
お
飾
り
を
す 

る
。
床
の
間.

仏

様.

荒
神
様.

お
え
び
す
様
な
ど
十
ニ
カ
所
に
、
十
ニ
カ
月
に 

か
た
ど
っ
て
飾
る
。

縁
側
に
、
お
天
道
様
の
方
に
向
け
て
飾
る
家
も
あ
る
。(
菅
原)

十
二
月
二
十
七
日
に
シ
メ
繩
を
な
い
あ
げ
る
。
太
い
も
の
と
コ
ジ
ッ
ク
メ
と
あ 

る
。

コ
ジ
ッ
ク
メ
は
わ
ら
で
な
っ
て
、
松
の
し
ん
と
、
オ
ン
ベ
ロ 
(
幣
束)

を
挾 

ん
だ
も
の
で
、
三
十
本
く
ら
い
作
る
。
神

棚.

玄

関.

屋
敷
神•

家
の
近
所•

畑 

の
ふ
ち
の
観
音
様.

墓
地
な
ど
に
供
え
る
が
、
余
っ
た
も
の
は
墓
地
に
持
っ
て
行
っ 

て
、
墓
に
供
え
る
。

太
い
シ
メ
繩(

タ
ィ
コ
繩)

は
年
神
や
え
び
す
大
黒
に
供
え
る
が
、
真
中
が
太 

い
も
の
を
使
う
。

て
い
ね
い
に
す
ぐ
っ
た
わ
ら
を
、
う
ん
と
し
め
し
て
な
う
。(
諸
戸
字
日
影) 

お
飾
り
は
十
二
月
三
十
日
に
作
る
。
二
十
七
日
に
山
か
ら
お
松
迎
え
を
し
て
き 

た
松
で
、
松
飾
り
を
作
っ
て
飾
り
付
け
る
。
わ
ら
で
コ
ジ
ッ
ク
メ
を
三
十
本
も
な
っ 

て
、
家
の
中
や
屋
敷
稲
荷
、
墓
な
ど
へ
供
え
る
。
七
五
三
の
太
い
シ
メ
繩
も
作
っ 

て
、
神

棚•

年
神
棚•

玄
関
な
ど
に
下
げ
る
。(
諸
戸
字
日
向)

コ
ジ
ッ
コ
メ
は
稲
わ
ら
を
な
っ
て
、
途
中
か
ら
わ
ら
を
一
本
だ
け
外
へ
出
し
た 

簡
単
な
シ
メ
飾
り
で
、
多
い
家
は
六
十
本
く
ら
い
な
っ
て
、
家
の
内
外
の
神
々
に 

供
え
る
。(

諸
戸
字
木
戸•

久
保)

神
棚
に
細
い
竹
を
吊
し
て
、
ネ
ギ
を
下
げ
る
。
根
の
白
い
の
が
、
白
髪
で
長
生 

き
す
る
よ
う
に
、
ー
ー
本
吊
す
の
は
、
友
白
髪
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
。(
菅
原) 

お
飾
り
は
正
月
様
の
前
に
棒
を
渡
し
て
羽
根.

ク
リ.

マ

ワ

リ(

ま
り)

な
ど 

を
ぶ
ら
下
げ
た
。

コ
ジ
ッ
ク
メ
と
い
う
繩
を
な
っ
て
、
オ
ン
ベ
ロ 
(
紙)

を
さ
し
て
、
松
と
い
っ 

し
よ
に
飾
っ
た
。(

諸
戸
字
日
影)

正
月
棚
の
前
に
竹
竿
を
わ
た
し
て
お
飾
り
を
す
る
。
山
と
海
の
も
の
を
供
え
る 

が
、
ミ
カ
ン
・
栗

・
干
し
柿.

コ
ン
ブ.

ま
り
・
鰯
の
頭
付
き
、

ユ
ズ
、
ネ
ギ
、
 

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ホ
オ
ズ
キ
、
山
百
合
、
ス
ル
メ
等
で
あ
る
。
栗
と
マ
リ
は
繰
り
ま 

わ
り
よ
く
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
は
五
両(
千
両
、
万
両
に
対
し
て)

、
山
百
合
は
も
と
は 

ヨ
ロ
と
い
い
、

コ
ン
ブ
と
一
緒
に
ヨ
ロ
コ
ン
ブ
と
い
う
。
柿
は
買
っ
て
も
上
げ
る 

も
の
と
い
い
、
ミ

カ

ン(
橘)

は
十
両
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。(

八
木
連)

年
神
様 

神
主
が
年
神
様
や
大
神
宮.

三
方
荒
神.

お
祓
い
な
ど
の
札
を
持
っ 

て
来
る
の
を
、
各
戸
に
配
る
。
年
神
は
男
か
女
か
不
明
で
あ
る
。(
諸
戸
字
日
向) 

三

十

一

日

大
晦
日 

早
寝
を
す
る
と
、
白
髪
が
生
え
る
。(
菅
原)

十
二
月
三
十
一
日
は
全
部
の
年
取
り
で
、
オ
オ
ミ
ソ
カ
と
い
っ
た
。

年
越
し
魚
に
シ
ャ
ケ
を
使
う
。(
諸
戸
字
日
影)

大
ミ
ソ
カ
は
家
例
に
よ
っ
て
違
う
が
、
汁
粉
や
ミ
ソ
カ
ソ
バ
を
作
っ
て
食
べ
る
。
 

年
男
は
大
ミ
ソ
カ
の
晩
か
ら
、
家
の
内
外
に
供
え
て
回
る
。
正
月
は
十
二
が
単 

位
で
、
松
や
オ
シ
メ
の
お
飾
り
が
し
て
あ
る
所
に
、
十
ニ
ケ
所
進
ぜ
て
回
る
。
倉. 

物

置•

井

戸•

屋
敷
神•

ト
ボ
グ
チ.

カ
マ
神
様
な
ど
へ
、
ワ
リ
ゴ 
(

メ
ン
パ) 

に
供
え
物
を
入
れ
て
供
え
て
回
る
。
ワ
リ
ゴ
は
あ
と
で
神
棚
に
上
げ
て
置
く
。(
諸 

戸
字
木
戸.

久
保)

大
晦
日
の
晩
、
早
く
寝
る
と
白
毛
に
な
る
と
い
い
、
お
そ
く
ま
で
起
き
て
い
る
。
 

最
近
は
、
テ
レ
ビ
の
紅
白
歌
合
戦
を
見
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
除
夜
の
鐘
を
聞
く
よ 

う
に
な
る
。(

八
木
連)

カマ神様

カマドの傍の柱に幣束と神札 

とシメ鋪!を張る。(諸戸)
(撮影関口正己)



大
晦
日
に
ソ
バ
を
食
べ
る
と
い
う
話
は
あ
る
が
、
特
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
食
べ 

て
も
食
べ
な
く
も
ょ
い
。(

八
木
連)

大
み
そ
か
に
、
早
く
寝
る
と
シ
ラ
ガ
が
生
え
る
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
、
十
二
月 

三
十
一
日
は
、
女
の
年
取
り
と
い
わ
れ
た
。(
上
高
田
字
下
十
二)

大
晦
日
は
三
十
一
日
、
女
の
年
と
り
、
馬
の
年
と
り
と
も
い
う
。
こ
の
日
、
御 

飯
を
正
月
棚
へ
進
ぜ
る
。
年
越
そ
ば
を
食
べ
る
。
正
月
の
食
べ
も
の
等
の
用
意
を 

し
て
お
く
。(

下
高
田
字
本
村)

オ
ミ
タ
マ
様 

十
二
月
三
十
一
日
と
翌
年
の
一
月
十
四
日
に
、
仏
壇
に
供
え
た
。
 

十
二
月
三
十
一
日
の
場
合
は
、
米
一
合
を
炊
き
、
む
す
び
に
し
て
メ
ン
パ
に
二 

つ
に
分
け
、
そ
れ
に
箸
を
四
本
立
て
て
仏
壇
に
し
ん
ぜ
た
。
む
す
び
に
し
た
残
り 

の
飯
は
「
ハ
チ
ナ
デ
」
と
い
っ
て
、
お
椀
の
古
い
も
の
に
と
り
「
コ
ク
ゾ
ウ
さ
ん 

に
し
ん
ぜ
ま
す
」
と
い
っ
て
神
棚
の
す
み
の
方
へ
供
え
た
。

コ
ク
ゾ
ゥ
さ
ん
は
ネ 

ズ
ミ
で
、

ハ
チ
ナ
デ
は
ネ
ズ
ミ
に
し
ん
ぜ
る
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。

一
月
十
四
日
の
場
合
は
、
む
す
び
に
し
な
い
で
、
バ
ラ
で
し
ん
ぜ
る
。
や
は
り 

米
を
一
合
使
い
、
炊
い
て
メ
ン
パ
を
使
っ
て
供
え
る
。
バ
ラ
の
場
合
は
、
箸
は
立 

て
な
い
で
、
四
本
を
ね
せ
て
供
え
る
。
ま
た
、

ハ
チ
ナ
デ
も
や
る
。

ま
た
、
十
二
月
三
十
一
日
の
も
の
は
一
月
四
日
の
お
棚
探
し
の
と
き
に
下
げ
て 

食
べ
た
。

一
月
十
四
日
の
も
の
は
一
月
十
六
日
に
、
オ
ジ
ャ
に
し
て
お
昼
に
食
べ 

た
。(

八
木
連
字
大
久
保)

晦
日
の
夕
食
前
、
オ
ハ
ツ
ゥ
を
む
す
び
に
し
て
二
つ
、
皿
に
盛
っ
て
お
盆
に
載 

せ
、
仏
壇
の
中
に
入
れ
る
。
供
え
る
と
戸
を
し
め
き
っ
て
お
い
て
一
月
四
日
ま
で 

は
戸
を
開
か
な
い
。
む
す
び
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
一
ぜ
ん
ず
つ
箸
を
た
て
る
。
こ 

れ
を
ミ
タ
マ
と
い
う
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

ト
シ
ト
リ
十
二
月
三
十
一
日
が
男
の
年
取
り
で
、
十
二
月
二
十
七
日
が
男
と 

女
の
年
取
り
だ
と
い
う
。
こ
の
日
大
掃
除
を
し
て
、
白

飯•

豆
腐
汁
の
ご
馳
走
を 

し
た
。

一
月
六
日
も
オ
ト
シ
ト
リ
と
い
う
。
そ
の
前
に
嫁
が
お
客
に
行
っ
て
も
必
ず 

帰
っ
て
く
る
。

ー
ー
月
三
日
の
節
分
も̂7

ト
シ
ト
リ
と
い
っ
た
。(

下
高
田
字
新
光
寺)

一
月
六
日
は
六
日
年
。

一
月
十
三
日
—

マ
ル
メ
ド
シ
、
ー
ー
月
—
節
分
、
十
ー 

ー
月 

ー
ー
十
七
日I
馬
の
年
取
り
、
女
の
年
取
り
、
十
ー 

ー
月
三
十
一
日
—
オ
オ
ド
シ
と
い 

ぅ
。(

上
高
田)


